
Man. No.  SBCD-339K

CompoNetTM

ユーザーズマニュアル

形CRT1シリーズ



・ Microsoft、Windows、Excel、Visual Basic、Microsoft Edgeは、米国Microsoft Corporationの米国
およびその他の国における登録商標または商標です。

・ ODVA、CIP、CompoNet、DeviceNet、EtherNet/IPはODVAの商標です。
その他、本文中に掲載しているシステム名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

商標

（1）本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。
（2）本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますので、予め
     ご了承ください。
（3）本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのこと
     がありましたら、お手数ですが巻末記載の当社支店または営業所までご連絡ください。
     その際、巻末記載のマニュアルNo.も併せてお知らせください。

おことわり

スクリーンショットはマイクロソフトの許諾を得て使用しています。

著作権



1

はじめに

はじめに
このたびは、CompoNet スレーブをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
CompoNetスレーブは、当社の高度な制御技術と豊富な経験を元に開発された、CompoNet
のスレーブユニットです。
機能・性能などを十分ご理解いただき、CompoNet マスタユニットと併せて、システム構
成にご活用ください。

対象となる読者の方々
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
FA機器の導入を担当される方
FAシステムを設計される方
FA機器を設置、接続される方
FA現場を管理される方

お願い
本マニュアルは、CompoNet スレーブを使用する上で、必要な情報を記載しています。
お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。
また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いくだ
さい。
なお、本マニュアルは最終的にお使いになる方のお手元にも届けられるようお取り計らいを
お願いします。



ご承諾事項
ご承諾事項
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾
事項記載の条件を適用いたします。

■定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
•「当社商品」：「当社」の FA システム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
•「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタ
ログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供
されるものも含みます。

•「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、
取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他

•「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部
品、電子基板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を
含みます。

•「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の (a) 適合性、(b) 動作、(c) 第三者の知的財
産の非侵害、(d) 法令の遵守および (e) 各種規格の遵守

■記載事項のご注意
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。
• 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値およ
び性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。

•参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証する
ものではありません。

• 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。
•「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」
の仕様を変更することがあります。

■ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
• 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
•お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断くださ
い。
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。

• ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されて
いることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。

• ｢当社商品｣をご使用の際には、(i) 定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗
長設計などの安全設計、(ii) ｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安
全設計、(iii) 利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv)
｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。

•「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プ
ログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、または
すべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感
染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用につ
いて一切責任を負わないものとします。
お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当
社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、
⑤「当社商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。

• ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に
掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される
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ご承諾事項
際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途
であっても「当社」の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
（1）高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、

鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及
びうる用途）

（2）高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運
転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

（3）厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、
電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

（4）｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
• 上記の (1) から (4) に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。
以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車
搭載用商品については当社営業担当者にご相談ください。

■保証条件
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。
• 保証期間　ご購入後1年間といたします。
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。）
• 保証内容　故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施
します。
（1）当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理
（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）

（2）故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供
• 保証対象外　故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
（1）「当社商品」本来の使い方以外のご利用
（2）「利用条件等」から外れたご利用
（3）本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用
（4）「当社」以外による改造、修理による場合
（5）「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
（6）「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
（7）上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

■責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。　
「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を
負いません。

■輸出管理
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に
関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場
合には、「当社商品」または技術資料をご提供できない場合があります。
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安全上のご注意
安全上のご注意

安全に使用していただくための表示と意味について
本マニュアルでは、CompoNet スレーブを安全に使用していただくために、注意事項を次
のような表示と図記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す
べきことを示します。

警告

注意

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、
軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場合には重
傷や死亡に至る恐れがあります。また、同様に重大
な物的損害をもたらす恐れがあります。

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、
時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは物的
損害を受ける恐れがあります。
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安全上のご注意
図記号の説明

 記号は、禁止（してはいけないこと）を意味しています。
   
   
具体的な内容は、  の中の文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
  
   
具体的な内容は、  の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

 記号は、強制（必ず守ること）を意味しています。
  
    
具体的な内容は、  の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。
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安全上のご注意
通電中は、ユニットを分解したり内部に触れたりしないでください。 ま
た、カバーを開いた状態で通電しないでください。 
感電の恐れがあります。

ユニットに入力する電圧／電流は、定められた範囲で入力してください。
範囲外の電圧／電流を使用すると故障や火災の原因となります。

プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による異常が発
生した場合も、システム全体が安全側に働くように、スレーブユニット
の外部で安全対策を施してください。
異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。

非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安全保護に関
する回路は、必ずスレーブユニット外部の制御回路で構成してください。
 PLC は、自己診断能力で異常を検出したときや、運転停止故障診断
（FALS）命令を実行したとき、運転を停止して全出力をOFFします。た
だし、PLCの自己診断機能では検出できない、入出力制御部や I/O メモ
リなどの異常時は、意図しない出力をすることがあります。これらいず
れのときでも、システムが安全側に動作するよう、スレーブユニット外
部で対策を施してください。
出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによって、スレー
ブユニットの出力が ON または OFF になったままになることがありま
す。このとき、システムが安全側に動作するよう、スレーブユニット外
部で対策を施してください。
スレーブユニットのDC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態また
は短絡されると、電圧が降下し、出力がOFFとなることがあります。こ
のとき、システムが安全側に動作するよう、スレーブユニット外部で対
策を施してください。

運転を停止している状態（「プログラム」モード）においても、CPUユ
ニットは、I/O リフレッシュを行っています。したがって、以下のいずれ
かの操作によって、出力ユニットに割り付けられた出力リレーエリアの
データ、または高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユニットに割り付けら
れた各リレーエリアのデータを変更する場合、十分に安全を確認してか
ら行ってください。出力ユニットまたは高機能 I/Oユニット／CPU高機
能ユニットに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れがあります。

周辺ツール（パソコンツール）による、I/OメモリのCPUユニットへの
転送操作
周辺ツールによる、現在値変更操作
周辺ツールによる、強制セット／リセット操作
メモリカードまたは EMファイルメモリからの、I/O メモリファイルの
CPUユニットへの転送操作
ネットワーク上の他のPLCまたは上位コンピュータからの、
 I/O メモリの転送操作

リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に設置しないで
ください。故障や誤動作の原因となります。

警 告

注 意
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安全上の要点
安全上の要点
ユニットを輸送するときは、専用の梱包箱を使用してください。また、輸送中に過度な振動
や衝撃が加わらないように注意してください。
製品を落下させたり、異常な振動や衝撃を加えたりしないでください。故障や誤動作の原因
になります。
 DIN レール取り付け、金具取り付け、取付具取り付け、またはねじ取り付けは、確実に行っ
てください。
スレーブの取り付けねじ、ケーブルのねじは本マニュアルで指定した規定トルクで締めてく
ださい。
端子台、通信ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確認してか
らご使用ください。
据付工事の際は、必ずD種接地 ( 第 3種接地 )をしてください。
本マニュアルに示すとおり、正しく配線してください。
複数のCompoNet システムにてフラットケーブル（シースなし、またはシースあり）を使
用する場合、干渉による動作の不安定を防ぐために、各 CompoNet システムのフラット
ケーブルどうしは、束ねずに必ず5mm以上離してください。
通信距離および接続台数は仕様の範囲内でご使用ください。
配線および施工の際は、ユニット内部に金属屑が入らないように注意してください。
配線をする際は、正しい配線部品をご使用ください。
配線をする際は、正しい配線工具をご使用ください。
通信ケーブル、コネクタは必ず指定のものをご使用ください。
配線時は端子の極性に注意してください。
端子台のねじは本マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。ねじがゆるむと発
火、誤動作、故障の原因となります。
本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。
ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。
通信ケーブルの配線時には、以下の注意を守ってください。
・通信ケーブルは、動力線、高圧線からは離してください。
・通信ケーブルを折り曲げないでください。
・通信ケーブルを過度に引っ張らないでください。
・通信ケーブルにものを載せないでください。
・通信ケーブルは、必ずダクト内に配線してください。
電源事情が悪い場所では、定格の電圧や周波数の電源を供給できるようにしてご使用くださ
い。
外部配線の短絡に備えて、ブレーカを設置するなど安全対策を施してください。
信号線の断線、瞬間停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセーフ対策を
施してください。
通信路と電源の配線および I/O渡し時の配線時には、電圧仕様に注意してください。間違っ
た場合、故障の原因となります。
出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないでください。
入力ユニットは、定格値を超える電圧を印加しないでください。
運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容、パラメータおよびデータは、交換した
CPUユニット、高機能 I/Oユニットに転送してから運転を再開してください。
作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してください。
配線やスイッチの設定に間違いがないかを十分確認してから通電してください。
次のことを行うときは、PLC本体やスレーブの電源、通信用の電源をOFFにしてください。
・本体（増設ユニット）の組み立て
・端子台、コネクタの脱着
・部品（リレー等）の交換
・ディップスイッチやロータリスイッチの設定
・ケーブルの接続、配線
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安全上の要点
• 次の動作を行うときは、設備に影響がないことを確認してください。
・PLC動作モードの変更
・リレー接点のセット／リセット
・ユーザプログラム上の設定値や現在値の変更

•接地された金属に触れるなどして、人体の静電気を放電させてからユニットに触れてくださ
い。

• 部品（リレー等）を交換する際は、必ず仕様が正しいことを確認した上で行ってください。
• 本製品を分解して修理や改造はしないでください。
• ロータリスイッチの設定、配線後はカバーのねじを規定のトルクで締めてください。締め付
けが不十分な場合、保護構造が確保できない場合があります。（IP54 ビットスレーブのみ）

• 次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・静電気などによるノイズが発生する場所
・強い電界や磁界が生じる場所
・放射能を被曝する恐れのある場所
・電源線が近くを通る場所

• 本製品の I/O 電源を投入した後に、負荷側の電源を投入するように、外部回路を構成してく
ださい。I/O 電源の投入時に、デジタル出力ユニット等の出力が瞬時的に ON することが
あります。
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EC指令への適合について

EC指令への適合について

適合指令
 EMC指令
低電圧指令

適合の考え方

■EMC指令
本製品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、組み込んだ機
械・装置がより容易に EMC 規格に適合できるように、商品自身の関連する EMC 規格 * の
適合を図っています。
しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMC の性能は EC 指令適合商品を組み込
んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、お客様の使用状
態での適合性は確認できません。したがって、機械・装置全体での最終的な EMC 適合性の
確認を、お客様自身で実施していただくようにお願いします。

* EMC（Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性）関連規格のうち、EMS（Electro-
Magnetic Susceptibility：電磁感受性）に関しては EN61131-2、EN61000-6-2
（Electro-Magnetic Interference：電磁妨害）に関してはEN61131-2、EN61000-6-4
また、EN61000-6-4 Radiated emission は 10m法によります。

■低電圧指令
電源電圧AC50V～ AC1000VおよびDC75V～DC1500Vで動作する機器に対し、必
要な安全性が確保されていることを求めています。
適用規格はEN61131-2 となります。

EC指令への適合について
本製品は、EC 指令に適合しています。ただし、お客様の機械・装置を EC 指令に適合させ
るに当たり、以下の注意が必要です。

1． 本製品は、必ず制御盤内に設置してください。
2． 通信電源、内部電源、I/O 電源として使用するDC電源は入力に10msの瞬停が発生し
ても安定して出力を供給できるもの、かつ強化絶縁、または二重絶縁されたものを使用
してください。

3． 本製品の EC 指令適合商品は、EMI に関してエミッション規格（EN61131-2、
EN61000-6-4）に適合していますが、特に Radiated emission（10m 法）に関し
ては、ご使用になる制御盤の構成、接続される他の機器との関係、配線等により変化す
ることがあります。
したがって、EC指令適合品である本製品をご使用の場合でも、お客様にて機械・装置全
体で EC指令適合性を確認・対応していただく必要があります。

4． I/O 配線 30m未満の構成で適合性を確認しています。
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使用上の注意

使用上の注意
本マニュアルに示すとおり、正しく設置、配線してください。

次のような環境には設置しないでください。
日光が直接当たる場所
周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
温度の変化が急激で結露するような場所
腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
水、酸、油、薬品などの飛沫がかかる場所
本体に直接振動や衝撃が伝わる場所
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されている Man.No. の後尾に付記されていま
す。

改訂記号 改訂日 改訂内容

－ 2006年 7月 初版印刷

B 2007年 6月

デジタル I/Oスレーブ［16点入力ユニット（3段端子台タイ
プ）／16点出力ユニット（3段端子台タイプ）／8点入力 /
8点出力ユニット（3段端子台タイプ）／16点出力ユニット
（2段端子台タイプ・リレー出力）］の追加による改訂

C 2007年 10月

デジタル I/Oスレーブ［16点入力ユニット（コネクタタイプ /
クランプタイプ）／16点出力ユニット（2段端子台タイプ・
SSR出力 /コネクタタイプ /クランプタイプ）／8点入力 /8
点出力ユニット（コネクタタイプ）］の追加による改訂

D 2008年 4月

デジタル I/Oスレーブ［8点入力ユニット（2段端子台タイプ
/3段端子台タイプ /e-CONコネクタタイプ /スクリューレス
クランプタイプ）／8点出力ユニット（2段端子台タイプ /2
段端子台タイプ・リレー出力 /2段端子台タイプ・SSR出力 /
3段端子台タイプ /e-CONコネクタタイプ /スクリューレスク
ランプタイプ）／8点入力 /8点出力ユニット（2段端子台タ
イプ /3段端子台タイプ・検知機能あり /e-CONコネクタタイ
プ・検知機能あり /スクリューレスクランプタイプ）／16点
入力ユニット（3段端子台タイプ・検知機能あり /e-CONコネ
クタタイプ・検知機能あり /MIL コネクタタイプ）／16点出
力ユニット（3段端子台タイプ・検知機能あり /e-CONコネク
タタイプ・検知機能あり /MIL コネクタタイプ）／32点入力
ユニット（e-CONコネクタタイプ /MIL コネクタタイプ）／
32点出力ユニット（e-CONコネクタタイプ /MIL コネクタタ
イプ）］／16点入力 /16点出力ユニット（e-CONコネクタタ
イプ /MIL コネクタタイプ）］の追加による改訂

E 2008年 10月 温度入力ユニット（4点入力）の追加による改訂

F 2008年 12月
アナログ I/Oスレーブ［4点入力ユニット（e-CONコネクタ
タイプ /MIL コネクタタイプ）／2点出力ユニット（e-CON
コネクタタイプ /MIL コネクタタイプ）］の追加による改訂

G 2009年 10月 ビットスレーブ小型コネクタタイプ［2点入力ユニット／2点
出力ユニット／4点入力ユニット／4点出力ユニット／2点
入出力ユニット／4点入出力ユニット］の追加、
フラットマルチ配線用コネクタプラグ（フラットケーブルⅠ）
の追加に伴う改訂

H 2017年 9月 誤記修正・説明追加に伴う改訂

J 2017年 12月 誤記修正、ユニット通電時間に関する説明追加に伴う改訂

K 2024年 10月 誤記修正

SBCD-339K
改訂記号
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関連マニュアル

関連マニュアル
CompoNet に関わるマニュアルには、次のものがあります。併せてご覧ください。

Man. No. マニュアル名称 内容

SBCD-339□
（本書）

CompoNet
形 CRT1シリーズ
ユーザーズマニュアル

CompoNet スレーブ、リピータユニットの仕様につい
て知りたいとき

SBCD-338□ CS/CJ シリーズ
マスタユニット
ユーザーズマニュアル

CompoNet ネットワークの概要について知りたいとき
通信ネットワーク共通の通信仕様、配線方法について
知りたいとき
CS/CJシリーズ マスタユニットについて知りたいとき

SBCA-304□ SYSMAC CS/CJ/CP
シリーズ
SYSMAC One NSJ シ
リーズ
通信コマンド　リファ
レンスマニュアル

CS/CJシリーズ マスタユニットの通信コマンドについ
て知りたいとき

SBCA-347□ CX-Integrator
オペレーションマニュ
アル

CX-Integrator の概要について知りたいとき

TM
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本書の構成

本書の構成

章タイトル 概要

第1章 特長とスレーブ一覧 CompoNet スレーブの機能の概要および種類について説明
しています。

第2章 配線形態 CompoNet ネットワークにおける配線形態やケーブルの種
類などを記載しています。

第3章 スレーブの取り付けと
配線

各ユニットの取り付け、フラットコネクタの加工方法、電源
の配線などを記載しています。

第4章 スレーブの共通仕様 全スレーブに共通している通信仕様や、通信用 LEDの表示
について説明しています。

第5章 デジタル I/Oスレーブ デジタル I/Oスレーブの概要、各部の名称や配線などについ
て説明しています。

第6章 アナログ I/Oスレーブ アナログ I/Oスレーブの概要、割付方法、各部の名称や配線
などについて説明しています。

第7章 温度入力ユニット 温度入力ユニットの概要、割付方法、各部の名称や配線など
について説明しています。

第8章 拡張ユニット 拡張ユニットの概要、各部の名称や配線などについて説明し
ています。

第9章 ビットスレーブ ビットスレーブの概要、各部の名称や配線などについて説明
しています。

第10章 リピータユニット リピータユニットの概要、各部の名称や配線などについて説
明しています。

第11章 スマート機能の説明 CompoNet スレーブに搭載されているスマート機能の詳細
および使用方法について説明しています。

第12章 異常時の処置と
メンテナンス

異常発生時の処置や、日常の点検などを行う方を対象にトラ
ブルシューティングや、点検方法について記載しています。

付録
Explicit メッセージの概要（コマンドの発行方法など）、お
よび各機能のコマンド一覧を掲載しています。また、スレー
ブ・接続関連製品の一覧も記載しています。
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1特長とスレーブ一覧

1-1 CompoNetスレーブの特長

1-1-1　概要

CompoNet スレーブは、単にON／OFF 信号を入出力するだけでなく、設備の稼働率向上
に貢献する様々な情報を収集できます。
制御系システムとは別に、保全系システムを構築できます。これにより、制御と保全を両立
させ、お客様の設備の立ち上げ時間の短縮、トラブル時の復旧時間の短縮、設備の予防保全
に貢献できます。

制御系システム：
PLCとのリモート I/O 通信では、デフォルトで、実際の入出力がノードアドレスごとに割
り付けられます。また、実際の入出力以外にスレーブのステータス情報がマスタユニット
の IN エリアに割り付けられます（CX-Integrator または Explicit メッセージを使用して
設定することによります）。
保全系システム：
CX-Integrator から、本スレーブ内部に記憶される各種の設備情報を読み書きします。ま
たはマスタユニット（PLC）から本スレーブ宛てに Explicit メッセージを発行することに
よって、同様の設備情報を読み書きすることができます。

1-1-2　CompoNet スレーブの特長

CompoNet スレーブには次のような特長があります。

■主な機能
使用できる機能は、スレーブの種類により異なります。詳細については、1-6 ページの「1-
1-3　CompoNet スレーブで使用できる各機能の有無一覧」を参照してください。

動作時間モニタ機能
スレーブ内での接点の入出力（ON／OFF）のタイミングを、ラダープログラム側に依存せ
ず、スレーブ側で高速に計測することができます。接点種別（IN － OUT、OUT － IN、IN
－ IN、OUT－OUT）およびトリガパターン（ON→OFF、OFF → ON、ON→ON、OFF
→ OFF）を自由に組み合わせて計測できます。また、スレーブ内部に設定値を持っておくこ
とにより、一定時間を超えるとステータスで通知することができます。
設定および読み出しはCX-Integrator により行います。

接点動作回数モニタ機能
各入力接点または出力接点ごとの OFF → ON した回数をカウントし（サンプリング周期最
大50Hz）、記憶できます。さらに、スレーブ内部に設定値を設定でき、設定値以上の値に達
すると、ステータスにより通知することができます。
設定および読み出しはCX-Integrator により行います。

注． 1つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON積算時間モニタ機能との同時使用はできませ
ん。
1-1
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ON積算時間モニタ機能
センサ、リレーなどの接続機器が ON している時間を積算し、スレーブ内部に記録します。
さらに、スレーブ内部に設定値を設定でき、設定値以上の値に達すると、ステータスにより
通知することができます。
設定および読み出しはCX-Integrator により行います。

注． 1つの接点におけるON積算時間モニタ機能と、接点動作回数モニタ機能との同時使用はできませ
ん。

伝送速度自動認識機能
伝送速度の設定は不要です。自動的にマスタユニットの伝送速度に合わせます。

ユニット通電時間モニタ機能
スレーブ自体の内部回路電源の通電時間を積算し記録できます。さらに、スレーブ内部に設
定値を持っておき、一定積算時間に達すると、ステータスにより通知することができます。
設定および読み出しはCX-Integrator により行います。

ユニットコメント機能
ユニットごとにユーザが任意の名称を設定し、その名称をスレーブ内部に記憶できます。
書き込み／読み出しはCX-Integrator により行います。

接続機器コメント機能
スレーブに接続されているセンサやバルブなどの入出力接点ごとに任意のネーミングを設定
し、その名称をスレーブ内部に記憶できます。
書き込み／読み出しはCX-Integrator により行います。

ネットワーク電源電圧モニタ機能
スレーブ内部でネットワーク電源電圧値（現在値、最大値、最小値）を記憶できます。さら
に、スレーブ内部に設定値（監視電圧）を持っておき、その電圧値まで下降したら、ステー
タスにより通知することができます。
設定および読み出しはCX-Integrator により行います。

I/O 電源状態モニタ機能
I/O 電源が入っているかどうかを検知し、ステータスで通知することができます。
確認はCX-Integrator により行います。

通信異常履歴モニタ機能
過去4回分の通信異常発生時のエラー状態（通信異常内容、そのときの通信電源電圧値、通
電時間の累計）をスレーブ内部に蓄積することができます。
読み出しはCX-Integrator により行います。

入力フィルタ機能
入力ユニットにて、設定時間間隔の間に複数回、入力値を読み出し、ノイズなどによるデー
タとび、またはスイッチのチャタリングの除去をすることができます。なお、この機能を使
用して、 ONディレー動作、 OFF ディレー動作をさせることもできます。
設定はCX-Integrator により行います。

異常時の出力値設定機能
通信異常が発生した場合の出力ユニットの出力値を、チャネル単位で設定することができま
す。
設定はCX-Integrator により行います。
1-2
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I/O 電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
I/O 電源がOFF のときと、I/O電源がOFF→ ONになってからの100msの間は入力を取
り込まないようにし、電源投入から安定するまでの間待機する機能です。これにより、I/O
電源での立ち上がり時の突入電流による誤入力をなくすことができます。
設定はCX-Integrator により行います。

電源短絡検知機能
I/O 電源電流を監視し、規定以上の電流が流れた場合、電源短絡と判断して、センサへの電
源供給を強制的にOFF にします。
確認はスレーブ本体の LEDまたはCX-Integrator により行います。

負荷短絡検知機能
出力部の負荷電流を監視し、出力ユニットに一定量以上の電流が流れた場合、負荷短絡と判
断して、ユニットの出力回路の破壊防止のため出力を強制的にOFFにします。
確認はスレーブ本体の LEDまたはCX-Integrator により行います。

端子台脱着構造
端子台を脱着することができます。

拡張 I/O ユニットの増設が可能
デジタル I/O スレーブ（2段端子台16点タイプのみ）に対し、1台の拡張ユニットを組み
合わせることができます。これにより、入力16点＋出力8点や、入力24点（入力16点
＋入力8点）などの、様々な I/Oの組み合わせが可能となり、システム構築の可能性を拡げ
ます。

スケーリング機能
変換されたデータをユーザ任意の値にスケーリングすることができます。スレーブ側でのス
ケーリング機能を使用することにより、マスタユニット側でのラダープログラム上の演算処
理を省くことができます。また、オフセット補正機能により、スケーリング後の値をオフセッ
ト調整することができます。
設定はCX-Integrator により行います。

ラストメンテナンスデイト
メンテナンスした日付をユニット内に書き込むことができます。
書き込みはCX-Integrator により行います。

積分機能
入力（または出力）したアナログ値の時間積分を演算し、累積値を読み出せる機能です。ま
た、ユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、ステー
タスの「積分カウントオーバーフラグ」がONします。
設定／読み出しはCX-Integrator により行います。

移動平均処理機能
アナログ入力ユニット／温度入力ユニットにて、過去8回分の入力の平均値（移動平均）を
演算し、変換データとすることができます。入力が細かく変動しているような場合には平均
化処理を行うことにより、滑らかな入力値を得ることができます。
設定はCX-Integrator により行います。

AD変換点数の設定
アナログ入力4点をすべて使用するときの変換サイクルは4ms以下ですが、使用点数（AD
変換点数）を少なくすることにより、AD変換サイクルを速めることができます。
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変化率演算機能
アナログ入力ユニット／温度入力ユニットに取り込まれた入力値のデータの設定サンプリン
グ周期ごとの変化率を求めることができます。
設定はCX-Integrator により行います。

コンパレート機能
アナログ入力ユニット／温度入力ユニットに取り込まれた入力値のデータ、または演算処理
されたデータを警報設定値（上上限、上限、下限、下下限）と比較し、結果を「アナログス
テータスフラグ」（または「温度データステータスフラグ」）に反映させることができます。
なお、設定範囲以内の場合は正常フラグ（Pass 信号）がONとなります。
設定はCX-Integrator により行います。

ピークボトムホールド機能
アナログ入力ユニット／温度入力ユニットに取り込まれた入力値の最大（ピーク）値、また
は最小（ボトム）値を保持します。なお、ピーク値およびボトム値を警報設定値と比較演算
し、ステータス情報としてフラグを立てることもできます。（コンパレート機能）
設定はCX-Integrator により行います。

トップバレーホールド機能
アナログ入力ユニット／温度入力ユニットに取り込まれた入力値の「山の頂上（トップ）」、
または「谷の底（バレー）」の値を保持します。トップ値およびバレー値は「トップバレー検
出タイミングフラグ」により山または谷が検出されたタイミングを確認することができます。
なお、トップ値およびバレー値を警報設定値と比較演算し、ステータス情報としてフラグを
立てることもできます。（コンパレート機能）
設定はCX-Integrator により行います。

断線検知機能
アナログ入力ユニットの場合は、AD 変換点数の設定で有効となっているチャネルのアナロ
グ入力配線（電圧入力、または電流入力）が断線しているかどうかを、チャネルごとの「断
線検知フラグ」によりマスタユニット側で確認することができます。（ただし入力レンジが
「1～ 5V」または、「4～ 20mA」の場合のみ有効となります。）
温度入力ユニットの場合は、接続されているセンサ入力が各接点ごとに断線しているかどう
かをチェックします。断線している箇所は「断線検知フラグ」にてマスタユニット側で確認
できます。

ユーザー校正機能
入力または出力機器の特性や接続方法などにより、入力値（または出力値）にずれが生じる
ような場合に、ずれを補正し、入力（または出力）を調整することができる機能です。0％
および100％の2点で変換直線を補正します。
校正はCX-Integrator により行います。

トップバレーカウント機能
温度入力ユニットにて、温度入力値が一定の温度変化を繰り返すサイクルを持つようなアプ
リケーションで、極大または極小の数をカウントします。そのサイクル数が監視設定値を超
えた場合、ステータスをExplicit メッセージにて読み出せます。
設定はCX-Integrator により行います。

設定温度範囲内時間カウント機能
温度入力ユニットにて、温度入力値がユーザで任意に設定した温度範囲内で取り込まれてい
る時間を1秒単位で計測することができます。計測値が監視設定値を超えた場合、ステータ
スをCX-Integrator または Explicit メッセージにて読み出せます。
設定はCX-Integrator により行います。
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入力CH間温度差検出機能
温度入力ユニットにて、ユニットの入力間（CH0 ～ CH3）のそれぞれの温度差を検出し、
内部でその温度差と監視設定値との比較演算を行います。温度差が監視設定値を超えた場合、
ステータスをCX-Integrator または Explicit メッセージにて読み出せます。
設定はCX-Integrator により行います。

入力異常検知無効機能
温度入力ユニットにて、使用しないチャネルがある場合、入力異常（断線含む）を検知しな
いようにすることができます。
設定はCX-Integrator により行います。

■その他の特長

ロータリスイッチによるノードアドレス設定
ノードアドレスの設定を、値がわかりやすいロータリスイッチ設定にしました。
（一部機種を除く）

小点数分散が可能（ビットスレーブ）
2 点入力、2点出力、4点入力、4点出力、および 1点入力／ 1点出力、2 点入力／ 2 点
出力のMIX タイプを用意。これにより、スレーブの小点数分散が可能。同時に、スレーブの
点数の余りを抑えることが可能です。

IP54 防塵・防沫タイプを用意（ビットスレーブ）
保護構造 IEC規格 IP54防塵・防沫タイプ *を用意。制御盤外で、粉塵や水の飛沫がかかり
やすい環境でも使用することが可能です。

*  IEC 規格 IP54は、人体および固形異物に対する保護については、動作に影響を及ぼす以上の粉塵が
内部に浸入しません。水の浸入に対する保護については、いかなる方向からの水の飛沫を受けても、
有害な影響を受けません。

フラットケーブルを付属（ビットスレーブ、小型コネクタタイプを除く）
ビットスレーブにはあらかじめフラットケーブル（シースありまたはシースなし）が付属し
ている機種があります。ただし、あらかじめフラットケーブルが付属している機種では伝送
速度4Mbps（支線分岐不可）では使用できませんのでご注意ください。

I/O 電源配線が不要（ビットスレーブ）
ビットスレーブにて、e-CONコネクタ、クランプターミナル、または小型コネクタで接続す
る外部 I/O（センサ、アクチュエータ）の電源は CompoNet 通信電源から供給されますの
で、I/O 電源配線が不要です。

e-CONコネクタタイプを用意（形CRT1-V □ D08S（-1）／形CRT1- □ D□□ S（-1）
       ／形 CRT1- □ D□□ SH（-1）／形CRT1B- □ D02S（-1）／形 CRT1B- □ D0 □ SP（-1）
       ／形 CRT1-VAD04S ／形 CRT1-VDA02S）

業界標準 e-CONコネクタのため、専用工具不要で簡単に結線可能（電線の皮むき不要で、電
線を挿入してプライヤで押し込むだけ）。各社 e-CONコネクタと互換性があります。

MIL コネクタタイプを用意（形CRT1-V □ D□□ML（-1）／形CRT1-VAD04ML ／
　　  形 CRT1-VDA02ML）

電子部品／半導体業界で使用率の高いMILコネクタを搭載しているため、省配線が可能です。

クランプ端子台タイプを用意（形CRT1- □ D□□ SL（-1）／形CRT1B-MD04SLP（-1））
スクリューレスクランプ式端子台のため、ねじの増し締めが不要。また棒端子を差し込むだ
けで結線が完了。ワンタッチ結線が可能です。
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1-1-3　CompoNet スレーブで使用できる各機能の有無一覧
                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

2段端子台タイプ

形CRT1- □ D08(-1) 形 CRT1- □ D16(-1)

入力 出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － ○ － ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ － ○

電源短絡検知機能 －

未接続検知機能 －

負荷短絡検知機能 －

断線検知機能 －

端子台脱着構造 ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 － ○

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
1-6



1-1 CompoNet スレーブの特長

 １

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

2段端子台タイプ

形CRT1-ROS08 形 CRT1-ROS16 形 CRT1-ROF08 形 CRT1-ROF16

出力 出力

動作時間モニタ機能 ○ ○

接点動作回数モニタ機能 ○ ○

ON積算時間モニタ機能 ○ ○

伝送速度自動認識機能 ○ ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○ ○

ユニットコメント機能 ○ ○

接続機器コメント機能 ○ ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○ ○

I/O電源状態モニタ機能 － －

通信異常履歴モニタ機能 ○ ○

入力フィルタ機能 － －

異常時の出力値設定機能 ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 － －

電源短絡検知機能 － －

未接続検知機能 － －

負荷短絡検知機能 － －

断線検知機能 － －

端子台脱着構造 ○ ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 － ○ － ○

スケーリング機能 － －

ラストメンテナンスデイト ○ ○

積分機能 － －

移動平均処理機能 － －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 － －

変化率演算機能 － －

コンパレート機能 － －

ピークボトムホールド機能 － －

トップバレーホールド機能 － －

ユーザー校正機能 － －

トップバレーカウント機能 － －

設定温度範囲内時間カウント機能 － －

入力CH間温度差検出機能 － －

入力異常検知無効機能 － －
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

3段端子台タイプ

形CRT1- □ D08TA(-1)
（短絡・断線検知機能なし）

形CRT1- □ D08TAH(-1)
（短絡・断線検知機能あり）

入力 出力 入力 出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ －

異常時の出力値設定機能 － ○ － ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ －

電源短絡検知機能 － ○ －

未接続検知機能 － ○ －

負荷短絡検知機能 － － ○

断線検知機能 － － ○

端子台脱着構造 ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

3段端子台タイプ

形CRT1- □ D16TA(-1)
（短絡・断線検知機能なし）

形CRT1- □ D16TAH(-1)
（短絡・断線検知機能あり）

入力 出力 入出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － ○ ○ － ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ ○ － ○

電源短絡検知機能 － ○ － ○

未接続検知機能 － ○ － ○

負荷短絡検知機能 － － ○ ○

断線検知機能 － － ○ ○

端子台脱着構造 ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

e-CONコネクタタイプ

形CRT1-V □ D08S(-1)

入力 出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 － ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ －

異常時の出力値設定機能 － ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ －

電源短絡検知機能 －

未接続検知機能 －

負荷短絡検知機能 －

断線検知機能 －

端子台脱着構造 －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

e--CONコネクタタイプ

形CRT1- □ D16S(-1)
（短絡・断線検知機能なし）

形CRT1- □ D16SH(-1)
（短絡・断線検知機能あり）

入力 出力 入出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 － ○ ○ － ○ ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － ○ ○ － ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ ○ － ○

電源短絡検知機能 － ○ － ○

未接続検知機能 － ○ － ○

負荷短絡検知機能 － － ○ ○

断線検知機能 － － ○ ○

端子台脱着構造 －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

e-CONコネクタタイプ

形CRT1- □ D32S(-1)
（短絡・断線検知機能なし）

形CRT1- □ D32SH(-1)
（短絡・断線検知機能あり）

入力 出力 入出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 － ○ ○ － ○ ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － ○ ○ － ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ ○ － ○

電源短絡検知機能 － ○ － ○

未接続検知機能 － ○ － ○

負荷短絡検知機能 － － ○ ○

断線検知機能 － － ○ ○

端子台脱着構造 －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

MIL コネクタタイプ

形CRT1-V □ D16ML(-1) 形 CRT1-V □ D32ML(-1)

入力 出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － ○ － ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ － ○

電源短絡検知機能 －

未接続検知機能 －

負荷短絡検知機能 －

断線検知機能 －

端子台脱着構造 －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

デジタル I/Oスレーブ

スクリューレスクランプタイプ

形CRT1- □ D08SL(-1) 形 CRT1- □ D16SL(-1)

入力 出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － ○ － ○ ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 ○ － ○ － ○

電源短絡検知機能 －

未接続検知機能 －

負荷短絡検知機能 －

断線検知機能 －

端子台脱着構造 ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

ユーザー校正機能 －

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

アナログ I/Oスレーブ

2段端子台タイプ e-CONコネクタタイプ MILコネクタタイプ

形CRT1-AD04
形 CRT1-DA02

形 CRT1-VAD04S
形 CRT1-VDA02S

形 CRT1-VAD04ML
形 CRT1-VDA02ML

入力 出力 入力 出力 入力 出力

動作時間モニタ機能 －

接点動作回数モニタ機能 －

ON積算時間モニタ機能 －

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 －

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 －

異常時の出力値設定機能 － ○ － ○ － ○

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 －

電源短絡検知機能 －

未接続検知機能 －

負荷短絡検知機能 －

断線検知機能 ○ － ○ － ○ －

端子台脱着構造 ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 ○

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 ○

移動平均処理機能 ○ － ○ － ○ －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 ○ － ○ － ○ －

変化率演算機能 ○ － ○ － ○ －

コンパレート機能 ○ － ○ － ○ －

ピークボトムホールド機能 ○ － ○ － ○ －

トップバレーホールド機能 ○ － ○ － ○ －

ユーザー校正機能 ○

トップバレーカウント機能 －

設定温度範囲内時間カウント機能 －

入力CH間温度差検出機能 －

入力異常検知無効機能 －
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

温度入力ユニット

形CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

入力

動作時間モニタ機能 －

接点動作回数モニタ機能 －

ON積算時間モニタ機能 －

伝送速度自動認識機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 －

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 －

異常時の出力値設定機能 －

I/O電源投入時の突入電流による誤動作防
止機能 －

電源短絡検知機能 －

未接続検知機能 －

負荷短絡検知機能 －

断線検知機能 ○

端子台脱着構造 ○

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 ○

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 ○

移動平均処理機能 ○

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

変化率演算機能 ○

コンパレート機能 ○

ピークボトムホールド機能 ○

トップバレーホールド機能 ○

ユーザー校正機能 ○

トップバレーカウント機能 ○

設定温度範囲内時間カウント機能 ○

入力CH間温度差検出機能 ○

入力異常検知無効機能 ○
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                                                                                  ○：機能あり　－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用で
きませんのでご注意ください。

機能

ビットスレーブ ビットスレーブ（小型コネクタタイプ） リピータ
ユニット

形CRT1B-
□ D02S(-1)

形 CRT1B-
□ D0□ SP(-1)
形 CRT1B-

MD04 SLP(-1)

形 CRT1B-
□ D02JS(-1)

形 CRT1B-
□ D04JS(-1) 形 CRS1-

RPT01

入力 出力 入力 出力 入出力 入力 出力 入出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○ － － －

接点動作回数モニタ機能 ○ － － －

ON積算時間モニタ機能 ○ － － －

伝送速度自動認識機能 ○ ○ ○ ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○ － － ○

ユニットコメント機能 ○ － － ○

接続機器コメント機能 ○ － － －

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○ － － ○

I/O電源状態モニタ機能 － － － －

通信異常履歴モニタ機能 ○ － － ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ －

異常時の出力値設定機能 － ○ － ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ －

I/O電源投入時の突入電流による
誤動作防止機能 ○ － ○ － ○ － － －

電源短絡検知機能 ○ － ○ － ○ － － －

未接続検知機能 － － － －

負荷短絡検知機能 － ○ － ○ ○ － － －

断線検知機能 － － － －

端子台脱着構造 － － － －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 － － － －

スケーリング機能 － － － －

ラストメンテナンスデイト ○ － － ○

積分機能 － － － －

移動平均処理機能 － － － －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 － － － －

変化率演算機能 － － － －

コンパレート機能 － － － －

ピークボトムホールド機能 － － － －

トップバレーホールド機能 － － － －

ユーザー校正機能 － － － －

トップバレーカウント機能 － － － －

設定温度範囲内時間カウント機能 － － － －

入力CH間温度差検出機能 － － － －

入力異常検知無効機能 － － － －
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1-2 スレーブ形式一覧
CompoNet スレーブは、以下のように分類することができます。

ワードスレーブ
CPUユニットの I/Oメモリに16点（1CH）単位で割り付けられるスレーブ。

ビットスレーブ
CPUユニットの I/Oメモリに2点（ビット）単位で割り付けられるスレーブ。

リピータユニット
幹線の延長や分岐など、ネットワークを拡張する場合に使用する中継ユニット。

デジタル I/Oスレーブ： デジタル値の入出力機能を持ったスレーブ

アナログ I/Oスレーブ： アナログ値の入出力機能を持ったスレーブ

温度入力ユニット　　： 温度の入力機能を持ったスレーブ

拡張ユニット　　　　： デジタル I/Oスレーブ（2段端子台16点タイプ）に対し、
入出力点数の拡張が可能な増設型ユニット

ビットスレーブ： 2点または4点のデジタル値の入出力機能を持ち、フラットケー
ブル（シースなしまたはシースあり）が付属したスレーブ

ビットスレーブ
（小型コネクタタイプ）：

2点または4点のデジタル値の入出力機能を持ち、内フック型の
通信コネクタによる通信ケーブルとの接続が可能な I/Oインタ
フェースに小型コネクタを内蔵したスレーブ
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1-2-1　ワードスレーブ

■デジタル I/Oスレーブ

ねじ式端子台タイプ

種類 外観 I/O点数 形式 特長

2段端子台
タイプ

8点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID08

8点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID08-1 ・端子台はねじに

よる着脱方式

8点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD08 ・拡張ユニットの

増設は不可

8点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD08-1

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID16

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID16-1 ・端子台はねじに

よる着脱方式

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD16 ・拡張ユニットの

増設が可能

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD16-1

8点入力／
8点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD16

8点入力／
8点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD16-1 ・端子台はねじに
よる着脱方式

8点出力
（リレー出力） 形CRT1-ROS08

・拡張ユニットの
増設は不可

8点出力
（SSR出力） 形CRT1-ROF08

16点出力
（リレー出力） 形CRT1-ROS16 ・端子台はねじに

よる着脱方式

16点出力
（SSR出力） 形CRT1-ROF16

・拡張ユニットの
増設が可能

MS

OMRON

NS
WORDNODE ADR

X1

X10
[0-63]

0 1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 121314 15

OUT
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種類 外観 I/O点数 形式 特長

3段端子台
タイプ

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
な
し

8点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID08TA

8点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID08TA-1

8点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD08TA

8点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD08TA-1

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
あ
り

8点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID08TAH

8点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID08TAH-1

8点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD08TAH

8点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD08TAH-1

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
な
し

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID16TA

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID16TA-1 ・端子台はねじに

よる着脱方式

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD16TA ・拡張ユニットの

増設は不可

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD16TA-1

8点入力／
8点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD16TA

8点入力／
8点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD16TA-1

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
あ
り

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID16TAH

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID16TAH-1

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD16TAH

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD16TAH-1

8点入力／
8点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD16TAH

8点入力／
8点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD16TAH-1
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コネクタタイプ

種類 外観 I/O点数 形式 特長

e-CON
コネクタ
タイプ

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
な
し

8点入力
（NPN対応） 形CRT1-VID08S

8点入力
（PNP対応） 形CRT1-VID08S-1

8点出力
（NPN対応） 形CRT1-VOD08S

8点出力
（PNP対応） 形CRT1-VOD08S-1

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID16S

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID16S-1

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD16S

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD16S-1

8点入力／
8点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD16S ・e-CONコネ
クタ搭載

8点入力／
8点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD16S-1
・拡張ユニット
の増設は不可

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
あ
り

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID16SH

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID16SH-1

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD16SH

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD16SH-1

8点入力／
8点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD16SH

8点入力／
8点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD16SH-1
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種類 外観 I/O点数 形式 特長

e-CON
コネクタ
タイプ

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
な
し

32点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID32S

32点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID32S-1

32点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD32S

32点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD32S-1

16点入力／
16点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD32S

16点入力／
16点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD32S-1 ・e-CONコネ
クタ搭載

短
絡
・
断
線
検
知
機
能
あ
り

32点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID32SH ・拡張ユニット

の増設は不可

32点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID32SH-1

32点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD32SH

32点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD32SH-1

16点入力／
16点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD32SH

16点入力／
16点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD32SH-1

MIL コネクタ
タイプ

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-VID16ML

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-VID16ML-1

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-VOD16ML

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-VOD16ML-1

32点入力
（NPN対応） 形CRT1-VID32ML ・MIL コネクタ

搭載

32点入力
（PNP対応） 形CRT1-VID32ML-1 ・拡張ユニット

の増設は不可

32点出力
（NPN対応） 形CRT1-VOD32ML

32点出力
（PNP対応） 形CRT1-VOD32ML-1

16点入力／
16点出力
（NPN対応）

形CRT1-VMD32ML

16点入力／
16点出力
（PNP対応）

形CRT1-VMD32ML-1
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クランプタイプ

種類 外観 I/O点数 形式 特長

スクリューレ
ス
クランプ
タイプ

8点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID08SL

8点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID08SL-1

8点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD08SL

8点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD08SL-1

16点入力
（NPN対応） 形CRT1-ID16SL

・スクリューレス
クランプターミ
ナル搭載

16点入力
（PNP対応） 形CRT1-ID16SL-1

16点出力
（NPN対応） 形CRT1-OD16SL ・拡張ユニットの

増設は不可

16点出力
（PNP対応） 形CRT1-OD16SL-1

8点入力／
8点出力
（NPN対応）

形CRT1-MD16SL

8点入力／
8点出力
（PNP対応）

形CRT1-MD16SL-1
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■アナログ I/Oスレーブ

ねじ式端子台タイプ

コネクタタイプ

種類 外観 I/O点数 形式 特長

2段端子台
タイプ

4点入力 形CRT1-AD04
入出力レンジ：
 0～ 5V
 1～ 5V
 0～ 10V
 － 10～＋10V
 0～ 20mA
 4～ 20mA

2点出力 形CRT1-DA02

種類 外観 I/O点数 形式 特長

e-CON
コネクタ
タイプ

4点入力 形CRT1-VAD04S

入出力レンジ：
 0～ 5V
 1～ 5V
 0～ 10V
 － 10～＋10V
 0～ 20mA
 4～ 20mA

2点出力 形CRT1-VDA02S

MIL コネクタ
タイプ

4点入力 形CRT1-VAD04ML

2点出力 形CRT1-VDA02ML

MS

OMRON

ANALOG TERMINAL
CRT1-AD04

NS
WORDNODE ADR

X1

X10
[0-63]

1 2 3 4 5 6 7 8

A/D

SW

ON
INPUT

RANGE

CH 0,1

INPUT

RANGE

CH 2,3
1 2 3 4 5 6
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■温度入力ユニット

■拡張ユニット

種類 外観 I/O点数 形式 特長

2段端子台
タイプ 4点入力

形CRT1-TS04T

熱電対入力
（R、S、K、J、
T、E、B、N、L、
U、W、PL2 切り
替え可）

形CRT1-TS04P 測温抵抗体入力
（PT100のみ）

種類 外観 I/O点数 形式 特長

2段端子台
タイプ

8点入力
（NPN対応） 形XWT-ID08

・デジタル I/Oス
レーブ（2段端
子台16点タイ
プのみ）に対
し、点数の拡張
が可能な増設型
ユニット

8点入力
（PNP対応） 形XWT-ID08-1

8点出力
（NPN対応） 形XWT-OD08

8点出力
（PNP対応） 形XWT-OD08-1

16点入力
（NPN対応） 形XWT-ID16

16点入力
（PNP対応） 形XWT-ID16-1 ・スレーブ1台に

つき、1台拡張
可能16点出力

（NPN対応） 形XWT-OD16

16点出力
（PNP対応） 形XWT-OD16-1

MS

OMRON

ANALOG TERMINAL
CRT1-AD04

NS
WORDNODE ADR

X1

X10
[0-63]

1 2 3 4 5 6 7 8

A/D

SW

ON
INPUT

RANGE

CH 0,1

INPUT

RANGE

CH 2,3
1 2 3 4 5 6
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1-2-2　ビットスレーブ

■コネクタタイプ
種類 外観 I/O点数 形式 特長

e-CON
コネクタ
タイプ

2点入力
（NPN対応） 形CRT1B-ID02S

・フラットケー
ブル（シース
なし）
標準接続

2点入力
（PNP対応） 形CRT1B-ID02S-1

2点出力
（NPN対応） 形CRT1B-OD02S

2点出力
（PNP対応） 形CRT1B-OD02S-1

2点入力
（NPN対応） 形CRT1B-ID02SP

2点入力
（PNP対応） 形CRT1B-ID02SP-1 ・フラットケー

ブル（シース
あり）
標準接続

2点出力
（NPN対応） 形CRT1B-OD02SP

2点出力
（PNP対応） 形CRT1B-OD02SP-1 ・IP54

防塵／防沫型

4点入力
（NPN対応） 形CRT1B-ID04SP

4点入力
（PNP対応） 形CRT1B-ID04SP-1

小型コネクタ
タイプ

2点入力
（NPN対応） 形CRT1B-ID02JS

・小型・省ス
ペース設計

・内フック型の
通信コネクタ
による通信
ケーブル接続

・ネットワーク
給電タイプ

・形DCN4-
MR4フラッ
トマルチ配線
用コネクタプ
ラグと接続可
能（別売）

2点入力
（PNP対応） 形CRT1B-ID02JS-1

2点出力
（NPN対応） 形CRT1B-OD02JS

2点出力
（PNP対応） 形CRT1B-OD02JS-1

1点入力 / 1 点出力
（NPN対応） 形CRT1B-MD02JS

1点入力 / 1 点出力
（PNP対応） 形CRT1B-MD02JS-1

4点入力
（NPN対応） 形CRT1B-ID04JS

4点入力
（PNP対応） 形CRT1B-ID04JS-1

4点出力
（NPN対応） 形CRT1B-OD04JS

4点出力
（PNP対応） 形CRT1B-OD04JS-1

2点入力 / 2 点出力
（NPN対応） 形CRT1B-MD04JS

2点入力 / 2 点出力
（PNP対応） 形CRT1B-MD04JS-1
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■クランプタイプ

注．ビットスレーブでフラットケーブル（シースなしまたはシースあり）があらかじめ接続され
ている機種では、支線分岐不可である伝送速度4Mbpsで使用できません。

1-2-3　リピータユニット

種類 外観 I/O点数 形式 特長

スクリューレ
ス
クランプ
タイプ

2点入力／
2点出力
（NPN対応）

形CRT1B-MD04SLP

・フラットケー
ブル（シース
あり）
標準接続

2点入力／
2点出力
（PNP対応）

形CRT1B-MD04SLP-1

・IP54
防塵／防沫型

外観 仕様 形式 特長

通信用コネクタ×2
( 上流ポート、下流
ポート）
下流ポート用電源供
給コネクタ×1
1マスタユニットに
つき、最大64台接
続可能

形CRS1-RPT01

・「幹線－支線型」の場合、マスタ
ユニットと同様に副幹線を接続可
能

・「フリー配線型」の場合、フリー
配線を行うことが可能

・一方で幹線分岐、接続台数の増
加、または距離の延長、ケーブル
種類の変換が可能

PORT2
PORT2

PORT1
PORT1

PRTPRT
NODE ADR

NODE ADR

NETWORK POWER SUPPLY

NETWORK POWER SUPPLY

OMRON
OMRON

CRS1-PRT01

CRS1-PRT01

RPT
RPT

X10X10
[0-63]
[0-63]

X1X1

DC24V
DC24V

INPUT
INPUT

S MSMS
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1-2-4　各スレーブの取り付け方式・接続方式

名称 形式 スレーブ
取り付け方式

I/O
接続方式 内部電源 外部電源

デ
ジ
タ
ル
 I
／
O
ス
レ
 l
ブ

2段端子台タイプ

形CRT1-ID08（-1）

DIN レール M3ねじ
端子台

通信電源と
共用

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-OD08（-1）

形 CRT1-ID16（-1）

形 CRT1-OD16（-1）

形 CRT1-MD16（-1）

形 CRT1-ROS08

形 CRT1-ROF08

形 CRT1-ROS16

形 CRT1-ROF16

3段端子台タイプ

形CRT1-ID08TA（-1）

形 CRT1-OD08TA（-1）

形 CRT1-ID08TAH（-1）

形 CRT1-OD08TAH（-1）

形 CRT1-ID16TA（-1）

形 CRT1-OD16TA（-1）

形 CRT1-MD16TA（-1）

形 CRT1-ID16TAH（-1）

形 CRT1-OD16TAH（-1）

形 CRT1-MD16TAH（-1）

e-CONコネクタ
タイプ

形CRT1-VID08S（-1）
DIN レール
または
取付金具

e-CON
コネクタ

通信電源と共用 *

形 CRT1-VOD08S（-1）

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-ID16S（-1）

DIN レール

通信電源と共用 *

形 CRT1-OD16S（-1）

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-MD16S（-1） 入力のみ通信電
源と共用 *

形 CRT1-ID16SH（-1） 通信電源と共用 *

形 CRT1-OD16SH（-1）

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-MD16SH（-1） 入力のみ通信電
源と共用 *
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名称 形式 スレーブ
取り付け方式

I/O
接続方式 内部電源 外部電源

デ
ジ
タ
ル
 l
／
O
ス
レ
 l
ブ

e-CONコネクタ
タイプ

形CRT1-ID32S（-1）

DINレール e-CON
コネクタ

通信電源と
共用

通信電源と共用 *

形 CRT1-OD32S（-1）

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-MD32S（-1） 入力のみ通信電
源と共用 *

形 CRT1-ID32SH（-1） 通信電源と共用 *

形 CRT1-OD32SH（-1）

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-MD32SH（-1） 入力のみ通信電
源と共用 *

MIL コネクタ
タイプ

形CRT1-VID16ML（-1）

DINレール
または
取付金具

MIL
コネクタ

接続機器用とし
て外部より I/O
電源の供給が必
要

形CRT1-VOD16ML（-1）

形 CRT1-VID32ML（-1）

形 CRT1-VOD32ML（-1）

形 CRT1-VMD32ML（-1）

スクリューレス
クランプタイプ

形CRT1-ID08SL（-1）

DINレール

スクリュー
レス
クランプ
ターミナル

形CRT1-OD08SL（-1）

形 CRT1-ID16SL（-1）

形 CRT1-OD16SL（-1）

形 CRT1-MD16SL（-1）

ア
ナ
ロ
グ
 l
／
O
ス
レ
 l
ブ

2段端子台タイプ
形CRT1-AD04 M3ねじ

端子台

―

形CRT1-DA02

e-CONコネクタ
タイプ

形CRT1-VAD04S

DINレール
または
取付金具

e-CON
コネクタ形CRT1-VDA02S

MIL コネクタ
タイプ

形CRT1-VAD04ML MIL
コネクタ形CRT1-VDA02ML

温度入力ユニット
形CRT1-TS04T

DINレール M3ねじ
端子台

形CRT1-TS04P

拡張ユニット

形XWT-ID08（-1）

次項参照
形XWT-OD08（-1）

形 XWT-ID16（-1）

形 XWT-OD16（-1）
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* 外部 I/O（センサおよびアクチュエータ）の電源も、マスタユニット（またはリピータユニット）に接続する通
信電源から（フラットケーブル経由で）供給されます｡そのため、通信電源の出力電流を検討する際には、必ず
外部 I/Oの消費電流を加算してください。

■拡張ユニットへの I/O電源の供給
拡張ユニットへの I/O 電源の供給は、下表にしたがって行ってください。 

■CompoNet 通信への接続機器
CompoNet 通信へ接続するためのケーブル、コネクタ等は以下を参照してください 
2-3-1　使用できるケーブルの種類
3-3　　フラットコネクタの加工・装着
3-4　　ケーブル・終端抵抗の接続

ビ
ッ
ト
ス
レ
 l
ブ

e-CON
コネクタ
タイプ

形CRT1B-ID02S（-1）

M4ねじ

e-CON
コネクタ

通信電源と
共用

通信電源と共用 *

形 CRT1B-OD02S（-1）

IP54 

形 CRT1B-ID02SP（-1）

形 CRT1B-OD02SP（-1）

形 CRT1B-ID04SP（-1）

スクリュ
ーレス
クランプ
タイプ

IP54 形 CRT1B-MD04SLP（-1）

スクリュー
レス
クランプ
ターミナル

小型コネクタタイプ

形CRT1B-ID02JS(-1)

専用取付具
（形CRT1-
ATT03）に
よる、M4ね
じ取り付け

小型コネクタ

形 CRT1B-OD02JS(-1)

形 CRT1B-ID04JS(-1)

形 CRT1B-OD04JS(-1)

形 CRT1B-MD02JS(-1)

形 CRT1B-MD04JS(-1)

リピータユニット 形CRS1-RPT01
DIN レール
または
M4ねじ

－

下流ポートの通
信電源は通信電
源供給用コネク
タより供給が必
要

名称 形式 スレーブ
取り付け方式

I/O
接続方式 内部電源 外部電源

組み合わせ 拡張ユニットへの
I/O電源供給の要／不要

デジタル I/Oスレーブ入力（IN）+拡張ユニット入力（IN）の場合
（例）形CRT1-ID16＋形 XWT-ID16（または形XWT-ID08）

供給不要
（デジタル I/Oスレーブの

I/O電源と共用）

デジタル I/Oスレーブ入力（IN）+拡張ユニット出力（OUT）の場合
（例）形CRT1-ID16＋形XWT-OD16（または形XWT-OD08）

供給必要
（両ユニットに I/O電源が必要）

デジタル I/Oスレーブ出力（OUT）+拡張ユニット入力（IN）の場合
（例）形CRT1-OD16＋形XWT-ID16（または形XWT-ID08）

供給必要
（両ユニットに I/O電源が必要）

デジタル I/Oスレーブ出力（OUT）+拡張ユニット出力（OUT）の場合
（例）形CRT1-OD16＋形XWT-OD16（または形XWT-OD08）

供給必要
（両ユニットに I/O電源が必要）
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2配線形態

2-1 CompoNetネットワークについて

2-1-1　CompoNet ネットワークの構成要素

CompoNet のネットワークの一例を以下に示します。

：終端抵抗

：リピータユニット

スレーブ
 

マスタユニット

幹線
副幹線

副幹線

副幹線

副幹線

副幹線

： T分岐

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

リピータユニット

支線

支線

支線

支線

支線

スレーブ 支線

支線

副支線

支線内マルチドロップ

：マルチドロップ

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット
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通信ケーブル
CompoNet ネットワークでは、通信ケーブルとして、丸型ケーブルⅠ、丸型ケーブルⅡ、フ
ラットケーブルⅠ（シースなし、形 DCA4-4F10）またはフラットケーブルⅡ（シースあ
り、形DCA5-4F10）を使用します。

マスタユニット
CompoNet ネットワークを管理し、PLCと各スレーブとの I/Oデータのやり取りを行いま
す。
マスタユニットはネットワーク全体で 1 台のみ接続します。また、マスタユニットは通常、
幹線の端に接続する必要があります。

スレーブ
CompoNet ネットワークを通じてマスタユニットから受け取った OUT データを出力しま
す。また、入力された INデータを、ネットワークを通じてマスタユニットに送ります。
スレーブには使用点数の大小により、2種類のタイプがあります。

・ワードスレーブ：CPUユニットの I/Oメモリに、16点単位で割り付けられるスレーブ
・ビットスレーブ：CPUユニットの I/Oメモリに、2点単位で割り付けられるスレーブ

リピータユニット
リピータユニットを使用することで、次のような接続の拡張が行えます。

・通信ケーブルの延長
・接続ノード（ユニット）数の増加
・幹線または副幹線からの長距離 T分岐 *
・通信ケーブル種類の変換（丸型ケーブルⅠ、丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ、フラッ
トケーブルⅡ間の変換）

リピータユニットの下流（副幹線）は、幹線と同じ通信仕様（距離、台数）で配線すること
が可能です。
リピータユニットは1ネットワーク（1マスタユニット）に対して最大64台、直列に接続
して延長する場合はマスタユニットから2段まで増設することが可能です。

* リピータユニットの前後で物理層は接続されていません。同一物理層を分岐する「支線」とは異なり
ます。

・ノードはスレーブもしくはリピータユニットのことを示します。

終端抵抗
CompoNet ネットワークでは幹線の端にマスタユニットを配置し、もう一方の幹線の端に
は終端抵抗 *を接続します。
また、リピータユニットをご使用になる場合は、リピータユニットをマスタユニットと同様
に扱い、リピータユニット以下のネットワーク上で、最も離れた端に終端抵抗を取り付けま
す。

* 終端抵抗とは、信号の反射を減らし通信を安定させるために、ネットワークの端（マスタユニットま
たはリピータユニットから最も離れた反対側）に取り付ける専用の抵抗です。終端抵抗は伝送路の品
質を満足するためにも必ず接続してください。
2-2



2-1 CompoNet ネットワークについて

配
線
形
態

 ２
幹線・支線
CompoNet ネットワークでは、幹線・支線を以下のとおり定義しています。

・幹線　：マスタユニットから終端抵抗までの伝送路
・副幹線：リピータユニットを使用している場合、リピータユニットから終端抵抗までの伝

送路
・支線　：幹線または副幹線から、T分岐させた伝送路
・副支線：支線から、T分岐させた伝送路（この副支線からさらに T分岐することは不可）

注．幹線と支線、副幹線と支線、支線と副支線は、同じ種類のケーブルを使用します。
幹線と副幹線とは、異なるケーブル種類とすることができます。

分岐
分岐の方法には、以下の2つがあります。

1）T分岐方式
・フラットコネクタによる T分岐（フラットケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）
・市販の中継端子台による T分岐（丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）

2）マルチドロップ方式
・フラットコネクタ－マルチ配線用コネクタによるマルチドロップ（フラットケーブル
Ⅰ／Ⅱ使用の場合）
・オープン型コネクタによるマルチドロップ（丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用の場合）

注．フラットコネクタを使用して、通信ケーブルの延長を行うこともできます。

通信電源
各ユニットの通信および各ユニットの内部動作用の電源です。
市販のDC24V電源を使用します。
通信電源は、「幹線」／「副幹線」に1箇所のみ接続することができ、「幹線」へはマスタユ
ニットから、「副幹線」へはリピータユニットから通信電源を供給します。
複数の「幹線」／「副幹線」に対して、1 台の電源を共通の通信電源として供給することは
できません。

I/O 電源
各ユニットに接続する外部 I/Oの入出力動作用の電源です。
市販のDC24V電源を使用し、各ユニットの I/O 電源端子に接続します。
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2-1-2　セグメント

■セグメントの階層
リピータユニットを使用する場合、CompoNet ネットワークは、リピータユニットにより
分けられたセグメントを構成します。
各セグメントはネットワーク上では接続されていますが、電気的には分離されています。
この分離された区間をセグメントと呼び、マスタユニットから順番に数えて、第1セグメン
ト、第2セグメント、第3セグメントと呼び、3階層まで形成することができます。
したがって、リピータユニットは最大2段まで増設することができます。
そのため 1 幹線長および 1 副幹線長は、最大 1500m まで延長できます（500m × 3、
93.75kbps）。
なお、1 つのネットワーク（1 台のマスタユニット）で接続できるリピータユニットは、マ
ルチドロップ接続されたリピータユニットも含め、最大64 台です。

■ 1セグメント当たりのユニット数
同一のセグメント内では、マスタポート（マスタユニットまたはリピータユニットの下流側）
1台に、スレーブポート（スレーブまたはリピータユニットの上流側）が最大 32 台接続で
きます。

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： リピータユニット

リピータユニット
リピータ
ユニット

リピータユニット

リピータ
ユニット

リピータ
ユニット

スレーブ

スレーブ

支線

支線

支線支線

支線

支線

支線

副幹線

副幹線

副幹線

副支線

副幹線

副幹線

幹線

： 終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

終端抵抗

： T分岐

： マルチドロップ

第3セグメント

支線内マルチドロップ

マスタユニット

第3セグメント

第3セグメント

第2セグメント

第2セグメント

第1セグメント
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2-2 配線型式
CompoNet ネットワークにおける配線型式には、以下の2つがあります。

■幹線－支線型
幹線と支線の区別がある接続形態です。分岐回数や接続台数に制限があります。

■フリー配線型
幹線と支線の区別がない接続形態です。セグメントあたりの総ケーブル長 200m 以下であ
れば任意の配線が可能です。
分岐回数にも制限はありません。

●伝送速度と通信ケーブルの対応関係について
幹線支線型かフリー配線型のいずれの形式となるかは、使用ケーブルの種類および要求する
伝送速度により自動的に決定されます。

*1伝送速度が4Mbps の場合、幹線からの支線分岐はできません
　（マルチドロップ接続のみ可）。
*2伝送速度が4Mbps の場合、幹線からの支線分岐およびマルチドロップ接続はできません
　（フラットケーブル II に適合するマルチ配線用コネクタなし）。 

終端抵抗

支線支線支線

スレーブ スレーブ スレーブ

幹線

マスタユニット

スレーブ

スレーブ 終端抵抗

終端抵抗

リピータユニット
スレーブ

スレーブ

マスタユニット

スレーブ

セグメントの範囲

セグメントの範囲

ケーブル種類
伝送速度

4Mbps 3Mbps 1.5Mbps 93.75kbps

丸型ケーブルⅠ 幹線－支線型 *1 幹線－支線型 幹線－支線型 幹線－支線型

丸型ケーブルⅡ 

フリー配線型フラットケーブル Ⅰ
フラットケーブル Ⅱ － *2
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各型式の条件および制約事項は以下のとおりです。

項目
配線の形態

幹線－支線型 フリー配線型

マスタユニットの
位置 ネットワークの線端 ネットワークの線端でも途中でも可

分岐先へのスレー
ブ最大接続台数

1台または3台
（使用ケーブルおよび伝送速度により
異なる）

制限なし

終端抵抗の位置 マスタユニット／リピータユニットか
らの幹線または副幹線の反対側の線端

マスタユニット／リピータユニットか
ら最も離れた線端
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2-3 通信ケーブル

2-3-1　使用できるケーブルの種類

CompoNet ネットワークで使用できるケーブルは、以下の4種類です。

■丸型ケーブルⅠ
CompoNet 適合品をメーカに確認の上、ご使用ください。
市販のVCTF2芯ケーブル 0.75mm2（JIS C3306）のうち、CompoNet 仕様を満足す
るものは使用可能です。

■丸型ケーブルⅡ
CompoNet 適合品をメーカに確認の上、ご使用ください。
市販のVCTF4芯ケーブル 0.75mm2（JIS C3306）のうち、CompoNet 仕様を満足す
るものは使用可能です。

白:BDH黒または青:BDL

赤:BS＋
白:BDH

緑または青:BDL

黒:BS－
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■フラットケーブルⅠ（シースなし）　形DCA4-4F10

形 DCA4-4F10 以外にも CompoNet 適合品は使用可能です。メーカに確認の上、ご使用
ください。

■フラットケーブルⅡ（シースあり）　形DCA5-4F10

形 DCA5-4F10 以外にも CompoNet 適合品は使用可能です。メーカに確認の上、ご使用
ください。

フラットケーブルⅠおよびフラットケーブルⅡは、各線芯の特性を使用用途に合わせて調整
しています。ケーブルの絶縁体色と使用用途を必ず上表に合わせてご使用ください。

 CompoNet仕様の適合品および適合メーカについては、ODVAのホームページを参照して
ください。
   　http://www.odva.org/

線芯番号 絶縁体色 使用用途 公称断面積 許容電流 [A]

1 赤 BS＋（通信電源＋側） 0.75mm2 5以下

2 白 BDH（信号High 側） 0.5mm2 －

3 青 BDL（信号 Low側） 0.5mm2 －

4 黒 BS－（通信電源－側） 0.75mm2 5 以下

線芯番号 絶縁体色 使用用途 公称断面積 許容電流 [A]

1 赤 BS＋（通信電源＋側） 0.75mm2 5以下

2 白 BDH（信号High 側） 0.5mm2 －

3 青 BDL（信号 Low側） 0.5mm2 －

4 黒 BS－（通信電源－側） 0.75mm2 5 以下

赤:BS＋ 白:BDH 青:BDL 黒:BS－

赤:BS＋ 白:BDH 青:BDL 黒:BS－
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2-3-2　ケーブルの選定基準

■ケーブルの種類の選択条件
ケーブルの種類は、以下の検討項目を条件として、選択してください。

*1 ビットスレーブでフラットケーブルがあらかじめ接続されている機種では、
このケーブルを外して接続することは使用できません。

*2 伝送速度が 4Mbps の場合、幹線からの支線分岐およびマルチドロップ接続できません
（フラットケーブル II に適合するマルチ配線用コネクタなし）。

■ケーブルの種類の混在について
ケーブルの種類は、マスタユニットの下流（幹線－支線、副幹線－支線および支線－副支線）
では同一種類であることが必要です。
ただし、リピータユニットを使用している場合、リピータユニットの前後で幹線－副幹線、
副幹線－副幹線を異なるケーブル種類とすることは可能です。

注．丸型ケーブルⅠと丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ（シースなし）とフラットケーブルⅡ（シー
スあり）は、異なる種類のケーブルとみなされますので、ご注意ください。

検討項目
ケーブル種類

丸型ケーブル
Ⅰ

丸型ケーブル
Ⅱ

フラット
ケーブルⅠ

フラット
ケーブルⅡ

用途

・市販ケーブル
で配線したい
とき

・市販ケーブル
で配線したい
とき

・通信電源を通
信ケーブルで
一括供給した
いとき

・通信電源を通
信ケーブルで
一括供給した
いとき

・通信電源を別
とするとき

・通信電源を通
信ケーブルで
一括供給した
いとき

・IP54適合が
必要な（防
滴・防沫が必
要な）環境で
使用するとき

スレーブ
の接続

ワードスレーブ 接続可 接続可 *2
ビット
スレーブ
（通信部
フラット
ケーブル
標準接続）

接続不可 *1 接続不可 *1

接続可 接続不可

IP54
タイプ 接続不可 接続可

ビットスレーブ
（通信部コネクタ） 接続可 接続可 *2

通信電源配線方法
通信ケーブル
とは別配線で
供給

通信ケーブルで供給
（マスタユニットおよびリピータユニットから供
給）

マスタユニットの位置 幹線端のみ 93.75kbps時を除く：幹線端のみ
93.75kbps時：幹線端以外も可

マスタユニット

ケーブル（幹線）

ケーブル（副幹線）

リピータ 別ケーブル種類とすることが可能

同一ケーブル種類であることが必要

同一ケーブル種類であることが必要

スレーブ スレーブ
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■複数のCompoNet システムでのケーブル間の距離の制限事項
複数の CompoNet システムにて、フラットケーブルⅠ／Ⅱを使用する場合、干渉による動
作の不安定を防ぐため、各 CompoNet システムのフラットケーブルどうしは、束ねずに必
ず5mm以上離してください。

2-3-3　通信ケーブルの種類に応じた最大距離・最大接続台数

セグメントあたりの各ケーブルを使用した場合の最大ケーブル長およびスレーブの最大接続
台数は、下記のとおりです。
この仕様の範囲内でご使用ください。

■伝送速度 4Mbps の場合（支線分岐不可 *）

* あらかじめフラットケーブルが付属しているビットスレーブは、フラットケーブル付属のためマ
ルチドロップ接続できません。
また、フラットケーブル II についても適合するマルチ配線用コネクタがないため、マルチドロッ
プ接続できません。

項目 丸型ケーブルⅠ／Ⅱ フラットケーブル Ⅰ

1幹線および1副幹線長 30m（90m） 30m（90m）

支線長
幹線からの支線分岐不可
（幹線または副幹線上でのマルチドロップ接続のみ可）支線総長

支線箇所制限

接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台

終端抵抗

副支線長

副
幹
線
長

リピータ
ユニット

スレーブ

支
線
長

副
幹
線
長 副

幹
線
長

支
線
長 支

線
長

支
線
長

副
幹
線
長

副
幹
線
長 支線長

副
幹
線
長

幹線長

マスタユニット

支線長

支線長
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2-3 通信ケーブル
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線
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態

 ２
■伝送速度 3Mbps の場合

■伝送速度 1.5Mbps の場合

*1．「支線あたり接続台数制限」は、1 支線に、マルチドロップ接続または T 分岐接続（副支線）で、
接続可能なスレーブまたはリピータユニットの最大台数です。

*2．幹線からの支線分岐はできません。（幹線または副幹線上マルチドロップ接続のみ可）
*3．支線からの副支線分岐が可能です。

■伝送速度 93.75kbps の場合

*「支線あたり接続台数制限」は、1支線に、マルチドロップ接続または T分岐接続（副支線）で、接
続可能なスレーブまたはリピータユニットの最大台数です。

項目 丸型ケーブルⅠ／Ⅱ フラットケーブル Ⅰ／Ⅱ

1幹線および1副幹線長 30m（90m） 30m（90m）

支線長 0.5m 0.5m

支線総長 8m 8m

支線箇所制限 3本／m 3本／m

支線あたり接続台数制限 *1 1台 1台

副支線最大長 不可 不可

副支線総長 不可 不可

接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台

項目
丸型ケーブルⅠ 丸型ケーブルⅡ

フラットケーブルⅠ／Ⅱ 支線なし 支線あり

1幹線および1副幹線長 100m
（300m）

30m
（90m） 30m（90m）

支線長 不可*2 2.5m 2.5m

支線総長 不可*2 25m 25m

支線箇所制限

－

3本／m 3本／m

支線あたり接続台数制限 *1 3台 3台

副支線最大長 不可 0.1m*3

副支線総長 不可 2m*3

接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台 32台

項目 丸型ケーブルⅠ 丸型ケーブルⅡ
フラットケーブル Ⅰ／Ⅱ

1幹線および1副幹線長 500m

総配線長200mの
フリー配線が可能

支線長 6m

支線総長 120m

支線箇所制限 3本／m

支線あたり接続台数制限 * 1台

副支線最大長 －

副支線総長 －

接続スレーブ台数（リピータユニット含む） 32台 32台
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2-4 通信ケーブルの配線例

配
線
形
態

　２
2-4 通信ケーブルの配線例
CompoNet ネットワークでは、以下の配線が必要となります。

通信用信号線（通信データ）：2本
　BDH（通信データHigh 側）／ BDL（通信データ Low側）
通信電源線（通信用およびスレーブ内部回路用電源）：2本
　BS＋（通信電源＋側）／BS－（通信電源－側）

配線方法は、使用ケーブルにより異なります。

2-4-1　丸型ケーブルⅠの場合

 2本の通信用信号線を、マスタユニット／リピータユニットと複数のスレーブ間で並列に接
続します。
マスタユニット／リピータユニットおよび各スレーブへの通信ケーブルの接続には、オープ
ン型コネクタ（ユニット接続用、形DCN4-TB4）を使用します。
 2 本の通信電源線を、通信ケーブルとは別の配線で各スレーブに接続し、通信電源
（DC24V）を供給します。
マスタユニット／リピータユニットには、電源は供給しません。
ネットワーク線端には、終端抵抗（形DRS1-T）を必ず接続します。

オープン型コネクタ

マスタユニット／
リピータユニット

BDL

BDH

BS－

BS＋

スレーブ

オープン型コネクタ

スレーブ

通信電源
DC24V

通信

通信用信号線×2本

中継端子台

通信

 終端抵抗（121Ω）

通信

スレーブ

BDLBDH

BS－BS＋

通信電源
DC24V

通信電源
DC24V

BDLBDH

BS－BS＋

BDLBDH

BS－BS＋
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 ２
スレーブの並列接続は、マルチドロップ（スレーブでの渡り配線）により行うこともできます。

2-4-2　丸型ケーブルⅡの場合

 2本の通信用信号線および2本の通信電源線を、マスタユニット／リピータユニットと複数
のスレーブ間で並列に接続します。
マスタユニット／リピータユニットおよび各スレーブへの通信ケーブルの接続には、オープ
ン型コネクタ（ユニット接続用、形DCN4-TB4）を使用します。
通信電源（DC24V）を、マスタユニット／リピータユニットの通信電源供給用コネクタに
接続し供給します。
ネットワーク線端には、フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）を装着し、終端抵抗
（形DCN4-TM4）または終端抵抗（形DRS1-T）を必ず接続します。

終端には、終端抵抗（形DRS1-T）を使用することも可能です。
このとき、BS＋と BS－の線端には絶縁処理を施してください。

通信 通信
オープン型コネクタ

マスタユニット／
リピータユニット

スレーブ

オープン型コネクタ

スレーブ

通信電源
DC24V

スレーブ

通信電源
DC24V

通信電源
DC24V

 終端抵抗（121Ω）

通信

BDL

BDH

BS－

BS＋

BDLBDH

BS－BS＋

BDLBDH

BS－BS＋

BDLBDH

BS－BS＋

 終端抵抗（121Ω）

BDL

BDH

BS－

BS＋
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　２
スレーブの並列接続は、マルチドロップ（スレーブでの渡り配線）により行うこともできます。

スレーブ

オープン型コネクタ

スレーブ

通信用信号線×2本

オープン型コネクタ

中継端子台

スレーブ

マスタユニット／
リピータユニット

通信電源線×2本

通信電源
 DC24V 

通信電源供給用
コネクタ

通信電源
供給

終端抵抗（121Ω）

BDL
BDH

BS－

BS＋

BDLBDH BS－BS＋ BDLBDH BS－BS＋BDLBDH BS－BS＋

スレーブ
オープン型コネクタ

スレーブ

通信用信号線×2本

オープン型コネクタ

スレーブ

マスタユニット／
リピータユニット

通信電源線×2本

通信電源
供給

終端抵抗（121Ω）

BDL
BDH

BS－

BS＋

BDLBDH BS－BS＋ BDLBDH BS－BS＋ BDLBDH BS－BS＋
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線
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2-4-3　フラットケーブルⅠ／Ⅱの場合
 2本の通信用信号線および2本の通信電源線は、フラットケーブルを使用することによりマ
スタユニット／リピータユニットおよび各スレーブに接続されます。
通信電源（DC24V）を、マスタユニット／リピータユニットの通信電源供給用コネクタに
接続し供給します。
ネットワーク線端には、フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4または形DCN5-TR4）
を装着し、終端抵抗（形DCN4-TM4または形DCN5-TM4）を必ず接続します。

スレーブの並列接続は、マルチドロップ（スレーブでの渡り配線）により行うこともできま
す。この場合、マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）が必要となります（フラットケー
ブルⅠのみ接続可）。

ビットスレーブ小型コネクタタイプのマルチドロップ接続は、フラットマルチ配線用コネク
タ（形DCN4-MR4）を使用します（フラットケーブルⅠのみ接続可）。

通信電源
供給

通信用コネクタ

スレーブスレーブ

マスタユニット／
リピータユニット

通信電源
 DC24V 

終端抵抗（121Ω）

フラットケーブルⅠ/Ⅱ
･通信用信号線 ： BS＋：赤、BS－：黒
･通信電源線    ： BDH:白、BDL:青

通信電源供給用
コネクタ

通信用コネクタ

スレーブスレーブ

フラットケーブルⅠのみ

マルチ配線用
コネクタ

フラットコネクタ
プラグ

マスタユニット／
リピータユニット

終端抵抗（121Ω）
通信電源
供給

通信電源
 DC24V 

通信電源供給用
コネクタ

通信用コネクタ

ビットスレーブ小型コネクタタイプ
（裏面表示）

ビットスレーブ小型コネクタタイプ
（側面表示）

フラットケーブルⅠのみフラットマルチ配線用コネクタ

フラットマルチ配線用コネクタ

マスタユニット／
リピータユニット

終端抵抗（121Ω）
通信電源
供給

通信電源
 DC24V 

通信電源供給用
コネクタ
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3 スレーブの取り付けと配線

3-1 スレーブの取り付け

3-1-1　スレーブの取り付け方式
スレーブ／リピータユニットの取り付け方式は、各タイプにより異なります。

リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に設置しない
でください。故障や誤動作の原因となります。

注 意

名称 形式 取り付け方式

デジタル I/O
スレーブ

2段端子台タイプ

形CRT1-ID08（-1）

DIN レール

形CRT1-OD08（-1）

形 CRT1-ID16（-1）

形 CRT1-OD16（-1）

形 CRT1-MD16（-1）

形 CRT1-ROS08

形 CRT1-ROF08

形 CRT1-ROS16

形 CRT1-ROF16

3段端子台タイプ

形CRT1-ID08TA（-1）

形 CRT1-OD08TA（-1）

形 CRT1-ID08TAH（-1）

形 CRT1-OD08TAH（-1）

形 CRT1-ID16TA（-1）

形 CRT1-OD16TA（-1）

形 CRT1-MD16TA（-1）

形 CRT1-ID16TAH（-1）

形 CRT1-OD16TAH（-1）

形 CRT1-MD16TAH（-1）

デジタル I/O
スレーブ

e-CONコネクタタイプ

形CRT1-VID08S（-1） DIN レールまたは
取付金具形CRT1-VOD08S（-1）

形 CRT1-ID16S（-1）

DIN レール

形CRT1-OD16S（-1）

形 CRT1-MD16S（-1）

形 CRT1-ID16SH（-1）

形 CRT1-OD16SH（-1）

形 CRT1-MD16SH（-1）

形 CRT1-ID32S（-1）

形 CRT1-OD32S（-1）
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デジタル I/O
スレーブ

e-CONコネクタタイプ 形CRT1-MD32S（-1） DINレール

形CRT1-ID32SH（-1）

形 CRT1-OD32SH（-1）

形 CRT1-MD32SH（-1）

MIL コネクタタイプ

形CRT1-VID16ML（-1）

DINレールまたは
取付金具

形CRT1-VOD16ML（-1）

形 CRT1-VID32ML（-1）

形 CRT1-VOD32ML（-1）

形 CRT1-VMD32ML（-1）

スクリューレスクランプ
タイプ

形CRT1-ID08SL（-1）

DINレール

形CRT1-OD08SL（-1）

形 CRT1-ID16SL（-1）

形 CRT1-OD16SL（-1）

形 CRT1-MD16SL（-1）

アナログ I/O
スレーブ

2段端子台タイプ
形CRT1-AD04

形 CRT1-DA02

e-CONコネクタタイプ
形CRT1-VAD04S

DINレールまたは
取付金具

形CRT1-VDA02S

MIL コネクタタイプ
形CRT1-VAD04ML

形 CRT1-VDA02ML

温度入力ユニット
形CRT1-TS04T

DINレール

形CRT1-TS04P

拡張ユニット

形XWT-ID08（-1）

形 XWT-OD08（-1）

形 XWT-ID16（-1）

形 XWT-OD16（-1）

ビットスレーブ

e-CON
コネクタタイプ

形CRT1B-ID02S（-1）

M4ねじ

形CRT1B-OD02S（-1）

IP54

形 CRT1B-ID02SP（-1）

形 CRT1B-OD02SP（-1）

形 CRT1B-ID04SP（-1）

スクリューレス
クランプタイプ IP54 形 CRT1B-MD04SLP（-1）

小型コネクタタイプ 形CRT1B-ID02JS(-1) 専用取付具（形
CRT1-ATT03）に
よる、M4ねじ取り
付け

形CRT1B-OD02JS(-1)

形 CRT1B-ID04JS(-1)

形 CRT1B-OD04JS(-1)

形 CRT1B-MD02JS(-1)

形 CRT1B-MD04JS(-1)

リピータユニット 形CRS1-RPT01 DINレールまたは
M4ねじ

名称 形式 取り付け方式
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3-1-2　取り付け方向について
特にユニットの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はありません。
以下の6方向すべての方向に取り付けることができます。

3-1-3　DIN レールに取り付ける方法

■必要な器具

■取り付け方法
1． ユニット背面の溝の上側をDIN レールの上側に引っ掛け、DIN レール取付ピンを
下げた状態でレールにはめ込みます。

2． エンドプレートの下側をDINレールの下側に引っ掛けた後、上側を引っ掛けます。
2個のエンドプレートで左右からユニットをはさみ込み、ねじを締めて固定しま
す。

名称 形式 備考

DIN35mmレール

形PFP-50N 長さ50cm

形 PFP-100N 長さ100cm

形 PFP-100N2 長さ100cm

エンドプレート 形PFP-M スレーブごとに2個必要

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT

012
3456

7 012
3456

7

M
S 

NS

RE
MO

TE
 TE

RM
IN

AL

W
OR

D 
NO

DE
 AD

R

CR
T1

CR
T1

- O
D1

6
OD

16
- 1

0
1

2
3

4
5

6
7

8  
  9

   1
0  

11
  1

2  
13

  1
4  

15

X1
0

[0
- 6

3]
X1

O
UT

0

1234

567

0

1234

56 7

89 

M
S NS

REMOTE TERMINAL

W
ORD NODE ADR

CRT1
CRT1 -OD16

OD16 -1

0
1

2
3

4
5

6
7

8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0 -63]

X1

O
UT

0

1234

567

0

1234

567

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1 CRT1-OD16 OD16-1

012345678    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT

012
3456

7012
3456

7 鉛直方向

DINレール

DINレール取付ピン
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作業後は、ユニットが確実に固定されていることを必ず確認してください。

ユニット背面のDIN レール取付け部には下図に示す突起部があります。この突起部はユ
ニットをDIN レールに取付ける際に押しつぶされて、ユニットの横滑りを防止する機能
があります。

この機能をもつユニットは以下の形式です。
デジタル I/O スレーブ e-CONコネクタタイプ 形 CRT1-V □ D08S(-1)
デジタル I/O スレーブ MIL コネクタタイプ 形 CRT1-V □ D□□ML(-1)
アナログ I/O スレーブ e-CONコネクタタイプ 形 CRT1-V □□ 0□ S(-1)
アナログ I/O スレーブ MIL コネクタタイプ 形 CRT1-V □□ 0□ML(-1)
例：形 CRT1-VID32MLの場合

エンドプレート

突起部
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3-1-4　取付金具で取り付ける方法

e-CON コネクタタイプ（形 CRT1-V □ D08S（-1）/ 形 CRT1-VAD04S/ 形 CRT1-
VDA02S）および MIL コネクタタイプ（形 CRT1-V □ D □□ ML（-1）/ 形 CRT1-
VAD04ML/ 形 CRT1-VDA02ML）のスレーブユニットについては、専用の取付金具を使
用して、制御盤のパネル面や壁面に垂直または水平に取り付けることができます。

■必要な器具

寸法
形CRT1-ATT01

形CRT1-ATT02

形SRT2-ATT02

名称 形式 適合スレーブユニット

取付金具

形CRT1-ATT01

MIL コネクタタイプ
形CRT1-V □ D16ML（-1）
形CRT1-VAD04ML
形 CRT1-VDA02ML

形 CRT1-ATT02

e-CONコネクタタイプ
形CRT1-V □ D08S（-1）
形CRT1-VAD04S
形 CRT1-VDA02S

形 SRT2-ATT02 MIL コネクタタイプ
形CRT1-V □ D32ML（-1）

18.7

35

取り付け穴加工寸法

16
±0

.2

2-φ3.2またはM3

（mm）

13

26.7

35

取り付け穴加工寸法

16
±0

.2

2-φ3.2またはM3

（mm）

13

32.5

35

7.3 取り付け穴加工寸法

16
±0

.2

2-φ3.2またはM3

（mm）
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■垂直方向に取り付ける方法
取付金具を使用して、スレーブユニットをパネル面や壁面に垂直方向に取り付けます。
 
（例）MIL コネクタタイプ　形CRT1-V □ D32MLを取り付ける場合

取り付け方法
1． 取付金具を、2個のプラスネジで、下図のようにパネル面（壁面）に取り付けます。
取付金具の取り付け穴加工寸法については、「寸法」を参照してください。

2． 取付金具にスレーブユニットを取り付けます。
取付金具はDIN レールと同じ形状になっていますので、DIN レールに取り付ける場合と
同様の方法で取り付けてください。

パネル面（壁面）

パネル面
（壁面）に垂直

取付金具
形SRT2-ATT02
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■水平方向に取り付ける方法
取付金具を使用して、スレーブユニットをパネル面や壁面に水平方向に取り付けます。（側面
取り付け）

（例）MIL コネクタタイプ　形CRT1-V □ D32MLを取り付ける場合

取り付け方法
1． 取付金具を、2個のプラスネジで、下図のようにパネル面（壁面）に取り付けます。
取付金具の取り付け穴加工寸法については、「寸法」を参照してください。

2． 取付金具にスレーブユニットを取り付けます。
取付金具はDIN レールと同じ形状になっていますので、DIN レールに取り付ける場合と
同様の方法で取り付けてください。

パネル面（壁面）

取付金具
形SRT2-ATT02

パネル面（壁面）に水平
（側面取り付け）
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■取り付け寸法

壁に垂直方向に取り付ける場合
 e-CON コネクタタイプ（形 CRT1-V □ D08S（-1）/ 形 CRT1-VAD04S/ 形 CRT1-
VDA02S）
 MIL コネクタタイプ（形CRT1-V □ D□□ML（-1）/ 形 CRT1-VAD04ML/ 形 CRT1-
VDA02ML）

 MIL コネクタタイプ（形CRT1-V □ D32ML（-1））

取付金具

6.0 （mm）

45
45

（図は形CRT1-V□D08S（-1））

取付金具

3.3 （mm）

45
35
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壁に水平方向に取り付ける場合
 e-CON コネクタタイプ（形 CRT1-V □ D08S（-1）/ 形 CRT1-VAD04S/ 形 CRT1-
VDA02S）
 MIL コネクタタイプ（形CRT1-V □ D□□ML（-1）/ 形 CRT1-VAD04ML/ 形 CRT1-
VDA02ML）

 MIL コネクタタイプ（形CRT1-V □ D32ML（-1））

2.45

取付金具

（mm）

45
45

（図は形CRT1-V□D08S（-1））

0.1

取付金具

（mm）

45
35
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3-1-5　ねじで取り付ける方法

各ユニットの外形寸法図を参照して取り付け部材に取り付け穴を開け、M4 サイズのねじを
使用して適正締め付けトルク（0.9N ･ m）で、ユニットを固定してください。
作業後は、ユニットが確実に固定されていることを必ず確認してください。

■ネジブラケットを使用したビットスレーブの取り付け方法
ビットスレーブ（形CRT1B-ID02S（-1）/ 形 CRT1B-OD02S（-1））は、付属のネジブ
ラケットにより、下図のように2方向にねじ位置を設けることができます。

以下の手順で、ネジブラケットを取り付けてください。

1． ビットスレーブ背面のガイド部に沿うように、ネジブラケットを挿入します。

2． ネジブラケットのフック部が完全に固定状態になるまで、ネジブラケットを押し
込みます。 

ネジブラケット

ガイド部

ネジブラケット

フック部
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3-1-6　専用取付具を使用してねじで取り付ける方法
小型コネクタタイプビットスレーブ（形CRT1B- □D02JS(-1) ／形CRT1B-□D04JS(-
1)）については、専用取付具（形CRT1-ATT03）を使用して取り付けることができます。

■必要な器具

■寸法
形CRT1-ATT03　

■取付外形寸法図
形CRT1B- □ D02JS(-1)　

形CRT1B- □ D04JS(-1)　

名称 形式 適合スレーブユニット

専用取付具 形CRT1-ATT03
ビットスレーブ小型コネクタタイプ
形CRT1B- □ D02JS(-1)
形 CRT1B- □ D04JS(-1)

37.7
21

29.4

取り付け穴加工寸法

46 

38 
2-φ4.2またはM4

2-φ4.2またはM4

どちらか2穴で取り付けてください。

2446
15

20.4
27.05

（ｍｍ）

6.65

2025.446 24

（ｍｍ）
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■取り付け方法
1． M4 ねじ２本を使用して、①または②の取り付け穴に以下の締め付けトルクで取
り付けます。
締め付けトルク：0.9N ･ m

2． 下図のように取付具の内フックがカチッと音がするまで押し付けます。
作業後は、ビットスレーブ小型コネクタタイプが取付具に正しく取り付けられて
いるか必ず確認してください。

①

②
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3-2 ケーブルの接続方式
CompoNet ネットワークでは、通信ケーブルやユニットにコネクタを装着することにより、
ユニットへの接続やケーブルの分岐・延長が可能となります。
通信ケーブルのユニットへの接続方法や分岐方法は、ケーブルの種類や分岐形態により異な
ります。
以下にその違いを示します。

3-2-1　丸型ケーブルⅠ／Ⅱの場合

スレーブ／リピータユニット
の接続

ケーブルの分岐形態

T分岐接続 マルチドロップ接続

オープン型コネクタ 中継端子台（市販品） オープン型コネクタ

注．あらかじめフラットケーブル
が付属しているビットスレーブ
には使用できません。

支線または副支線

オープン型コネクタ

スレーブ／リピータユニット

中継端子台

幹線／副幹線
または支線

支線または副支線

スレーブ／リピータユニット

オープン型コネクタ

オープン型コネクタ幹線／副幹線
または支線

スレーブ／リピータユニット
3-13



3-2 ケーブルの接続方式

ス
レ
l
ブ
の
取
り
付
け
と
配
線

　３
3-2-2　フラットケーブルⅠ／Ⅱの場合

スレーブ／リピータユニット
の接続

ケーブルの分岐形態

T分岐接続 マルチドロップ接続

フラットコネクタ プラグ フラットコネクタ ソケット＋
フラットコネクタ プラグ

マルチ配線用コネクタ

・ワードスレーブ／ビットス
レーブ（通信部がコネクタ
機種）／リピータ
ユニットの場合

・ビットスレーブ（あらかじ
めフラットケーブルが付属
している機種）の場合

・ビットスレーブ小型コネクタタ
イプの場合

注．ビットスレーブには、フラッ
トケーブルがあらかじめ標準で
付属している機種があります。

注．フラットケーブルⅡ（シースあり）
の場合、マルチ配線用コネクタを
使用したマルチドロップ接続はで
きません。

支線または副支線

フラットコネクタ
プラグ

スレーブ／リピータユニット

フラットコネクタ ソケット

幹線／副幹線または支線

支線または副支線
フラットコネクタ
プラグ フラットコネクタ プラグ

（または付属ケーブル）

スレーブ／リピータユニット

マルチ配線用コネクタ

スレーブ／リピータユニット

フラットコネクタ プラグ フラットコネクタ プラグ

幹線／副幹線
または支線

フラットコネクタ
プラグ

フラットケーブル
（付属）

ビットスレーブ

マルチ配線用コネクタ
（形DCN4-MR4）

ビットスレーブ
小型コネクタタイプ

幹線／副幹線
または支線
（フラットケーブル）

ケーブルの延長形態

フラットコネクタ ソケット＋フラットコネクタ プラグ

フラットコネクタ ソケット

フラットコネクタ プラグ

幹線／副幹線
幹線／副幹線

フラットコネクタ ソケット

フラットコネクタ プラグ
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3-3 フラットコネクタの加工・装着
丸型ケーブルⅡに終端抵抗を接続する場合、およびフラットケーブルⅠ／Ⅱをユニットに接
続したり、配線を分岐・延長する場合には、フラットコネクタを加工し、ケーブルに装着す
る必要があります。
以下にその手順について説明します。

フラットコネクタは、一度加工すると、再度加工して使用することはできません。気を付け
て作業を行ってください。
フラットコネクタの抜き差しは、コネクタ本体を持って行ってください。
フラットコネクタの接続後は、一度逆方向に引っ張り、抜けないことを確認してください。
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■使用する周辺機器
品名 外観 形式 用途

フラットコネクタ 
ソケット 形DCN4-TR4

以下の用途で、フラットコネクタ プ
ラグ（形DCN4-BR4）とセットで使
用します。
・幹線または副幹線を延長するとき
・幹線または副幹線を支線に T分岐す
  るとき
・支線を副支線に T分岐するとき

以下の用途で、単独で使用します。
・幹線または副幹線に終端抵抗（形
  DCN4-TM4）を接続するとき

フラットコネクタ 
プラグ 形DCN4-BR4

以下の用途で、フラットコネクタ ソ
ケット（形DCN4-TR4）とセットで
使用します。
・幹線または副幹線を延長するとき
・幹線または副幹線を支線に T分岐す
  るとき
・支線を副支線に T分岐するとき

以下の用途で、単独で使用します。
・通信ケーブルをユニットに接続する
  とき
・通信ケーブルをマルチ配線用コネク
  タ（形DCN4-MD4）に接続すると
  き（マルチドロップ接続を行う場合）

フラットコネクタ
ソケット 形DCN5-TR4

以下の用途で、フラットコネクタ プ
ラグ（形DCN5-BR4）とセットで使
用します。
・幹線または副幹線を延長するとき
・幹線または副幹線を支線に T分岐す
  るとき
・支線を副支線に T分岐するとき

以下の用途で、単独で使用します。
・幹線または副幹線に終端抵抗（形
  DCN5-TM4）を接続するとき

フラットコネクタ
プラグ 形DCN5-BR4

以下の用途で、フラットコネクタ ソ
ケット（形DCN5-TR4）とセットで
使用します。
・幹線または副幹線を延長するとき
・幹線または副幹線を支線に T分岐す
  るとき
・支線を副支線に T分岐するとき

以下の用途で、単独で使用します。
・通信ケーブルをユニットに接続する
  とき

フラットマルチ配線用
コネクタプラグ

 

形DCN4-MR4

以下の用途で、単独で使用します。
・通信ケーブルをユニットにマルチド
  ロップ接続するとき

※本コネクタを使用可能なユニットは
　以下になります。
　ビットスレーブ小型コネクタタイプ
　（形CRT1B- □ D0□ JS(-1)）
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■使用する工具

3-3-1　丸型ケーブルⅡの場合
コネクタ型終端抵抗を接続するケーブルにのみ行います。

■フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）の加工・装着手順

フラットコネクタ ソケットの各部の名称

1． ケーブルの加工
ケーブルを長手方向に垂直に切断し、下図のように被覆をむきます。

品名 外観 形式 用途

専用工具 形DWT-A01

フラットコネクタ ソケット（形
DCN4-TR4）、フラットコネクタ プ
ラグ（形DCN4-BR4）、またはフ
ラットマルチ配線用コネクタ プラグ 
（形DCN4-MR4）の圧接用工具

専用工具 形DWT-A02

フラットコネクタ ソケット（形
DCN5-TR4）またはフラットコネク
タ プラグ（形DCN5-BR4）の圧接
用工具

カバー ハウジング

ケーブル確認窓

ケーブル識別シール
（黒、青/緑、白、赤）

黒

赤
白

緑または青
黒
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2． ケーブルストッパのセット
ケーブルストッパをセットします。
カバーをはさみあわせ、フックをかけた状態で、ケーブルストッパをパチンと音がして戻ら
なくなるまで押さえます。

3． ケーブルの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを確認し、ケーブルの先端を、ケーブ
ルストッパをセット済みのカバーの奥まで挿入します。

4． ハウジングの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを再度確認し、カバーにハウジングを
仮固定します。

注．一度、カバーをハウジングに装着すると、取り外すことはできません｡無理に取り外そうとすると、
コネクタが破損してしまいます。

ケーブルストッパ

ケーブルストッパの位置

ハウジング
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5． コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A01）を用いて圧接結線します。

（1）下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくるよ
うにセットします。

（2）専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

コネクタカバーの端部を圧接しないでください。
圧接ブロックの奥側で圧接しないでください。
コネクタの向きを間違えないようセットしてください。

（3）圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

専用工具 コネクタカバー

OK

NG

NG

左右ともにロックされていること

この面に隙間がないこと
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3-3-2　フラットケーブルⅠの場合

■フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）の加工・装着手順

フラットコネクタ ソケットの各部の名称

1． ケーブルの切断（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認
してください。

2． ケーブルストッパのセット（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
延長用または終端抵抗接続用の場合、ケーブルはそのコネクタまでの配線となるため、事前
にケーブルストッパをセットします。
カバーをはさみあわせ、フックをかけた状態で、ケーブルストッパをパチンと音がして戻ら
なくなるまで押さえます。

カバー ハウジング

ケーブル確認窓

ケーブル識別シール
（黒、青/緑、白、赤）

黒

ケーブルストッパ
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3． ケーブルの装着

（1）T分岐用の場合
1） ケーブル識別シールとケーブルの色を合わせ、カバーにケーブルを乗せます。

2） ケーブルをはさみ込み、フックをかけて固定します。

（2）延長用／終端抵抗接続用の場合
ケーブルの先端を、ケーブルストッパをセット済みのカバーの奥まで挿入します。

4． ハウジングの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを再度確認し、カバーにハウジングを
仮固定します。

注．一度、カバーをハウジングに装着すると、取り外すことはできません｡無理に取り外そうとすると、
コネクタが破損してしまいます。

ケーブルストッパの位置

ハウジング
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5． コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A01）を用いて圧接結線します。

（1）下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくるよ
うにセットします。

（2）専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

コネクタカバーの端部を圧接しないでください。
圧接ブロックの奥側で圧接しないでください。
コネクタの向きを間違えないようセットしてください。

（3）圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

専用工具 コネクタカバー

OK

NG

NG

左右ともにロックされていること

この面に隙間がないこと
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■フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）の加工・装着手順

フラットコネクタ プラグの各部の名称

1． ケーブルの切断
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認
してください。

2． ケーブルの装着
ケーブル識別シールとケーブルの色を合わせ、ケーブルを挿入します。
カバーは半透明になっていますので、ケーブルが奥まで挿入されていることを確認します。

3． コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A01）を用いて圧接結線します。

（1）下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくるよ
うにセットします。

（2）専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

ケーブル識別シール
（フラットケーブル：黒、青、白、赤）

ロックレバー

黒

この位置までケーブルを挿入

コネクタカバー専用工具
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コネクタカバーの端部を圧接しないでください。
圧接ブロックの奥側で圧接しないでください。
コネクタの向きを間違えないようセットしてください。

（3）圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

■フラットマルチ配線用コネクタプラグ（形DCN4-MR4）の加工・装着手順

フラットマルチ配線用コネクタプラグの各部の名称

1． ケーブルの装着
（1）ケーブル識別シールとケーブルの色を合わせ、ケーブルを乗せてください。
（2）カバーではさみ込み、フックをかけて固定してください。

カバー ハウジング

OK

NG

NG

NG

この面に隙間がないこと

ケーブル識別シール
（黒、青/緑、白、赤）

黒

ケーブル装着状態
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2． ハウジングの装着
（1）ケーブル識別シールとケーブルの色が合っていることを再度確認のうえカバーにハウジング

をセットし、仮固定してください。

3． コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A01）を用いて圧接結線します。

（1）下図のように、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロックの中央にくるよ
うにセットします。

（2）専用工具を強く握り締めて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。

注．圧接後は、ケーブルが正しく圧接されたことを確認してください。ハウジングのロックがカ
バーの爪に完全に掛かっていること。

3-3-3　フラットケーブルⅡの場合

■フラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）の加工・装着手順

フラットコネクタ ソケットの各部の名称

1． ケーブルの切断（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認
してください。

専用工具
コネクタカバー

カバー
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2． ケーブルストッパのセット（延長用または終端抵抗接続用の場合のみ）
延長用または終端抵抗接続用の場合、ケーブルはそのコネクタまでの配線となるため、事前
にケーブルストッパをセットします。
カバーにケーブルをセットし、線端をケーブルストッパに当てて、位置決めしてください。

3． ケーブルの装着

（1）図のように、ケーブルの白線を上にし、カバーの開口側の方向に白線がくるようにケーブル
をセットします。

T分岐用

延長用／終端抵抗接続用

ケーブルストッパ

ケーブル

コネクタ

コネクタの中心線

白線 （カバー開口側）

（上面図）

白線
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（2）ケーブルの位置がずれないように押さえながら、カバーを閉めます。

注．延長用または終端抵抗接続用の場合は、ケーブルの線端がケーブルストッパの位置まで押し込まれ
ていることを確認し、抜けのないようにご注意ください。

4． コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A02）を用いて圧接結線します。

（1）コネクタを、専用工具の圧接ブロックにセットします。
下図に示す面を基準にして、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロック中
央にくるようにセットします。

（2）専用工具を強く握り締めて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。
（3）圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

コネクタ配置基準面

コネクタカバー専用工具

この面に隙間がないこと

ロックがされていること
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■フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）の加工・装着手順

フラットコネクタ プラグの各部の名称

1． ケーブルの切断
ケーブルを長手方向に垂直に切断します。
短絡防止のため、切断はニッパなどの鋭利な刃物で行い、芯線のひげなどがないことを確認
してください。

2． ケーブルの装着

（1）図のように、ケーブルの白線を上にし、カバーの開口側の方向に白線がくるようにケーブル
をセットします。

（2）ケーブルの位置がずれないように押さえながら、カバーを閉めます。

カバー

白線
左から赤、白、青、黒

（カバー開口側）
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3． コネクタの圧接結線
専用工具（形DWT-A02）を用いて圧接結線します。

（1）コネクタを、専用工具の圧接ブロックにセットします。
下図に示す面を基準にして、コネクタカバーの中央（矢印部）が専用工具の圧接ブロック中
央にくるようにセットします。

（2）専用工具を強く握りしめて、コネクタのロックがカチッと音がするまで圧接します。
（3）圧接後、下図のようにケーブルが正しく圧接されていることを確認します。

コネクタ配置基準面

コネクタカバー
専用工具

この面に隙間がないこと

ロックがされていること
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3-4 ケーブル・終端抵抗の接続
丸型ケーブルⅠ／ⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱを、スレーブ／リピータユニット／終端
抵抗に接続したり、配線を延長・分岐するための方法について説明します。

■使用する周辺機器

終端抵抗の仕様

品名 外観 形式 用途

オープン型コネクタ
（ユニット接続用） 形DCN4-TB4

丸型ケーブルⅠ／Ⅱをスレーブ／リ
ピータユニットに接続する場合、ユ
ニットの通信用コネクタをねじ式端
子台に変換します。

中継端子台 － 市販品 丸型ケーブルⅠ／Ⅱを T分岐する場
合に使用します。

マルチ配線用コネクタ 形DCN4-MD4
スレーブ／リピータユニットを幹線、
副幹線または支線にマルチドロップ
配線する場合に使用します。

終端抵抗 形DCN4-TM4

フラットケーブルⅠおよび丸型ケー
ブルⅡ用のコネクタ型終端抵抗です。
幹線／副幹線の線端のフラットコネ
クタ ソケット（形DCN4-TR4）に
装着します。

終端抵抗 形DCN5-TM4

フラットケーブルⅡ用のコネクタ型
終端抵抗です。
幹線／副幹線の線端のフラットコネ
クタ ソケット（形DCN5-TR4）に
装着します。

終端抵抗 形DRS1-T

丸型ケーブル用の端子台型終端抵抗
です。
幹線／副幹線の丸型ケーブルⅠの線
端に接続します。

種類 コネクタ型 端子台型

形式 形DCN4-TM4 形DCN5-TM4 形DRS1-T

抵抗値 121Ω 121Ω 121Ω

定格電力 1／4W 1／ 4W 1／ 4W

精度 1%以下 1%以下 －

電源ライン間容量 0.01μF 0.01μF －
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3-4-1　スレーブ／リピータユニットへの通信ケーブルの接続

■丸型ケーブルⅠ／Ⅱの場合
スレーブ／リピータユニットの通信用コネクタを、オープン型コネクタ（形 DCN4-TB4）
を装着してねじ式端子台（M3）に変換した後、ケーブルの芯線を接続します。

装着方法
1． オープン型コネクタを、スレーブ／リピータユニットの通信用コネクタに装着し
ます。
端子カバーの開口側を左側にして、カチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

2． オープン型コネクタの端子カバーを開き、端子台の「BDH」（通信データHigh 側）
／「BDL」（通信データ Low 側）、および丸型ケーブルⅡの場合は「BS ＋」（通
信電源＋側）／「BS－」（通信電源－側）にケーブルの芯線を接続します。

ケーブルの芯線を端子台に接続するときは、以下に示すM3用の圧着端子を芯線に取り付け
た後で行ってください。

オープン型コネクタ

M3端子台

通信用コネクタ

スレーブ／
リピータユニット

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 

6.0mm以下 6.0mm以下
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■フラットケーブルⅠの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ プラグ（形 DCN4-BR4）を、スレーブ／リ
ピータユニットの通信用コネクタに装着します。

装着方法
線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を左側にして、カチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

■フラットケーブルⅡの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ プラグ（形 DCN5-BR4）を、スレーブ／リ
ピータユニットの通信用コネクタに装着します。

通信用コネクタ フラットコネクタ
プラグ

スレーブ／
リピータユニット

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 

通信用コネクタ

フラットコネクタ
プラグ

スレーブ／
リピータユニット
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装着方法
ケーブルに白線がある面を左側にして、カチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

3-4-2　通信ケーブルの分岐

幹線／副幹線／支線のケーブルの分岐方法には、T分岐方式とマルチドロップ方式の2とお
りの方法があります。

■ T分岐方式の場合

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時
市販の中継端子台を使用し、ケーブルの芯線を接続します。

ケーブルの芯線を端子台に接続するときは、以下に示すM3用の圧着端子を芯線に取り付け
た後で行ってください。

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 

中継端子台

スレーブ

例 ： 丸型ケーブルⅠの場合

6.0mm以下 6.0mm以下
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フラットケーブルⅠ使用時
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）に、フラットコネ
クタ プラグ（形DCN4-BR4）を装着します。

装着方法
フラットコネクタ プラグを、線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を下側にしてカ
チッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

フラットケーブルⅡ使用時
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）に、フラットコネ
クタ プラグ（形DCN5-BR4）を装着します。

フラットコネクタ プラグ

フラットコネクタ
ソケット

スレーブ

フラットコネクタ プラグ

フラットコネクタ ソケット

スレーブ
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装着方法
フラットコネクタ プラグを、ケーブルに白線がある面を下側にしてカチッと音がするまで
押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

■マルチドロップ方式の場合

丸型ケーブルⅠ／Ⅱ使用時
スレーブ／リピータユニットの通信用コネクタを、オープン型コネクタ（形 DCN4-TB4）
を装着してねじ式端子台（M3）に変換した後、ケーブルの芯線を接続します。

接続方法

（1）オープン型コネクタを、端子カバーの開口側を左側にしてカチッと音がするまで押し
込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

（2）オープン型コネクタの端子カバーを開き、端子台の「BDH」（通信データ High 側）
／「BDL」（通信データ Low 側）、および丸型ケーブルⅡの場合は「BS+」（通信電
源+側）／「BS－」（通信電源－側）にケーブルの芯線を接続します。

オープン型コネクタ

通信用コネクタ

スレーブ／
リピータユニット

M3端子台

例 ： 丸型ケーブルⅠの場合

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 
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ケーブルの芯線を端子台に接続するときは、以下に示すM3用の圧着端子を芯線に取り付け
た後で行ってください。

フラットケーブルⅠ使用時
スレーブ／リピータユニットの通信用コネクタに、マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）
を装着した後、通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）2本
を装着します。

装着方法

（1）マルチ配線用コネクタを、番号が印字されている面を左側にしてカチッと音がするま
で押し込みます。

（2）フラットコネクタ プラグ2本を、線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を左側に
してカチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

6.0mm以下 6.0mm以下

フラットコネクタ
プラグ

マルチ配線用コネクタ

スレーブ／
リピータユニット

通信用コネクタ

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT0123
456789 

0123
456789 

OUT

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16-1

0 1 2 3 4 5 6 7 8    9   10  11  12  13  14  15
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フラットケーブルⅠ使用時（ビットスレーブ小型コネクタタイプの場合）
フラットケーブルⅠにマルチ配線用コネクタプラグ（形DCN4-MR4）を装着します。詳細
は、「フラットマルチ配線用コネクタプラグ（形 DCN4-MR4）の加工・装着手順」（3-24
ページ）を参照してください。

装着方法
マルチ配線用コネクタプラグを、ビットスレーブ小型コネクタタイプの通信コネクタの向
きを合わせてカチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを引き抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

フラットケーブルⅡ使用時
マルチドロップ方式による分岐はできません。

マルチ配線用コネクタ
プラグ　カバー

専用工具（形DWT-A01）
にて圧接結線

マルチ配線用コネクタ
プラグ　ハウジング　

ビットスレーブ
小型コネクタタイプ　マルチ配線用

コネクタプラグ
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3-4-3　通信ケーブルの延長

幹線／副幹線／支線／副支線のケーブルは、フラットコネクタを用いて 10 段まで延長可能
です。
延長できる距離は、最大幹線長（2-10 ページの「2-3-3　通信ケーブルの種類に応じた最
大距離・最大接続台数」参照）が上限となります。

■フラットケーブルⅠの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）に、フラットコネ
クタ プラグ（形DCN4-BR4）を装着します。

装着方法
フラットコネクタ プラグを、線色（赤・白・黒・青）のシールがある面を下側にしてカチッ
と音がするまで押し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

■フラットケーブルⅡの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）に、フラットコネ
クタ プラグ（形DCN5-BR4）を装着します。

フラットコネクタ ソケット

フラットコネクタ プラグ
フラットコネクタ
プラグ

フラットコネクタ ソケット
幹線／副幹線

幹線／副幹線

コネクタによる延長は、
10段まで可能

終端抵抗

フラットコネクタ プラグ

フラットコネクタ ソケット

フラットコネクタ ソケット フラットコネクタ プラグ
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装着方法
フラットコネクタ プラグを、ケーブルに白線がある面を下側にしてカチッと音がするまで押
し込みます。

注．いったん装着したコネクタを抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

3-4-4　終端抵抗の接続

終端抵抗は、幹線／副幹線の線端（マスタユニット／リピータユニットの反対側）に1個の
み接続します。

マスタユニットの反対側に1個のみ接続

リピータユニットの反対側に1個のみ接続

幹線

副幹線

リピータ

スレーブ

スレーブ

スレーブ

終端抵抗

終端抵抗

マスタユニット
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終端抵抗は、マスタユニット／リピータユニット側には接続しないでください。
下図のようなケーブル最線端の分岐箇所については、ケーブル長がa＞bとなるような位置
に終端抵抗を接続してください。

■丸型ケーブルⅠの場合
終端抵抗（形DRS1-T）に、ケーブルの芯線を接続します。

接続方法
終端抵抗に、ケーブルの芯線を接続し、ねじ締めします。終端抵抗に極性はありませんので、
どちらの端子にどちらの色の芯線を接続してもかまいません。

ケーブルの芯線を終端抵抗に接続するときは、以下に示すM3用の圧着端子を芯線に取り付
けた後で行ってください。

終端抵抗
幹線

副幹線

リピータ

スレーブ

スレーブ

ケーブル長：a>b

マスタユニット

a
b

丸型ケーブルⅠ

終端抵抗

BDL（白）またはBDH（黒）

BDH（黒）またはBDL（白）

丸型ケーブルⅠ

終端抵抗

6.0mm以下 6.0mm以下
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■丸型ケーブルⅡの場合

フラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）と終端抵抗（形DCN4-TM4）を使用する場合
ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）に、終端抵抗（形DCN4-
TM4）を装着します。

・装着方法
終端抵抗を、カチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着した終端抵抗を抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

終端抵抗（形DRS1-T）を使用する場合
終端抵抗（形DRS1-T）に、ケーブルの芯線を接続します。

・接続方法
終端抵抗に、ケーブルの芯線を接続し、ねじ締めします。終端抵抗に極性はありませんので、
どちらの端子にどちらの色の芯線を接続してもかまいません。

フラットコネクタ ソケット 終端抵抗

丸型ケーブルⅡ

終端抵抗
形DRS1-T丸型ケーブルⅡ

BDL（緑または青）またはBDH（白）

BDH（白）またはBDL（緑または青）

丸型ケーブルⅡ

終端抵抗
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ケーブルの芯線を終端抵抗に接続するときは、以下に示すM3用の圧着端子を芯線に取り付
けた後で行ってください。

BS＋（赤）およびBS－（黒）は、絶縁処理を施してください。

■フラットケーブルⅠの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN4-TR4）に、終端抵抗（形
DCN4-TM4）を装着します。

装着方法
終端抵抗を、カチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着した終端抵抗を抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

なお、スレーブ／リピータユニットをマルチドロップ方式で分岐している場合、ユニットに
装着しているマルチ配線用コネクタに直接終端抵抗を装着できます。（フラットケーブルⅠの
場合のみ）

6.0mm以下 6.0mm以下

フラットコネクタ ソケット 終端抵抗

終端抵抗  

フラットコネクタ プラグ

マルチ配線用コネクタ

スレーブ／
リピータユニット
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■フラットケーブルⅡの場合
通信ケーブルに装着済みのフラットコネクタ ソケット（形DCN5-TR4）に、終端抵抗（形
DCN5-TM4）を装着します。

装着方法
終端抵抗を、カチッと音がするまで押し込みます。

注．いったん装着した終端抵抗を抜くときは、ツメを両側から押さえて引き抜きます。

フラットコネクタ ソケット 終端抵抗
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3-5 通信電源・I/O電源の接続
CompoNet ネットワークを動作させるためには、以下の電源が必要となります。

通信電源：各ユニットとの通信および各ユニットの内部動作用
 I/O 電源：各ユニットの外部 I/Oの入出力動作用

通信電源および I/O 電源の給電方法は、使用するケーブルの種類やスレーブの種類により異
なります。以下にその違いについて記します。

■マルチ給電タイプの場合

丸型ケーブルⅠ使用時

通信電源
各ユニットの通信用コネクタ（リピータユニットの場合はPORT1コネクタ）の電源端子
に個別に給電します。
 I/O 電源
通信電源とは別に、各ユニットの I/O電源端子に個別に給電します。
ノイズ発生防止のため、通信電源とは別電源で給電してください。

給電方法による
スレーブ種別 ケーブル種類 通信電源 I/O電源

マルチ給電タイプ

丸型ケーブルⅠ 各ユニット個別に給電
通信電源とは別に、各ユ
ニット個別に給電丸型ケーブルⅡ

フラットケーブルⅠ／Ⅱ 

マスタユニットへの給電
により、通信ケーブルか
ら一括供給

ネットワーク給電
タイプ

丸型ケーブルⅠ 使用不可

丸型ケーブルⅡ
フラットケーブルⅠ／Ⅱ 

通信電源と I/O電源が共用
通信・I/O共用電源を通信ケーブルから給電

マスタユニット

通信用
電源端子

I/O用
電源端子

I/O電源
DC24V

通信電源
DC24V

丸型ケーブルⅠ

過電流保護
（制限電流4A）

UL規格に適合させる場合は、
外部電源とユニット間に4Aの
電流に制限する機器を設置
してください。（通信電源のみ）

BS＋

BDH

BDL

BS－

BS＋

BS－

BS＋BDH BDL BS－ V G
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丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱ使用時

通信電源
マスタユニットの通信電源供給用コネクタ（リピータユニットの場合は下流ポート通信電
源供給用コネクタ）に給電します。
 I/O 電源
通信電源とは別に、各ユニットの I/O電源端子に個別に給電します。

マスタユニット
（またはリピータユニット）

通信用
電源端子

I/O用
電源端子

I/O電源
DC24V

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

マスタユニットの通信電源供給用コネクタ
（またはリピータユニットの下流ポート通信電源供給用コネクタ）

通信電源
DC24V

過電流保護
（制限電流4A）

UL規格に適合させる場合は、
外部電源とユニット間に4Aの
電流に制限する機器を設置
してください。（通信電源のみ）

BS＋

BDH

BDL

BS－

BS＋

BS－

BS＋BDH BDL BS－ V G
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■ネットワーク給電タイプの場合
通信電源と I/O 電源が共用のため、別個に給電する必要はありません。（ビットスレーブの場
合は、フラットケーブルが付属しています。）
通信・I/O 共用電源を、マスタユニットの通信電源供給用コネクタ（リピータユニットの場
合は下流ポート通信電源供給用コネクタ）に給電します。

マスタユニット
(またはリピータユニット）

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

マスタユニットの通信電源供給用コネクタ
（またはリピータユニットの下流ポート通信電源供給用コネクタ）

通信・I/O
共用電源
DC24V

過電流保護
（制限電流4A）

UL規格に適合させる場合は、
外部電源とユニット間に4Aの
電流に制限する機器を設置
してください。

BS＋BDH BDL BS－

BS＋

BDH

BDL

BS－

BS＋

BS－
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3-5-1　通信電源の仕様

以下の仕様を満たす市販の電源を使用してください。

CompoNet スレーブの通信電源には、オムロン製 形 S8□□シリーズの電源を推奨します。

ネットワーク給電タイプの場合、外部 I/Oの電源も、マスタユニット（またはリピータユニッ
ト）に接続する通信電源から（フラットケーブル経由で）供給されます｡
そのため、通信電源の出力電流を検討する際に、必ず外部 I/O の消費電流／実負荷電流を
加算してください。
例えば、ビットスレーブによる通信電源の消費電流は次式で表されます。  

1）入力ユニットの場合：
     通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の通信用消費電流＋（ビットスレーブの入力
     電流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）
2）出力ユニットの場合：
     通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の通信用消費電流＋（実負荷電流×使用アク
     チュエータ数）
3）入出力ユニットの場合：
     通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の通信用消費電流＋（ビットスレーブの入力
     電流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）＋（アクチュエータの実負荷
     電流×使用アクチュエータ数）
起動時の突入電流などを考慮して、十分な電源容量を持つ電源を使用してください。

各ユニットの消費電流については、付 -42 ページの「付 -3 消費電流一覧」を参照してく
ださい。

項目 仕様

出力電圧 DC24V±10％

出力リップル 600mVp-p

出力電流
以下の消費電流の総和以上の供給能力を持つこと
・各ワードスレーブ／リピータユニットの消費電流
・ビットスレーブの消費電流＋外部 I/Oの消費電流

絶縁 出力－AC電源間、および出力－筐体接地間
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3-5-2　通信電源の接続

■丸型ケーブルⅠの場合
各スレーブの通信用コネクタに、DC24Vを個別に給電します。
マスタユニットには給電しません。

接続は、通信用コネクタにオープン型コネクタ（形 DCN4-TB4）を装着し、ねじ式端子台
に変換したうえで行います。

リピータユニット使用の場合は、通信電源の給電を、リピータユニットのPORT1コネクタ
（「BS＋」および「BS－」）より行います。

●●
●

●
●

●

●
●

●
●

マスタユニット 通信電源
DC24V

オープン型コネクタ

通信電源を個別に供給

通信用コネクタ

オープン型コネクタ

ワードスレーブ ワードスレーブ

オープン型コネクタ
オープン型コネクタ

ワードスレーブ

終端抵抗
丸型ケーブルⅠ

過電流保護*
（制限電流4A）

* UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に
  4Aの電流に制限する機器を設置してください。
　（通信電源のみ）

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-ID16ID16

0 1 2 3 4 5 6 7 8   9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

IN

0123
45

6789 

0123
45

6789 

オープン型コネクタを装着

*  UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に4Aの電流に制限する機器を設置してください。
    （通信電源のみ）

BS＋

BS－

通信電源
DC24V

過電流保護*
（制限電流4A）

PORT1

PORT2

CRS1CRS1-RPT01RPT01

RPT
NODE ADR

NETWORK POWER SUPPLY

BS+
BS-

X10
[0-63]

X1

MS NS

RPTRPT

DC24V
INPUT

0123
45

6789

0123
45

6789

BS＋

BS－

通信電源
DC24V

過電流保護*
（制限電流4A）

オープン型コネクタを装着

*  UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に4Aの電流に制限する機器を設置してください。
　（通信電源のみ）
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■丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱの場合
マスタユニットの通信電源供給用コネクタ（「BS ＋」および「BS －」）に、DC24V を給
電します。これにより、丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱに接続されている各
スレーブ／リピータユニットに通信電源が給電されます。
通信電源は、幹線1本に対して1つのみ接続してください。
また、通信電源と通信電源供給用コネクタ間のケーブル長さは、3m以内にしてください。

リピータユニット使用の場合は、副幹線への通信電源の給電を、リピータユニットの下流ポー
ト通信電源供給用コネクタ（「BS＋」および「BS－」）より行います。
通信電源ケーブルに棒端子（スリーブ）を圧着し、下流ポート通信電源供給用コネクタに接
続します。
なお、通信電源と通信電源供給用コネクタ間のケーブル長さは、3m以内にしてください。

マスタユニット

通信電源
供給

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ 終端抵抗

通信用コネクタ

スレーブスレーブスレーブ

通信電源供給用
コネクタ

3m以内
過電流保護*
（制限電流4A）

* UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に
  4Aの電流に制限する機器を設置してください。
  （通信電源のみ）

通信電源
DC24V

BS＋
BS－

3m以内

下流ポート通信電源供給用コネクタ

通信電源DC24Vへ

過電流保護
（制限電流4A）

UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に
4Aの電流に制限する機器を設置してください。
（通信電源のみ）

通信電源
DC24V

PORT1

PORT2

CRS1CRS1-RPT01RPT01

RPT
NODE ADR

NETWORK POWER SUPPLY

BS+
BS-

X10
[0-63]

X1

MS NS

RPTRPT

DC24V
INPUT

0123
45

6789

0123
45

6789
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推奨棒端子
通信電源ケーブルには、以下の棒端子を推奨します。

また、棒端子の取り外しに使用するドライバは、以下の製品を推奨します。

3-5-3　I/O 電源の接続

各スレーブ（マルチ給電タイプ）の I/O電源端子に、I/O電源（DC24V）を給電します。
適合電線、加工方法、接続方法については、3-63 ページの「3-6 スレーブの外部 I/Oの接
続」を参照してください。

■出力 I/O電源用コネクタへの接続（デジタル I/Oスレーブ（e-CONコネクタタイプ）
のみ）

e-CONコネクタタイプの出力ユニットおよび入出力ユニットについては、外部機器への I/O
電源供給用として、出力 I/O 電源用コネクタが搭載されています。
以下の方法でDC24V電源を給電します。

e-CONコネクタタイプ（形CRT1-OD□□ S（-1）／MD□□ S（-1）／OD□□ SH（-1）／
　　  MD□□ SH（-1））の場合

出力 I/O 電源用コネクタのV端子およびG端子に、DC24V電源線を接続します。

品番 適合電線サイズ 圧着工具 メーカ

AI0,5-10 WH 0.5mm／AWG20

CRIMPFOX UD6 
（製品番号 1204436）　
または　
CRIMPFOX ZA3シリーズ

フエニックス・コン
タクト（株）

H0.5／ 16オレンジ 0.5mm／AWG20 クリンパー PZ1.5 
（製品番号 900599）

日本ワイドミュラー
（株）

品番 メーカ

形XW4Z-00C オムロン（株）

出力I/O電源用コネクタ

V端子

G端子

DC24V
電源
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e-CONコネクタタイプ（形CRT1-VOD08S（-1））の場合
付属の電源ケーブルの被覆をむき、DC24V電源に接続した後、電源ケーブルのコネクタを
ユニット下面の出力 I/O電源用コネクタに装着します。

■センサ電源用コネクタへの接続（形CRT1-VAD04S のみ）
e-CON コネクタタイプのアナログ入力ユニット（形 CRT1-VAD04S）については、接続
センサへの電源供給用として、センサ電源用コネクタが搭載されています。
付属の電源ケーブルの被覆をむき、DC24V電源に接続した後、電源ケーブルのコネクタを
ユニット下面のセンサ電源用コネクタに装着します。

出力I/O電源用コネクタ

赤

黒

［ユニット下面］

電源ケーブル（付属品）

DC24V
電源

センサ電源用コネクタ

赤

黒

［ユニット下面］

電源ケーブル（付属品）

DC24V
電源
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3-5-4　通信電源・I/O電源の接続例

■丸型ケーブルⅠの場合
丸型ケーブルⅠを使用する場合は、通信ケーブルから通信電源を給電することはできません。
別の経路で各スレーブ／リピータユニットに通信電源を給電する必要があります。
また、I/O 電源を必要とするスレーブ（マルチ給電タイプ）には、I/O 電源を別途給電する
必要があります。
ただし、マスタユニットに対して外部から通信電源を給電する必要はありません。

リピータユニット非使用時

V
G

マスタ
通信電源

電源

電源

I/O電源

スレーブ スレーブ スレーブ

幹線 丸型ケーブルⅠ
終端
抵抗

オープン型
コネクタ

マルチ給電タイプ マルチ給電タイプ マルチ給電タイプ

UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に4Aの電流に
制限する機器を設置してください。（通信電源のみ）

過電流保護
（制限電流4A）

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

BS＋
BS－

BS－

BS＋
BDH
BDL

V
G

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

V G V GV G
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リピータユニット使用時

マルチ給電タイプへの I/O 電源は、接続される機器によっては、ノイズ源となる可能性があ
ります。一括給電する場合、ネットワークに影響を与えないためにも、I/O 電源は通信電源
とは分離してください。

Ｖ

Ｇ

Ｖ
Ｇ

Ｖ
Ｇ

Ｖ

Ｇ

Ｖ ＧＶ Ｇ

マスタ

丸型ケーブルⅠ

通信電源

電源

幹線

リピータ

丸型ケーブルⅠ

通信電源

電源

I/O電源

通信電源

電源

丸型ケーブルⅠ

リピータ

終端抵抗

副幹線

丸型ケーブルⅠ

終端
抵抗

マルチ給電
タイプ

マルチ給電
タイプ

スレーブ スレーブ

電源

PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

PORT1
（上流）

PORT2
（下流）

* UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に4Aの電流に
  制限する機器を設置してください。（通信電源のみ）

過電流保護*
（制限電流4A）

過電流保護*
（制限電流4A）

過電流保護*
（制限電流4A）

Ｖ
Ｇ

Ｖ
Ｇ

Ｖ ＧＶ Ｇ

通信電源

電源

I/O電源

副幹線

丸型ケーブルⅠ

終端
抵抗

スレーブ スレーブ

電源

過電流保護*
（制限電流4A）

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

マルチ給電
タイプ

オープン型
コネクタ

マルチ給電
タイプ

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

オープン型
コネクタ

BS＋
BS－

BS－

BS＋
BDH
BDL

BS＋1

BDL1
BS－1

BDH1
BS＋2

BDL2
BS－2

BDH2

BS＋2

BDL2
BS－2

BDH2

BS＋1

BDL1
BS－1

BDH1

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL
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■丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱの場合
スレーブの通信電源は、丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱから給電されます。
したがって、各スレーブに対し通信電源用の特別な配線は不要です。また、通信電源は同一
幹線／副幹線で共用することができます。
ただし、I/O 電源を必要とするスレーブ（マルチ給電タイプ）には、I/O 電源を別途給電す
る必要があります。

リピータユニット非使用時

V

G

通信電源供給用コネクタ

幹線

支線

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

終端
抵抗

ネットワーク
給電タイプスレーブ スレーブ スレーブ スレーブ

マスタ
通信電源

電源

過電流保護*
（制限電流4A） * UL規格に適合させる場合は、外部電源と

  ユニット間に4Aの電流に制限する機器を
  設置してください。（通信電源のみ）BS＋

BS－

BS－

BS＋
BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL

B
S－

B
S＋

BDH
BDL
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リピータユニット使用時

 1 本の幹線（または副幹線）に対して、複数箇所から通信電源を給電しないでください。通
信品質が低下して正常に通信ができなくなるおそれがあります。
 1 台の電源を、複数の幹線／副幹線（幹線と副幹線または副幹線と副幹線）に対して、共用
で給電しないでください。また、複数の CompoNet システムを使用している場合、各
CompoNet システムの回線どうしに対しても、1 台の電源を共用で給電しないでくださ
い。通信品質が低下して正常に通信ができなくなるおそれがあります。
マルチ給電タイプへの I/O 電源は、接続される機器によっては、ノイズ源となる可能性があ
ります。一括給電する場合、ネットワークに影響を与えないためにも、I/O 電源は通信電源
とは分離してください。

V

G

V

G

V VG G

V
G

下流ポート通信電源供給用コネクタ

通信電源、
I/O電源兼用リピータ

副幹線
支線

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

終端
抵抗

ネットワーク
給電タイプ

スレーブ スレーブ スレーブ

電源

マルチ配線用
コネクタ

副幹線

支線

終端
抵抗

ネットワーク
給電タイプ

スレーブ スレーブ スレーブ

リピータ

マルチ
給電タイプ

電源

I/O電源

終端抵抗

幹線

通信電源供給用コネクタ

通信電源

電源

マスタ

過電流保護*
（制限電流4A）

* UL規格に適合させる場合は、外部電源とユニット間に4Aの電流に
  制限する機器を設置してください。（通信電源のみ）

V

G

通信電源、
I/O電源兼用

電源

過電流保護*
（制限電流4A）

過電流保護*
（制限電流4A）

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

BS＋
BS－

BS－

BS＋
BDH
BDL

PORT2
（下流）

PORT1
（上流）
BS＋1

BDL1

BS－1

BDH1
BS＋2

BDL2

BS－2

BDH2

BS＋2
BS－2

PORT2
（下流）

PORT1
（上流）
BS＋1

BDL1

BS－1

BDH1
BS＋2

BDL2

BS－2

BDH2

BS＋2

BS－2

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL
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制限事項
丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱを使用して通信電源を給電する場合、以下の
制限があります。

幹線（または副幹線）1本に対して、通信電源の供給は1箇所のみです。
マスタユニットの幹線への給電は、通信電源供給用コネクタでのみ可能です。
リピータユニットの副幹線への給電は、下流ポート通信電源供給用コネクタでのみ可能で
す。
これ以外の位置から給電用の接続をすることはできません。

マスタ
（リピータ）

通信電源

3m以内

幹線（副幹線）

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

リピータ

副幹線

給電可

給電可

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

通信電源

スレーブ

給電不可

給電不可

マスタ
（リピータ）

幹線（副幹線）

リピータ

副幹線

スレーブ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

通信電源

通信電源
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 マスタユニットの幹線またはリピータユニットの上流側の幹線と、下流側の副幹線の電源
は、必ず別電源とすることが必要です。

これらの制限を守らない場合、伝送品質が低下して通信異常が発生するおそれがあります。

マスタ
（リピータ）

幹線（副幹線）

リピータ

副幹線

別電源

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

通信電源

通信電源

共用電源

幹線（副幹線）

リピータ

副幹線

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

マスタ
（リピータ） 通信電源
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■丸型ケーブルⅠと丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱを混在させる場合
CompoNet ネットワークでは、リピータユニットを使用することにより、1 つのマスタユ
ニットに対し丸型ケーブルⅠと丸型ケーブルⅡ、またはフラットケーブルⅠ／Ⅱを混在させ
ることができます。

マルチ給電タイプへの I/O電源は、接続される機器によっては、ノイズ源となる可能性があ
ります。一括給電する場合、ネットワークに影響を与えないためにも、I/O 電源は通信電源
とは分離してください。

Ｖ

Ｇ

Ｖ

Ｇ

Ｖ
Ｇ

ＶＧＶ Ｇ

丸型ケーブルⅠ 下流ポート通信電源供給用コネクタ

通信電源、
I/O電源兼用リピータ

スレーブ

オープン型
コネクタ

マスタ

電源

副幹線

支線

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

スレーブ

通信電源、
I/O電源兼用

終端
抵抗

スレーブ ネットワーク
給電タイプ

幹線
丸型ケーブルⅠ

リピータ

支線

Ｉ/Ｏ電源

電源

終端抵抗

丸型ケーブルⅠ

終端
抵抗

副幹線

ネットワーク
給電タイプ

スレーブスレーブスレーブ

マルチ給電タイプ

電源

オープン型
コネクタ

*  UL規格に適合させる場合は、
　外部電源とユニット間に4Aの
　電流に制限する機器を設置
　してください。（通信電源のみ）

過電流保護*
（制限電流4A）

過電流保護*
（制限電流4A）

丸型ケーブルⅡ
または
フラットケーブルⅠ／Ⅱ

マルチ配線用
コネクタ

BS＋
BS－

BS－

BS＋
BDH
BDL

BS＋1

BDL1

BS－1

BDH1
PORT2
（下流）

BS＋2

BDL2

BS－2

BDH2

BS＋2
BS－2PORT1

（上流）

BS＋1

BDL1

BS－1

BDH1
PORT2
（下流）

BS＋2

BDL2

BS－2

BDH2

BS＋2
BS－2PORT1

（上流）

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL

B
S－

B
S＋

BDH

BDL
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3-5-5　通信電源給電時の留意事項

通信電源、I/O 電源を供給するときは、ケーブルやコネクタの許容電流、電圧降下、電源の
容量や配置について詳細に検討する必要があります。

■許容電流による制限
各スレーブの消費電流合計が、通信ケーブルや通信用コネクタの許容電流を超えないよう注
意してください。
許容電流を超えると、ケーブルおよびコネクタの発熱や焼損のおそれがあります。

ケーブルおよびコネクタの許容電流は、以下のとおりです。

ケーブルの許容電流
通信ケーブルは、許容電流が各スレーブの消費電流の合計以上になるように選定してくださ
い。

コネクタの許容電流
マスタユニット／リピータユニットの通信電源供給用コネクタ、フラットコネクタ ソケッ
ト、フラットコネクタ プラグ、マルチ配線用コネクタには、それぞれ許容電流による使用制
限があります。
コネクタを使用する位置での通過電流が許容電流以下になるようにしてください。

(a)

フラットコネクタ プラグ 5A以下（UL定格4A）　　

フラットコネクタ ソケット 5A以下（UL定格4A）
ケーブル

マスタ

電源
DC24V

終端抵抗

  スレーブ
消費電流 I1

  スレーブ
消費電流 I2　　

  スレーブ
消費電流 In

  スレーブ
消費電流 I3

ケーブル許容電流≧ I1 ＋ I2 ＋ I3 ＋・・・In
（上図の（a）に使用するケーブルの許容電流の場合）

名称 形式 許容電流

CS／ CJシリーズ マスタユニットの通信電源供給用コネクタ
形CS1W-CRM21

5A
（UL定格
4A）

形CJ1W-CRM21

リピータユニットの通信電源供給用コネクタ 形CRS1-RPT01

フラットコネクタ ソケット
形DCN4-TR4

形DCN5-TR4

フラットコネクタ プラグ
形DCN4-BR4

形DCN5-BR4

マルチ配線用コネクタ 形DCN4-MD4

フラットマルチ配線用コネクタプラグ 形DCN4-MR4
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■電圧降下に対する配慮

ケーブルによる電圧降下
電源から最も遠いスレーブの電源電圧が、許容電源電圧変動範囲内になるよう、電圧降下に
対する配慮が必要です。
電圧降下は次の式で表されます。

電圧降下が大きく、最も遠い位置のスレーブに許容範囲の電源を供給できないときは、リピー
タユニットを追加し、リピータユニットから電源を供給するようにしてください。

計算例
スレーブの許容電源電圧変動範囲はDC14～ 26.4Vなので、DC24Vの電源を使用する
場合は10Vが許容される電圧降下となります。
よって使用するケーブルと引き延ばしできる距離の関係は、

で表されます。

ケーブル選定に余裕を持たせたいときは、次の近似式で計算してください。

R（ケーブル導体抵抗 0.025Ω/m（フラットケーブル））

よって引き延ばしできる長さは、

となります。

電圧降下（V）=通過電流（A）×ケーブル導体抵抗（Ω/m）×ケーブル長さ（m）×2

L1 L3L2 Ln

マスタ 終端抵抗

  スレーブ
消費電流 I1

  スレーブ
消費電流 I2　　

  スレーブ
消費電流 In

  スレーブ
消費電流 I3

3m以内
電源

DC24V

10（V）≧｛（I1 ＋ I2 ＋ I3 ＋・＋ In）× R1× L1 × 2｝＋｛（I2 ＋ I3 ＋・＋ In）－ R2
× L2 × 2｝＋｛（I3 ＋・＋ In）ｰ R3 × L3 × 2｝＋・・＋｛In × Rn × Ln × 2｝

10（V）≧｛（I1 ＋ I2 ＋ I3 ＋・＋ In）×R× L× 2｝

L（m）≦200÷（I1 ＋ I2 ＋ I3 ＋・＋ In）・・・フラットケーブル使用時
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3-5-6　I/O電源給電時の留意事項

システムを構築するときは、通信電源と I/O電源の供給方法を含めて検討が必要です。
その際、許容電流や電圧降下から電源やケーブルを選定する、といったハード面の検討だけ
でなく、電源異常発生時のシステムの動作をどうするか、またコストは、といった面からも
電源供給方法を検討する必要があります。

■ I/O電源を一括給電する場合
システム全体の I/O 電源を一括して給電するシステムでは、個々の装置や負荷の消費電力も
考慮する必要があります。末端のスレーブや負荷に対しても、供給する電源電圧が許容範囲
内になるようケーブルを選定してください。
また、線路電流の和がケーブルの許容電流値の範囲内であるか、電源の容量は十分か、にも
注意してください。
1 台の電源で供給する場合、電圧降下を許容範囲内に抑える手段として、以下の方法を検討
してください。

電源ケーブルを太くする
電源の出力電圧を高めに調整しておく
配線を短くする
電源をネットワークの中間に配置する

■複数の電源によりスレーブの I/O電源を供給する場合
I/O 電源を 1台の電源で供給するよりも、いくつかに分けて供給することで線路電流を小さ
くでき、電圧降下の低減やケーブルサイズを小さくできる、などの効果があります。
また、電源異常発生時にシステムの安全性を確保したいときなどにも検討してください。

Δ E1 Δ E2 Δ E3 Δ E4

I1 I2 I3 I4

スレーブ スレーブスレーブスレーブ

負荷 負荷 負荷 負荷

末端の負荷にも安定した
動作電圧が供給できるよう、
配線設計を行ってください。

末端の負荷に安定した動作電圧が供給できないときは、
電源をネットワークの中間に配置してください。

電源
DC24V

電源
DC24V

CP CP

スレーブ スレーブ スレーブ スレーブ

電源
DC24V

電源
DC24V
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3-5-7　その他の留意事項

■電源異常に対する配慮
電源異常が発生したとき、システム全体を停止させるか、またはシステム全体の停止は避け
たいかによって、スレーブ電源の配置やグループ化を検討する必要があります。
システムの安全性確保から、全体の停止を防止したいときなど、数箇所に電源を設け、スレー
ブをグループに分けて電源を供給するなどの対策をお願いします。

■コスト面での配慮
電源の容量や個数
ケーブルの太さ（許容電流）や長さ（電圧降下）
システムの安全性確保
配線工数

など、トータル的なコスト面からも給電方法を検討してください。
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3-6 スレーブの外部 I/Oの接続
各スレーブの I/O端子に、センサなどの外部機器を接続する方法について説明します。
接続方法は、スレーブの種類により異なります。
以下にスレーブの種類による外部 I/Oの接続形態の違いについて示します。

名称 形式 I/O接続形態

デジタル I/O
スレーブ

2段端子台タイプ

形CRT1-ID08（-1）

ねじ式端子台（M3）

形CRT1-OD08（-1）

形 CRT1-ID16（-1）

形 CRT1-OD16（-1）

形 CRT1-MD16（-1）

形 CRT1-ROS08

形 CRT1-ROF08

形 CRT1-ROS16

形 CRT1-ROF16

3段端子台タイプ

形CRT1-ID08TA（-1）

形 CRT1-OD08TA（-1）

形 CRT1-ID08TAH（-1）

形 CRT1-OD08TAH（-1）

形 CRT1-ID16TA（-1）

形 CRT1-OD16TA（-1）

形 CRT1-MD16TA（-1）

形 CRT1-ID16TAH（-1）

形 CRT1-OD16TAH（-1）

形 CRT1-MD16TAH（-1）

e-CONコネクタタイプ

形CRT1-VID08S（-1）

e-CONコネクタ
ターミナル

形CRT1-VOD08S（-1）

形 CRT1-ID16S（-1）

形 CRT1-OD16S（-1）

形 CRT1-MD16S（-1）

形 CRT1-ID16SH（-1）

形 CRT1-OD16SH（-1）

形 CRT1-MD16SH（-1）

形 CRT1-ID32S（-1）

形 CRT1-OD32S（-1）

形 CRT1-MD32S（-1）

形 CRT1-ID32SH（-1）

形 CRT1-OD32SH（-1）

形 CRT1-MD32SH（-1）
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デジタル I/O
スレーブ

MIL コネクタタイプ

形CRT1-VID16ML（-1）

MIL コネクタ
ターミナル

形CRT1-VOD16ML（-1）

形 CRT1-VID32ML（-1）

形 CRT1-VOD32ML（-1）

形 CRT1-VMD32ML（-1）

スクリューレスクランプ
タイプ

形CRT1-ID08SL（-1）

スクリューレス
クランプターミナル

形CRT1-OD08SL（-1）

形 CRT1-ID16SL（-1）

形 CRT1-OD16SL（-1）

形 CRT1-MD16SL（-1）

アナログ I/O
スレーブ

2段端子台タイプ
形CRT1-AD04

ねじ式端子台（M3）
形CRT1-DA02

e-CONコネクタタイプ
形CRT1-VAD04S e-CONコネクタ

ターミナル形CRT1-VDA02S

MIL コネクタタイプ
形CRT1-VAD04ML MIL コネクタ

ターミナル形CRT1-VDA02ML

温度入力ユニット
形CRT1-TS04T

ねじ式端子台（M3）

形CRT1-TS04P

拡張ユニット

形XWT-ID08（-1）

形 XWT-OD08（-1）

形 XWT-ID16（-1）

形 XWT-OD16（-1）

ビットスレーブ

e-CON
コネクタタイプ

形CRT1B-ID02S（-1）

e-CONコネクタ
ターミナル

形CRT1B-OD02S（-1）

IP54

形 CRT1B-ID02SP（-1）

形 CRT1B-OD02SP（-1）

形 CRT1B-ID04SP（-1）

スクリューレス
クランプタイプ IP54 形 CRT1B-MD04SLP（-1） スクリューレス

クランプターミナル

小型コネクタタイプ 形CRT1B-ID02JS(-1) 日本圧着端子製造
（株）製
XAシリーズコネクタ
ターミナル

形CRT1B-OD02JS(-1)

形 CRT1B-MD02JS(-1)

形 CRT1B-ID04JS(-1)

形 CRT1B-OD04JS(-1)

形 CRT1B-MD04JS(-1)

名称 形式 I/O接続形態
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3-6-1　ねじ式端子台への接続

ねじ式端子台を搭載しているスレーブの場合、次に示すM3用の圧着端子を信号線に取り付
けて、端子台に接続してください。
端子台ねじは、適正締め付けトルク0.5N ･ mで締め付けてください。

端子台の着脱方法
2段および3段端子台タイプのスレーブを取り付けるときは、取り付けネジを交互に、徐々
に締め付けてください。また、取り外しの時も同じく、取り付けネジを交互にゆるめてく
ださい。
スクリュードライバーなどで片側だけを一気に締め付ける（またはゆるめる）と、端子台
にひずみを発生させ、ひび割れなどを起こす恐れがあります。
2段および3段端子台タイプのスレーブは以下のとおりです。

6.0mm以下 6.0mm以下

名称 形式

デジタル I/Oスレーブ 2段端子台タイプ 形CRT1-ID08（-1）
形CRT1-OD08（-1）
形CRT1-ID16（-1）
形CRT1-OD16（-1）
形CRT1-MD16（-1）
形CRT1-ROS08
形 CRT1-ROF08
形 CRT1-ROS16
形 CRT1-ROF16

3段端子台タイプ 形CRT1-ID08TA（-1）
形CRT1-OD08TA（-1）
形CRT1-ID08TAH（-1）
形CRT1-OD08TAH（-1）
形CRT1-ID16TA（-1）
形CRT1-OD16TA（-1）
形CRT1-MD16TA（-1）
形CRT1-ID16TAH（-1）
形CRT1-OD16TAH（-1）
形CRT1-MD16TAH（-1）

アナログ I/Oスレーブ 2段端子台タイプ 形CRT1-AD04
形 CRT1-DA02

温度入力ユニット － 形CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

拡張ユニット － 形XWT-ID08（-1）
形XWT-OD08（-1）
形XWT-ID16（-1）
形XWT-OD16（-1）
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3-6-2　e-CONコネクタターミナルへの接続

e-CONコネクタターミナルを搭載しているスレーブの場合、接続する外部機器のケーブルに
専用のケーブル接続用コネクタを取り付ける必要があります。
以下の手順で、ケーブル接続用コネクタを外部機器のケーブルに取り付けてください。

1． ケーブル接続用コネクタとケーブル芯線サイズの確認
ケーブル接続用コネクタのタイプにより、適合するケーブルの芯線サイズや被覆外径が異な
ります。
下表で、使用するケーブル接続用コネクタと、外部機器のケーブルの芯線サイズや被覆外径
が合っていることを確認してください。

タイコエレクトロニクスアンプ社製コネクタ

住友3M社製コネクタ

オムロン製コネクタ

形式 ハウジング色 適合電線範囲

3-1473562-4 オレンジ 被覆外径φ0.6～ 0.9mm

断面積：0.08～ 0.5mm2
1-1473562-4 赤 被覆外径φ0.9～ 1.0mm

1473562-4 黄 被覆外径φ1.0～ 1.15mm

2-1473562-4 青 被覆外径φ1.15～ 1.35mm

4-1473562-4 緑 被覆外径φ1.35～ 1.60mm

形式 ハウジング色 適合電線範囲

37104-3101-000FL 赤 AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ0.8～ 1.0mm

37104-3122-000FL 黄 AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ1.0～ 1.2mm

37104-3163-000FL オレンジ AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ1.2～ 1.6mm

37104-2124-000FL 緑 AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.0～ 1.2mm

37104-2165-000FL 青 AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.2～ 1.6mm

37104-2206-000FL グレー AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.6～ 2.0mm

形式 仕様 適合電線範囲

形NX2A-1470 スプリング
クランプ式

AWG28（0.08mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.5mm以下
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2． 外部機器のケーブルの加工

（1）タイコエレクトロニクスアンプ社製／住友3M社製のコネクタを使用する場合
外部機器のケーブルは、通常は次図のようにセミストリップ仕様またはストリップ仕様で
カットされています。

この状態のままでケーブル接続用コネクタは取り付けられないため、先端をカットし、下図
のようにケーブルの被覆をむいてください（芯線の被覆はむかないでください）。

（2）オムロン製のコネクタを使用する場合
コネクタの側面に設けられている「STRIP GAUGE」に合わせ、芯線の被覆を 7 ～ 8mm
むき、より線を数回よってください。

3． ケーブル接続用コネクタへの芯線の差し込み
外部機器のケーブルの芯線を、ケーブル接続用コネクタに差し込み、接続します。
接続は以下の表にしたがい、コネクタのカバーに刻印されている端子番号と芯線の色を合わ
せてください。

・デジタル I/O スレーブの場合

注．光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
   （　）内は旧芯線色です。

・アナログ I/O スレーブの場合
芯線色は外部機器により異なります。外部機器のカタログやマニュアルを参照してください。

端子番号

形CRT1-VID08S
形 CRT1-ID16S（H）
形CRT1-MD16S（H）
形CRT1-ID32S（H）
形CRT1-MD32S（H）
形CRT1B-ID02S
形 CRT1B-ID02SP

形 CRT1B-ID04SP使用時

形CRT1-VID08S-1
形 CRT1-ID16S（H）-1
形 CRT1-MD16S（H）-1
形 CRT1-ID32S（H）-1
形 CRT1-MD32S（H）-1
形 CRT1B-ID02S-1
形 CRT1B-ID02SP-1

形 CRT1B-ID04SP-1 使用時

3線式センサ
（自己診断出力機能

なし）

2線式センサ
（自己診断出力機能

なし）

3線式センサ
（自己診断出力機能

なし）

2線式センサ
（自己診断出力機能

なし）

1 茶（赤） － 茶（赤） 茶（白）

2 － － － －

3 青（黒） 青（黒） 青（黒） －

4 黒（白） 茶（白） 黒（白） 青（黒）

セミストリップ仕様 ストリップ仕様

20mm以上

7～8mm
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（1）タイコエレクトロニクスアンプ社製／住友3M社製のコネクタを使用する場合
1）端子番号と芯線の色が合っていることを確認し、ケーブル接続用コネクタのカバーにある
電線挿入口に芯線を奥まで差し込みます。

2） プライヤなどを用い、カバーをボディに押し込みます。このとき、カバーがボディに対し
て水平になるように、カバーをまっすぐに押し込みます。

（2）オムロン製のコネクタを使用する場合
1）下図のように、マイナスドライバを使って、コネクタの操作口内にある操作レバーをロッ
クされるまで押し込みます。

2） 電線挿入口より、電線を奥まで差し込みます。電線の被覆部が電線挿入口に入っているこ
と、また導線部先端が結線部を通過していることを確認してください。

3） 解除口にマイナスドライバを入れ、操作レバーを軽く引き戻します。パチッという音がし
て操作レバーが復帰します。

4） 電線を軽く引っ張り、結線されていることを確認します。

芯線を引き抜く場合は、操作レバーを押し込み、操作レバーがロックされていることを確認
してから引き抜いてください。引き抜いた後は、必ず操作レバーを復帰させてください。

マイナスドライバ

操作口

電線挿入口電線被覆部結線部

解除口操作レバー（白）
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3-6-3　MIL コネクタターミナルへの接続
MIL コネクタへの接続は、下記のいずれかの方法により行います。

オムロン製MIL 対応ケーブルを使用
 MIL タイプソケットにフラットケーブルを圧接（自作）して使用 
 MIL コネクタにバラ線ケーブルを圧接（自作）して使用

■オムロン製MIL 対応ケーブルを使用する場合
リレーターミナルと接続する場合
オムロン製リレーターミナルと接続するためのMIL 対応ケーブルが、下表の通り用意され
ています。ご使用のスレーブユニットと、接続するリレーターミナルの組み合わせに合っ
たMIL 対応ケーブルを選択して使用してください。

形CRT1-□D16ML(-1)の場合 形CRT1-□D32ML(-1)の場合

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 接続するリレーターミナル 備考

形CRT1-VID16ML 形 XW2Z-RI □ C 形 G7TC-ID16
形 G7TC-IA16 ―

形CRT1-VOD16ML 形 XW2Z-RO□ C

形G7TC-OC16／OC08
形G70D-SOC16／ VSOC16
形G70D-FOM16／ VFOM16
形G70A-ZOC16-3
形 G70D-SOC08
形G70R-SOC08

―

形CRT1-VOD16ML-1

形 XW2Z-RI □ C 形G7TC-OC16-1

―
形 XW2Z-RO□ C

形G70D-SOC16-1
形 G70D-FOM16-1
形 G70A-ZOC16-4

形 CRT1-VID32ML

形 XW2Z-RI50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
（75cm）

形G7TC-ID16
形 G7TC-IA16 ―

形CRT1-VOD32ML

形 XW2Z-RO50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RO75-50-D1
（75cm）

形G7TC-OC16／OC08
形G70D-SOC16／ VSOC16
形G70D-FOM16／ VFOM16
形G70A-ZOC16-3
形 G70D-SOC08
形G70R-SOC08

―
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コネクタ端子台変換ユニットと接続する場合
オムロン製コネクタ端子台変換ユニットは、下表のものがあります。
詳細については、『FA システム機器総合カタログ』（カタログ番号 SAOO-211 □）を参
照してください。

形CRT1-VOD32ML-1

形 XW2Z-RO50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RO75-50-D1
（75cm）

形G70D-SOC16-1
形 G70D-FOM16-1
形 G70A-ZOC16-4

―

形XW2Z-RI50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
（75cm）

形G7TC-OC16-1 ―

形CRT1-VMD32ML

形 XW2Z-RM50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D1
（75cm）

入力側：形G7TC-ID16
　　　　形G7TC-IA16
出力側：形G7TC-OC16／
OC08
　　　　形G70D-SOC16／
　　　　　 VSOC16
　　　　形G70D-FOM16／
　　　　　 VFOM16
　　　　形G70A-ZOC16-3
　　　　形G70D-SOC08
　　　　形G70R-SOC08

入出力を
区別する
ため、色
分けされ
ています。

入力側
チューブ
色：赤

出力側
チューブ
色：黄

形CRT1-VMD32ML-1

形 XW2Z-RM50-25-D2
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D2
（75cm）

入力側：形G70A-ZIM16-5
出力側：形G70D-SOC16-1
　　　　形G70D-FOM16-1
　　　　形G70A-ZOC16-4

入出力を
区別する
ため、色
分けされ
ています。

入力側
チューブ
色：赤

出力側
チューブ
色：黄

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 接続するリレーターミナル 備考

タイプ シリーズ

スリムタイプ 形XW2D

スルータイプ 形XW2B

コモン端子付きタイプ 形XW2C

コモン端子付き3段タイプ 形XW2E

スクリューレスクランプタイプ 形XW2F

e-CONタイプ 形XW2N
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バラ線で機器に接続する場合
スレーブユニット側が MIL コネクタに、もう片側がバラ線になっている下表のケーブル
も用意されています。必要に応じてご使用ください。

MIL コネクタのピン番号と、各バラ線の芯線色、ドットマーク、ドット色は、下表のよう
に対応しています。

 ・20ピン（形XW2Z-RA □□□C）

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 備考

形CRT1-V □ D16ML 20ピン

形XW2Z-RA200C（2m）
形XW2Z-RA500C（5m）

バラ線径：AWG24
バラ線は切断状態

形XW2Z-RY100C（1m）
形XW2Z-RY150C（1.5m）
形XW2Z-RY200C（2m）
形XW2Z-RY300C（3m）
形XW2Z-RY500C（5m）

各バラ線にフォーク端子
が装着済み
フォーク端子：
161071-M2
（日本端子製）

形CRT1-V □ D32ML 40ピン

形XW2Z-RA200C-D1（2m）
形XW2Z-RA500C-D1（5m）

バラ線径：AWG28
バラ線は切断状態

形XW2Z-RY100C-D1（1m）
形XW2Z-RY200C-D1（2m）
形XW2Z-RY500C-D1（5m）

各バラ線にフォーク端子
が装着済み
フォーク端子：
161071-M2
（日本端子製）

形CRT1-VDA02ML 10ピン
該当ケーブルなし

形CRT1-VAD04ML 16ピン

ピン番号 芯線色 ドット
マーク ドット色 ピン番号 芯線色 ドット

マーク ドット色

20
薄茶

■ 黒 10
薄茶

■■ 黒

19 赤 9 赤

18
黄

黒 8
黄

黒

17 赤 7 赤

16
若草

黒 6
若草

黒

15 赤 5 赤

14
灰

黒 4
灰

黒

13 赤 3 赤

12
白

黒 2
白

黒

11 赤 1 赤
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 ・20ピン（形XW2Z-RY□□□ C）

 ・40ピン

ピン番号 芯線色 ドット
マーク ドット色 ピン番号 芯線色 ドット

マーク ドット色

1
薄茶

■ 黒 11
薄茶

■■ 黒

2 赤 12 赤

3
黄

黒 13
黄

黒

4 赤 14 赤

5
若草

黒 15
若草

黒

6 赤 16 赤

7
灰

黒 17
灰

黒

8 赤 18 赤

9
白

黒 19
白

黒

10 赤 20 赤

ピン番号 芯線色 ドット
マーク ドット色 ピン番号 芯線色 ドット

マーク ドット色

1
薄茶

■ 黒 21
薄茶

■■■ 黒

2 赤 22 赤

3
黄

黒 23
黄

黒

4 赤 24 赤

5
若草

黒 25
若草

黒

6 赤 26 赤

7
灰

黒 27
灰

黒

8 赤 28 赤

9
白

黒 29
白

黒

10 赤 30 赤

11
薄茶

■■ 黒 31
薄茶

■■■■ 黒

12 赤 32 赤

13
黄

黒 33
黄

黒

14 赤 34 赤

15
若草

黒 35
若草

黒

16 赤 36 赤

17
灰

黒 37
灰

黒

18 赤 38 赤

19
白

黒 39
白

黒

20 赤 40 赤
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■MIL タイプソケットにフラットケーブルを圧接（自作）して使用する場合
MIL タイプソケットにフラットケーブルを圧接し、接続ケーブルを自作する場合は、下表に
示す部品を使用し、以下の手順で行います。

必要な部品

作成手順
① 精密マイナスドライバを使用して、MIL タイプソケット両端のフックを開き、コンタクト
側とカバー側に分けます。
ソケット（コンタクト側）の両端には、それぞれ2個ずつツメがあります。
片側だけを一気に外そうとしないで、両側のツメを1個ずつ順番にずらすようにしてくだ
さい。

② 分けたソケットの間にフラットケーブルを挟み、コンタクトと位置を合わせた上で、コン
タクト側とカバー側を組み合わせてロックします。
万力などを使用して、奥のツメに噛み合わさるまでしっかりと押し込んでください。

圧接用適合電線：1.27mmピッチフラットケーブル（7本より線）
UL2651（標準ケーブル）
UL20012（スダレケーブル）
UL20028（カラーコードケーブル）

・形XG4M-1031-T ／ 1030-T ／ 1630-T ／ 2030-T の場合

コネクタピン数 形式

10ピン
極性ガイドなし 形XG4M-1031-T

極性ガイドあり 形XG4M-1030-T

16ピン 形XG4M-1630-T

20ピン 形XG4M-2030-T

40ピン 形XG4M-4030-T
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・形XG4M-4030-T の場合

③ 必要に応じてケーブルを折り返し、ストレインリリーフをはめ込み、ロックします。

・形XG4M-1031-T ／ 1030-T ／ 1630-T ／ 2030-T の場合

・形XG4M-4030-T の場合

■MIL コネクタにバラ線ケーブルを圧接（自作）して使用する場合
MIL コネクタにバラ線ケーブルを圧接し、接続ケーブルを自作する場合は、ケーブルの線径
に応じて、下表に示す部品でコネクタを組み立ててください。

 10 ピン

 16 ピン

品名 ケーブル線径AWG24 ケーブル線径AWG28～ 26

ソケット
極性ガイドなし 形XG5M-1031-N 形 XG5M-1034-N

極性ガイドあり 形XG5M-1032-N 形 XG5M-1035-N

セミカバー * 形 XG5S-0501

品名 ケーブル線径AWG24 ケーブル線径AWG28～ 26

ソケット 形XG5M-1632-N 形 XG5M-1635-N

セミカバー * 形 XG5S-0801
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 20 ピン

 40 ピン

* コネクタ1個につき、セミカバーが2個必要です。

各部品の詳細については、『電子・機構部品総合カタログ』（カタログ番号 SAOO-213 □）
を参照してください。

 通信ケーブルをマルチ配線用コネクタ（形 DCN4-MD4）を使用して分岐している場合、
フードカバーのケーブル出口部分のバラ線を結束バンドを使用して結束し、通信ケーブル
とバラ線ケーブルが干渉し合わないよう配線してください。

品名 ケーブル線径AWG24 ケーブル線径AWG28～ 26

ソケット 形XG5M-2032-N 形 XG5M-2035-N

セミカバー * 形 XG5S-1001

フードカバー 形XG5S-2012

品名 ケーブル線径AWG24 ケーブル線径AWG28～ 26

ソケット 形XG5M-4032-N 形 XG5M-4035-N

セミカバー * 形 XG5S-2001

フードカバー 形XG5S-4022
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3-6-4　スクリューレスクランプターミナルへの接続

スクリューレスクランプターミナルを搭載しているスレーブの場合、クランプターミナルに
棒端子（スリーブ）を差し込むだけで、簡単に接続ができます。
以下の手順で、外部機器のケーブルをスクリューレスクランプターミナルに取り付けます。

1． 適合棒端子
外部機器のケーブルをスクリューレスクランプターミナルに取り付けるときは、ケーブルに
専用の棒端子を取り付ける必要があります。
適合する棒端子は以下のとおりです。

棒端子の導体長は8～10mmを目安としてください。

2． スクリューレスクランプターミナルへの接続

・棒端子の差し込み
棒端子を、端子穴の奥まで差し込んでください。

・棒端子の取り外し
端子穴の横にあるリリースボタンを小型のマイナスドライバで押し込んだ状態で、電線を
引き抜いてください。

品名 適合電線サイズ 圧着工具 メーカ

H0.5/14オレンジ 0.5mm2／ AWG20

PZ6 roto 日本ワイドミュラー（株）H0.75/14ホワイト 0.75mm2／ AWG18

H1.5/14レッド 1.5mm2／ AWG16

導体長8～10mm

棒端子を奥まで差し込む

小型マイナスドライバ

リリースボタン
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取り外しに使用するドライバは、以下の製品を推奨します。

リリースボタンは、適切な力（30N以下）で押し込んでください。過剰な力で押し込むと
クランプターミナルが破損する場合があります。

3-6-5　ビットスレーブ（IP54 タイプ）への接続

■各部の説明

ハウジング内部の e-CON コネクタターミナルまたはスクリューレスクランプターミナルに
外部 I/O を接続します。
接続した外部 I/O のケーブルをシーリングの方へ引き出します。シーリング部カバーとシー
リング部ハウジングの間にケーブルを挟みこんで防沫性を確保する構造になっています。
ケーブルの外径が小径の場合は、小径ケーブル対応用シーリング片を用いて防沫性を確保し
ます。

形式 メーカ

SD0.6 × 3.5 × 100マイナスドライバ 日本ワイドミュラー（株）

3.5mm0.6mm

側面 正面

カバー固定用ねじ
カバー

シーリング部カバー

NC用ピン

小径ケーブル対応用シーリング片

ハウジング

シーリング部ハウジング
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■接続できるケーブル
接続できるケーブル外径の範囲はφ2.2mm～φ6.3mmです。
ただし、使用ケーブルの外径がφ3.6mm未満の場合は、下記の小径ケーブル対応用シーリ
ング片の装着が必要となります。

装着方法
1． シーリング片の切れ目を広げ、対象のケーブルを挿入します。
2． シーリング片の溝をハウジング内部に引っ掛け、固定します。

■未接続端子の処理
未接続端子がある場合は、小径ケーブル対応用シーリング片にNC用ピンを下図のようには
さみ込み、上記と同様にハウジングに固定します。

■カバーの締め付け
接続後、カバーを閉めてカバー固定用ねじを締め付けます。
締め付けトルクは0.8 ～ 1.0N・mです。

切れ目
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3-6-6 小型コネクタへの接続
小型コネクタには、日本圧着端子製造社製 XA シリーズコネクタを搭載しています。このコ
ネクタを搭載しているスレーブの場合、接続する外部機器のケーブルに専用のケーブル接続
用コネクタを取り付ける必要があります。

■日本圧着端子製造社製　XAシリーズコネクタ

注1. 圧着工具には自動機対応品もあります。詳細は、メーカにお問い合わせください。
2. 加工方法は、工具に付属の取扱説明書を参照していただくか、またはメーカ（日本圧
着端子製造株式会社）にお問い合わせください。

品名 適用ケーブル範囲 形式 圧着工具

mm2 AWG# 電線被覆外形
(mm)

コンタクト 0.08～ 0.33 28～ 22 1.2 ～ 1.9 SXA-001T-P0.6 YC692
またはYC692R

0.22～ 0.5 24～ 20 1.5 ～ 1.9 SXA-01T-P0.6 YRS701 
または YC701R

品名 形式

ハウジング XAP-03V-1
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4スレーブの共通仕様

4-1 スレーブ共通の仕様
ここでは、スレーブ共通の仕様を示します。
スレーブごとに異なる点については、各スレーブの仕様ページで示します。

4-1-1　通信仕様

項目 仕様

通信方式 CompoNet 用ネットワーク専用プロトコル

通信種類
リモート I/O通信（スレーブとのプログラムレス常時データ共有）およびメッ
セージ通信（スレーブとの必要時Explicit メッセージ通信、またはPLCとの
必要時 FINSメッセージ通信）

伝送速度 4Mbps、3Mbps、1.5Mbps、93.75kbps

変調方式 ベースバンド方式

符号方式 マンチェスタ符号方式

誤り制御 マンチェスタ符号則、CRC

通信媒体

以下の種類が可能。
・丸型ケーブルⅠ
・丸型ケーブルⅡ
・フラットケーブルⅠ（シースなし、形DCA4-4F10） 
・フラットケーブルⅡ（シースあり、形DCA5-4F10） 

注．丸型ケーブルⅠ、丸型ケーブルⅡ、フラットケーブルⅠ、フラットケーブルⅡは異
なるケーブル種類です。したがって、これらを混在させる場合、リピータユニット
を介して、幹線と副幹線に分けて使用することが必要です。

通信距離／配線 マスタユニットマニュアルの第1章に記載の「ケーブル種類と通信速度に応じ
た最大距離」参照

接続可能マスタ CompoNet マスタユニット

接続可能スレーブ CompoNet スレーブ

最大 I/O点数 ワードスレーブ：IN 1,024点／OUT 1,024点（合計2,048点）
ビットスレーブ：IN 256点 ／ OUT 256点（合計512点）

接続可能ノード数
ワードスレーブ：IN 64ノード／ OUT 64ノード
ビットスレーブ：IN 128ノード ／ OUT 128ノード
リピータユニット：64ノード

ノードアドレス当
りの占有点数

ワードスレーブ：16点
ビットスレーブ：2点

セグメント当たりの
最大接続ノード数 32ノード（スレーブもしくはリピータユニット）

最大使用可能ノー
ドアドレス

ワードスレーブ：IN0～ 63／OUT0～ 63
ビットスレーブ：BIT IN0 ～ 127／ BIT OUT0～ 127
リピータユニット：0～63

リピータユニット
使用条件

1ネットワークにリピータユニットは最大64台まで接続可能
リピータユニットによる延長はマスタユニットから2段まで可能

信号線 BDH（通信データHigh 側）とBDL（通信データ Low側）の2本線
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4-1-2　性能仕様

*  ねじ式端子台が装着されているスレーブのみ

形 CRT1-ROS08/ROS16（リレー出力タイプ）／形 CRT1-ROF08/ROF16（SSR 出
力タイプ）は仕様が異なる項目があります。詳細については、各スレーブの仕様ページを参
照してください。

項目 仕様

電源線 BS＋とBS－の2本線：通信用およびスレーブの内部回路用電源
・マスタユニットまたはリピータユニットから供給

接続形態

丸型ケーブルⅡまたはフラットケーブルⅠ／Ⅱ・伝送速度93.75kbps時の
み：フリー配線型
それ以外のとき：幹線－支線型

スレーブ／リピータユニットの接続方式：T分岐方式またはマルチドロップ方
式

項目 仕様・性能

通信電源電圧 DC14～26.4V

I/O 電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V  － 15～ +10％）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV （電源ライン）

耐振動 10～60Hz　複振幅0.7mm、60～ 150Hz　50m/s2　
X、Y、Z各方向80min

耐衝撃 150m/s2（3軸6方向各3回）

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 －10～ 55℃

使用周囲湿度 25～85％（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存温度 －25～ 65℃

保存湿度 25～85％（結露なきこと）

端子台ねじの締め
付けトルク*

M3（結線用ねじ）：0.5N・m
M3（取り付け用ねじ）：0.5N・m

取り付け方法 DIN35mm レール、M4ねじ、取付具または取付金具による取り付け
（機種により異なる）
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4-1-3　通信用 LED

通信用 LEDの表示の意味は以下のとおりです。

MS（Module Status） ：ノード自身の状態を示します。（緑／赤の2色表示）
NS（Network Status）：通信の状態を示します。（緑／赤の2色表示）

注1. LEDの点滅間隔は、点灯約0.5s、消灯約0.5s です。
　2. 状態定義に異常と書かれている状態の意味は、代表的な異常の状態を示しています。詳細

な状態やトラブルシューティングは、「第 12 章 異常時の処置とメンテナンス」を参照し
てください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

MS

緑点灯 正常状態 ユニット正常動作中

赤点灯 致命的な異常 ユニットハード異常
ウォッチドッグタイマタイムアップ

赤点滅 軽微な異常 スイッチ設定ミス
EEP-ROMサム値異常

消灯 電源OFF／準備中 電源OFF／リセット中／初期処理中

NS

緑点灯 オンライン／加入状態 通信正常動作中（加入中）

緑点滅 オンライン／未加入状態 通信正常動作中（加入準備中）

赤点灯 致命的な通信関連の異常 アドレス範囲外設定検知
アドレス重複設定検知

赤点滅 軽微な通信関連の異常 ポーリングタイムアウト
ネットワークタイムアウト

消灯 電源OFF／
ボーレート確定前 電源OFF／ボーレート確定前
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5デジタル I/O スレーブ

5-1 ステータスエリアの説明
デジタル I/O スレーブは2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。
ユニットごとに設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。
マスタユニットに接続されている全スレーブのステータスエリアのいずれかのビットが ON
した場合に、マスタユニットのステータスフラグの該当ビット（ビット 12 がワーニングエ
リア通知先、ビット13がアラームエリア通知先）がONします。
デジタル I/O スレーブのステータスエリアの情報は、Explicit メッセージで読み出すことが
できます。また、CX-Integrator でも、同等の情報を読み出すことができます。

ワーニングステータスエリア
デジタル I/O スレーブのワーニングステータスエリアは以下の 16 ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。

マスタ
マスタに割り付けられたステータスの
ビット検知は全スレーブのOR

マスタへ通知 デジタルI/Oスレーブ

デジタルI/Oスレーブのステータスエリアには
｢ワーニングエリア」と｢アラームエリア」の2つが
あります。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 予約 使用不可

2 ネットワーク電圧フラグ
0: 正常　1: 異常（閾値を下回った）

ネットワーク電源電圧モニタ機能で閾値として設定
した電圧を下回った場合にONします。

3
ユニットメンテナンスフラグ
0: 正常　1: 異常
( 閾値または87672時間超え )

ユニット通電時間モニタ機能で閾値として設定した
通電時間を上回った場合にONします。
また、87672時間（10年 ) の経過を監視します。

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8 動作時間モニタ監視フラグ
0: 正常　1: 異常（閾値を上回った）

動作時間モニタ機能で閾値として設定した時間を上
回った場合にONします。

9 接続機器メンテナンスフラグ
0: 正常　1: 異常（閾値を上回った）

接点動作回数モニタ機能、またはON積算時間モニ
タ機能で閾値として設定した回数または時間を上
回った場合にONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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アラームステータスエリア
デジタル I/Oスレーブのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重度なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 EEP-ROMデータエラーフラグ
0：正常　1：異常

EEP-ROM内のデータが異常になった場合にONし
ます。

2 予約 使用不可

3 予約 使用不可

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8
I/O電源電圧状態フラグ1
0：I/O電源が投入されている
1：I/O電源が投入されていない

I/O電源電圧が投入されていない場合にONしま
す。

9
I/O電源電圧状態フラグ2
0：I/O電源が投入されている
1：I/O電源が投入されていない

拡張ユニットを接続しているとき、拡張ユニット用
の I/O電源が投入されていない場合にONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 動作時間構成確認フラグ
0：正常　1：異常

拡張ユニットが接続されていない状態で、デジタル
I/Oスレーブ－拡張ユニット間で動作時間モニタ機
能の閾値時間を設定した場合にONします。

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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5-2 I/Oデータ割付
CompoNet ネットワークにおけるワードスレーブの I/O データは、OUT/IN の単位で、マ
スタユニットの I/O メモリに割り付けられます。
このとき、同一種類のスレーブ内で、ノードアドレス順に割付用のエリア（ノードアドレス
エリア）が確保されます。
CompoNet ネットワークでは、1 台（ノード）は、自身の設定ノードアドレスから、自身
の点数のサイズ分のノードアドレスエリアを占有します。

5-2-1　ワードスレーブのデータ割付
ワードスレーブは、16点＝1CH単位でノードアドレスエリアを占有します。

 8 点入力／出力ユニットの場合
1ノードで1CH（自身のノードアドレス）を占有します。
 16 点入力／出力ユニットの場合
1ノードで1CH（自身のノードアドレス）を占有します。
 16 点入出力（8点入力／8点出力）ユニットの場合
1ノードで2CH（自身のノードアドレス）を占有します。この場合、データは下位バイト
に割り付けられ、上位バイトは空きエリアとなります。
 32 点入力／出力ユニットの場合
1ノードで2CH（INまたはOUTエリアのノードアドレスm、およびm+1）を占有します。
 32 点入出力（16点入力／16点出力）ユニットの場合
1 ノードで 2CH（IN エリアのノードアドレス m、および OUT エリアのノードアドレス
m）を占有します。

8 点入力ユニットの場合

8点出力ユニットの場合

16 点入力ユニットの場合

16 点出力ユニットの場合

INエリア

1234567 0空き

OUTエリア

1234567 0空き

INエリア

123456789101112131415 0

OUTエリア

123456789101112131415 0
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16 点入出力ユニットの場合

32 点入力ユニットの場合

32 点出力ユニットの場合

32 点入出力ユニットの場合

OUTエリア

1234567 0

INエリア

1234567 0

空き

空き

INエリア

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

OUTエリア

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

OUTエリア

123456789101112131415 0

INエリア

123456789101112131415 0
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5-2-2　ワードスレーブ＋拡張ユニットのデータ割付

拡張ユニットを使用した場合、拡張ユニットのOUT/IN のデータを含めたサイズのユニット
として割り付けられます。

16 点入力ユニット＋ 16 点拡張ユニット（入力）
IN エリアのノードアドレスm、および IN エリアのノードアドレスm+1の、2ノード分の
エリアを占有します。

16 点入力ユニット＋ 8点拡張ユニット（入力）
IN エリアのノードアドレスm、および IN エリアのノードアドレスm+1の、2ノード分の
エリアを占有します。

16 点入力ユニット＋ 16 点拡張ユニット（出力）
IN エリアのノードアドレス m、および OUT エリアのノードアドレス m の、2 ノード分の
エリアを占有します。

16 点入力ユニット＋ 8点拡張ユニット（出力）
IN エリアのノードアドレス m、および OUT エリアのノードアドレス m の、2 ノード分の
エリアを占有します。

INエリア

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

INエリア

123456789101112131415 0

17181920212223 16空き

OUTエリア

123456789101112131415 0

INエリア

123456789101112131415 0

OUTエリア

1234567 0

INエリア

123456789101112131415 0

空き
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16 点出力ユニット＋ 16 点拡張ユニット（出力）
OUTエリアのノードアドレスm、およびOUTエリアのノードアドレスm+1の、2ノード
分のエリアを占有します。

16 点出力ユニット＋ 8点拡張ユニット（出力）
OUTエリアのノードアドレスm、およびOUTエリアのノードアドレスm+1の、2ノード
分のエリアを占有します。

16 点出力ユニット＋ 16 点拡張ユニット（入力）
OUT エリアのノードアドレス m、および IN エリアのノードアドレス m の、2 ノード分の
エリアを占有します。

16 点出力ユニット＋ 8点拡張ユニット（入力）
OUT エリアのノードアドレス m、および IN エリアのノードアドレス m の、2 ノード分の
エリアを占有します。

OUTエリア

123456789101112131415 0

171819202122232425262728293031 16

OUTエリア

123456789101112131415 0

17181920212223 16空き

OUTエリア

123456789101112131415 0

INエリア

123456789101112131415 0

OUTエリア

123456789101112131415 0

INエリア

1234567 0空き
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5-3 ねじ式端子台タイプ

5-3-1　8 点入力ユニット（2段端子台タイプ）
形CRT1-ID08 ／形 CRT1-ID08-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ID08 形 CRT1-ID08-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 30mA以下（電源電圧DC24V時）
50mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 160ｇ以下
5-7



5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID08 ／形 CRT1-ID08-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力LED
0～7

I/O用端子台（着脱式）

通信用LED
MS、NS

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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■内部回路

形CRT1-ID08（NPN対応）

形CRT1-ID08-1（PNP対応）

V    DC24V

0

1

G

フォトカプラ

フォトカプラ内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V    DC24V

0

1

G

フォトカプラ

フォトカプラ内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-ID08（NPN対応）

形CRT1-ID08-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

NC
15

G 0 2
3

4
4

6
5

NC
6

DC24V

NC
16

NC
17

NC
18

NC
7

NC
8

NC 
91 2

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

NC
15

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

NC
6

DC24V

NC
16

NC
17

NC
18

NC
7

NC
8

NC
9

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-ID08 ／形 CRT1-ID08-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

50
3.

14

60
.3

53
.2

115
57

.6 74
.4

（mm）

52
69

.4
25

.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-2　8 点出力ユニット（2段端子台タイプ）
形CRT1-OD08 ／形 CRT1-OD08-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-OD08 形 CRT1-OD08-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
55mA以下（電源電圧DC14V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 160ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD08 ／形 CRT1-OD08-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～7

I/O用端子台（着脱式）

通信用LED
MS、NS

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形CRT1-OD08（NPN対応）

形CRT1-OD08-1（PNP対応）

0

1

G

V    DC24Vフォトカプラ

内 

部 

回 

路
フォト
カプラ

降
圧

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

0

1

G

V    DC24V
フォトカプラ

内 

部 

回 

路 フォトカプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

降
圧

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-OD08（NPN対応）

形CRT1-OD08-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

NC
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G
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3

4
4

6
5

NC
6

DC24V

NC
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NC
17

NC
18

NC
7

NC
8

NC
9

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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5
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7
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NC
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G
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0
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2
3

4
4

6
5

NC
6

DC24V

NC
16

NC
17

NC
18

NC
7

NC
8

NC 
9

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-OD08 ／形 CRT1-OD08-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

50
3.

14

60
.3

53
.2

115

57
.6 74

.4

（mm）

52
69

.4
25

.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-3　16 点入力ユニット（2段端子台タイプ）
形CRT1-ID16 ／形 CRT1-ID16-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ID16 形 CRT1-ID16-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 55mA以下（電源電圧DC24V時）
85mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 141ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID16 ／形 CRT1-ID16-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-ID16ID16

0 1 2 3 4 5 6 7 8   9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

IN

0123
45

6789 

0123
45

6789 

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1 入力LED

0～15

I/O用端子台（着脱式）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-ID16（NPN対応）

形CRT1-ID16-1（PNP対応）

V    DC24V

0

1

G

フォトカプラ

フォトカプラ内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V    DC24V

0

1

G

フォトカプラ

フォトカプラ内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-ID16（NPN対応）

形CRT1-ID16-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G 0 2
3

4
4

6
5

8
6

DC24V

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
91 2

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

8
6

DC24V

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
9

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-ID16 ／形 CRT1-ID16-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

50
3.

14

58
.7

3
51

.6

115
50

.1 66
.9

（mm）

67
.8

25
.4

(mm)

10
4.

4
37

(mm)

45

48

10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-4　16 点出力ユニット（2段端子台タイプ・トランジスタ出力）
形CRT1-OD16 ／形 CRT1-OD16-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-OD16 形 CRT1-OD16-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、4A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 55mA以下（電源電圧DC24V時）
85mA以下（電源電圧DC14V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 141ｇ以下

83
.9

25
.4

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD16 ／形 CRT1-OD16-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

MS NS

REMOTE TERMINAL

WORD NODE ADR

CRT1CRT1-OD16OD16

0 1 2 3 4 5 6 7 8   9   10  11  12  13  14  15

X10
[0-63]

X1

OUT

0123
45

6789 

0123
45

6789 

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1 出力LED

0～15

I/O用端子台（着脱式）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形CRT1-OD16（NPN対応）

形CRT1-OD16-1（PNP対応）

0

1

G

V    DC24V
フォトカプラ

内 

部 

回 

路 フォト
カプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層
降
圧

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

0

1

G

V    DC24V
フォトカプラ

内 

部 

回 

路 フォトカプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

降
圧

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-OD16（NPN対応）

形CRT1-OD16-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
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5-25



5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-OD16 ／形 CRT1-OD16-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

50
3.

14

58
.7

3
51

.6

115
50

.1 66
.9

（mm）

67
.8

25
.4

(mm)

10
4.

4
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(mm)
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10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-5　8 点入力／ 8点出力ユニット（2段端子台タイプ）
形CRT1-MD16 ／形 CRT1-MD16-1

■共通部仕様

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-MD16 形 CRT1-MD16-1

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 170ｇ以下

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-MD16 形 CRT1-MD16-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

83
.9

25
.4

(mm)
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■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

■各部の名称と機能（形CRT1-MD16 ／形 CRT1-MD16-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入出力状態を表示します。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-MD16 形 CRT1-MD16-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/O用端子台（着脱式）

通信用LED
MS、NS

入力LED
0～7

出力LED
0～7

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）
0～7（OUT）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態
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 ５
■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

形CRT1-MD16（NPN対応）

形CRT1-MD16-1（PNP対応）

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

フォトカプラ

0
1

G2

フォト
カプラ

V2    DC24V

フォトカプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

V1    DC24V
0
1

G1

降
圧

フォトカプラ 0
1

G2

フォトカプラ

V2    DC24V

フォトカプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

V1    DC24V
0
1

G1

降
圧

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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■配線

形CRT1-MD16（NPN対応）

形CRT1-MD16-1（PNP対応）

 I/O 電源のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子は内部で接続されていません。
V1-G1間、V2-G2間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

V1 1 3 5 7

G1 0 2 4 6

DC24V

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

V2 1 3 5 7

G2 0 2 4 6

NC

NC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

V1 1 3 5 7

G1 0 2 4 6

DC24V

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

NC

NC

V2 1 3 5 7

G2 0 2 4 6

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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■外形寸法（形CRT1-MD16 ／形 CRT1-MD16-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

50
3.

14

60
.3

53
.2

115
57

.6 74
.4

52

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-6　8 点出力ユニット（2段端子台タイプ・リレー出力）
形CRT1-ROS08

■一般仕様
項目 仕様・性能

通信電源電圧 DC14 ～ 26.4V

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV （電源ライン）

耐振動 10～55Hz　複振幅0.7mm、X、Y、Z各方向80min

耐衝撃 100m/s2（3 軸 6 方向各3 回）

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ 以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 － 10 ～ 55 ℃

使用周囲湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存温度 － 25 ～ 65 ℃

保存湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

端子台ねじの締め
付けトルク

M3（結線用ねじ）：0.5N・m  
M3（取り付け用ねじ）：0.5N・m

85
.5

25
.4

(mm)
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■リレー出力部仕様（1点当たり）

 2A ～ 3A（コモン8～10A）通電時はコモン当たりの同時ON点数を4点以下とするか、
または、周囲温度45℃以下での使用としてください。2A以下（コモン8A以下）通電時
の制限はありません。
定格電流値はユニットの正常動作を保証する値であり、リレー自体の耐久性を保証するもの
ではありません。リレーの寿命は、使用温度、負荷の種類、開閉条件などによって大きく
異なるため、必ず実使用条件での実機確認を行ってください。

■各部の名称と機能

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ROS08

入出力点数 出力8点

搭載リレー 形DRTA-NY5W-K（DC5V）

定格負荷
抵抗負荷
AC250V  2A　コモン  8A
DC30V  2A　コモン  8A

定格通電電流 3A

接点電圧の最大値 AC250V／DC125V

接点電流の最大値 3A

開閉容量の最大値 AC750VA／DC90W

最小適用負荷（参考値） DC5V 1mA

機械的寿命 2000万回以上

電気的寿命 10万回以上

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 95mA以下（電源電圧DC24V時）
150mA以下（電源電圧DC14V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 170ｇ以下

リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に設置しない
でください。故障や誤動作の原因となります。

注 意

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

通信用LED
MS、NS

通信用コネクタ I/O用端子台（着脱式）

出力LED
0～7 出力リレー
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■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

0

1

COM

内 

部 

回 

路

内部回路用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

リレー駆動用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

物
理
層

フォト
カプラ

フォトカプラ
DRTA-NY5W-K
      DC5VBS＋

BDH

BDL

BS－
5-34



5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

OUT0 OUT2 COM0OUT6OUT4

OUT1 OUT3 OUT7OUT5 COM0

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

AC電源
（DC電源も可）

50
3.

14

60
.3

53
.2

95

57
.6 74

.4

52

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)
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フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

■リレーの交換方法
出力部のリレーを交換する際は、下記の手順でカバーを取り外してから交換を行ってくださ
い。

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)

85
.5

25
.4

(mm)

①取っ手に指を引っ掛けて上の方向に反らすようにします。

②側面が矢印の
   方向にたわんで
　フックが外れます。

③リレーソケットのレバーを矢印の方向に
　ドライバなどで押し下げます。リレーが
　ソケットから持ち上がり、取り外せます。
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参考データ
次の参考データは生産ラインの中からサンプリングした実測値を表したものです。リレーの
特性には多少のばらつきがありますので、あくまで参考としてください。

5-3-7　8 点出力ユニット（2段端子台タイプ・SSR出力）
形CRT1-ROF08

■一般仕様
項目 仕様・性能

通信電源電圧 DC14 ～ 26.4V

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV （電源ライン）

耐振動 10～60Hz　複振幅0.7mm、60～150Hz　50m/s2
X、Y、Z各方向80min

耐衝撃 150m/s2（3 軸 6 方向各3 回）

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ 以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 － 10 ～ 55 ℃

使用周囲湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存温度 － 25 ～ 65 ℃

保存湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

端子台ねじの締め
付けトルク

M3（結線用ねじ）：0.5N・m  
M3（取り付け用ねじ）：0.5N・m

DC30V、t=40ms

DC30V/AC240V
抵抗負荷

AC240V、COSφ＝0.4

0.1 0.3 0.5 1 3 5

2
3
5

10

20

30

50

100

200

300

500

接点電流（A）

耐久性曲線
動
作
回
数（
×　

 

回
）

10
4

DC抵抗負荷

AC抵抗負荷

接
点
電
流（　

）
A

0.1

0.3

0.5

1

3

5

接点電圧（V）
10 20 200 500 1000

開閉容量の最大値

30 30050 100

0.2

2

0.2 4

DC100～200V
t=7～40ms

AC120V抵抗負荷

AC120V、COSφ＝0.4

DC30V、t=7ms

0.4

4
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■SSR出力部仕様（1点当たり）

* 負荷電流－周囲温度特性

注．SSRの交換はできません。

■各部の名称と機能

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ROF08

入出力点数 出力8点

負荷電圧 AC24～265V

負荷電流 0.3A*

投入電流耐量 50A（60Hz）

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 60mA以下（電源電圧DC24V時）   
90mA以下（電源電圧DC14V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 160ｇ以下

周囲温度（℃）

10080605540200-20-30

1

0.8

0.6

0.4

0.3

0.2

0

負
荷
電
流（   

）
A

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

通信用LED
MS、NS

通信用コネクタ I/O用端子台（着脱式）

出力LED
0～7 出力SSR
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 ５
■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

0

1

COM

内 

部 

回 

路

内部回路用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

リレー駆動用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

物
理
層

フォト
カプラ

フォトカプラ DC5V

SSR

SSR

BS＋

BDH

BDL

BS－
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■配線

■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

OUT0 OUT2 COM0OUT6OUT4

OUT1 OUT3 OUT7OUT5 COM0

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

AC電源
（DC電源は不可）

50
3.

14

60
.3

53
.2

95

57
.6 74

.4

52

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)
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フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-8　16 点出力ユニット（2段端子台タイプ・リレー出力）
形CRT1-ROS16

■一般仕様
項目 仕様・性能

通信電源電圧 DC14 ～ 26.4V

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV （電源ライン）

耐振動 10～55Hz　複振幅0.7mm、X、Y、Z各方向80min

耐衝撃 100m/s2（3 軸 6 方向各3 回）

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ 以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 － 10 ～ 55 ℃

使用周囲湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存温度 － 25 ～ 65 ℃

保存湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

端子台ねじの締め
付けトルク

M3（結線用ねじ）：0.5N・m  
M3（取り付け用ねじ）：0.5N・m

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)

85
.5

25
.4

(mm)
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■リレー出力部仕様（1点当たり）

 2A ～ 3A（コモン8～ 10A）通電時はコモン当たりの同時ON点数を4点以下とするか、
または、周囲温度45℃以下での使用としてください。2A以下（コモン8A以下）通電時
の制限はありません。
定格電流値はユニットの正常動作を保証する値であり、リレー自体の耐久性を保証するもの
ではありません。リレーの寿命は、使用温度、負荷の種類、開閉条件などによって大きく
異なるため、必ず実使用条件での実機確認を行ってください。

■各部の名称と機能

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ROS16

入出力点数 出力16点

搭載リレー 形DRTA-NY5W-K（DC5V）

定格負荷
抵抗負荷
AC250V  2A　コモン  8A
DC30V  2A　コモン  8A

定格通電電流 3A

接点電圧の最大値 AC250V／DC125V

接点電流の最大値 3A

開閉容量の最大値 AC750VA／DC90W

最小適用負荷（参考値） DC5V 1mA

機械的寿命 2000万回以上

電気的寿命 10万回以上

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 155mA以下（電源電圧DC24V時）
255mA以下（電源電圧DC14V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 260ｇ以下

リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に設置しない
でください。故障や誤動作の原因となります。

注 意

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～15

I/O用端子台（着脱式）

出力リレー
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 ５
■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

内 

部 

回 

路

8

9

COM

フォト
カプラ

フォトカプラ
DRTA-NY5W-K
      DC5V

BS＋

BDH

BDL

BS－

内部回路用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

リレー駆動用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

物
理
層

0

1

COM

フォト
カプラ

フォトカプラ
DRTA-NY5W-K
      DC5V
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　５
■配線

■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

OUT0 OUT2 COM0OUT6OUT4

OUT1 OUT3 OUT8OUT7OUT5 OUT10 OUT12 OUT14

OUT9 OUT11 OUT13 OUT15

COM1

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷 負荷

負荷

負荷

負荷負荷

負荷

負荷

負荷
AC電源
（DC電源も可）

（mm）

52
60

.3
53

.2

140

57
.6

50
3.

14

74
.4

69
.4

25
.4

(mm)
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 ５
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

■リレーの交換方法
出力部のリレーを交換する際は、下記の手順でカバーを取り外してから交換を行ってくださ
い。

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)

85
.5

25
.4

(mm)

①取っ手に指を引っ掛けて上の方向に反らすようにします。

②側面が矢印の
  方向にたわんで
フックが外れます。

③リレーソケットのレバーを矢印の方向に
　ドライバなどで押し下げます。リレーが
　ソケットから持ち上がり、取り外せます。
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参考データ
次の参考データは生産ラインの中からサンプリングした実測値を表したものです。リレーの
特性には多少のばらつきがありますので、あくまで参考としてください。

5-3-9　16 点出力ユニット（2段端子台タイプ・SSR出力）
形CRT1-ROF16

■一般仕様
項目 仕様・性能

通信電源電圧 DC14 ～ 26.4V

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV （電源ライン）

耐振動 10～60Hz　複振幅0.7mm、60～ 150Hz　50m/s2　
X、Y、Z各方向80min

耐衝撃 150m/s2（3 軸 6 方向各3 回）

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ 以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 － 10 ～ 55 ℃

使用周囲湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存温度 － 25 ～ 65 ℃

保存湿度 25 ～ 85％（結露なきこと）

端子台ねじの締め
付けトルク

M3（結線用ねじ）：0.5N・m  
M3（取り付け用ねじ）：0.5N・m

DC30V、t=40ms

DC30V/AC240V
抵抗負荷

AC240V、COSφ＝0.4

0.1 0.3 0.5 1 3 5

2
3
5

10

20

30

50

100

200

300

500

接点電流（A）

耐久性曲線
動
作
回
数（
×　

 

回
）

10
4

DC抵抗負荷

AC抵抗負荷

接
点
電
流（　

）
A

0.1

0.3

0.5

1

3

5

接点電圧（V）
10 20 200 500 1000

開閉容量の最大値

30 30050 100

0.2

2

0.2 4

DC100～200V
t=7～40ms

AC120V抵抗負荷

AC120V、COSφ＝0.4

DC30V、t=7ms

0.4

4
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 ５
■SSR出力部仕様（1点当たり）

* 負荷電流－周囲温度特性

注．SSRの交換はできません。

■各部の名称と機能

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ROF16

入出力点数 出力16点

負荷電圧 AC24～265V

負荷電流 0.3A*

投入電流耐量 50A（60Hz）

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 85mA以下（電源電圧DC24V時）   
130mA以下（電源電圧DC14V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 250ｇ以下

周囲温度（℃）

10080605540200-20-30

1

0.8

0.6

0.4

0.3

0.2

0

負
荷
電
流（   

）
A

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～15

I/O用端子台（着脱式）

出力SSR
5-47



5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

内 

部 

回 

路

8

9

COM

フォト
カプラ

フォトカプラ DC5V

内部回路用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

リレー駆動用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

物
理
層

0

1

COM

フォト
カプラ

フォトカプラ DC5V

SSR

SSR

SSR

SSR

BS＋

BDH

BDL

BS－
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 ５
■配線

■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

OUT0 OUT2 COM0OUT6OUT4

OUT1 OUT3 OUT8OUT7OUT5 OUT10 OUT12 OUT14

OUT9 OUT11 OUT13 OUT15

COM1

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷 負荷

負荷

負荷

負荷負荷

負荷

負荷

負荷
AC電源
（DC電源は不可）

（mm）

52
60

.3
53

.2

140

57
.6

50
3.

14

74
.4

69
.4

25
.4

(mm)
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フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3-10　8 点入力ユニット（3段端子台タイプ）
形CRT1-ID08TA ／形CRT1-ID08TA-1 ／
形 CRT1-ID08TAH／形CRT1-ID08TAH-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
ID08TA

形 CRT1-
ID08TA-1

形 CRT1-
ID08TAH

形 CRT1-
ID08TAH-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC15V以上
（各入力端子とV
間）

DC15V以上
（各入力端子とG
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

OFF電圧
DC5V以下　
（各入力端子とV
間）

DC5V以下　
（各入力端子とG
間）

― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 ― 50mA／点以上で動作

未接続検知 ― 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

入力接続機器供給電流 100mA／点 50mA／点

通信電源消費電流 30mA以下（電源電圧DC24V時）
50mA以下（電源電圧DC14V時）

35mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 5mA以下（電源電圧DC24V時） 25mA以下（電源電圧DC24V時）

質量 190ｇ以下 200ｇ以下
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■各部の名称と機能（形CRT1-ID08TA（-1）／形CRT1-ID08TAH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-ID08TAH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/O用端子台（着脱式）

通信用LED
MS、NS 入力LED

0～7

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01
2

3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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■内部回路

形CRT1-ID08TA（NPN対応）

形CRT1-ID08TA-1（PNP対応）

形CRT1-ID08TAH（NPN対応）

V    DC24V

G

V

入力（0～7）

G

内
部
回
路

フォト
カプラ 入

力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

G

V    DC24V 

G

入力（0～7）

V

フォト
カプラ 入

力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内
部
回
路

内
部
回
路

G

入力（0～7）

V

V

G

V

G0～G7短絡・断線
検知回路フォト

カプラ 入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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形CRT1-ID08TAH-1（PNP対応）

■配線

形CRT1-ID08TA（NPN対応）

内
部
回
路

V

入力（0～7）

G

G

V

G

V0～V7
フォト
カプラ 入

力
回
路

短絡・断線
検知回路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

0

G G G G

1 7NC

V V V V

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）
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形CRT1-ID08TA-1（PNP対応）

形CRT1-ID08TAH（NPN対応）

0

G G G G

1 7

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V V V V

0

V

G

V

G0

V

G1

V

G7

1 7NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）
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形CRT1-ID08TAH-1（PNP対応）

 NC 端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1-ID08TA（-1）／形CRT1-ID08TAH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

0

V

G

V0

G

V1

G

V7

G

1 7

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

50
3.

14

60
.3

53
.2

105

68
.9

93
.5

52

（mm）
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コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3-11　8 点出力ユニット（3段端子台タイプ）
形CRT1-OD08TA ／形CRT1-OD08TA-1 ／
形 CRT1-OD08TAH／形CRT1-OD08TAH-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
OD08TA

形 CRT1-
OD08TA-1

形 CRT1-
OD08TAH

形 CRT1-
OD08TAH-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 ― あり

断線検知 ― 3mA／点以下で動作
（3mA以上では検知しない）

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
55mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）
35mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 190ｇ以下
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD08TA（-1）／形CRT1-OD08TAH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-OD08TAH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/O用端子台（着脱式）

通信用LED
MS、NS 出力LED

0～7

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01
2

3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形CRT1-OD08TA（NPN対応）

形CRT1-OD08TA-1（PNP対応）

V    DC24V

G

V

G

内
部
回
路

フォトカプラ
出力（0～7）

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

V    DC24V

G

V

G

内
部
回
路

フォトカプラ

出力（0～7）

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
形CRT1-OD08TAH（NPN対応）

形CRT1-OD08TAH-1（PNP対応）

フォト
カプラ

G

V

出力（0～7）

G

G

V

V

短絡・断線
検知回路

内
部
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

フォト
カプラ

V

G

出力（0～7）

V

V

G

G

短絡・断線
検知回路

内
部
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-OD08TA ／形 CRT1-OD08TAH（NPN対応）

形CRT1-OD08TA-1 ／形 CRT1-OD08TAH-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 I/O 電源用端子以外のV端子とG端子の電流は、各端子500mA以下でご使用ください。
 NC 端子には配線しないでください。

0

V

G

V

G

V

G

V

G

1 7

ソレノイドバルブなど

NC

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

0

V

G

V

G

V

G

1

ソレノイドバルブなど

NC

V

G

7

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-OD08TA（-1）／形CRT1-OD08TAH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

50
3.

14

60
.3

53
.2

105

68
.9

93
.5

52

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-12　16 点入力ユニット（3段端子台タイプ）
形CRT1-ID16TA ／形CRT1-ID16TA-1 ／
形 CRT1-ID16TAH ／形CRT1-ID16TAH-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
ID16TA

形 CRT1-
ID16TA-1

形 CRT1-
ID16TAH

形 CRT1-
ID16TAH-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC15V以上
（各入力端子とV
間）

DC15V以上
（各入力端子とG
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

OFF電圧
DC5V以下　
（各入力端子とV
間）

DC5V以下　
（各入力端子とG
間）

― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 ― 50mA／点以上で動作

未接続検知 ― 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

入力接続機器供給電流 100mA／点 50mA／点

通信電源消費電流 40mA以下（電源電圧DC24V時）
55mA以下（電源電圧DC14V時）

40mA以下（電源電圧DC24V時）
70mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 5mA以下（電源電圧DC24V時） 25mA以下（電源電圧DC24V時）

質量 330ｇ以下 340ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID16TA（-1）／形CRT1-ID16TAH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-ID16TAH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力LED
0～15

I/O用端子台（着脱式）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形CRT1-ID16TA（NPN対応）

形CRT1-ID16TA-1（PNP対応）

V1    DC24V

G1

V1

0～7

G1

V2    DC24V

G2

V2

8～15

G2

内
部
回
路

フォトカプラ

フォトカプラ

入
力
回
路

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

G1

V1    DC24V

G1

0～7

V1

G2

V2    DC24V

G2

8～15

V2

内
部
回
路

フォトカプラ

フォトカプラ

入
力
回
路

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
形CRT1-ID16TAH（NPN対応）

形CRT1-ID16TAH-1（PNP対応）

内
部
回
路

G

入力（0～7）

V

V
G

V

G0～G7短絡・断線
検知回路

フォトカプラ

G

入力（8～15）

V

V
G

V

G8～G15

フォトカプラ

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡・断線
検知回路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内
部
回
路

V

入力（0～7）

G

G
V

G

V0～V7

フォトカプラ

V

入力（8～15）

G

G
V

G

V8～V15

フォトカプラ

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡・断線
検知回路

短絡・断線
検知回路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-ID16TA（NPN対応）

形CRT1-ID16TA-1（PNP対応）

V2

G2

V2

G2

V2

G2

V2

G2

8 9 15NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

V1

G1

V1

G1

V1

G1

V1

G1

0 1 7NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V2

G2

V2

G2

V2

G2

V2

G2

8 9 15NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

V1

G1

V1

G1

V1

G1

V1

G1

0 1 7NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
形CRT1-ID16TAH（NPN対応）

形CRT1-ID16TAH-1（PNP対応）

 I/O電源の左側のV端子と右側のV端子、左側のG端子と右側のG端子は内部で接続されてい
ません。左側と右側のV-G間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
 NC 端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V

G

V

G8

V

G9

V

G15

8 9 15NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

V

G

V

G0

V

G1

V

G7

0 1 7NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V

G

V8

G

V9

G

V15

G

8 9 15NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

V

G

V0

G

V1

G

V7

G

0 1 7NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-ID16TA（-1）／形CRT1-ID16TAH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

180

52 50
3.

14

60
.3

53
.2 68

.9 93
.5

mm

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-13　16 点出力ユニット（3段端子台タイプ）
形CRT1-OD16TA／形CRT1-OD16TA-1 ／
形 CRT1-OD16TAH／形CRT1-OD16TAH-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
OD16TA

形 CRT1-
OD16TA-1

形 CRT1-
OD16TAH

形 CRT1-
OD16TAH-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 ― あり

断線検知 ― 3mA／点以下で動作
（3mA以上では検知しない）

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 45mA以下（電源電圧DC24V時）
65mA以下（電源電圧DC14V時）

40mA以下（電源電圧DC24V時）
70mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）
35mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 330ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD16TA（-1）／形CRT1-OD16TAH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-OD16TAH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～15

I/O用端子台（着脱式）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-OD16TA（NPN対応）

形CRT1-OD16TA-1（PNP対応）

V1    DC24V

G1

V1

G1

V2    DC24V

G2

V2

G2

内
部
回
路

フォトカプラ

フォトカプラ

出力（0～7）

出力（8～15）

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧

V1    DC24V

G1

V1

G1

V2    DC24V

G2

V2

G2

内
部
回
路

フォトカプラ

フォトカプラ

出力（0～7）

出力（8～15）

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
形CRT1-OD16TAH（NPN対応）

形CRT1-OD16TAH-1（PNP対応）

フォトカプラ

G1

V1

出力（0～7）

G1

G1

V1

V1

短絡・断線
検知回路

内
部
回
路

フォトカプラ

G2

V2

出力（8～15）

G2

G2

V2

V2

短絡・断線
検知回路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧

フォトカプラ

V1

G1

出力（0～7）

V1

V1

G1

G1

内
部
回
路

フォトカプラ

V2

G2

出力（8～15）

V2

V2

G2

G2

短絡・断線
検知回路

短絡・断線
検知回路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-OD16TA ／形 CRT1-OD16TAH（NPN対応）

形CRT1-OD16TA-1 ／形 CRT1-OD16TAH-1（PNP対応）

 I/O 電源のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子は内部で接続されていません。
V1-G1間、V2-G2 間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
 I/O電源用端子以外のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子の電流は、各端子500mA以下
でご使用ください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 NC 端子には配線しないでください。

V2

G2

V2

G2

V2

G2

V2

G2

8 9 15

ソレノイドバルブなど

NC

V1

G1

V1

G1

V1

G1

V1

G1

0 1 7

ソレノイドバルブなど

NC

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

V2

G2

V2

G2

V2

G2

V2

G2

8 9 15

ソレノイドバルブなど

NC

V1

G1

V1

G1

V1

G1

V1

G1

0 1 7

ソレノイドバルブなど

NC

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-OD16TA（-1）／形CRT1-OD16TAH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

180

52 50
3.

14

60
.3

53
.2 68

.9 93
.5

mm

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-3-14　8 点入力／ 8点出力ユニット（3段端子台タイプ）
形CRT1-MD16TA／形CRT1-MD16TA-1 ／
形 CRT1-MD16TAH／形CRT1-MD16TAH-1

■共通部仕様
項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD16TA

形 CRT1-
MD16TA-1

形 CRT1-
MD16TAH

形 CRT1-
MD16TAH-1

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 40mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

40mA以下（電源電圧DC24V時）
70mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 330ｇ以下 340ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD16TA

形 CRT1-
MD16TA-1

形 CRT1-
MD16TAH

形 CRT1-
MD16TAH-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC15V以上
（各入力端子とV
間）

DC15V以上
（各入力端子とG
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

OFF電圧
DC5V以下　
（各入力端子とV
間）

DC5V以下　
（各入力端子とG
間）

― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 － 50mA／点以上で動作

未接続検知 － 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

入力接続機器供給電流 100mA／点 50mA／点

I/O電源消費電流 5mA以下（電源電圧DC24V時） 25mA以下（電源電圧DC24V時）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

■各部の名称と機能（形CRT1-MD16TA（-1）／形CRT1-MD16TAH（-1）共通）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD16TA

形 CRT1-
MD16TA-1

形 CRT1-
MD16TAH

形 CRT1-
MD16TAH-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 － あり

断線検知 － 3mA／点以下で動作
（3mA以上では検知しない）

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）
35mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

入力LED
0～7

出力LED
0～7

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/O用端子台（着脱式）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその
状態を表示します。

形CRT1-MD16TAH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）
0～ 7（OUT）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

0～7（OUT）

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-MD16TA（NPN対応）

形CRT1-MD16TA-1（PNP対応）

V1    DC24V

G1

V1

0～7

G1

V2    DC24V

G2

V2

0～7

G2

内
部
回
路

フォト
カプラ

フォトカプラ

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

V1    DC24V

G1

V1

0～7

G1

V2    DC24V

G2

V2

0～7

G2

内
部
回
路

フォト
カプラ

フォトカプラ

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
形CRT1-MD16TAH（NPN対応）

形CRT1-MD16TAH-1（PNP対応）

0～7

G

V

V

G0～G7

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

入
力
回
路

フォトカプラ
G
V

0～7

G

V

短絡・断線
検知回路

短絡・断線
検知回路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型） 降

圧

0～7

V

G

G

V0～V7

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

フォトカプラ
V
G

0～7

V

G

短絡・断線
検知回路

短絡・断線
検知回路

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型） 降

圧

5-82



5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-MD16TA（NPN対応）

形CRT1-MD16TA-1（PNP対応）

0

V1

G1

V1

G1

V1

G1

V1

G1

1 7 0

V2

G2

V2

G2

V2

G2

V2

G2

1 7

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

ソレノイドバルブなど

NCNC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

入力 出力

0

V1

G1

V1

G1

V1

G1

V1

G1

1 7 0

V2

G2

V2

G2

V2

G2

1

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

ソレノイドバルブなど

NCNC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V2

G2

7

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

入力 出力
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
形CRT1-MD16TAH（NPN対応）

形CRT1-MD16TAH-1（PNP対応）

 I/O 電源のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子は内部で接続されていません。
V1-G1間、V2-G2間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
出力側の I/O電源用端子以外のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子の電流は、各端子
500mA以下でご使用ください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 NC 端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

0

V

G

V

G0

V

G1

V

G7

1 7 0

V

G

V

G

V

G

V

G

1 7

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

ソレノイドバルブなど

NCNC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

入力 出力

0

V

G

V0

G

V1

G

V7

G

1 7 0

V

G

V

G

V

G

1

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

ソレノイドバルブなど

NCNC

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

入力 出力

V

G

7

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）
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5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-MD16TA（-1）／形CRT1-MD16TAH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

180

52 50
3.

14

60
.3

53
.2 68

.9 93
.5

mm

69
.4

25
.4

(mm)

10
6
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(mm)

48

45.5

10

(mm)
5-85



5-3 ねじ式端子台タイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

85
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25
.4

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
5-4 コネクタタイプ

5-4-1　8 点入力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-VID08S ／形CRT1-VID08S-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-VID08S 形 CRT1-VID08S-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上（各入力端子とG
間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC11V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

電源短絡保護 50mA／点以上で動作

入力接続機器供給電流 50mA／点

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
50mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 80ｇ以下
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-VID08S ／形 CRT1-VID08S-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

入力LED
0～7

通信用LED
上から、MS、NS

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

（取り付け面側）

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-VID08S（NPN対応）

形CRT1-VID08S-1（PNP対応）

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V
NC
G0
IN0

V
NC
G1
IN1

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡保護素子

短絡保護素子

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

入
力
回
路

入
力
回
路

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G
IN0

V1
NC
G
IN1

短絡保護素子

短絡保護素子

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-VID08S（NPN対応）

形CRT1-VID08S-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V

V

V

V

V

V

V

V

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

IN0

IN1

IN2

IN3

IN4

IN5

IN6

IN7

G0

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

1234

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （黒）

茶 （白）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

IN0

IN1

IN2

IN3

IN4

IN5

IN6

IN7

G

G

G

G

G

G

G

G

1234

V0

V1

V2

V3

V4

V5

V6

V7

青 （黒）

茶 （白）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-VID08S ／形CRT1-VID08S-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

92
.8 85

.7

（
10

2） 96
.7

（
90
）

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

23 60
66.2 （mm）

（　）内は参考寸法です。

25
.4

(mm)

99
.9
5-91



5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48
10

25
.4

(mm)

11
6
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
5-4-2　8 点出力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-VOD08S／形CRT1-VOD08S-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-VOD08S 形 CRT1-VOD08S-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.3A／点、2A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 40mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 80ｇ以下
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-VOD08S ／形CRT1-VOD08S-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

出力LED
0～7

通信用LED
上から、MS、NS

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

出力I/O電源用
コネクタ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

（取り付け面側）

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-VOD08S（NPN対応）

形CRT1-VOD08S-1（PNP対応）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V
NC
G
OUT0

V
NC
G
OUT1

V
G

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V
NC
G
OUT0

V
NC
G
OUT1

V
G

 

フォト
カプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-VOD08S（NPN対応）

形CRT1-VOD08S-1（PNP対応） 

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

V

V

V

V

V

V

V

V

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

G

G

G

G

G

G

G

G

1234
OUT

0

OUT
1

OUT
2

OUT
3

OUT
4

OUT
5

OUT
6

OUT
7

ソレノイドバルブなど

G

V

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

桃 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

V

V

V

V

V

V

V

V

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

G

G

G

G

G

G

G

G

1234
OUT

0

OUT
1

OUT
2

OUT
3

OUT
4

OUT
5

OUT
6

OUT
7

G

V

桃 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

ソレノイドバルブなど

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-VOD08S ／形CRT1-VOD08S-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

92
.8 85

.7

（
10

2） 96
.7

（
90
）

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

23 60
66.2 （mm）

（　）内は参考寸法です。

25
.4

(mm)

99
.9
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48
10

25
.4

(mm)

11
6
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
5-4-3　16 点入力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-ID16S ／形 CRT1-ID16S-1 ／
形 CRT1-ID16SH／形CRT1-ID16SH-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ID16S 形 CRT1-
ID16S-1

形 CRT1-
ID16SH

形 CRT1-
ID16SH-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC10.5V 以上　
（各入力端子とV
間）

DC10.5V 以上　
（各入力端子とG
間）

DC10.5V 以上　
（各入力端子とV
間）

DC10.5V 以上　
（各入力端子とG
間）

OFF 電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC11V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF 遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 ― 50mA／点以上で動作

未接続検知 ― 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

電源短絡保護 50mA／点以上で動作

入力接続機器供給電流 50mA／点

通信電源消費電流 110mA以下（電源電圧DC24V時）
125mA以下（電源電圧DC14V時）

125mA以下（電源電圧DC24V時）
145mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 110ｇ以下
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID16S（-1）／形CRT1-ID16SH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-ID16SH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

入力LED
0～15

01
2

3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-ID16S（NPN対応）

形CRT1-ID16S-1（PNP対応）

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V
NC
G0
IN0

V
NC
G1
IN1

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡保護素子

短絡保護素子

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

入
力
回
路

入
力
回
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G
IN0

V1
NC
G
IN1

短絡保護素子

短絡保護素子

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
形CRT1-ID16SH（NPN対応）

形CRT1-ID16SH-1（PNP対応）

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V
NC
G0
IN0

V
NC
G1
IN1

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡・断線検知回路

フォト
カプラ

フォト
カプラ

短絡・断線検知回路

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

入
力
回
路

入
力
回
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G
IN0

V1
NC
G
IN1

フォト
カプラ

フォト
カプラ

短絡・断線検知回路

短絡・断線検知回路内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-ID16S ／形 CRT1-ID16SH（NPN対応）

形CRT1-ID16S-1 ／形 CRT1-ID16SH-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V

NC

IN
0

V

NC

G1

IN
1

V

NC

G2

IN
2

V

NC

G3

IN
3

V

NC

G4

IN
4

V

NC

G5

IN
5

V

NC

G6

IN
6

V

NC

G7

IN
7

V

NC

G8

IN
8

1

2

V

NC

G9

IN
9

V

NC

G10

IN
10

V

NC

G11

IN
11

V

NC

G12

IN
12

V

NC

G13

IN
13

V

NC

G14

IN
14

V

NC

G15

IN
15

3

4

1

2

3

4

G0

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V0

NC

G

IN
0

V1

NC

G

IN
1

V2

NC

G

IN
2

V3
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G

IN
3

V4
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G
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4

V5
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G
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5

V6
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G
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6
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G

IN
7
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G

IN
8
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G

IN
9

V10

NC

G

IN
10

V11

NC

G

IN
11

V12

NC

G

IN
12

V13

NC

G

IN
13

V14

NC

G

IN
14

V15

NC

G

IN
15

1

2

3

4

1

2

3

4

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-ID16S（-1）／形CRT1-ID16SH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

95
5052

60
.3

53
.2

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-4-4　16 点出力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-OD16S／形CRT1-OD16S-1 ／
形 CRT1-OD16SH／形CRT1-OD16SH-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
OD16S

形 CRT1-
OD16S-1

形 CRT1-
OD16SH

形 CRT1-
OD16SH-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、4A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF 遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 ― あり

断線検知 ― 3mA／点以下で動作
（3mA以上では動作しない）

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 40mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

40mA以下（電源電圧DC24V時）
65mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O 電源消費電流 20mA以下（電源電圧DC24V時）
15mA以下
（電源電圧
DC24V時）

60mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 110ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD16S（-1）／形CRT1-OD16SH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-OD16SH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

出力LED
0～15

出力I/O電源用コネクタ

01
2

3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-OD16S（NPN対応）

形CRT1-OD16S-1（PNP対応）

V
NC
G
OUT1

V
NC
G
OUT0

V

G
G

V

フォトカプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧

V
NC
G
OUT1

V
V
G
G

NC
V

G
OUT0

フォトカプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
形CRT1-OD16SH（NPN対応）

形CRT1-OD16SH-1（PNP対応）

V
NC
G
OUT1

V
NC
G
OUT0

V

G
G

V

短絡・断線
検知回路

短絡・断線
検知回路

フォトカプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧

降
圧

V
NC
G
OUT1

V
V
G
G

NC
V

G
OUT0

短絡・断線
検知回路

短絡・断線
検知回路

フォトカプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-OD16S ／形 CRT1-OD16SH（NPN対応）

形CRT1-OD16S-1 ／形 CRT1-OD16SH-1（PNP対応） 

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 I/O 用電源端子として、V端子、G端子を各々2つづつ用意しています。片方は本ユニット
の I/O 電源供給用として、もう片方は次のユニットへの I/O 電源供給用としてご使用くだ
さい。また、各端子の電流は4A以下でご使用ください。

V

NC

G

OUT
8

NC

G

OUT
9

NC

G

OUT
10

NC

G

OUT
11

NC

G

OUT
12

NC

G

OUT
13

NC

G

OUT
14

NC

G

OUT
15

1

2

3

4

V V V V V V V

V

G

V

NC

G

OUT
0

NC

G

OUT
1

NC

G

OUT
2

NC

G

OUT
3

NC

G

OUT
4

NC

G

OUT
5

NC

G

OUT
6

NC

G

OUT
7

1

2

3

4

V V V V V V V

V

G

ソレノイドバルブなど

どちらのV端子にも
接続できます。

どちらのG端子にも
接続できます。

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

ソレノイドバルブなど

V

NC

G

OUT
8

NC

G

OUT
9

NC

G

OUT
10

NC

G

OUT
11

NC

G

OUT
12

NC

G

OUT
13

NC

G

OUT
14

NC

G

OUT
15

1

2

3

4

V V V V V V V

V

G

V

NC

G

OUT
0

NC

G

OUT
1

NC

G

OUT
2

NC

G

OUT
3

NC

G

OUT
4

NC

G

OUT
5

NC

G

OUT
6

NC

G

OUT
7

1

2

3

4

V V V V V V V

V

G

ソレノイドバルブなど

どちらのV端子にも
接続できます。

どちらのG端子にも
接続できます。

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

ソレノイドバルブなど
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-OD16S（-1）／形CRT1-OD16SH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

95
5052

60
.3

53
.2

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)

48

45.5

10

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-4-5　8 点入力／ 8点出力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-MD16S／形CRT1-MD16S-1 ／
形 CRT1-MD16SH／形CRT1-MD16SH-1

■共通部仕様
項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD16S

形 CRT1-
MD16S-1

形 CRT1-
MD16SH

形 CRT1-
MD16SH-1

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 75mA以下（電源電圧DC24V時）
95mA以下（電源電圧DC14V時）

60mA以下（電源電圧DC24V時）
90mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 120ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD16S

形 CRT1-
MD16S-1

形 CRT1-
MD16SH

形 CRT1-
MD16SH-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC11V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 ― 50mA／点以上で動作

未接続検知 ― 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

電源短絡保護 50mA／点以上で動作

入力接続機器供給電流 50mA／点
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

■各部の名称と機能（形CRT1-MD16S（-1）／形CRT1-MD16SH（-1）共通）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD16S

形 CRT1-
MD16S-1

形 CRT1-
MD16SH

形 CRT1-
MD16SH-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 ― あり

断線検知 ― 3mA／点以下で動作
（3mA以上では動作しない）

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）
35mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

出力I/O電源用コネクタ

入力（上側）／出力（下側）LED
0～7

入力

出力
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■表示部

I/O用 LED
各 I/O の入出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその
状態を表示します。

形CRT1-MD16SH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）
0～ 7（OUT）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

0～7（OUT）

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

01

2
3

4 5 6
7

8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-MD16S（NPN対応）

形CRT1-MD16S-1（PNP対応）

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V1
NC
G0
IN0

V
NC
G
OUT0

V

G
G

V

入
力
回
路

短絡保護素子フォト
カプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

降
圧

入
力
回
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G1
IN0

V
V
G
G

NC
V

G
OUT0

短絡保護素子フォト
カプラ

フォトカプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

降
圧
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
形CRT1-MD16SH（NPN対応）

形CRT1-MD16SH-1（PNP対応）

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V1
NC
G0
IN0

V
NC
G
OUT0

V

G
G

V

入
力
回
路

短絡・断線検知回路フォト
カプラ

フォトカプラ

短絡・断線
検知回路

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

降
圧

入
力
回
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G1
IN0

V
V
G
G

NC
V

G
OUT0

フォト
カプラ

フォトカプラ

短絡・断線検知回路

短絡・断線
検知回路

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

降
圧
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-MD16S ／形 CRT1-MD16SH（NPN対応）

形CRT1-MD16S-1 ／形 CRT1-MD16SH-1（PNP対応）

V1

NC

G0

IN
0

V1

NC

IN
1

V1 V1

NC

IN
2

NC

IN
3

V1

NC

IN
4

V1

NC

IN
5

V1

NC

IN
6

V1

NC

IN
7

V

NC

G

OUT
0

1

2

NC

G

OUT
1

NC

G

OUT
2

NC

G

OUT
3

NC

G

OUT
4

NC

G

OUT
5

NC

G

OUT
6

NC

G

OUT
7

3

4

1

2

3

4

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

V V V V V V V
V

G

V

G

どちらのV端子にも
接続できます。

どちらのG端子にも
接続できます。

茶 （
白
）

青 （
黒
）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

ソレノイドバルブなど
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G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1
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V

G

V

G

どちらのV端子にも
接続できます。

どちらのG端子にも
接続できます。

茶 （
白
）

青 （
黒
）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

ソレノイドバルブなど

V0 V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
出力部の I/O電源用端子として、V端子、G端子を各々2つづつ用意しています。片方は本
ユニットの I/O 電源供給用として、もう片方は次のユニットへの I/O 電源供給用としてご
使用ください。また、各端子の電流は4A以下でご使用ください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1-MD16S（-1）／形CRT1-MD16SH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

95

5052
60

.3
53

.2

（mm）

69
.4

25
.4

(mm)

10
6

37

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
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ブ

 ５
オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

48

45.5

10

(mm)

85
.5

25
.4

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
5-4-6　32 点入力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-ID32S ／形 CRT1-ID32S-1 ／
形 CRT1-ID32SH／形CRT1-ID32SH-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ID32S 形 CRT1-
ID32S-1

形 CRT1-
ID32SH

形 CRT1-
ID32SH-1

入出力点数 入力32点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC10.5V 以上　
（各入力端子とV
間）

DC10.5V 以上　
（各入力端子とG
間）

DC10.5V 以上　
（各入力端子とV
間）

DC10.5V 以上　
（各入力端子とG
間）

OFF 電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC11V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF 遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 ― 50mA／点以上で動作

未接続検知 ― 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 32点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DIN レール取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

電源短絡保護 50mA／点以上で動作

入力接続機器供給電流 50mA／点

通信電源消費電流 195mA以下（電源電圧DC24V時）
200mA以下（電源電圧DC14V時）

210mA以下（電源電圧DC24V時）
235mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 180ｇ以下
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5-4 コネクタタイプ
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ジ
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 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID32S（-1）／形CRT1-ID32SH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-ID32SH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15（IN1）
0～15（IN2）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15（IN1）
0～15（IN2）

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

通信用コネクタ

入力LED
0～15 （IN1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力LED
0～15 （IN2）

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形CRT1-ID32S（NPN対応）

形CRT1-ID32S-1（PNP対応）

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V
NC
G0
IN0

V
NC
G1
IN1

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡保護素子

短絡保護素子

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

入
力
回
路

入
力
回
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G
IN0

V1
NC
G
IN1

短絡保護素子

短絡保護素子

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層
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 ５
形CRT1-ID32SH（NPN対応）

形CRT1-ID32SH-1（PNP対応）

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V
NC
G0
IN0

V
NC
G1
IN1

入
力
回
路

入
力
回
路

短絡・断線検知回路

フォト
カプラ

フォト
カプラ

短絡・断線検知回路

内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

入
力
回
路

入
力
回
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V0
NC
G
IN0

V1
NC
G
IN1

フォト
カプラ

フォト
カプラ

短絡・断線検知回路

短絡・断線検知回路内 

部 

回 

路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層
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5-4 コネクタタイプ
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ジ
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　５
■配線

形CRT1-ID32S ／形 CRT1-ID32SH（NPN対応）

形CRT1-ID32S-1 ／形 CRT1-ID32SH-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1-ID32S（-1）／形CRT1-ID32SH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法
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黒
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青（
黒
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黒（
白
）

茶（
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチ

など）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）
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2線式センサ
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PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
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2線式センサ
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
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ブ

 ５
コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
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l
ブ

　５
5-4-7　32 点出力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-OD32S ／形 CRT1-OD32S-1 ／
形 CRT1-OD32SH／形CRT1-OD32SH-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
OD32S

形 CRT1-
OD32S-1

形 CRT1-
OD32SH

形 CRT1-
OD32SH-1

入出力点数 出力32点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、4A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF 遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 ― あり

断線検知 ― 3mA／点以下で動作
（3mA以上では検知しない）

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DIN レール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 50mA以下（電源電圧DC24V時）
80mA以下（電源電圧DC14V時）

50mA以下（電源電圧DC24V時）
90mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O 電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 170ｇ以下
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
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ブ

 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD32S（-1）／形CRT1-OD32SH（-1）共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその状
態を表示します。

形CRT1-OD32SH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15（OUT1）
0～15（OUT2）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15（OUT1）
0～15（OUT2）

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

通信用コネクタ

出力LED
0～15 （OUT1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～15 （OUT2）

出力I/O電源用コネクタ

01
2

3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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　５
■内部回路

形CRT1-OD32S（NPN対応）

形CRT1-OD32S-1（PNP対応）

V
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G
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V

G
G
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V
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G
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G
G

V

右側

フォトカプラ
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内 

部 

回 

路
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物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧

V
V
G
G
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V

G
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V
V
G
G
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フォトカプラ

内 

部 

回 
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物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

降
圧
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 ５
形CRT1-OD32SH（NPN対応）

形CRT1-OD32SH-1（PNP対応）

V
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　５
■配線

形CRT1-OD32S ／形 CRT1-OD32SH（NPN対応）

形CRT1-OD32S-1 ／形 CRT1-OD32SH-1（PNP対応） 

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 I/O 用電源端子として、V端子、G端子を各々2つづつ用意しています。片方は本ユニット
の I/O 電源供給用として、もう片方は次のユニットへの I/O 電源供給用としてご使用くだ
さい。また、各端子の電流は4A以下でご使用ください。
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■外形寸法（形CRT1-OD32S（-1）／形CRT1-OD32SH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-4-8　16 点入力／ 16 点出力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-MD32S ／形 CRT1-MD32S-1 ／
形 CRT1-MD32SH／形CRT1-MD32SH-1

■共通部仕様
項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD32S

形 CRT1-
MD32S-1

形 CRT1-
MD32SH

形 CRT1-
MD32SH-1

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 45mA以下（電源電圧DC24V時）
70mA以下（電源電圧DC14V時）

60mA以下（電源電圧DC24V時）
100mA以下（電源電圧DC14V
時）

質量 180ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD32S

形 CRT1-
MD32S-1

形 CRT1-
MD32SH

形 CRT1-
MD32SH-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

ON電圧
DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とV
間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG
間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC11V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

電源短絡検知 ― 50mA／点以上で動作

未接続検知 ― 0.3mA／点以下で動作

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

電源短絡保護 50mA／点以上で動作

入力接続機器供給電流 50mA／点
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

■各部の名称と機能（形CRT1-MD32S（-1）／形CRT1-MD32SH（-1）共通）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-
MD32S

形 CRT1-
MD32S-1

形 CRT1-
MD32SH

形 CRT1-
MD32SH-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、4A／コモン

残留電圧
1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出
力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

負荷短絡検知 ― あり

断線検知 ― 3mA／点以下で動作
（3mA以上では動作しない）

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

I/O電源消費電流 20mA以下（電源電圧DC24V時）
15mA以下
（電源電圧
DC24V時）

60mA以下
（電源電圧
DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

通信用コネクタ

入力LED
0～15

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～15

出力I/O電源用コネクタ
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入出力状態を表示します。また、検知機能を持つスレーブユニットについてはその
状態を表示します。

形CRT1-MD32SH（-1）のみ

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15（IN）
0～15（OUT）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15（IN）

赤点灯　 短絡検知 電源短絡状態

赤点滅　 未接続検知 未接続状態

消灯　　 正常 正常状態

0～15（OUT）

赤点灯　 短絡検知 負荷短絡状態

赤点滅　 断線検知 断線状態

消灯　　 正常 正常状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
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/
O
ス
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l
ブ

　５
■内部回路

形CRT1-MD32S（NPN対応）

形CRT1-MD32S-1（PNP対応）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
形CRT1-MD32SH（NPN対応）

形CRT1-MD32SH-1（PNP対応）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-MD32S ／形 CRT1-MD32SH（NPN対応）

形CRT1-MD32S-1 ／形 CRT1-MD32SH-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
出力部の I/O電源用端子として、V端子、G端子を各々2つづつ用意しています。片方は本
ユニットの I/O 電源供給用として、もう片方は次のユニットへの I/O 電源供給用としてご
使用ください。また、各端子の電流は4A以下でご使用ください。
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1-MD32S（-1）／形CRT1-MD32SH（-1）共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時
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5-4 コネクタタイプ
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ブ

　５
オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
5-4-9　16 点入力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VID16ML ／形CRT1-VID16ML-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様

形式 形CRT1-VID16ML 形 CRT1-VID16ML-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

最大同時入力点数 16点

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方式 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 40mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 5mA以下（電源電圧DC24V時）

質量 80g以下
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-VID16ML ／形CRT1-VID16ML-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

入力LED
0～15

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
上から、MS、NS

（取り付け面側）

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-VID16ML（NPN対応）

形CRT1-VID16ML-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

フォト
カプラ

 
 フォト

カプラ

IN0

IN1

G

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内 

部 

回 

路

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V

IN0

IN1

G

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-VID16ML（NPN対応）

形CRT1-VID16ML-1（PNP対応）

2019

1817

1615

1413

1211

109

87

65

43

21

IN
7

IN
6

IN
5

IN
4

IN
3

IN
2

IN
1

IN
0

G

V

IN
15

IN
14

IN
13

IN
12

IN
11

IN
10

IN
9

IN
8

G

V

＋ －

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （黒）

茶 （白）
黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

2019

1817

1615

1413

1211

109

87

65

43

21

IN
7

IN
6

IN
5

IN
4

IN
3

IN
2

IN
1

IN
0

G

V

IN
15

IN
14

IN
13

IN
12

IN
11

IN
10

IN
9

IN
8

G

V

＋ －
2線式センサ

（リミットスイッチなど） PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

茶 （白）

青 （黒）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
 V 端子どうし、G端子どうしは、それぞれ内部で接続されています。

■外形寸法（形CRT1-VID16ML ／形CRT1-VID16ML-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

（mm）
（　）内は参考寸法です。

92
.8 85

.7

6015

（
10

2） 96
.7

（
90
）

21.5

78.7

25
.4

(mm)

99
.9
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48

10

25
.4

(mm)

11
6

5-146



5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
5-4-10　16 点出力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VOD16ML／形CRT1-VOD16ML-1

■出力部仕様

* 総外部負荷電流は、2Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。
注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様

形式 形CRT1-VOD16ML 形 CRT1-VOD16ML-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.3A／点、2A／コモン *

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方式 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 45mA以下（電源電圧DC24V時）
65mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 70g以下
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-VOD16ML ／形CRT1-VOD16ML-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

出力LED
0～15

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
上から、MS、NS

（取り付け面側）

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■内部回路

形CRT1-VOD16ML（NPN対応）

形CRT1-VOD16ML-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

フォト
カプラ

OUT0

OUT1

G

フォト
カプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

内 

部 

回 

路

V

フォト
カプラ

OUT0
OUT1

G

フォト
カプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型） 降

圧
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-VOD16ML（NPN対応）

形CRT1-VOD16ML-1（PNP対応）

2019

1817

1615

1413

1211

109

87

65

43

21

G

V

G

V

＋ －

OUT
7

OUT
6

OUT
5

OUT
4

OUT
3

OUT
2

OUT
1

OUT
0

OUT
15

OUT
14

OUT
13

OUT
12

OUT
11

OUT
10

OUT
9

OUT
8

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

2019

1817

1615

1413

1211

109

87

65

43

21

G

V

G

V

＋ －

OUT
7

OUT
6

OUT
5

OUT
4

OUT
3

OUT
2

OUT
1

OUT
0

OUT
15

OUT
14

OUT
13

OUT
12

OUT
11

OUT
10

OUT
9

OUT
8

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
 V 端子どうし、G端子どうしは、それぞれ内部で接続されています。ただし、1端子当たり
1A以上の通電となる場合や、外部負荷の総電流が2A以上の通電となる場合には、出力用
の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。

■外形寸法（形CRT1-VOD16ML ／形CRT1-VOD16ML-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

（mm）
（　）内は参考寸法です。

92
.8 85

.7

6015

（
10

2） 96
.7

（
90
）

21.5

78.7
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

25
.4

(mm)

99
.9

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48

10
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-4-11　32 点入力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VID32ML ／形CRT1-VID32ML-1

■入力部仕様

* スレーブユニットを上向きに取り付けた場合、32点すべてがONとなる可能性があるときは、周囲
温度に応じて、ユニット間に距離をとってください。（「■外形寸法」参照）
注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様

形式 形CRT1-VID32ML 形 CRT1-VID32ML-1

入出力点数 入力32点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 32点／コモン

最大同時入力点数 32点 *

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方式 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 40mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 2mA以下（電源電圧DC24V時）

質量 120g以下

25
.4

(mm)

11
6
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■各部の名称と機能（形CRT1-VID32ML ／形CRT1-VID32ML-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

mCH：スレーブユニットの割付先頭チャネル

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大62）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

Ⅰ 0～ 15
（mCH）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

Ⅱ 0～ 15
（m＋1CH）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

入力LED
Ⅰ   0～15
Ⅱ  0～15

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
MS、NS

（取り付け面側）

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
形CRT1- □□D32ML(-1) のロータリスイッチのカバーを取り外す時は、カバーを落とさない
ために、カバーを指で押さえて、ドライバではずしてください。

■内部回路

形CRT1-VID32ML（NPN対応）

形CRT1-VID32ML-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

フォト
カプラ

 
 

 
 フォト

カプラ

IN0

IN1

G

入
力
回
路

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内 

部 

回 

路
フォト
カプラ

フォト
カプラ

V

IN0

IN1

G

入
力
回
路

入
力
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形CRT1-VID32ML（NPN対応）

IN
0

12

34

56

78

910

1112

1314

1516

1718

1920

2122

2324

2526

2728

2930

3132

3334

3536

3738

3940

IN
2

IN
3

IN
4

IN
5

IN
6

IN
7

IN
8

IN
9

IN
10

IN
11

IN
12

IN
13

IN
14

IN
15

IN
1

G G

V V

IN
0

IN
2

IN
3

IN
4

IN
5

IN
6

IN
7

IN
8

IN
9

IN
10

IN
11

IN
12

IN
13

IN
14

IN
15

IN
1

G G

V V

茶（赤）

黒（白）

青（黒）

＋ －

△マーク

Ⅰ（
w

ord m
）

Ⅱ（
w

ord m
+1）

2線式センサ
（リミットスイッチなど） NPN出力3線式センサ

（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （黒）

茶 （白）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
形CRT1-VID32ML-1（PNP対応）

 V 端子どうし、G端子どうしは、それぞれ内部で接続されています。

■ I/O割付
マスタユニットに割り付けられたスレーブユニットの先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL
コネクタのピン番号と、割付チャネル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

IN
0

12

34

56

78

910

1112

1314

1516

1718

1920

2122

2324

2526

2728

2930

3132

3334

3536

3738

3940

IN
2

IN
3

IN
4

IN
5

IN
6

IN
7

IN
8

IN
9

IN
10

IN
11

IN
12

IN
13

IN
14

IN
15

IN
1

G G

V V

IN
0

IN
2

IN
3

IN
4

IN
5

IN
6

IN
7

IN
8

IN
9

IN
10

IN
11

IN
12

IN
13

IN
14

IN
15

IN
1

G G

V V

＋ －

△マーク

Ⅰ（
w

ord m
）

Ⅱ（
w

ord m
+1）茶（赤）

黒（白）

青（黒）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （黒）

茶 （白）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

ビット

・・・入力16点

・・・入力16点

m    CH

m+1CH

Ⅰ 10Ⅰ 11 Ⅰ 0Ⅰ 1Ⅰ 2Ⅰ 3Ⅰ 4Ⅰ 5Ⅰ 6Ⅰ 7Ⅰ 8Ⅰ 9Ⅰ 12Ⅰ 13Ⅰ 14Ⅰ 15

Ⅱ 10Ⅱ 11 Ⅱ 0Ⅱ 1Ⅱ 2Ⅱ 3Ⅱ 4Ⅱ 5Ⅱ 6Ⅱ 7Ⅱ 8Ⅱ 9Ⅱ 12Ⅱ 13Ⅱ 14Ⅱ 15
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　５
■外形寸法（形CRT1-VID32ML ／形CRT1-VID32ML-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時
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 ５
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時
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　５
 MILコネクタ 32点タイプのスレーブユニットを複数台並べて取り付ける場合は、使用周囲
温度により以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取り付ける場合］
ユニット間を密着させて取り付けることができます。（使用周囲温度55℃、32点同時ON
可能）
［ユニットを上向きに取り付ける場合］
32 点が同時に ON することがある場合は、ユニット間距離は使用周囲温度によって、下
図のグラフのように制限されます。
例えば、使用周囲温度が 55 ℃の場合は、ユニット間に 10mm 以上の間隔が必要となり
ます。
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0
40 45 50 55
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使用周囲温度 （℃）
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 ５
5-4-12　32 点出力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VOD32ML／形CRT1-VOD32ML-1

■出力部仕様

* 総外部負荷電流は、4Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。
注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様

形式 形CRT1-VOD32ML 形 CRT1-VOD32ML-1

入出力点数 出力32点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.3A／点、4A／コモン *

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 32点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方式 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 50mA以下（電源電圧DC24V時）
80mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 6.5mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 100g以下
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　５
■各部の名称と機能（形CRT1-VOD32ML ／形CRT1-VOD32ML-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

mCH：スレーブユニットの割付先頭チャネル

LED名称 LED状態 状態定義 意味

Ⅰ 0～ 15
（mCH）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

Ⅱ 0～ 15
（m＋1CH）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

出力LED
Ⅰ   0～15
Ⅱ  0～15

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
MS、NS

（取り付け面側）
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 ５
■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大62）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

形CRT1- □□D32ML(-1) のロータリスイッチのカバーを取り外す時は、カバーを落とさない
ために、カバーを指で押さえて、ドライバではずしてください。
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0
1

234
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ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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　５
■内部回路

形CRT1-VOD32ML（NPN対応）

形CRT1-VOD32ML-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

フォト
カプラ

OUT0

OUT1

G

フォト
カプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

内 

部 

回 

路

V

フォト
カプラ

OUT0
OUT1

G

フォト
カプラ

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型） 降

圧
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■配線

形CRT1-VOD32ML（NPN対応）
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ソレノイドバルブなど
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形CRT1-VOD32ML-1（PNP対応）

 V 端子どうし、G端子どうしは、それぞれ内部で接続されています。ただし、1端子当たり
1A以上の通電となる場合や、外部負荷の総電流が4A以上の通電となる場合には、出力用
の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。

■ I/O割付
マスタユニットに割り付けられたスレーブユニットの先頭チャネルを nCHとしたとき、MIL
コネクタのピン番号と、割付チャネル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。
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・・・出力16点

・・・出力16点

n    CH
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 ５
■外形寸法（形CRT1-VOD32ML ／形CRT1-VOD32ML-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時
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　５
フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時
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 ５
5-4-13　16 点入力／ 16 点出力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VMD32ML／形CRT1-VMD32ML-1

■共通部仕様

■入力部仕様

* スレーブユニットを上向きに取り付けた場合、16点すべてがONとなる可能性があるときは、周囲
温度に応じて、ユニット間に距離をとってください。（「■外形寸法」参照）
注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-VMD32ML 形 CRT1-VMD32ML-1

取り付け方法 DINレール取り付けまたは取付金具による取り付け

通信電源消費電流 45mA以下（電源電圧DC24V時）
70mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 110ｇ以下

項目 仕様

形式 形CRT1-VMD32ML 形 CRT1-VMD32ML-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以上（各入力端子とV間） DC5V以上（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

最大同時入力点数 16点

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

I/O電源消費電流 2mA以下
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　５
■出力部仕様

* 総外部負荷電流が、2Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。
注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

■各部の名称と機能（形CRT1-VMD32ML ／形CRT1-VMD32ML-1 共通）

項目 仕様

形式 形CRT1-VMD32ML 形 CRT1-VMD32ML-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.3A／点、2A／コモン *

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

I/O電源消費電流 6.5mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

入出力LED
Ⅰ   0～15 （IN）
Ⅱ  0～15 （OUT）

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用
コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
MS、NS

（取り付け面側）
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 ５
■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入出力状態を表示します。

mCH：スレーブユニットの INエリアでの割付チャネル
nCH：スレーブユニットのOUTエリアでの割付チャネル

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

形CRT1- □□D32ML(-1) のロータリスイッチのカバーを取り外す時は、カバーを落とさない
ために、カバーを指で押さえて、ドライバではずしてください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

Ⅰ 0～ 15
（mCH）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

Ⅱ 0～ 15
（nCH）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

0
1

234
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6

7 8 9
0

1

234
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7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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　５
■内部回路

形CRT1-VMD32ML（NPN対応）

形CRT1-VMD32ML-1（PNP対応）

フォト
カプラ

V1

IN0

G1

フォト
カプラ
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内 

部 

回 

路

入
力
回
路
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物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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■配線

形CRT1-VMD32ML（NPN対応）
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Ⅰ（
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ord m
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Ⅱ（
w

ord n）
2線式センサ

（リミットスイッチなど） NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （黒）

茶 （白）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）
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形CRT1-VMD32ML-1（PNP対応）

 V1 端子どうし、V2端子どうし、G1端子どうし、G2端子どうしは、それぞれ内部で接続
されています。（V1 － V2 間や G1 － G2 間は接続されていません）ただし出力部で、1
端子当たり 1A 以上の通電となる場合や、外部負荷の総電源が 2A 以上の通電となる場合
には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。
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（リミットスイッチなど）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （黒）

茶 （白）

黒 （白）

茶 （赤）

青 （黒）
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ５
■ I/O割付
マスタユニットに割り付けられたスレーブユニットの INエリアでのチャネルをmCH、OUT
エリアでのチャネルを nCH としたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネル・接点
（ビット）の対応は、下図のようになります。

■外形寸法（形CRT1-VMD32ML ／形CRT1-VMD32ML-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

ビット

・・・入力16点m    CH Ⅰ 10Ⅰ 11 Ⅰ 0Ⅰ 1Ⅰ 2Ⅰ 3Ⅰ 4Ⅰ 5Ⅰ 6Ⅰ 7Ⅰ 8Ⅰ 9Ⅰ 12Ⅰ 13Ⅰ 14Ⅰ 15

0123456789101112131415

INエリア

ビット

・・・出力16点n    CH Ⅰ 10Ⅰ 11 Ⅰ 0Ⅰ 1Ⅰ 2Ⅰ 3Ⅰ 4Ⅰ 5Ⅰ 6Ⅰ 7Ⅰ 8Ⅰ 9Ⅰ 12Ⅰ 13Ⅰ 14Ⅰ 15

0123456789101112131415

OUTエリア
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　５
コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

(mm)
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5-4 コネクタタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
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O
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l
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 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

 MILコネクタ 32点タイプのスレーブユニットを複数台並べて使用する場合は、使用周囲温
度により以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取り付ける場合］
ユニット間を密着させて取り付けることができます。（使用周囲温度55℃、入力16点同
時ON可能）
［ユニットを上向きに取り付ける場合］
16 点が同時に ON することがある場合は、ユニット間距離は使用周囲温度によって、下
図のグラフのように制限されます。
例えば、使用周囲温度が 55 ℃の場合は、ユニット間に 10mm 以上の間隔が必要となり
ます。
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5-5 クランプタイプ

デ
ジ
タ
ル
I
/
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ス
レ
l
ブ

　５
5-5 クランプタイプ

5-5-1　8 点入力ユニット（スクリューレスクランプタイプ）
形CRT1-ID08SL ／形 CRT1-ID08SL-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ID08SL 形 CRT1-ID08SL-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC15V以上
（各入力端子とV間）

DC15V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

入力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 30mA以下（電源電圧DC24V時）
50mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）

質量 170ｇ以下
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5-5 クランプタイプ
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ジ
タ
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ブ

 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID08SL ／形 CRT1-ID08SL-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。

I/O 電源用 LED
I/O 電源の状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

I/O
緑点灯　 I/O電源ON I/O電源ON状態

消灯　　 I/O 電源OFF I/O電源OFF状態

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力LED
0～7

スクリューレスクランプターミナル

通信用LED
MS、NS

リリースボタン

I/O電源用LED I/O電源用LED
01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-5 クランプタイプ

デ
ジ
タ
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ブ

　５
■内部回路

形CRT1-ID08SL（NPN対応）

形CRT1-ID08SL-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

0～7

G

フォトカプラ

G

V

V

G

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内 

部 

回 

路

G

0～7

V

フォトカプラ

V

G

G

V

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
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5-5 クランプタイプ

デ
ジ
タ
ル
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/
O
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レ
l
ブ

 ５
■配線

形CRT1-ID08SL（NPN対応）

形CRT1-ID08SL-1（PNP対応）

 NC 端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

7

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

7

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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5-5 クランプタイプ

デ
ジ
タ
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/
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ブ

　５
■外形寸法（形CRT1-ID08SL ／形 CRT1-ID08SL-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時
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5-5 クランプタイプ
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ジ
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 ５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-5-2　8 点出力ユニット（スクリューレスクランプタイプ）
形CRT1-OD08SL ／形 CRT1-OD08SL-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-OD08SL 形 CRT1-OD08SL-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
55mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 25mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 170ｇ以下
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5-5 クランプタイプ
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　５
■各部の名称と機能（形CRT1-OD08SL ／形 CRT1-OD08SL-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

I/O 電源用 LED
I/O 電源の状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

I/O
緑点灯　 I/O電源ON I/O電源ON状態

消灯　　 I/O 電源OFF I/O電源OFF状態

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～7

通信用LED
MS、NS I/O電源用LED I/O電源用LED

通信用コネクタ

スクリューレスクランプターミナル

リリースボタン

01
2

3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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5-5 クランプタイプ
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ジ
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 ５
■内部回路

形CRT1-OD08SL（NPN対応）

形CRT1-OD08SL-1（PNP対応）

フォト
カプラ

V

G

G

G

V

V

内
部
回
路

0～7

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

Vフォト
カプラ G

0～7

V

V

G

G

内
部
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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5-5 クランプタイプ

デ
ジ
タ
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/
O
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l
ブ

　５
■配線

形CRT1-OD08SL（NPN対応）

形CRT1-OD08SL-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 NC 端子には配線しないでください。

7

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

ソレノイドバルブなど NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

ソレノイドバルブなど

7

V

G

NC

V

G

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）
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5-5 クランプタイプ
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ジ
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 ５
■外形寸法（形CRT1-OD08SL ／形 CRT1-OD08SL-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時
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5-5 クランプタイプ
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　５
マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-5-3　16 点入力ユニット（スクリューレスクランプタイプ）
形CRT1-ID16SL ／形 CRT1-ID16SL-1

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-ID16SL 形 CRT1-ID16SL-1

入出力点数 入力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC15V以上　（各入力端子とV
間）

DC15V以上　（各入力端子とG
間）

OFF電圧 DC5V以下　（各入力端子とV間） DC5V以下　（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

入力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
55mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）

質量 250ｇ以下
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5-5 クランプタイプ
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 ５
■各部の名称と機能（形CRT1-ID16SL ／形 CRT1-ID16SL-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。

I/O 電源用 LED
I/O 電源の状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

I/O
緑点灯　 I/O電源ON I/O電源ON状態

消灯　　 I/O 電源OFF I/O電源OFF状態

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力LED
0～15

リリースボタン

I/O電源用LED I/O電源用LED

スクリューレスクランプターミナル
通信用コネクタ
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9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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　５
■内部回路

形CRT1-ID16SL（NPN対応）

形CRT1-ID16SL-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

0～15

G

フォトカプラ

G

V

V

G

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内 

部 

回 

路

G

0～15

V

フォトカプラ

V

G

G

V

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）
5-190



5-5 クランプタイプ
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 ５
■配線

形CRT1-ID16SL（NPN対応）

形CRT1-ID16SL-1（PNP対応）

 NC 端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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■外形寸法（形CRT1-ID16SL ／形 CRT1-ID16SL-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

132
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53
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（mm）
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マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-5-4　16 点出力ユニット（スクリューレスクランプタイプ）
形CRT1-OD16SL ／形 CRT1-OD16SL-1

■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-OD16SL 形 CRT1-OD16SL-1

入出力点数 出力16点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、4A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

取り付け方法 DINレール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

I/O電源消費電流 30mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

質量 250ｇ以下

85
.5

25
.4

(mm)
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■各部の名称と機能（形CRT1-OD16SL ／形 CRT1-OD16SL-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

I/O 電源用 LED
I/O 電源の状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

I/O
緑点灯　 I/O電源ON I/O電源ON状態

消灯　　 I/O 電源OFF I/O電源OFF状態

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力LED
0～15I/O電源用LED I/O電源用LED

リリースボタン
スクリューレスクランプターミナル

通信用コネクタ

01
2

3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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■内部回路

形CRT1-OD16SL（NPN対応）

形CRT1-OD16SL-1（PNP対応）

フォト
カプラ

V

G

G

G

V

V

内
部
回
路

0～15

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

Vフォト
カプラ G

0～15

V

V

G

G

内
部
回
路

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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■配線

形CRT1-OD16SL（NPN対応）

形CRT1-OD16SL-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 NC 端子には配線しないでください。

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

ソレノイドバルブなど

15

V

G

NC

V

G

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

ソレノイドバルブなど

15

V

G

NC

V

G

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）
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■外形寸法（形CRT1-OD16SL ／形 CRT1-OD16SL-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

132

52
60

.3
53

.2

（mm）

50
3.

14

69
.4

25
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(mm)

10
6
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マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

5-5-5　8 点入力／ 8点出力ユニット（スクリューレスクランプタイプ）
形CRT1-MD16SL ／形 CRT1-MD16SL-1

■共通部仕様

■入力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-MD16SL 形 CRT1-MD16SL-1

取り付け方法 DINレール取り付け

通信電源消費電流 35mA以下（電源電圧DC24V時）
60mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 290ｇ以下

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-MD16SL 形 CRT1-MD16SL-1

入出力点数 入力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC15V以上
（各入力端子とV間）

DC15V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

入力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

入力接続機器供給電流 100mA／点

I/O電源消費電流 15mA以下（電源電圧DC24V時）

85
.5

25
.4

(mm)
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■出力部仕様

注． V、G端子に供給する I/O電源電流値については、付 -50 ページの「付 -5 I/O 電源電流値に
ついて」を参照してください。

■各部の名称と機能（形CRT1-MD16SL ／形 CRT1-MD16SL-1 共通）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1-MD16SL 形 CRT1-MD16SL-1

入出力点数 出力8点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.5A／点、2A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力表示 LED表示（黄）

給電タイプ マルチ給電タイプ

出力接続機器供給電流 100mA／点

I/O電源消費電流 25mA以下（電源電圧DC24V時）

通信異常時の出力保持 保持／クリアの選択が可能（CX-Integrator による）

通信用コネクタ

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力LED
0～7

スクリューレスクランプターミナル

通信用LED
MS、NS

リリースボタン

I/O電源用LED I/O電源用LED
出力LED
0～7 I/O電源用LED
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■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入出力状態を表示します。

I/O 電源用 LED
I/O 電源の状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）
0～7（OUT）

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7（IN）
0～7（OUT）

緑点灯　 I/O電源ON I/O 電源ON状態

消灯　　 I/O電源OFF I/O 電源OFF状態

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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■内部回路

形CRT1-MD16SL（NPN対応）

形CRT1-MD16SL-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

V

0～7

G

フォトカプラ

G

V

V

G

フォト
カプラ

V
G

G

G

V

V

0～7

左側 （入力）

右側 （出力）

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧

内 

部 

回 

路

G

0～7

V

フォトカプラ

V

G

G

V

左側 （入力）

右側 （出力）フォト
カプラ

V
G

0～7

V

V

G

G

BS＋

BDH

BDL

BS－

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

降
圧
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■配線

形CRT1-MD16SL（NPN対応）

形CRT1-MD16SL-1（PNP対応）

右側（出力）左側（入力）

7

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

ソレノイドバルブなど

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

7

V

G

NC

V

G

NPN入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

7

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

ソレノイドバルブなど

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

7

V

G

NC

V

G

PNP入力3線式外部機器
（光電スイッチの投光器）

青 （
黒
）

桃 （
白
）

茶 （
赤
）

右側（出力）左側（入力）
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 I/O電源の左側のV端子と右側のV端子、左側のG端子と右側のG端子は内部で接続されてい
ません。左側と右側のV-G間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。
 NC 端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1-MD16SL ／形 CRT1-MD16SL-1 共通）

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

50
3.

14

170 mm
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オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

48

45.5
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(mm)
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6 アナログ I/O スレーブ

6-1 アナログ I/Oスレーブについて

6-1-1　アナログ I/Oスレーブとは

アナログ I/O スレーブでは、アナログ入出力データのAD／DA変換だけでなく、スケーリ
ング機能やピークボトムホールド機能などの様々な機能がご使用いただけます。
さらにアナログ入力ユニットでは、従来上位 PLC のラダープログラム上で処理しなければ
ならなかったアナログ入力値に対する各種演算をユニット内で処理することができます。
また、これらの機能により演算されたデータを「アナログデータ」として選択し、「アナログ
ステータスフラグ」などのステータス情報と組み合わせて I/Oに割り付けることが可能です。
これらのステータス情報の割付やモニタ、アナログユニット特有の機能の設定やデータのモ
ニタはCX-Integrator により容易に行えます。
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6-1-2　データ処理機能一覧

以下にアナログ I/Oスレーブで使用できるデータ処理機能の一覧を示します。
機能の詳細、設定方法については、11-27 ページの「11-4  アナログ I/Oスレーブ（入力）
の機能」、11-51 ページの「11-5  アナログI/Oスレーブ（出力）の機能」を参照してください。

■アナログ入力ユニットの機能
機能名 内容 デフォルト

AD変換点数の設定 入力変換する点数を少なくすることにより、 変換サイクル
を速くすることができます。 4

移動平均処理機能 アナログ入力値の過去8回分の平均化処理を行います。
入力が揺れる場合、滑らかな入力値にします。 なし

スケーリング機能

スケーリング演算します。
アナログ入力値をユーザで取り扱う工業単位の値に変換
することができ、マスタPLCのラダープログラムによる
演算の負荷を軽減します。またセンサ等の取り付け誤差
を補正するオフセット機能も付いています。

なし
0～6000

ピークボトムホールド
機能 アナログ入力値の最大値、最小値を保持します。 なし

トップバレーホールド
機能

アナログ入力値の "山の頂上 "、" 谷の底 " の値を保持しま
す。 なし

変化率演算機能 アナログ入力値の設定サンプリング周期ごとの変化率を
演算します。 なし

コンパレート機能

アナログ入力値または演算後のデータ（ピーク値、ボト
ム値、トップ値、バレー値、変化率値）を上上限値
（HH）、上限値（H）、下限値（L）、下下限値（LL）の4
種類の設定値と比較し、結果をアナログステータスフラ
グにて通知します。

なし

断線検知機能 アナログ入力の断線を検知します。
（入力レンジ：4～20mA、1～5Vの場合のみ有効） あり

ユーザー校正機能 ハードウェアによる誤差などから生じる「ずれ」を任意
の入力値に調整することができます。 なし

積分機能 アナログ入力値の時間積分を行います。 なし

ラストメンテナンスデ
イト機能 最後にメンテナンスした日付をユニット内に記憶します。 機種により異

なる
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■アナログ出力ユニットの機能
機能名 内容 デフォルト

スケーリング機能

スケーリング演算します。
アナログ出力値をユーザで取り扱う工業単位の値に変換
することができ、マスタユニット側のラダープログラム
による演算の負荷を軽減します。

なし
0～6000

ユーザー校正機能 ハードウェアによる誤差などから生じる「ずれ」を任意
の出力値に調整することができます。 なし

積分機能 アナログ出力値の時間積分を行います。 なし

異常時の出力値設定機
能 通信異常時の出力値をチャネルごとに設定できます。 出力保持

ラストメンテナンスデ
イト機能 最後にメンテナンスした日付をユニット内に記憶します。 機種により異

なる
6-3



6-2 アナログ入力ユニットの概要

ア
ナ
ロ
グ
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　６
6-2 アナログ入力ユニットの概要
アナログ入力ユニットは、1～5V、4～ 20mAなどのアナログ入力信号を、デジタルデー
タ（バイナリ値）に変換し（AD変換）、マスタユニットに格納します。
ここでは、アナログ入力ユニットの概要について説明します。

6-2-1　入力レンジと変換データ
入力されたアナログ信号は、設定された入力レンジによって次のようにデジタルデータに変
換されます。
なお、入力データが変換可能なデータ範囲を超えた場合、変換データは上限値または下限値
で固定されます。

■入力レンジと変換データ

0～ 5V時
0～ 5Vの電圧が0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータに変換されます。
変換可能な入力データ範囲は－ 0.25 ～＋ 5.25V で、この場合の出力データは FED4 ～
189C Hex（－ 300～＋6300）となります。
なお、入力データが負電圧のときは 2の補数（16進）で表現され、断線時には 0Vの入力
時と同じ出力データ（0000 Hex）となります。

189C(6300)
1770(6000)

0000(0)

0VFED4(-300)

-0.25V
5V 5.25V

変換データ
16進数（10進数）

電圧
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1 ～ 5V時
1～ 5Vの電圧が0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータに変換されます。
変換可能な入力データ範囲は 0.8 ～ 5.2V で、この場合の出力データは FED4 ～ 189C
Hex（－ 300～＋6300）となります。
断線などによりさらに入力範囲を下回ると（入力電圧が0.76V未満になると）、断線検知機
能が働き、データは7FFF Hex になります。

0 ～ 10V 時
0～ 10Vの電圧が0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータに変換されます。
変換可能な入力データ範囲は－0.5～＋10.5Vで、この場合の出力データはFED4～189C
Hex（－ 300～＋6300）となります。
なお、入力データが負電圧のときは 2の補数（16進）で表現され、断線時には 0Vの入力
時と同じ出力データ（0000 Hex）となります。

189C(6300)
1770(6000)

FED4(-300)

0000(0)
1V0.8V 5V  5.2V

7FFF

（0.76Vより以下は断線）

変換データ
16進数（10進数）

電圧

0.76V

5.2V以上でクランプ

189C(6300)
1770(6000)

0000(0)

0VFED4(-300)

-0.5V

10V 10.5V

変換データ
16進数（10進数）

電圧
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－ 10 ～＋ 10V時
－ 10 ～＋ 10V の電圧が F448 ～ 0BB8 Hex（－ 3000 ～＋ 3000）のデータに変換
されます。
変換可能な入力データ範囲は－11～＋ 11Vで、この場合の出力データは F31C～ 0CE4
Hex（－ 3300～＋ 3300）となります。
なお、入力データが負電圧のときは 2の補数（16進）で表現され、断線時には 0Vの入力
時と同じ出力データ（0000 Hex）となります。

0 ～ 20mA時
0～ 20mAの電流が0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータに変換されます。
変換可能な入力データ範囲は－1～＋21mAで、この場合の出力データは FED4～ 189C
Hex（－ 300～＋6300）となります。
なお、入力データが負電圧のときは 2の補数（16 進）で表現され、断線時には 0mA の入
力時と同じ出力データ（0000 Hex）となります。

0CE4(3300)
0BB8(3000)

F448(-3000)
F31C(-3300)

0000(0)
0V

-11V -10V
10V  11V

変換データ
16進数（10進数）

電圧

189C(6300)
1770(6000)

0000(0)

0mA
FED4(-300)

-1mA
20mA 21mA

変換データ
16進数（10進数）

電流
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4 ～ 20mA時
4～ 20mAの電流が0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータに変換されます。
変換可能な入力データ範囲は3.2～ 20.8mAで、この場合の出力データはFED4～ 189C
Hex（－ 300～＋6300）となります。
断線などによりさらに入力範囲を下回ると（入力電流が3.04mA未満になると）、断線検知
機能が働き、データは7FFF Hex になります。

●入力機器側電源共用時の留意点
入力機器側で電源を共用し、電圧入力を行う場合には、断線発生時に以下のような状態にな
ります（電流入力時は、電源が共通でも影響されません）。

上図のA部が断線すると、 で示されるような回り込みが発生し、断線しているに
もかかわらず、断線していない側の入力機器の出力の1/2～ 1/3程度の電圧が生じます（B
部断線時でも同様です）。また、このような電圧が発生すると、断線検知が行われなくなるこ
とがあります。
電圧入力時には、入力機器側の電源を共用しないようにするか、入力ごとに絶縁器（アイソ
レータ）を使用してください。

189C(6300)
1770(6000)

FED4(-300)
0000(0)

4mA3.2mA 20mA   20.8mA

7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電流

3.04mA
（3.04mAより以下は断線）

20.8mA以上でクランプ

V＋

I＋

－

内
部
回
路

V＋

I＋

－

アナログ入力ユニット

A

B

入力機器

入力機器電源

電圧
発生
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■入力レンジの設定
入力レンジの設定は、アナログ入力ユニットのディップスイッチ、CX-Integrator または
Explicit メッセージにより行います。
以下にCX-Integrator を使用した入力レンジの設定方法について説明します。
なお、CX-Integrator の詳細については、11-1 ページの「11-1 CX-Integrator について」
を参照してください。

① CompoNet スレーブの電源をONにします。
② [ネットワーク構成ウィンドウ ]内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ レンジを変更したいチャネルのタブを選択し、「入力レンジ」のプルダウンリストより任
意の入力レンジを選択します。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後 、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

■負数のAD変換データ
AD変換データが負数になる場合、2の補数で表現されます。
なお、この2の補数から絶対値を得るには、NEG（2の補数変換）命令を使用すると便利です。

6-2-2　入力データの演算と選択処理

■入力データの演算処理
外部からのアナログ入力値に対し、ユニット内部で以下の演算処理を行うことができます。

ユーザ任意の工業単位へのスケーリング
移動平均処理

処理後のデータは、マスタユニットへ I/O 割付することができます。
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さらに、上記処理が行われたアナログ値に対し、以下の演算処理を行うことができます。

ピークボトム演算
トップバレー演算
変化率演算
積分演算

これらの演算後の値を「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、「変化率値」、「積
分値」と呼びます。

データの演算処理の流れは次のフロー図のとおりです。

■割付データの選択
各演算処理を行った後、I/O に割り付けるデータを「アナログ値」、「ピーク値」、「ボトム値」、
「トップ値」、「バレー値」、「変化率」の6種類のデータから選択します。
選択されたデータが、「アナログデータ1」となり、単独、またはステータスフラグと組み合
わせてマスタユニットに割り付けることができます。選択処理は CX-Integrator または
Explicit メッセージにより行います。

入力

移動平均 スケーリング

ピークボトム演算 トップバレー演算 変化率演算 積分演算

アナログ値

ピーク値 トップ値

ボトム値 バレー値

変化率値 積分値

HOLD
フラグ

トップバレー検出タイミングフラグ
（I/O割付データ）

データの流れ 選択
演算処理 I/O割付

データ
演算結果
データ

A

A
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さらに、「アナログデータ 1」に対して、4 種類の警報設定値（上上限値、上限値、下限値、
下下限値）との比較演算をすることができます。（コンパレート機能）

注．デフォルトでは「アナログ値」がそのまま I/Oに割り付きます。
また、「アナログデータ1」は、以下のように各入力に対し別々に選択することができます。

6種類のデータ
「アナログデータ1 に、6種類のデータから
1種類を選択して割り付けます。

移動平均、スケーリング機能
あり／なし

I/Oに割り付く

「アナログデータ1 に割り付けた値に対して
コンパレート機能を使用可能

アナログ値

ピーク値

トップ値

ボトム値

バレー値

変化率

アナログデータ1
（I/O割付データ）

コンパレート

アナログステータスフラグ
（I/O割付データ）

入力CH0

入力CH1

入力CH3

入力CH2

演算処理

演算処理

演算処理

演算処理

入力値

入力値

入力値

入力値

他演算結果

他演算結果

他演算結果

他演算結果

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理

アナログデータ1

アナログデータ1

アナログデータ1

アナログデータ1
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6-2-3　I/Oデータの種類と割付

■ I/Oデータの種類
アナログ入力ユニットは、以下の4種類の入力データと1種類の出力データを持っています。
必要なデータを I/O に割り付けて使用することができます。
データの割付は、CX-Integrator により行います。

I/O データ（入力）

I/Oデータ（出力）

I/O データの種類 説明

アナログデータ1
（入力4CH（8バイト））

・アナログデータをモニタしたいときに割り付けて使用しま
す。

・4CH分のアナログ値、ピーク値、ボトム値、トップ値、バ
レー値、変化率値の中からデータをひとつ選択して割り付
けます。（デフォルトではアナログ値が割り付いています。）

注：アナログデータ1に割り付けた値に対してはコンパレート機能を使
うことができます。

トップバレー検出タイミングフラグ
（入力1CH（2バイト））

トップおよびバレーの検出タイミングが1CHに割り付きま
す。トップ値、またはバレー値と同時に割り付けて、マスタ
ユニット側でホールド値の取り込みタイミングの検出に使用
します。

アナログステータスフラグ
（入力2CH（4バイト））

コンパレート結果フラグ、トップバレー検出タイミングフラ
グ、断線検知フラグの各ビットが割り付いています。それぞ
れ次のように使用します。

・コンパレート結果フラグ : アナログ値を割り付けなくても判
定結果のみで制御することができます。

・トップバレー検出タイミングフラグ：トップ値またはバ
レー値と同時に割り付けてデータの取り込みタイミングに
使います。

・断線検知フラグ : アナログ値を割り付けていない場合でも断
線を検知することができます。

アナログデータ1+トップバレー検
出タイミングフラグ
（入力5CH（10バイト））

最初からアナログデータ1（4CH（8バイト））の後ろに
トップバレー検出タイミングフラグ（1CH（2バイト））が
割り付けられています。

I/Oデータの種類 説明

HOLDフラグ
（出力1CH（2バイト））

各種ホールド機能（ピーク 、ボトム 、トップ 、バレー ）と
合わせて使用し、マスタユニット側でホールド機能の実行タ
イミングを制御するために使用します。
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■アナログデータの選択方法
各種演算処理により、「アナログ値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、
「変化率」の最大6種類のデータから、「アナログデータ1」として割り付けられるデータの
種別を選択することができます。
選択されたデータは、単独またはステータスフラグと組み合わせてマスタユニットへ割り付
けます。

CX-Integrator によるアナログデータの選択方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のアナログ入力ユニットのアイコンをダブ
ルクリック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］
画面を開きます。

③ アナログデータを選択したいチャネルのタブを選択し、「アナログデータ1種別」のプル
ダウンリストより割り付けるデータの種別を選択します。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後 、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■割り付ける I/Oデータの選択方法
以下のいずれかの方法で割り付けるデータを選択し、リモート I/O通信を行います。

１．アナログ値のみ（デフォルトの I/Oデータ）を割り付ける
２．I/O データ（パターン）を選択して割り付ける（I/Oデータの組み合わせ固定）

1． アナログ値のみ（デフォルトの I/O データ）を割り付ける場合
アナログ入力ユニットをデフォルトの設定で使用すると、アナログ値のみが I/O データとし
て選択され、以下のようにマスタユニットの INエリアに4CH（8バイト）分のデータが割
り付けられます。

2． I/O データ（パターン）を選択して割り付ける場合（I/Oデータの組み合わせ固定）
「アナログデータ1」をステータスフラグなどのデータとともに、以下のような決まった組み
合わせで I/O として割り付けます。
組み合わせるデータは、CX-Integrator にて選択することができます。

（例）「アナログデータ1」＋「トップバレー検出タイミングフラグ｣をマスタユニットに割り
付けた場合

CX-Integrator による選択方法

① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のアナログ入力ユニットのアイコンをダ
ブルクリック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］
画面を開きます。

15 0

先頭      CH 入力CH0のアナログ値

先頭＋1CH 入力CH1のアナログ値

先頭＋2CH 入力CH2のアナログ値

先頭＋3CH 入力CH3のアナログ値

15 8 7 0

先頭      CH 入力 CH0のアナログデータ1

先頭＋1CH 入力CH1のアナログデータ1

先頭＋2CH 入力CH2のアナログデータ1

先頭＋3CH 入力CH3のアナログデータ1

先頭＋4CH トップ検出タイミングフラグ バレー検出タイミングフラグ
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③「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウンリストよ
り I/O データ（パターン）を選択します。
下記の例では「アナログデータ1」を割り付ける場合を示しています。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後 、「リ
セット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

■各 I/Oデータの説明

アナログデータ 1
アナログ値をモニタしたいときに割り付けて使用します。
「アナログ値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、「変化率」 の中からデー
タをひとつ選択して割り付けることができます。（デフォルトでは「アナログ値」が割り付い
ています。）

注．「アナログデータ1」に割り付けた値に対してはコンパレート機能を使うことができます。

マスタユニットに割り付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。
データは2の補数形式で割り付きます。（4CH（8バイト））

15 0

先頭      CH 入力 CH0のアナログデータ1

先頭＋1CH 入力CH1のアナログデータ1

先頭＋2CH 入力CH2のアナログデータ1

先頭＋3CH 入力CH3のアナログデータ1
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トップバレー検出タイミングフラグ
トップバレーホールド機能で、トップ（山の頂上）またはバレー（谷の底）を検出するとワ
ンショット時間の間ONとなるフラグです。
マスタユニット側でトップまたはバレーホールド値を取り込むタイミングを検出したい場合
に割り付けます。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（1CH（2バイト））

各ビットの意味は以下のとおりです。

注．ワンショット時間は変更することができます。詳細については、11-35 ページの「11-4-5
トップバレーホールド機能」を参照してください。

アナログステータスフラグ
「コンパレート結果フラグ」、「トップバレー検出タイミングフラグ」、「断線検知フラグ」それ
ぞれのビットが割り付けられています。
これらの検知および監視をしたい場合に割り付けます。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（2CH（4バイト））

15 8 7 0

＋ 1 ＋0

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 下位バイト

+1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0 上位バイト

バイト 略称 名称 説明

＋0 V_STx バレー検出タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、谷（バレー）
を検出したタイミングで1（ON）となり、
ワンショット時間経過後0（OFF）となり
ます。

＋1 T_STx トップ検出タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、山（トップ）
を検出したタイミングで1（ON）となり、
ワンショット時間経過後0（OFF）となり
ます。

15 8 7 0

＋ 1 ＋0

＋3 ＋2

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0 入力 CH0 下位バイト

+1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1 入力 CH1 上位バイト

+2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2 入力 CH2 下位バイト

+3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3 入力 CH3 上位バイト
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各ビットの意味は以下のとおりです。

アナログデータ 1＋トップバレー検出タイミングフラグ
アナログデータ1の後ろにトップバレー検出タイミングフラグが割り付いたものです。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（5CH（10バイト））

ビット 略称 名称 説明

0 LLx コ
ン
パ
レ
｜
ト
結
果
フ
ラ
グ

下下限警報フラグ 「アナログデータ1」に割り付けた値が下下限警報
設定値を下回っている間1（ON）となります。

1 Lx 下限警報フラグ 「アナログデータ1」に割り付けた値が下限警報設
定値を下回っている間1（ON）となります。

2 PSx 正常フラグ
（Pass 信号）

上上限、上限、下下限、下限のいずれの警報も出て
いない場合のみ1（ON）となります。

3 Hx 上限警報フラグ 「アナログデータ1」に割り付けた値が上限警報設
定値を上回っている間1（ON）となります。

4 HHx 上上限警報フラグ 「アナログデータ1」に割り付けた値が上上限警報
設定値を上回っている間1（ON）となります。

5 V_STx
ト
ッ
プ
バ
レ
｜
検
出
タ
イ
ミ
ン
グ
フ
ラ
グ

バレー検出
タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、谷（バレー）を検出
したタイミングでONし、ワンショット時間経過後
0（OFF）となります。

6 T_STx トップ検出
タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、山（トップ）を検出
したタイミングでONし、ワンショット時間経過後
0（OFF）となります。

7 BWx 断線検知フラグ 断線を検出している間ONします。

15 8 7 0

＋ 1 ＋ 0

＋3 ＋ 2

＋5 ＋ 4

＋7 ＋ 6

＋9 ＋ 8
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HOLDフラグ（出力）
ピークボトムホールド機能、トップバレーホールド機能と合わせて使用し、ホールド機能の
実行タイミングをマスタユニット側から制御するために割り付けます。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（1CH（2バイト））

各ビットの意味は以下のとおりです。

注．HOLD フラグは、マスタユニットで ON してからユニット内に通知されるまで伝送遅延時間が発
生しますのでご注意ください。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0
入力CH0　アナログデータ１

下位バイト

+1 上位バイト

+2
入力CH1　アナログデータ１

下位バイト

+3 上位バイト

+4
入力CH2　アナログデータ１

下位バイト

+5 上位バイト

+6
入力CH3　アナログデータ１

下位バイト

+7 上位バイト

+8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 下位バイト

+9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0 上位バイト

15 8 7 0

＋ 1 ＋0

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 HD3 HD2 HD1 HD0 下位バイト

+1 0 0 0 0 0 0 0 0 上位バイト

ビット 略称 名称 説明

0 HD0 入力CH0用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力CH0のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になると、
ホールド機能は停止しますが、最後の値は保持
されます。

1 HD1 入力CH1用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力CH1のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になると、
ホールド機能は停止しますが、最後の値は保持
されます。

2 HD2 入力CH2用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力CH2のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になると、
ホールド機能は停止しますが、最後の値は保持
されます。

3 HD3 入力CH3用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力CH3のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になると、
ホールド機能は停止しますが、最後の値は保持
されます。
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6-3 アナログ出力ユニットの概要
アナログ出力ユニットは、マスタユニットに格納されているデジタルデータ（バイナリ値）
を1～5V、4～ 20mAなどのアナログ信号に変換（DA変換）して出力します。
ここでは、アナログ出力ユニットの概要について説明します。

6-3-1　出力レンジと変換データ
出力されたデジタルデータは、設定された出力レンジによって次のようにアナログデータに
変換されます。
なお、出力データが変換可能なデータ範囲を超えた場合、変換データは上限値または下限値
で固定されます。

■出力レンジと変換データ

0～ 5V時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータが0～5Vの電圧に変換され出力されます。
変換可能な出力データ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋6300）で、この場合の
出力データは－0.25～＋5.25Vとなります。

1 ～ 5V時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータが1～5Vの電圧に変換され出力されます。
変換可能な出力データ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋6300）で、この場合の
出力データは0.8 ～ 5.2Vとなります。

FED4(-300)
189C
(6300)

1770
(6000)0000(0)

0V

-0.25V

5.25V
5V

8000

7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電圧

  FED4
  (-300)

189C
(6300)

1770
(6000)

0000(0)

1V

0V
0.8V

5.2V
5V

8000 7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電圧
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0 ～ 10V 時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）のデータが0～ 10Vの電圧に変換され出力されます。
変換可能な出力データ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋6300）で、この場合の
出力データは－0.5 ～ +10.5Vとなります。

－ 10 ～＋ 10V時
F448 ～ 0BB8 Hex（－ 3000 ～ +3000）のデータが－ 10～ +10V の電圧に変換さ
れ出力されます。
変換可能な出力データ範囲は F31C ～ 0CE4 Hex（－ 3300 ～＋ 3300）で、この場合
の出力データは－11～ +11Vとなります。
負電圧は2の補数（16ビット）で指定します。

4 ～ 20mA時
0000～1770 Hex（0～6000）のデータが4～20mAの電流に変換され出力されます。
変換可能な出力データ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋6300）で、この場合の
出力データは3.2 ～ 20.8mAとなります。

FED4(-300)
189C
(6300)

1770
(6000)0000(0)

0V

-0.5V

10.5V
10V

8000

7FFF
変換データ
16進数（10進数）

電圧

F31C
(-3300)

F448
(-3000)

0CE4
(3300)

0BB8
(3000)

0000(0)
0V

11V
10V

-10V
-11V

8000

7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電圧

  FED4
  (-300)

189C
(6300)

1770
(6000)

0000(0)

4mA

0mA
3.2mA

20.8mA
20mA

8000 7FFF
変換データ
16進数（10進数）

電流
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0 ～ 20mA時
0000～1770 Hex（0～6000）のデータが0～20mAの電流に変換され出力されます。
変換可能な出力データ範囲は0000～ 189C Hex（0～ 6300）で、この場合の出力デー
タは0～21mAとなります。

■出力レンジの設定
出力レンジの設定は、アナログ出力ユニットのディップスイッチ、CX-Integrator または
Explicit メッセージにより行います。
以下にCX-Integrator を使用した出力レンジの設定方法について説明します。
なお、CX-Integrator の詳細については、11-1 ページの「11-1 CX-Integrator について」
を参照してください。

① CompoNet スレーブの電源をONにします。
② [ネットワーク構成ウィンドウ ]内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ レンジを変更したいチャネルのタブを選択し、「出力レンジ」のプルダウンリストより任
意の出力レンジを選択します。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後 、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

189C
(6300)

1770
(6000)

0000(0)
0mA

21mA
20mA

FFFF 7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電流
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■DA変換データ
マスタユニットではDA変換データを次のように出力してください。

負電圧を出力するときは、DA変換データを2の補数で指定してください。
なお、絶対値から2の補数を得るには、NEG（2の補数変換）命令を使用すると便利です。

6-3-2　I/Oデータの種類と割付

■ I/Oデータの種類
アナログ出力ユニットは出力データを1種類持っています。
データの I/O 割付は、CX-Integrator により行います。

I/O データ（出力）

■マスタユニットへの I/Oデータの割付
アナログ出力ユニットは、デフォルトで出力データが割り付いていますので、特別な設定は
必要ありません。
2CH（4バイト）分の出力データが2の補数形式で割り付きます。

3 02 146 57810 9111214 1315

先頭       CH

先頭＋1 CH

ビット

出力CH0　DA変換データ

出力CH1　DA変換データ

データの種類 説明

出力データ
（出力2CH（4バイト）） 2CH分のアナログ出力データが割り付きます。

15 8 7 0

先頭      CH 出力CH0のアナログ出力値

先頭＋1CH 出力CH1のアナログ出力値
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6-4 ステータスエリアの説明
アナログ I/Oスレーブは2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニッ
トごとに設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。
マスタユニットに接続されている全スレーブのステータスエリアのいずれかのビットが ON
した場合に、マスタユニットのステータスフラグの該当ビット（ビット 12 がワーニングエ
リア通知先、ビット13がアラームエリア通知先）がONします。
アナログ I/O スレーブのステータスエリアの情報は、Explicit メッセージで読み出すことが
できます。また、CX-Integrator でも、同等の情報を読み出すことができます。

マスタ マスタに割り付けられたステータスの
ビット検知は全スレーブのOR

マスタへ通知

アナログI/Oスレーブのステータスエリアには
｢ワーニングエリア」と｢アラームエリア」の2つが
あります。

アナログI/Oスレーブ
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6-4-1　アナログ入力ユニットのステータスエリア

■ワーニングステータスエリア
アナログ入力ユニットのワーニングステータスエリアは以下の 16 ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 予約 使用不可

2
ネットワーク電圧フラグ
0: 正常　
1: 異常（監視値を下回った）

ネットワーク電源電圧が監視設定値未満になった場合
にONします。

3

ユニットメンテナンスフラグ
0: 正常　
1: 異常 ( 閾値または87672時間

超え )

ユニット通電時間の累計が監視設定値を超えている場
合にONします。
また、87672時間（10年 ) の経過を監視します。

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8
アナログレンジオーバーフラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

アナログデータが表示可能な範囲を超えている場合、
またはコンパレート機能で設定した監視設定値を超え
ている場合にONします。

9
積分カウントオーバーフラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

積分値が監視設定値を超えている場合にONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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■アラームステータスエリア
アナログ入力ユニットのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重度なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1
EEP-ROMデータエラーフラグ
0：正常　
1：異常

EEP-ROM内のデータが異常になった場合にONし
ます。

2 予約 使用不可

3 予約 使用不可

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8
断線検知フラグ
0：正常　
1：断線検知

配線異常や接続機器の故障などにより断線状態となっ
た場合にONします。

9
アナログハードエラーフラグ
0：正常　
1：異常

ユニット内のアナログ回路に異常が発生した場合に
ONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
6-24



6-4 ステータスエリアの説明

ア
ナ
ロ
グ
I
/
O
ス
レ
l
ブ

 ６
6-4-2　アナログ出力ユニットのステータスエリア

■ワーニングステータスエリア
アナログ出力ユニットのワーニングステータスエリアは以下の 16 ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 予約 使用不可

2
ネットワーク電圧フラグ
0: 正常　
1: 異常（監視値を下回った）

ネットワーク電源電圧が監視設定値未満になった場合
にONします。

3

ユニットメンテナンスフラグ
0: 正常　
1: 異常 ( 閾値または87672時間

超え )

ユニット通電時間の累計が監視設定値を超えている場
合にONします。
また、87672時間（10年 ) の経過を監視します。

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8
エラーアウトプットフラグ
0：正常　
1：異常時出力中

異常時の出力設定機能で設定された設定値を出力中に
ONします。

9
積分カウントオーバフラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

積分値が監視設定値を超えている場合にONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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■アラームステータスエリア
アナログ出力ユニットのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重度なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1
EEP-ROMデータエラーフラグ
0：正常　　
1：異常あり

EEP-ROM内のデータが異常になった場合にONし
ます。

2 予約 使用不可

3 予約 使用不可

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8 予約 使用不可

9
アナログハードエラーフラグ
0：正常　
1：異常あり

ユニット内のアナログ回路に異常が発生した場合に
ONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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6-5 アナログデータのモニタ
CX-Integrator の［モニタ］画面で、アナログデータの現在値や設定値のモニタおよびメン
テナンス情報の確認を行うことができます。

CX-Integrator がオンライン状態のとき、ネットワーク構成ウィンドウにあるアナログ I/O
スレーブのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択すると、［モニタ］画面が表示されます。
メンテナンス情報は、画面下部のステータスチェックボックスによって示され、チェックボッ
クスがONになると、異常が発生したことを示します。
なお、CX-Integrator の詳細については、11-1 ページの「11-1 CX-Integrator について」
を参照してください。

■［モニタ］画面

「全般」タブ
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パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

「アナログ入力」／「アナログ出力」タブ

項目 説明

モニタ表示

説明 ユニットコメント機能で設定した内容を表示します。

最終メンテナンス日 ラストメンテナンスデイト設定機能で設定した日付を表示
します。

ユニット通電時間現在値 現在までのユニット通電時間の累計を表示します。

ネットワーク電源電圧
現在値 現在のネットワーク電源電圧を表示します。

ネットワーク電源電圧
最大値 現在までのネットワーク電源電圧の最大値および最小値を

表示します。ネットワーク電源電圧
最小値

ステータス
チェック
ボックス

ユニットメンテナンス
時期

ユニット通電時間がユニット通電時間モニタ機能で設定し
た監視値を上回るとONします。

ネットワーク電源電圧
低下

ネットワーク電源電圧がネットワーク電源電圧モニタ機能
で設定した監視値を下回るとONします。

積分値オーバー 各CHのいずれかで時間積分値が積分機能で設定した監
視値を上回るとONします。

ユニットエラー いずれかのユニットで異常が発生した場合にONします。

ボタン

［クリア］ボタン 各表示値をクリアします。

［更新］ボタン 表示されているメンテナンス情報を現在値に更新します。

［メンテナンスカウンタ
セーブ］ボタン

メンテナンスカウンタをユニット内にセーブします。
電源再投入時に前回の値を保持します。
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パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

項目 説明

ア
ナ
ロ
グ
入
力

モニタ表示

入力レンジ 設定されている入力レンジを表示します。

I/Oコメント 接続機器コメント機能で設定した内容を表示します。

最終メンテナンス日 ラストメンテナンスデイト設定機能で設定した日付を
表示します。

現在値 現在のアナログ値を表示します。

ピーク値

ユニットに保持されているアナログデータのピーク値
／ボトム値／トップ値／バレー値を表示します。

ボトム値

トップ値

バレー値

変化率 変化率演算機能で演算されたサンプリング周期ごとの
前回値との差を表示します。

積分カウンタ 時間積分の演算累積値を表示します。

最大値 ユニットに保持されているアナログデータの最大値／
最小値を表示します。最小値

ステータス
チェック
ボックス

オーバーレンジ アナログデータが表示可能範囲の上限を超えた場合に
ONします。

Highアラームオーバー

アナログデータがコンパレート機能で設定した監視設
定値を超えるとONします。

Highワーニングオーバー

Lowワーニングオーバー

Lowアラームオーバー

アンダーレンジ アナログデータが表示可能範囲の下限を超えた場合に
ONします。

断線
断線時にONします。
（ただし入力レンジが1～5Vレンジまたは4～
20mAレンジの場合のみ）

積分値設定値オーバー 時間積分値が積分機能で設定した監視値を上回ると
ONします。

積分値オーバーフロー 時間積分値がオーバーフローするとONします。

積分値アンダーフロー 時間積分値がアンダーフローするとONします。

ボタン ［クリア］ボタン 各表示値をクリアします。

ア
ナ
ロ
グ
出
力

モニタ表示

出力レンジ 設定されている出力レンジを表示します。

I/Oコメント 接続機器コメント機能で設定した内容を表示します。

最終メンテナンス日 ラストメンテナンスデイト設定機能で設定した日付を
表示します。

現在値 現在のネットワーク電源電圧を表示します。

積分カウンタ 時間積分の演算累積値を表示します。

ステータス
チェック
ボックス

積分値設定値オーバー 時間積分値が積分機能で設定した監視値を上回ると
ONします。

積分値オーバーフロー 時間積分値がオーバフローするとONします。

積分値アンダーフロー 時間積分値がアンダフローするとONします。

ボタン ［クリア］ボタン 各表示値をクリアします。
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「異常履歴」タブ

項目 説明

内容 発生した通信異常の内容を表示します。

ネットワーク電源電圧 異常発生時のネットワーク電源電圧を表示します。

ユニット通電時間 異常発生時のユニット通電時間の累計を表示します。

［クリア］ボタン 異常履歴をクリアします。
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6-6 ねじ式端子台タイプ

6-6-1　4 点アナログ入力ユニット（2段端子台タイプ）
形CRT1-AD04

■仕様

項目
仕様・性能

電圧入力 電流入力

形式 形CRT1-AD04

入力レンジ（信号）

0～ 5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ +10V

0～ 20mA
4～ 20mA

最大信号入力 ±15V ± 30mA

入力インピーダンス 1MΩ以上 約250Ω

分解能 1／ 6000（フルスケール）

総合精度
25℃ ±0.3%FS ± 0.4%FS

－ 10～ 55℃ ±0.6%FS ± 0.8%FS

変換周期 1ms／点

AD変換データ

±10V以外 フルスケール：0000～ 1770 Hex（0～ 6000）

±10V　　  フルスケール：F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）

AD変換の範囲はレンジ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（入力と通信ライン間）
ただし、各入力信号間は非絶縁

取り付け方法 DIN レール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 110mA以下（電源電圧DC24V時）
175mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 153ｇ
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■各部の名称と機能

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■スイッチ

ノードアドレス設定スイッチ
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力レンジ設定用
ディップスイッチ

アナログI/O用端子台（着脱式） 

MS NS WORD NODE ADR

X10
[0-63]

X1

ON
SW

A/D

1
2
3
4
5
6
7
8

INPUT
RANGE
CH0,1

INPUT
RANGE
CH2,3
RSV
LSET

1 2 3 4 5 6 7 8

0123
45

6789

0123
45

6789

ANALOG TERMINAL
CRT1CRT1-AD04AD04

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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入力レンジ設定スイッチ

 SW7は、必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

入力CH0／ CH1のレンジ（共通）

SW名 設定 仕様

SW1

入力CH0／CH1のレンジ設定（共通） 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW2

SW3

SW4

入力CH2／CH3のレンジ設定（共通） 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW5 

SW6 

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の
動作の保証はできません。

SW8 入力レンジの設定方法 OFF：CX-Integrator による設定
ON：ディップスイッチによる設定

入力レンジ SW1 SW2 SW3

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

1 2 3 4 5 6 7 8
ON
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入力CH2／ CH3のレンジ（共通）

ディップスイッチにより設定する場合（SW8＝ON）、入力CH0と入力CH1、入力CH2と
入力CH3は必ず同一の入力レンジ（信号）となります。入力CH0～ CH3を個別の入力
レンジ（信号）で設定したい場合はCX-Integrator を使用して設定を行ってください。
上記以外のディップスイッチ設定は行わないでください。

■内部回路

■端子配置

通信用コネクタ

入力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

V＋

I＋

AG

V－

アナログGND

250Ω

510kΩ

510kΩ

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側
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I/O 用端子台

■外形寸法

AG NCAG AG AG

NC

0V

0V

短絡

電圧入力

電流入力

電流入力時は「V＋」端子と「I＋」端子を短絡してください。
短絡する際には、付属の短絡金具を使用してください。

V0～V3 ： 電圧入力端子
I0～I3   ： 電流入力端子
AG　　 ： アナログGND
NC　　 ： 未使用

50
3.

14

115
66

.9

(mm)
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6-6-2　2 点アナログ出力ユニット（2段端子台タイプ）
形CRT1-DA02

■仕様

* 0 ～ 20mAモードでは0.2mA以下は精度保証外となります。

■各部の名称と機能

項目
仕様・性能

電圧出力 電流出力

形式 形CRT1-DA02

出力レンジ（信号）

0～ 5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ +10V

0～ 20mA
4～ 20mA

外部出力許容負荷抵抗 1kΩ以上 600Ω以下

分解能 1／ 6000（フルスケール）

総合精度
25℃ ±0.4%FS ± 0.4%FS*

－ 10～ 55℃ ±0.8%FS ± 0.8%FS*

変換周期 2ms／ 2点

DA変換データ

±10V以外 フルスケール：0000～ 1770 Hex（0～ 6000）

±10V　     フルスケール：F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）

DA変換の範囲はレンジ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（出力と通信ライン間）
ただし、各出力信号間は非絶縁

取り付け方法 DIN レール取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 125ｍA以下（電源電圧DC24V時）
205ｍA以下（電源電圧DC14V時）

質量 155ｇ

MS NS WORD NODE ADR

X10
[0-63]

X1

ON
SW

1
2
3
4
5
6
7
8

OUTPUT
RANGE

CH0

OUTPUT
RANGE

CH1
RSV
LSET

1 2 3 4 5 6 7 8

0123
45

6789 

0123
45

6789 

ANALOG TERMINAL
CRT1CRT1-DA02DA02

D/A

通信用コネクタ

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

出力レンジ設定用
ディップスイッチ

アナログI/O用端子台（着脱式） 
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■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■スイッチ

ノードアドレス設定スイッチ
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

出力レンジ設定スイッチ

 SW7は、必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

SW名 設定 仕様

SW1

出力CH0のレンジ設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW2

SW3

SW4

出力CH1のレンジ設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW5 

SW6 

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の
動作の保証はできません。

SW8 出力レンジの設定方法 OFF：CX-Integrator による設定  
ON：ディップスイッチによる設定

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

1 2 3 4 5 6 7 8
ON
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出力CH0のレンジ

出力CH1のレンジ

上記以外のディップスイッチ設定は行わないでください。

■内部回路

■端子配置

通信用コネクタ

出力レンジ SW1 SW2 SW3

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

出力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

V ＋

I ＋

－

アナログGND

出力CH0と出力CH1の－端子は内部で接続されています。

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側
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I/O 用端子台

■外形寸法

NCNC NC

NC

NC

NC

NC

NC NC NC

NC NC

外部
機器

出力0電圧出力時

外部
機器

V0＋、V1＋ ： 電圧出力＋ 端子
I0＋、I1＋    ： 電流出力＋ 端子
0－、1－　  ： 電圧／電流出力－ 端子
NC　　　 ： 未使用

出力1電流出力時

50
3.

14

115

66
.9

(mm)
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6-7 コネクタタイプ

6-7-1　4 点アナログ入力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-VAD04S

■仕様

*1 センサ電源供給モード設定スイッチON時　600kΩ
*2センサ電源を I/Oコネクタから供給するには、センサ用電源コネクタにDC24V電源を接続する必
要があります。

項目
仕様・性能

電圧入力 電流入力

形式 形CRT1-VAD04S

入力レンジ（信号）

0～ 5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ +10V

0～ 20mA
4～ 20mA

最大信号入力 ±15V ± 30mA

入力インピーダンス 1MΩ以上 *1 約 250Ω

分解能 1／ 6000（フルスケール）

総合精度
25℃ ±0.3%FS ± 0.4%FS

－ 10～ 55℃ ±0.6%FS ± 0.8%FS

変換周期 1ms／点

AD変換データ

±10V以外 フルスケール：0000～ 1770 Hex（0～ 6000）

±10V　　  フルスケール：F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～ +3000）

AD変換の範囲はレンジ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（入力と通信ライン間）
ただし、各入力信号間は非絶縁

取り付け方法 DIN レール取り付けまたは取付金具取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 75mA以下（電源電圧DC24V時）
115mA以下（電源電圧DC14V時）

センサ電源供給電流 *2 200mA以下（各CHごと）

質量 85ｇ以下
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■各部の名称と機能

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■スイッチ

ノードアドレス設定スイッチ
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用コネクタ

（取り付け面側）

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

センサ電源
供給モード
設定スイッチ

電圧／電流
入力モード
設定スイッチ

通信用LED
上から、MS、NS

入力レンジ
設定スイッチ

センサ用電源
コネクタ

＋
－

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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入力レンジ設定スイッチ

 SW7は、必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

入力CH0／ CH1のレンジ（共通）

SW名 設定 仕様

SW1

入力CH0／CH1のレンジ設定（共通） 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW2

SW3

SW4

入力CH2／ CH3のレンジ設定（共通） 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW5 

SW6 

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の
動作の保証はできません。

SW8 入力レンジの設定方法 OFF：CX-Integrator による設定
ON：ディップスイッチによる設定

入力レンジ SW1 SW2 SW3

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

8
7
6
5
4
3
2
1

ON(前面側）
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入力CH2／ CH3のレンジ（共通）

ディップスイッチにより設定する場合（SW8＝ON）、入力CH0と入力CH1、入力CH2と
入力CH3は同一の入力レンジ（信号）となります。入力CH0～ CH3を個別の入力レン
ジ（信号）で設定したい場合はCX-Integrator を使用して設定を行ってください。
上記以外のディップスイッチ設定は行わないでください。

センサ電源供給モード設定スイッチ

電圧／電流入力モード設定スイッチ

入力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

1 2 3 4
ON

SW名 設定 仕様

SW1 入力CH0のセンサ電源供給モード切り替え
OFF：2線式／4線式センサ電源供給
ON：3線式センサ電源供給
（出荷時設定はOFF）

SW2 入力CH1のセンサ電源供給モード切り替え

SW3 入力CH2のセンサ電源供給モード切り替え

SW4 入力CH3のセンサ電源供給モード切り替え

1 2 3 4
ON

SW名 設定 仕様

SW1 入力CH0の電圧／電流入力モード切り替え
OFF：電圧入力
ON：電流入力
（出荷時設定はOFF）

SW2 入力CH1の電圧／電流入力モード切り替え

SW3 入力CH2の電圧／電流入力モード切り替え

SW4 入力CH3の電圧／電流入力モード切り替え
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■端子配置

通信用コネクタ

I/Oコネクタ

n：0～ 3

センサ用電源コネクタ

センサ用電源コネクタに電源を入れる場合には、外部からのセンサ用電源との共用はしない
でください。

ピンNo. 信号名

1 DC24V（センサ電源＋）

2 n－（電圧／電流入力－）

3 0V（センサ電源－）

4 n＋（電圧／電流入力＋）

ピン記号 信号名

＋ DC24V

－ 0V

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側

CH0 4 3 2 1

CH1 4 3 2 1

CH2 4 3 2 1

CH3 4 3 2 1

CH0

－
＋

（下面側）
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■内部回路

■配線とスイッチ設定

4線式センサ

入力種別 センサ電源供給モード設定スイッチ 電圧／電流入力モード設定スイッチ

電圧入力 OFF（2線式／4線式センサ電源供給） OFF（電圧入力）

電流入力 OFF（2線式／4線式センサ電源供給） ON（電流入力）

510kΩ

250Ω

電圧／電流
入力モード
設定スイッチ

センサ電源
供給モード
電源スイッチ

n＋

n－

0V

DC24V

DC24V*
（センサ用電源）

アナログGND

510kΩ

センサ用電源
コネクタ

4

2

3

1

* 外部より供給

DC24V （センサ電源＋）

n－ （電圧／電流入力－）

4 3 2 1

n＋ （電圧／電流入力＋）

0V （センサ電源－）

I/Oコネクタ
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3 線式センサ

2線式センサ

入力種別 センサ電源供給モード設定スイッチ 電圧／電流入力モード設定スイッチ

電圧入力 ON（3線式センサ電源供給） OFF（電圧入力）

電流入力 ON（3線式センサ電源供給） ON（電流入力）

入力種別 センサ電源供給モード設定スイッチ 電圧／電流入力モード設定スイッチ

電流入力 OFF（2線式／4線式センサ電源供給） ON（電流入力）

DC24V （センサ電源＋）

n－ （電圧／電流入力－）
／0V （センサ電源－）

4 3 2 1

n＋ （電圧／電流入力＋）

I/Oコネクタ

DC24V （センサ電源＋）

4 3 2 1

n＋ （電圧／電流入力＋）

短絡

n－ （電圧／電流入力－）

4 3 2 1

0V （センサ電源－）

短絡

または

注.  接続するセンサにより配線は異なります。

I/Oコネクタ

I/Oコネクタ
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■外部電源供給時の配線とスイッチ設定

4線式センサ

3線式センサ

センサ供給電源をセンサ用電源コネクタを使用せず、直接外部から供給する場合は、上記の
設定にてご使用ください。

入力種別 センサ電源供給モード設定スイッチ 電圧／電流入力モード設定スイッチ

電圧入力 OFF（2線式／4線式センサ電源供給） OFF（電圧入力）

電流入力 OFF（2線式／4線式センサ電源供給） ON（電流入力）

入力種別 センサ電源供給モード設定スイッチ 電圧／電流入力モード設定スイッチ

電圧入力 OFF OFF（電圧入力）

電流入力 OFF ON（電流入力）

DC24V（センサ電源＋）

4 3 2 1

n＋ （電圧／電流入力＋）

I/Oコネクタ

n－ （電圧／電流入力－）

0V  （センサ電源－）

DC24V （センサ電源＋）

4 3 2 1

n＋ （電圧／電流入力＋）

I/Oコネクタ

n－ （電圧／電流入力－）
／0V （センサ電源－）
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■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4) 装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

92
.8 85

.7

（
10

2） 96
.7

（
90
）

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

23 60
66.2 （mm）

（　）内は参考寸法です。

25
.4

(mm)

99
.9
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フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48
10

25
.4

(mm)

11
6
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6-7-2　2 点アナログ出力ユニット（e-CONコネクタタイプ）
形CRT1-VDA02S

■仕様

* 0 ～ 20mAモードでは0.2mA以下は精度保証外となります。

項目
仕様・性能

電圧出力 電流出力

形式 形CRT1-VDA02S

出力レンジ（信号）

0～ 5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ +10V

0～ 20mA
4～ 20mA

外部出力許容負荷抵抗 1kΩ以上 600Ω以下

分解能 1／ 6000（フルスケール）

総合精度
25℃ ±0.4%FS ± 0.4%FS*

－ 10～ 55℃ ±0.8%FS ± 0.8%FS*

変換周期 2ms／ 2点

DA変換データ

±10V以外 フルスケール：0000～ 1770 Hex（0～ 6000）

±10V　     フルスケール：F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）

DA変換の範囲はレンジ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（出力と通信ライン間）
ただし、各出力信号間は非絶縁

取り付け方法 DIN レール取り付けまたは取付金具取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 105ｍA以下（電源電圧DC24V時）
170ｍA以下（電源電圧DC14V時）

質量 85ｇ以下
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■各部の名称と機能

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■スイッチ

ノードアドレス設定スイッチ
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用コネクタ

（取り付け面側）

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
上から、MS、NS

出力レンジ
設定スイッチ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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出力レンジ設定スイッチ

 SW7は、必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

出力CH0のレンジ

SW名 設定 仕様

SW1

出力CH0のレンジ設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW2

SW3

SW4

出力CH1のレンジ設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW5 

SW6 

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の
動作の保証はできません。

SW8 出力レンジの設定方法 OFF：CX-Integrator による設定  
ON：ディップスイッチによる設定

出力レンジ SW1 SW2 SW3

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

8
7
6
5
4
3
2
1

ON(前面側）
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出力CH1のレンジ

上記以外のディップスイッチ設定は行わないでください。

■端子配置

通信用コネクタ

I/Oコネクタ

n：0または1

出力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

ピンNo. 信号名

1 N.C.

2 n －（電圧／電流出力－）

3 In ＋（電流出力＋）

4 Vn＋（電圧出力＋）

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側

CH0CH0 4 3 2 1

CH1 4 3 2 1
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■内部回路

■配線

電圧出力時の配線

電流出力時の配線

アナログGND

In＋

Vn＋

n－

3

4

2

4 3 2 1

外部機器＋
－

I/Oコネクタ

4 3 2 1

外部機器＋
－

I/Oコネクタ
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■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4) 装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

92
.8 85

.7

（
10

2） 96
.7

（
90
）

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

23 60
66.2 （mm）

（　）内は参考寸法です。
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フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48
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25
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6-7-3　4 点アナログ入力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VAD04ML

■仕様

項目
仕様・性能

電圧入力 電流入力

形式 形CRT1-VAD04ML

入力レンジ（信号）

0～ 5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ +10V

0～ 20mA
4～ 20mA

最大信号入力 ±15V ± 30mA

入力インピーダンス 1MΩ以上 約250Ω

分解能 1／ 6000（フルスケール）

総合精度
25℃ ±0.3%FS ± 0.4%FS

－ 10～ 55℃ ±0.6%FS ± 0.8%FS

変換周期 1ms／点

AD変換データ

±10V以外 フルスケール：0000～ 1770 Hex（0～ 6000）

±10V　　  フルスケール：F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）

AD変換の範囲はレンジ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（入力と通信ライン間）
ただし、各入力信号間は非絶縁

取り付け方法 DIN レール取り付けまたは取付金具取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 75mA以下（電源電圧DC24V時）
115mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 70ｇ以下
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■各部の名称と機能

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■スイッチ

ノードアドレス設定スイッチ
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用コネクタ

（取り付け面側）

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

電圧／電流
入力モード
設定スイッチ

通信用LED
上から、MS、NS

入力レンジ
設定スイッチ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
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入力レンジ設定スイッチ

 SW7は、必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

入力CH0／ CH1のレンジ（共通）

SW名 設定 仕様

SW1

入力CH0／CH1のレンジ設定（共通） 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW2

SW3

SW4

入力CH2／CH3のレンジ設定（共通） 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW5 

SW6 

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の
動作の保証はできません。

SW8 入力レンジの設定方法 OFF：CX-Integrator による設定
ON：ディップスイッチによる設定

入力レンジ SW1 SW2 SW3

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

8
7
6
5
4
3
2
1

ON(前面側）
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入力CH2／ CH3のレンジ（共通）

ディップスイッチにより設定する場合（SW8＝ON）、入力CH0と入力CH1、入力CH2と
入力CH3は同一の入力レンジ（信号）となります。入力CH0～ CH3を個別の入力レン
ジ（信号）で設定したい場合はCX-Integrator を使用して設定を行ってください。
上記以外のディップスイッチ設定は行わないでください。

電圧／電流入力モード設定スイッチ

■端子配置

通信用コネクタ

入力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

1

2

3

4

ON

SW名 設定 仕様

SW1 入力CH0の電圧／電流入力モード切り替え
OFF：電圧入力
ON：電流入力
（出荷時設定はOFF）

SW2 入力CH1の電圧／電流入力モード切り替え

SW3 入力CH2の電圧／電流入力モード切り替え

SW4 入力CH3の電圧／電流入力モード切り替え

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側
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I/O コネクタ

注．RSV端子には何も接続しないでください。

■内部回路

ピンNo. 信号名 ピンNo. 信号名

1 0＋（電圧／電流入力＋） 2 1＋（電圧／電流入力＋）

3 RSV 4 RSV

5 0－（電圧／電流入力－） 6 1－（電圧／電流入力－）

7 AG（アナログGND） 8 AG（アナログGND）

9 2＋（電圧／電流入力＋） 10 3＋（電圧／電流入力＋）

11 RSV 12 RSV

13 2－（電圧／電流入力－） 14 3－（電圧／電流入力－）

15 AG（アナログGND） 16 AG（アナログGND）

CH0

510kΩ

250Ω

電圧／電流
入力モード
設定スイッチ

n＋

n－

アナログGND

510kΩ
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■配線とスイッチ設定

■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4) 装着時の寸法

入力種別 電圧／電流入力モード設定スイッチ

電圧入力 OFF（電圧入力）

電流入力 ON（電流入力）

n＋

RSV

n－

AG

n－ （電圧／電流入力－）

n＋ （電圧／電流入力＋）

92
.8 85

.7

（
10

2） 96
.7

（
90
）

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

15 60
78.73 （mm）

（　）内は参考寸法です。
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コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

25
.4

(mm)

99
.9

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48

10
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マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

6-7-4　2 点アナログ出力ユニット（MIL コネクタタイプ）
形CRT1-VDA02ML

■仕様

* 0 ～ 20mAモードでは0.2mA以下は精度保証外となります。

25
.4

(mm)

11
6

項目
仕様・性能

電圧出力 電流出力

形式 形CRT1-VDA02ML

出力レンジ（信号）

0～5V
1～5V
0～10V
－ 10～+10V

0～ 20mA
4～20mA

外部出力許容負荷抵抗 1kΩ以上 600Ω以下

分解能 1／ 6000（フルスケール）

総合精度
25℃ ±0.4%FS ± 0.4%FS*

－ 10～ 55℃ ±0.8%FS ± 0.8%FS*

変換周期 2ms／ 2点

DA変換データ

±10V以外 フルスケール：0000～ 1770 Hex（0～ 6000）

±10V　     フルスケール：F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）

DA変換の範囲はレンジ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（出力と通信ライン間）
ただし、各出力信号間は非絶縁

取り付け方法 DIN レール取り付けまたは取付金具取り付け

給電タイプ マルチ給電タイプ

通信電源消費電流 105ｍA以下（電源電圧DC24V時）
170ｍA以下（電源電圧DC14V時）

質量 75ｇ以下
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■各部の名称と機能

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■スイッチ

ノードアドレス設定スイッチ
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を取り付け面側のロータリスイッチで、1 の桁を前
面側のロータリスイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

I/Oコネクタ
（MILコネクタ）

［上面］ ［前面］ ［下面］

通信用コネクタ

（取り付け面側）

ノードアドレス設定スイッチ
取り付け面側から、×10、×1

通信用LED
上から、MS、NS

出力レンジ
設定スイッチ

0
1

234
5

6

7 8 9
0

1

234
5

6

7 8 9

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×10）

(前面側）

(取り付け面側）
6-65



6-7 コネクタタイプ

ア
ナ
ロ
グ
I
/
O
ス
レ
l
ブ

　６
出力レンジ設定スイッチ

 SW7は、必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

出力CH0のレンジ

SW名 設定 仕様

SW1

出力CH0のレンジ設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW2

SW3

SW4

出力CH1のレンジ設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）SW5 

SW6 

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の
動作の保証はできません。

SW8 出力レンジの設定方法 OFF：CX-Integrator による設定  
ON：ディップスイッチによる設定

出力レンジ SW1 SW2 SW3

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

8
7
6
5
4
3
2
1

ON(前面側）
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出力CH1のレンジ

上記以外のディップスイッチ設定は行わないでください。

■端子配置

通信用コネクタ

I/Oコネクタ

出力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～+10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

ピンNo. 信号名 ピンNo. 信号名

1 V0＋（電圧出力＋） 2 V1＋（電圧出力＋）

3 I0＋（電流出力＋） 4 I1＋（電流出力＋）

5 0－（電圧／電流出力－） 6 1－（電圧／電流出力－）

7 N.C. 8 N.C.

9 N.C. 10 N.C.

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側
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■内部回路

■配線

電圧出力時の配線

電流出力時の配線

アナログGND

In＋

Vn＋

n－

Vn＋

In＋

n－

N.C.

N.C.

外部機器

＋
－

Vn＋

In＋

n－

N.C.

N.C.

外部機器

＋
－
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■外形寸法

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4) 装着時の寸法

コネクタ装着・ケーブル接続時の通信コネクタ部寸法
フラットコネクタ プラグ（形DCN4-BR4）装着時

92
.8 85

.7

（
10

2） 96
.7

（
90
）

90
（

10
1.

7）
5.

3
6.

4

15 60
78.73 （mm）

（　）内は参考寸法です。

25
.4

(mm)

99
.9
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6-70

　

フラットコネクタ プラグ（形DCN5-BR4）装着時

オープン型コネクタ（形DCN4-TB4）装着時

マルチ配線用コネクタ（形DCN4-MD4）装着時

37

(mm)

13
6.

5

(mm)48

10

25
.4

(mm)
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7温度入力ユニット

7-1 温度入力ユニットについて

7-1-1　温度入力ユニットとは

温度入力ユニットでは、スケーリング機能やピークボトムホールド機能などの様々な機能を
ご使用いただけます。
さらに、従来上位 PLC のラダープログラム上で処理しなければならなかった温度入力値に
対する各種演算をユニット内で処理することができます。
また、これらの機能により演算されたデータを「温度データ」として選択し、「温度データス
テータスフラグ」などのステータス情報と組み合わせて I/Oに割り付けることが可能です。
これらのステータス情報の割付やモニタ、温度入力ユニット特有の機能の設定やデータのモ
ニタはCX-Integrator により容易に行えます。
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7-1-2　データ処理機能一覧
以下に温度入力ユニットで使用できるデータ処理機能の一覧を示します。
機能の詳細、設定方法については、11-61 ページの「11-6 温度入力ユニットの機能」を
参照してください。

注．CX-Integrator などでデフォルト設定を行うと、データは不定になります。

機能名 内容 デフォルト

移動平均処理機能 温度入力値の過去8回分の平均化処理を行います。
入力が揺れる場合、滑らかな入力値にします。 なし

スケーリング機能

スケーリング演算します。
温度入力値をユーザで取り扱う工業単位の値に変換する
ことができ、マスタPLCのラダープログラムによる演算
の負荷を軽減します。またセンサ等の取り付け誤差を補
正するオフセット機能も付いています。

なし
0～28000

ピークボトムホールド
機能 温度入力値の最大値、最小値を保持します。 なし

トップバレーホールド
機能 温度入力値の "山の頂上 "、" 谷の底 " の値を保持します。 なし

変化率演算機能 温度入力値の設定サンプリング周期ごとの変化率を演算
します。 なし

コンパレート機能

温度入力値、または演算後のデータ（ピーク値、ボトム
値、トップ値、バレー値、変化率値）を上上限値（HH）、
上限値（H）、下限値（L）、下下限値（LL）の4種類の
設定値と比較し、結果を温度データステータスフラグに
て通知します。

なし

入力異常検知無効機能 入力異常（断線含む）の検知を行わないようにすること
ができます。使用しないチャネルがある場合に使います。 なし

断線検知機能 センサの断線を検知します。 あり

ユーザー校正機能 ハードウェアによる誤差などから生じる「ずれ」を任意
の入力値に調整することができます。 なし

ラストメンテナンスデ
イト機能

最後にメンテナンスした日付をユニット内に記憶できま
す。 2008/10/1

入力 CH間温度差検出
機能

各入力間の温度差を検出し、相対比較することができま
す。 なし

交
換
目
安
機
能

温度積分機能 温度×測定時間により、装置またはセンサのトータルの
熱量を換算します。 なし

トップバレーカウ
ント機能

一定の温度変化サイクルを持つ装置、またはアプリケー
ションにおけるサイクル数をカウントします。 なし

設定温度範囲内時
間カウント機能

ユーザ任意の温度、または温度範囲を設定し、その温度
範囲に達している時間を測定します。 なし
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7-1-3　温度入力ユニットの表示モード
温度入力ユニットの表示モードには、通常表示モードと1/100表示モードがあります。

■通常表示モード（デフォルト設定）
入力された温度データは、16 進 4 桁のデジタルデータ（バイナリデータ）に変換されて、
マスタユニットに通知されます。
変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。
入力4点は、下図のようにマスタユニットの4CHを占有します。また、小数点以下1桁ま
でのレンジを持つ入力種別では、10倍された値がバイナリデータとして通知されます。

（例）
Rセンサ　1000℃の場合
1000→バイナリ化＝03E8 Hex
Uセンサ　350.0 ℃の場合
350× 10＝ 3500→バイナリ化＝0DAC Hex

■ 1/100 表示モード
すべての入力種別で、入力された温度データは、小数点以下2桁までの数値でマスタユニッ
トに通知されます。
温度データは、100倍された値が16進 8桁のデジタルデータ（倍長のバイナリデータ）に
変換されます。
変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。
入力4点は、下図のようにマスタユニットの8CHを占有します。

先頭  　 CH

先頭＋1 CH

先頭＋2 CH

先頭＋3 CH

ビット3 02 146 57810 9111214 1315

入力CH0　温度変換データ

入力CH1　温度変換データ

入力CH2　温度変換データ

入力CH3　温度変換データ

先頭       CH

先頭＋1 CH

先頭＋2 CH

先頭＋3 CH

ビット3 02 146 57810 9111214 1315

先頭＋4 CH

先頭＋5 CH

先頭＋6 CH

先頭＋7 CH

入力CH0　温度変換データ（下位）

入力CH0　温度変換データ（上位）

入力CH1　温度変換データ（下位）

入力CH1　温度変換データ（上位）

入力CH2　温度変換データ（下位）

入力CH2　温度変換データ（上位）

入力CH3　温度変換データ（下位）

入力CH3　温度変換データ（上位）
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（例）
850.00℃の場合
850× 100＝ 85000→バイナリ化＝00014C08 Hex
下位データ：4C08 Hex、上位データ：0001 Hex
－200.00℃の場合
－200× 100＝－ 20000→バイナリ化＝ FFFFB1E0 Hex
下位データ：B1E0 Hex、上位データ：FFFF Hex

1/100 表示の設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
② CX-Integrator にて、［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニット
のアイコンをダブルクリック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、
［Configuration］画面を開きます。
③「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウンリストより
「温度データ1（1/100）」を選択します。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

「1/100表示モード」への切り替えは、CX-Integrator にてコネクションパスの設定を行
うことにより有効となります。
CX-Integrator により通常表示の I/Oデータが選択されている場合は、温度データは0と
なります。　　

 1/100表示モードでは、温度データは小数点以下2桁まで変換されますが、実際の分解能
は0.01℃（゜F）ではありませんのでご注意ください。そのため、0.1 ℃（゜F）や0.01
℃（゜F）の桁では、揺れや飛びが発生することがあります。通常表示モードで規定されて
いる以上の分解能に関しては、参考データとして扱ってください。
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7-2 温度入力ユニットの概要

7-2-1　入力データの演算と選択処理

■入力データの演算処理
外部からの温度入力値に対し、ユニット内部で以下の演算処理を行うことができます。

ユーザ任意の工業単位へのスケーリング
移動平均処理

処理後のデータは、マスタユニットへ I/O 割付することができます。

さらに、上記処理が行われた温度入力値に対し、以下の演算処理を行うことができます。

ピークボトム演算
トップバレー演算
変化率演算
積分演算

これらの演算後の値を「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、「変化率値」、「積
分値」と呼びます。

データの演算処理の流れは次のフロー図のとおりです。

入力

移動平均 スケーリング

ピークボトム演算 トップバレー演算 変化率演算 積分演算

温度入力値

ピーク値 トップ値

ボトム値 バレー値

変化率値 積分値

HOLD
フラグ

トップバレー検出タイミングフラグ
（I/O割付データ）

データの流れ 選択
演算処理 I/O割付

データ
演算結果
データ

A

A
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■割付データの選択
各演算処理を行った後、I/Oに割り付けるデータを「温度入力値」、「ピーク値」、「ボトム値」、
「トップ値」、「バレー値」、「変化率」の6種類のデータから選択します。
選択されたデータが、「温度データ1」となり、単独、またはステータスフラグと組み合わせ
てマスタユニットに割り付けることができます。選択処理はCX-Integrator、または Explict
メッセージにより行います。
さらに、「温度データ1」に対して、4種類の警報設定値（上上限値、上限値、下限値、下下
限値）との比較演算をすることができます。（コンパレート機能）

温度入力ユニットのデータの流れ
温度入力ユニットでは、6 種類の中から選択したデータの表示モードを切り替えることがで
きます。
「通常表示モード」と「1/100 表示モード」があり、いずれかを「温度データ1」として割
り付けることができます。

注．デフォルトでは、「温度入力値」がそのまま I/Oに割り付きます。

また、「温度データ1」は、以下のように各入力に対し別々に選択することができます。

6種類のデータ

1/100表示（1入力当たり 2CH占有）1/100表示（1入力当たり 2CH占有）

通常表示（1入力当たり 1CH占有）通常表示（1入力当たり 1CH占有）

移動平均、スケーリング機能
あり／なし

「温度データ1 に割り付けた値に対して
コンパレート機能を使用可能

温度入力値

ピーク値

トップ値

ボトム値

バレー値

変化率

コンパレート

温度データステータスフラグ
（I/O割付データ）

温度データ1
（I/O割付データ）

温度データ1
（I/O割付データ） どちらかが

「温度データ1」
としてI/Oに
割り付きます。

表示モード切替表示モード切替
（CX-Integratorによる設定）（CX-Integratorによる設定）

入力CH0

入力CH1

入力CH3

入力CH2

演算処理

演算処理

演算処理

演算処理

入力値

入力値

入力値

入力値

他演算結果

他演算結果

他演算結果

他演算結果

温度データ1

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理

温度データ1

温度データ1

温度データ1
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7-2-2　I/Oデータの種類と割付

■ I/Oデータの種類
温度入力ユニットは、以下の4種類の入力データと1種類の出力データを持っています。
必要なデータを I/O に割り付けて使用することができます。
データの割付は、CX-Integrator により行います。

I/O データ（入力）

I/Oデータ（出力）

これら以外の組み合わせも割り付けることは可能ですが、マスタユニット側による設定でオ
ムロン製CS／ CJマスタユニットを使用している場合に限ります。

I/Oデータの種類 説明

 温度データ1
（通常表示：入力4CH（8バイト））
（1/100表示：入力8CH（16バイト））

・温度データをモニタしたいときに割り付けて使用しま
す。

・温度入力値、ピーク値、ボトム値、トップ値、バレー
値、変化率値の中からデータをひとつ選択して割り付
けます。（デフォルトでは温度入力値が割り付いてい
ます。）

注：温度データ１に割り付けた値に対してはコンパレート機能
を使うことができます。

トップバレー検出タイミングフラグ
（入力1CH（2バイト））

トップおよびバレーの検出タイミングが1CHに割り付
きます。トップ値、またはバレー値と同時に割り付け
て、マスタユニット側でホールド値の取り込みタイミン
グの検出に使用します。

温度データステータスフラグ
（入力2CH（4バイト））

コンパレート結果フラグ、トップバレー検出タイミング
フラグ、断線検知フラグの各ビットが割り付いていま
す。それぞれ次のように使用します。

・コンパレート結果フラグ：温度入力値を割り付けなく
ても判定結果のみで制御することができます。

・トップバレー検出タイミングフラグ：トップ値または
バレー値と同時に割り付けてデータの取り込みタイミ
ングに使います。

・断線検知フラグ：温度入力値を割り付けていない場合
でも断線を検知することができます。

温度データ1＋トップバレー検出タイミ
ングフラグ
（通常表示：入力5CH（10バイト））
（1/100表示：入力9CH（18バイト））

最初から温度データの後ろにトップバレー検出タイミン
グフラグが割り付けられています。

I/Oデータの種類 説明

HOLDフラグ
（出力1CH（2バイト））

各種ホールド機能（ピーク 、ボトム 、トップ 、バレー ）
と合わせて使用し、マスタユニット側でホールド機能の
実行タイミングを制御するために使用します。
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■温度データの選択方法
各種演算処理により、「温度入力値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、
「変化率」の最大6種類のデータから、「温度データ1」として割り付けられるデータの種別
を選択することができます。
選択されたデータは、単独またはステータスフラグと組み合わせてマスタユニットへ割り付
けます。

CX-Integrator による温度データの選択方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ 温度データを選択したいチャネルのタブを選択し、「温度データ1割付」のプルダウンリ
ストより割り付けるデータの種別を選択します。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■割り付ける I/Oデータの選択方法
以下のいずれかの方法で割り付けるデータを選択し、リモート I/O通信を行います。

1．温度入力値のみ（デフォルトの I/O データ）を割り付ける
2．I/O データ（パターン）を選択して割り付ける（I/Oデータの組み合わせ固定）

1． 温度入力値のみ（デフォルトの I/O データ）を割り付ける場合
温度入力ユニットをデフォルトの設定で使用すると、温度入力値のみが I/O データとして選
択され、以下のようにマスタユニットの INエリアに4CH（8バイト）分のデータが割り付
けられます。

CX-Integrator により温度入力値が「1/100表示モード」に設定されている場合は、INエ
リアに8CH（16バイト）分のデータが割り付けられます。

2． I/O データ（パターン）を選択して割り付ける場合（I/Oデータの組み合わせ固定）
「温度データ1」をステータスフラグなどのデータとともに、以下のような決まった組み合わ
せで I/O として割り付けます。
組み合わせるデータは、CX-Integrator にて選択することができます。

（例）「温度データ 1」＋「トップバレー検出タイミングフラグ」を通常表示でマスタユニッ
トに割り付けた場合

15 0

先頭      CH 入力CH0の温度入力値

先頭＋1CH 入力CH1の温度入力値

先頭＋2CH 入力CH2の温度入力値

先頭＋3CH 入力CH3の温度入力値

15 0

先頭      CH 入力 CH0の温度入力値（下位）

先頭＋1CH 入力CH0の温度入力値（上位）

先頭＋2CH 入力CH1の温度入力値（下位）

先頭＋3CH 入力CH1の温度入力値（上位）

先頭＋4CH 入力CH2の温度入力値（下位）

先頭＋5CH 入力CH2の温度入力値（上位）

先頭＋6CH 入力CH3の温度入力値（下位）

先頭＋7CH 入力CH3の温度入力値（上位）

15 8 7 0

先頭      CH 入力 CH0の温度データ1

先頭＋1CH 入力CH1の温度データ1

先頭＋2CH 入力CH2の温度データ1

先頭＋3CH 入力CH3の温度データ1

先頭＋4CH トップ検出タイミングフラグ バレー検出タイミングフラグ
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CX-Integrator による選択方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウンリストより
I/Oデータ（パターン）を選択します。
下記の例では「温度データステータスフラグ」を割り付ける場合を示しています。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

■各 I/Oデータの説明

温度データ 1
温度入力値をモニタしたいときに割り付けて使用します。
「温度入力値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、「変化率」 の中からデー
タをひとつ選択して割り付けることができます。（デフォルトでは「温度入力値」が割り付い
ています。）

注．「温度データ1」に割り付けた値に対してはコンパレート機能を使うことができます。

マスタユニットに割り付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。
データは2の補数形式で割り付きます。

通常表示モード（4CH（8バイト））

15 0

先頭      CH 入力CH0の温度データ1

先頭＋1CH 入力CH1の温度データ1

先頭＋2CH 入力CH2の温度データ1

先頭＋3CH 入力CH3の温度データ1
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1/100表示モード（8CH（16バイト））

トップバレー検出タイミングフラグ
トップバレーホールド機能で、トップ（山の頂上）またはバレー（谷の底）を検出するとワ
ンショット時間の間ONとなるフラグです。
マスタユニット側でトップまたはバレーホールド値を取り込むタイミングを検出したい場合
に割り付けます。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（1CH（2バイト））

各ビットの意味は以下のとおりです。

注．ワンショット時間は変更することができます。詳細については、11-67 ページの「11-6-4　トッ
プバレーホールド機能」を参照してください。

15 0

先頭      CH 入力CH0の温度データ1（下位）

先頭＋1CH 入力CH0の温度データ1（上位）

先頭＋2CH 入力CH1の温度データ1（下位）

先頭＋3CH 入力CH1の温度データ1（上位）

先頭＋4CH 入力CH2の温度データ1（下位）

先頭＋5CH 入力CH2の温度データ1（上位）

先頭＋6CH 入力CH3の温度データ1（下位）

先頭＋7CH 入力CH3の温度データ1（上位）

15 8 7 0

＋ 1 ＋0

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 下位バイト

+1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0 上位バイト

バイト 略称 名称 説明

＋0 V_STx バレー検出タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、谷（バレー）
を検出したタイミングで1（ON）となり、
ワンショット時間経過後0（OFF）となり
ます。

＋1 T_STx トップ検出タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、山（トップ）
を検出したタイミングで1（ON）となり、
ワンショット時間経過後0（OFF）となり
ます。
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温度データステータスフラグ
「コンパレート結果フラグ」、「トップバレー検出タイミングフラグ」、「断線検知フラグ」それ
ぞれのビットが割り付けられています。
これらの検知および監視をしたい場合に割り付けます。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（2CH（4バイト））

各ビットの意味は以下のとおりです。

15 8 7 0

＋ 1 ＋ 0

＋3 ＋ 2

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0 入力 CH0 下位バイト

+1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1 入力 CH1 上位バイト

+2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2 入力 CH2 下位バイト

+3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3 入力 CH3 上位バイト

ビット 略称 名称 説明

0 LLx コ
ン
パ
レ
ｌ
ト
結
果
フ
ラ
グ

下下限警報フラグ 「温度データ1」に割り付けた値が下下限警報設定値
を下回っている間1（ON）となります。

1 Lx 下限警報フラグ 「温度データ1」に割り付けた値が下限警報設定値を
下回っている間1（ON）となります。

2 PSx 正常フラグ
(Pass 信号 )

上上限、上限、下下限、下限のいずれの警報も出てい
ない場合のみ1（ON）となります。

3 Hx 上限警報フラグ 「温度データ1」に割り付けた値が上限警報設定値を
上回っている間1（ON）となります。

4 HHx 上上限警報フラグ 「温度データ1」に割り付けた値が上上限警報設定値
を上回っている間1（ON）となります。

5 V_STx
ト
ッ
プ
バ
レ
l
検
出
タ
イ
ミ
ン
グ
フ
ラ
グ

バレー検出
タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、谷（バレー）を検出し
たタイミングでONし、ワンショット時間経過後0
（OFF）となります。

6 T_STx トップ検出
タイミングフラグ

トップバレーホールド機能で、山（トップ）を検出し
たタイミングでONし、ワンショット時間経過後0
（OFF）となります。

7 BWx 断線検知フラグ 断線を検出している間ONします。
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温度データ 1＋トップバレー検出タイミングフラグ
温度データ1の後ろにトップバレー検出タイミングフラグが割り付いたものです。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。

通常表示モード（5CH（10バイト））

1/100表示モード（9CH（18バイト））

15 8 7 0

＋ 1 ＋0

＋3 ＋2

＋ 5 ＋ 4

＋ 7 ＋ 6

＋ 9 ＋ 8

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0
入力 CH0　温度データ 1

下位バイト

+1 上位バイト

+2
入力 CH1　温度データ 1

下位バイト

+3 上位バイト

+4
入力 CH2　温度データ 1

下位バイト

+5 上位バイト

+6
入力 CH3　温度データ 1

下位バイト

+7 上位バイト

+8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 下位バイト

+9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0 上位バイト

15 8 7 0

＋ 1 ＋0

＋3 ＋2

＋ 5 ＋ 4

＋ 7 ＋ 6

＋ 9 ＋ 8

＋ 11 ＋10

＋ 13 ＋12

＋ 15 ＋14

＋ 17 ＋16
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HOLDフラグ（出力）
ピークボトムホールド機能、トップバレーホールド機能と合わせて使用し、ホールド機能の
実行タイミングをマスタユニット側から制御するために割り付けます。
マスタユニットに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（1CH（2バイト））

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0
入力 CH0　温度データ 1（下位）

下位バイト

+1 上位バイト

+2
入力 CH０　温度データ1（上位）

下位バイト

+3 上位バイト

+4
入力 CH１　温度データ1（下位）

下位バイト

+5 上位バイト

+6
入力 CH１　温度データ1（上位）

下位バイト

+7 上位バイト

+8
入力 CH２　温度データ1（下位）

下位バイト

+9 上位バイト

+10
入力 CH２　温度データ1（上位）

下位バイト

+11 上位バイト

+12
入力 CH３　温度データ1（下位）

下位バイト

+13 上位バイト

+14
入力 CH３　温度データ1（上位）

下位バイト

+15 上位バイト

+16 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 下位バイト

+17 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0 上位バイト

15 8 7 0

＋ 1 ＋ 0

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 HD3 HD2 HD1 HD0 下位バイト

+1 0 0 0 0 0 0 0 0 上位バイト
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各ビットの内容は以下のとおりです。

注．HOLD フラグはマスタユニットで ON してから、ユニット内に通知されるまで伝送遅延時間が発
生しますのでご注意ください。

ビット 略称 名称 説明

0 HD0 入力CH0用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力CH0のホールド機能を実行
します。1（ON）→0（OFF）になると、ホー
ルド機能は停止しますが、最後の値は保持され
ます。

1 HD1 入力CH1用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力CH1のホールド機能を実行
します。1（ON）→0（OFF）になると、ホー
ルド機能は停止しますが、最後の値は保持され
ます。

2 HD2 入力CH2用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力CH2のホールド機能を実行
します。1（ON）→0（OFF）になると、ホー
ルド機能は停止しますが、最後の値は保持され
ます。

3 HD3 入力CH3用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力CH3のホールド機能を実行
します。1（ON）→0（OFF）になると、ホー
ルド機能は停止しますが、最後の値は保持され
ます。
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7-3 ステータスエリアの説明
温度入力ユニットは2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニットご
とに設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。
マスタユニットに接続されている全スレーブのステータスエリアのいずれかのビットが ON
した場合に、マスタユニットのステータスフラグの該当ビット（ビット 12 がワーニングエ
リア通知先、ビット13がアラームエリア通知先）がONします。
温度入力ユニットのステータスエリアの情報は、Explicit メッセージで読み出すことができ
ます。また、CX-Integrator でも、同等の情報を読み出すことができます。

マスタ マスタに割り付けられたステータスの
ビット検知は全スレーブのOR

マスタへ通知

温度入力ユニットのステータスエリアには
｢ワーニングエリア」と｢アラームエリア」の2つが
あります。

温度入力ユニット
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■ワーニングステータスエリア
温度入力ユニットのワーニングステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 予約 使用不可

2
ネットワーク電圧フラグ
0: 正常　
1: 異常（監視値を下回った）

ネットワーク電源電圧が監視設定値未満になった場合
にONします。

3

ユニットメンテナンスフラグ
0: 正常　
1: 異常 ( 閾値または87672時間

超え )

ユニット通電時間の累計が監視設定値を超えている場
合にONします。
また、87672時間（10年 ) の経過を監視します。

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8
温度入力ワーニングフラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

温度データが表示可能な範囲を超えている場合、また
はコンパレート機能で設定した監視設定値を超えた場
合にONします。

9
積分カウントオーバーフラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

積分値が監視設定値を超えている場合にONします。

10

CH間温度差検出閾値オーバーフ
ラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

CH間温度差が監視設定値を超えている場合にONし
ます。

11

設定温度範囲トータル時間オー
バーフラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

設定温度範囲に入っている時間が監視設定値を超えて
いる場合にONします。

12

トップバレー回数設定値オーバー
フラグ
0: 範囲内（監視設定値未満）
1: 範囲外（監視設定値以上）

トップバレー回数が監視設定値を超えている場合に
ONします。

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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■アラームステータスエリア
温度入力ユニットのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重度なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1
EEP-ROMデータエラーフラグ
0：正常　
1：異常

EEP-ROM内のデータが異常になった場合にONし
ます。

2 予約 使用不可

3 予約 使用不可

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8

断線検知フラグ
0：正常、または入力異常検知無効
     機能が有効
1：断線検知、または冷接点補償器
     異常

接続しているセンサが断線しているか、または冷接点
補償器異常の場合にONします。

9

冷接点補償器断線検知フラグ
（形CRT1-TS04Tのみ）
0：正常　
1：断線検知

冷接点補償器が断線している場合にONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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7-4 温度データのモニタ
CX-Integrator の［モニタ］画面で、温度データの現在値や設定値のモニタおよびメンテナ
ンス情報の確認を行うことができます。

CX-Integrator がオンライン状態のとき、ネットワーク構成ウィンドウにある温度入力ユ
ニットのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択すると、［モニタ］画面が表示されます。
メンテナンス情報は、画面下部のステータスチェックボックスによって示され、チェックボッ
クスがONになると、異常が発生したことを示します。
なお、CX-Integrator の詳細については、11-1 ページの「11-1 CX-Integrator について」
を参照してください。

■［モニタ］画面

「全般」タブ
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パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

項目 説明

モニタ表示

説明 ユニットコメント機能で設定した内容を表示します。

最終メンテナンス日 ラストメンテナンスデイト機能で設定した日付を表示しま
す。

ユニット通電時間現在値 現在までのユニット通電時間の累計を表示します。

ネットワーク電源電圧
現在値 現在のネットワーク電源電圧を表示します。

ネットワーク電源電圧
最大値 現在までのネットワーク電源電圧の最大値および最小値を

表示します。ネットワーク電源電圧
最小値

ステータス
チェック
ボックス

ユニットメンテナンス
時期

ユニット通電時間がユニット通電時間モニタ機能で設定し
た監視値を上回るとONします。

ネットワーク電源電圧
低下

ネットワーク電源電圧がネットワーク電源電圧モニタ機能
で設定した監視値を下回るとONします。

積分値オーバー 各CHのいずれかで時間積分値が温度積分機能で設定し
た監視値を上回るとONします。

EEPROMデータエラー ユニット内メモリに異常が発生した場合にONします。

感温抵抗センサ断線 感温抵抗センサが異常の場合にONします。

ボタン

［クリア］ボタン 各表示値をクリアします。

［更新］ボタン 表示されているメンテナンス情報を現在値に更新します。

［メンテナンスカウンタ
セーブ］ボタン

メンテナンスカウンタをユニット内にセーブします。
電源再投入時に前回の値を保持します。
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「温度入力」タブ
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パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

項目 説明

モニタ表示

入力種別 現在の入力種別（センサ種別）を表示します。

表示モード

表示桁数を示します。 
0000：小数点はありません。
0000.0：小数点0.1まで表示します。
0000.00：小数点0.01まで表示します。

I/Oコメント 接続機器コメント機能で設定した内容を表示します。

最終メンテナンス日 ラストメンテナンスデイト機能で設定した日付を表示しま
す。

現在値 現在の温度入力値を表示します。

ピーク値

ユニットに保持されている温度データのピーク値／ボトム
値／トップ値／バレー値を表示します。

ボトム値

トップ値

バレー値

変化率 変化率演算機能で演算されたサンプリング周期ごとの前回
値との差を表示します。

設定温度範囲トータル時
間

設定温度範囲内時間カウント機能で計測したトータル時間
を表示します。

トップバレーカウント数 トップバレーカウント機能で計測したカウント数を表示し
ます。

積分カウンタ 時間積分の演算累積値を表示します。

最大値 ユニットに保持されている温度データの最大値／最小値を
表示します。最小値

ステータス
チェック
ボックス

オーバーレンジ 温度データが表示可能範囲の上限を超えた場合にONし
ます。

Highアラームオーバー

温度データがコンパレート機能で設定した監視設定値を超
えた場合にONします。

Highワーニングオーバー

Lowワーニングオーバー

Lowアラームオーバー

アンダーレンジ 温度データが表示可能範囲の下限を超えた場合にONし
ます。

断線 断線時にONします。

積分値設定値オーバー 時間積分値が温度積分機能で設定した監視値を上回ると
ONします。

積分値オーバーフロー 時間積分値がオーバーフローするとONします。

積分値アンダーフロー 時間積分値がアンダーフローするとONします。

設定温度範囲トータル時
間オーバー

設定温度範囲内でカウントしている現在値が監視設定値を
超えるとONします。

トップバレー回数設定値
オーバー

トップバレーカウント数が監視設定値を超えるとONし
ます。

ユーザー校正あり ユーザー校正状態で動作しているときにONします。

ボタン ［□□□クリア］ボタン 各表示値をクリアします。
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「チャネル間データ比較」タブ

注．演算を行う対象のうち、どちらかが断線している場合、演算結果は「0.00」となります。

項目 説明

比較内容 温度差を演算する対象を示します。

演算結果 演算結果を示します。
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「異常履歴」タブ

項目 説明

内容 発生した通信異常の内容を表示します。

ネットワーク電源電圧 異常発生時のネットワーク電源電圧を表示します。

ユニット通電時間 異常発生時のユニット通電時間の累計を表示します。

［クリア］ボタン 異常履歴をクリアします。
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7-5 温度入力ユニット

7-5-1　温度入力ユニット

■仕様

* 取り付け方向、入力精度に関する例外規定があります。次ページを参照してください。

項目 仕様

形式 形CRT1-TS04T 形 CRT1-TS04P

入力種別

R、S、K、J、T、E、B、N、L、U、
W、PL2切り替え可

CX-Integrator 設定の場合：入力接点
別に設定可能
ディップスイッチ設定の場合：4点一
括設定

PT100（－200～ 850℃）、
PT100（－200～ 200℃）切り替
え可

CX-Integrator 設定の場合：入力接点
別に設定可能
ディップスイッチ設定の場合：4点一
括設定

指示精度

（指示値の±0.3%と±1℃の大きい
方）±1ディジット以下 *
例外規定は以下のとおりです。

入力レンジ－200～850℃で使用
の場合：（指示値の±0.3%と±0.8
℃の大きい方）±1ディジッド以下

入力レンジ－200～200℃で使用
の場合：（指示値の±0.3%と±0.5
℃の大きい方）±1ディジッド以下

変換周期 250ms／ 4点

温度変換データ バイナリデータ（16進 4桁、1/100表示の場合は16進8桁）

絶縁方式 入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁
各温度入力信号間 ：フォトカプラ絶縁

取り付け方式 DIN35mmレール取り付け *

通信電源消費電流 75mA以下（電源電圧DC24V時）
110mA以下（電源電圧DC14V時）

75mA以下（電源電圧DC24V時）
110mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 148g以下 147g以下

入力種別
K、T、Nの－100℃
以下
U、L

W

PL2

R、Sの200℃以下
Bの400℃以下 規定なし

入力精度

±2℃±1ディジット以下

±2℃±1ディジット以下
±3℃±1ディジット以下

±0.3%と±3℃の大きい方
±1ディジット以下
±0.3%と±2℃の大きい方
±1ディジット以下
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取り付け方向による精度規定
形CRT1-TS04Tには端子台に冷接点補償器が付属しているため、ユニット部のみの交換を
行った場合、以下のとおり取り付け方向により入力精度が異なりますのでご注意ください。

■各部の名称と機能

形CRT1-TS04T

形 CRT1-TS04P

取り付け方向 入力精度

正面取り付け 性能仕様の指示精度通り

上記以外の取り付け方向の場合

指示値の±0.3%、または2℃の大きい方±1ディジット以下。
例外規定は以下のとおりです。

入力種別 入力精度

±0.3%と±4℃の大きい方
±1ディジット以下

±3℃±1ディジット以下
±3℃±1ディジット以下

±0.3%と±3℃の大きい方

±4℃±1ディジット以下
規定なし

K、T、Nの－100℃以下
U、L
R、Sの200℃以下
Bの400℃以下

W

PL2

通信用コネクタ

入力用端子台（着脱式） 

0123
45

6789 

0123
45

6789 

T ST S

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力レンジ設定用
ディップスイッチ

通信用コネクタ

入力用端子台（着脱式） 

0123
45

6789 

0123
45

6789 

T ST S

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

入力レンジ設定用
ディップスイッチ
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■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3 　通信用 LED」を参照してください。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■入力種別の設定

ディップスイッチによる設定
入力種別の設定はディップスイッチ、またはCX-Integrator により行います。

SW名 設定 仕様

SW1

入力種別（入力レンジ）の設定 次表参照
（出荷時設定はすべてOFF）

SW2

SW3

SW4

SW5 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の動作の保証
はできません。

SW6 ℃／ﾟＦ表示切り替え OFF：℃変換
ON：ﾟＦ変換

SW7 OFF固定 必ずOFFで使用してください。ON時の動作の保証
はできません。

SW8 入力種別の設定方法

OFF：CX-Integrator による設定
ON：ディップスイッチによる設定
注．ディップスイッチによる設定の場合は全点同じ入力種

別となります。 接点ごとに入力種別を設定したい場合
は、CX-Integrator による設定を行ってください。

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

1 2 3 4 5 6 7 8
ON
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形CRT1-TS04Tの入力種別設定

形CRT1-TS04Pの入力種別設定

 SW5、SW7は必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。
℃／ﾟＦ表示切り替えを入力接点ごとに設定することはできません。
正しく設定されていない場合はMS LEDが赤点滅し動作しません。再設定後、電源をリセッ
トしてください。

SW1 SW2 SW3 SW4 入力種別

OFF OFF OFF OFF R

ON OFF OFF OFF S

OFF ON OFF OFF K（－200～1300℃）

ON ON OFF OFF K（0.0 ～ 500.0 ℃）

OFF OFF ON OFF J（－ 100～850℃）

ON OFF ON OFF J（0.0 ～ 400.0 ℃）

OFF ON ON OFF T

ON ON ON OFF E

OFF OFF OFF ON L（－ 100～850℃）

ON OFF OFF ON L（0.0 ～ 400.0 ℃）

OFF ON OFF ON U

ON ON OFF ON N

OFF OFF ON ON W

ON OFF ON ON B

OFF ON ON ON PL2

ON ON ON ON 設定不可

SW1 SW2 SW3 SW4 入力種別

OFF固定
OFF

OFF 固定
PT100（－200～850℃）

ON PT100（－200～ 200℃）
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CX-Integrator による設定
CX-Integrator により、チャネルごとに入力種別の設定を行います。
以下に設定方法を示します。

① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ 入力種別の設定を行いたいチャネルのタブを選択し、「入力タイプ」のプルダウンリスト
より入力種別を選択します。

④ 「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤ 「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■入力種別に対する入力レンジ
各入力種別に対する入力レンジは、以下のようになります。

形CRT1-TS04T の入力レンジ

形CRT1-TS04P の入力レンジ

注．上表の値は、精度保証範囲です。

入力種別 レンジ（℃） レンジ（ﾟＦ）

R 0～1700 0～ 3000

S 0～ 1700 0～ 3000

K（－200～1300℃） －200～ 1300 － 300～ 2300

K（0.0～ 500.0 ℃） 0.0 ～ 500.0 0.0 ～ 900.0

J（－100～ 850℃） －100～850 － 100～ 1500

J（0.0 ～ 400.0 ℃） 0.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

T － 200.0 ～ 400.0 － 300.0 ～ 700.0

E 0～ 600 0～ 1100

L（－100～ 850℃） －100～850 － 100～ 1500

L（0.0 ～ 400.0 ℃） 0.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

U － 200.0 ～ 400.0 － 300.0 ～ 700.0

N － 200～ 1300 － 300～ 2300

W 0～2300 0～ 4100

B 100～ 1800 300～ 3200

PL2 0～ 1300 0～ 2300

入力種別 レンジ（℃） レンジ（ﾟＦ）

PT100（－200～ 850℃） －200.0 ～ 850.0 － 300.0 ～ 1500.0

PT100（－200～200℃） －200.0 ～ 200.0 － 300.0 ～ 380.0
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■温度変換可能範囲
変換可能なデータ範囲は、選択した入力種別によって以下のようになります。

形CRT1-TS04T のデータ範囲

注1．表示範囲を超えて断線が検知されるまでの間の表示データは、表示範囲両端で固定とします。
注2．断線を検知した場合の表示データは、「7FFF」となります。（1/100表示時は「7FFFFFFF」）

形CRT1-TS04P のデータ範囲

 急激な温度変化があった場合、製品内部に結露が発生し、正常な指示値を示さなくなりま
すのでご注意ください。結露が発生した場合は、一定温度で 1 時間ほど放置してから使用
してください。

 入力温度が変換可能な範囲を超えた場合、温度データは上限値または下限値で固定されま
す。入力温度がある一定値以上変換可能な範囲から外れると、入力配線が断線したものと
判断され、断線検知機能が働いて温度データは7FFF Hex となります。また、冷接点補償
器に異常がある場合にも、断線検知機能が働きます。
入力温度が変換可能な範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換デー
タに戻ります。

種別 ℃ 表示 ﾟＦ 表示

R －20～1720 FFEC～ 06B8 － 20～3020 FFEC～ 0BCC

S － 20～1720 FFEC～ 06B8 － 20～3020 FFEC～ 0BCC

K（－200～
1300℃） －220～1320 FF24～ 0528 － 320～2320 FEC0～ 0910

K（0.0 ～
500.0 ℃） －20.0 ～ 520.0 FF38～ 1450 － 20.0 ～ 920.0 FF38～ 23F0

J（－100～
850℃） －120～870 FF88～ 0366 － 120～1520 FF88～ 05F0

J（0.0 ～
400.0 ℃） －20.0 ～ 420.0 FF38～ 1068 － 20.0 ～ 770.0 FF38～ 1E14

T － 220.0 ～ 420.0 F768～ 1068 － 320.0 ～ 720.0 F380～ 1C20

E － 20～620 FFEC～ 026C － 20～1120 FFEC～ 0460

L（－100～
850℃） －120～870 FF88～ 0366 － 120～1520 FF88～ 05F0

L（0.0 ～
400.0 ℃） －20.0 ～ 420.0 FF38～ 1068 － 20.0 ～ 770.0 FF38～ 1E14

U － 220.0 ～ 420.0 F768～ 1068 － 320.0 ～ 720.0 F380～ 1C20

N －220～1320 FF24～ 0528 － 320～2320 FEC0～ 0910

W －20～2320 FFEC～ 0910 － 20～4120 FFEC～ 1018

B 80～ 1820 0050～ 071C 280～ 3220 0118～ 0C94

PL2 － 20～1320 FFEC～ 0528 － 20～2320 FFEC～ 0910

種別 ℃ 表示 ﾟＦ 表示

PT100
（－200～
850℃）

－220.0 ～ 870.0 F768～ 21FC － 320.0 ～ 1520.0 F380～ 3B60

PT100
（－200～
200℃）

－220.0 ～ 220.0 F768～ 0898 － 320.0 ～ 400.0 F380～ 0FA0
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■端子配列

形CRT1-TS04T

形 CRT1-TS04P

■配線

 使用しない未接続端子がある場合、断線を検知してしまいます。断線を検知させたくない
場合は、以下のように未接続端子への配線を行うか、CX-Integrator の入力異常検知無効
機能を使用してください。

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC0
＋

0
－

NC1
＋

1
－

2
＋

2
－

3
＋

3
－

冷接点補償器
冷接点補償器は触れたり、外したりしないでください。
正常な温度データを示さなくなります。

NC NC NC NC

NC

NC

2B 3B3A2A0B 1B1A0A

2B 3B0B 1B

形CRT1-TS04T
熱電対入力

形CRT1-TS04P
測温抵抗体入力

NC

0
－

0B

0B0A0
＋

短絡させる

50Ω～150Ωの抵抗

形CRT1-TS04T
熱電対入力

形CRT1-TS04P
測温抵抗体入力

NC 0
＋

0B

0B0A

0
－
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■外形寸法（形CRT1-TS04T ／形 CRT1-TS04P 共通）

50
3.

14

115 (mm)

66
.9

50
.1
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8拡張ユニット

8-1 拡張ユニットについて
1台のデジタル I/Oスレーブ（形CRT1-ID16（-1）／形CRT1-OD16（-1）／形CRT1-
ROS16／形 CRT1-ROF16）に対し、1台の拡張ユニットを組み合わせることができます。
拡張ユニットには以下のようなタイプがあり、組み合わせ次第でフレキシブルな点数の拡張
が可能です。

■拡張ユニットの取り付け方法
1．  デジタル I/Oスレーブの右側面に付いているカバーを取り外します。

2． コネクタどうしがかみ合うように拡張ユニットをデジタル I/Oスレーブに取り付
けます。

3． コネクタどうしが確実に嵌合するように、拡張ユニットをデジタル I/Oスレーブ
にカチッという音がするまで押し付けます。

形式 I/O点数 入力点数 出力点数

形XWT-ID08 8点入力（NPN対応） 8点 0点

形XWT-ID08-1 8点入力（PNP対応） 8点 0点

形XWT-OD08 8点出力（NPN対応） 0点 8点

形XWT-OD08-1 8点出力（PNP対応） 0点 8点

形XWT-ID16 16点入力（NPN対応） 16点 0点

形XWT-ID16-1 16点入力（PNP対応） 16点 0点

形XWT-OD16 16点出力（NPN対応） 0点 16点

形XWT-OD16-1 16点出力（PNP対応） 0点 16点
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■ I/O電源の供給方法
拡張ユニットを取り付けた際の I/O 電源の供給方法について、入力ユニットどうし（デジタ
ル I/O スレーブ入力＋拡張ユニット入力）を組み合わせた場合は、I/O 電源の供給はデジタ
ル I/Oスレーブのみになります。
デジタル I/Oスレーブ入力タイプと拡張ユニット出力タイプ、デジタル I/O スレーブ出力タ
イプと拡張ユニット入力タイプまたは、出力ユニットどうし（デジタル I/O スレーブ出力＋
拡張ユニット出力）の組み合わせの場合には、デジタル I/O スレーブ、拡張ユニットの双方
に I/O電源の供給が必要です。
次表を参照し、組み合わせ時には配線にご注意ください。

電源を投入したままユニットの拡張を行わないでください。

組み合わせ 拡張ユニットへの I/O電源供給の
要／不要

デジタル I/Oスレーブ入力（IN）+拡張ユニット入力（IN）
の場合

（例）形CRT1-ID16＋形XWT-ID16

供給不要
（デジタル I/Oスレーブの

I/O電源と共用）

デジタル I/Oスレーブ入力（IN）+拡張ユニット出力（OUT）
の場合

（例）形CRT1-ID16＋形XWT-OD16

供給必要
（両ユニットに I/O電源が必要）

デジタル I/Oスレーブ出力（OUT）+拡張ユニット入力（IN）
の場合

（例）形CRT1-OD16＋形XWT-ID16

供給必要
（両ユニットに I/O電源が必要）

デジタル I/Oスレーブ出力（OUT）+拡張ユニット出力
（OUT）の場合

（例）形CRT1-OD16＋形XWT-OD16

供給必要
（両ユニットに I/O電源が必要）
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8-2 拡張ユニットの仕様

8-2-1　8 点入力ユニット
形XWT-ID08 ／形 XWT-ID08-1

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-ID08 ／形 XWT-ID08-1 共通）

■表示部
各 I/O の入力状態を表示します。

項目 仕様・性能

形式 形XWT-ID08 形 XWT-ID08-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

IN

表示部

脱着式端子台

各接点の入力状況を表示します。
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■内部回路

形XWT-ID08（NPN対応）

形 XWT-ID08-1（PNP対応）

V    DC24V

0

1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V    DC24V

0

1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 
路
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■配線

形XWT-ID08（NPN対応）

形 XWT-ID08-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V
6

1
7

3
8

5
9

7
10

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

DC24V

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

V
6

1
7

3
8

5
9

7
10

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

DC24V

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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■外形寸法（形XWT-ID08 ／形 XWT-ID08-1 共通）

8-2-2　8 点出力ユニット
形XWT-OD08 ／形 XWT-OD08-1

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-OD08 ／形 XWT-OD08-1 共通）

項目 仕様・性能

形式 形XWT-OD08 形 XWT-OD08-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点　2.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

43.9

50

6613 49.7

29.9

3.
1

(mm)

0UT

脱着式端子台

表示部
各接点の出力状況を表示します。
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■表示部
各 I/O の出力状態を表示します。

■内部回路

形XWT-OD08（NPN対応）

形 XWT-OD08-1（PNP対応）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

0

1

G

V    DC24V

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路
フォト
カプラ

降
圧

0

1

G

V    DC24Vフォト
カプラ

内 

部 

回 

路
フォト
カプラ

降
圧
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■配線

形XWT-OD08（NPN対応）

形 XWT-OD08-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

■外形寸法（形XWT-OD08 ／形 XWT-OD08-1 共通）

V
6

1
7

3
8

5
9

7
10

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

DC24V

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

V
6

1
7

3
8

5
9

7
10

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

DC24V

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

43.9

50

6613 49.7

29.9

3.
1

(mm)
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8-2-3　16 点入力ユニット
形XWT-ID16 ／形 XWT-ID16-1

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-ID16 ／形 XWT-ID16-1 共通）

■表示部
各 I/O の入力状態を表示します。

項目 仕様・性能

形式 形XWT-ID16 形 XWT-ID16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

IN

表示部
各接点の入力状況を表示します。

脱着式端子台
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■内部回路

形XWT-ID16（NPN対応）

形 XWT-ID16-1（PNP対応）

V    DC24V

0

1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V    DC24V

0

1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 
回 
路
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■配線

形XWT-ID16（NPN対応）

形 XWT-ID16-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G 0 2
3

4
4

6
5

8
6

DC24V

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
91 2

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

8
6

DC24V

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
9

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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拡
張
ユ
ニ
ッ
ト

　８
■外形寸法（形XWT-ID16 ／形 XWT-ID16-1 共通）

8-2-4　16 点出力ユニット
形XWT-OD16 ／形 XWT-OD16-1

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-OD16 ／形 XWT-OD16-1 共通）

項目 仕様・性能

形式 形XWT-OD16 形 XWT-OD16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.5A／点、4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

0  1  2  3  4  5  6  70  1  2  3  4  5  6  7 8  9  10 11 12 13 14 158  9  10 11 12 13 14 15

12 94

43.9

50

49.7

29.9

3.
1

(mm)

OUT

脱着式端子台

表示部
各接点の出力状況を表示します。
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8-2 拡張ユニットの仕様

拡
張
ユ
ニ
ッ
ト

 ８
■表示部
各 I/O の出力状態を表示します。

■内部回路

形XWT-OD16（NPN対応）

形 XWT-OD16-1（PNP対応）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

0

1

G

V    DC24V

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路
フォト
カプラ

降
圧

0

1

G

V    DC24Vフォト
カプラ

内 

部 

回 

路 フォト
カプラ

降
圧
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8-2 拡張ユニットの仕様

拡
張
ユ
ニ
ッ
ト

　８
■配線

形XWT-OD16（NPN対応）

形 XWT-OD16-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

■外形寸法（形XWT-OD16 ／形 XWT-OD16-1 共通）

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

8
6

DC24V

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
9

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

8
6

DC24V

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
9

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

0  1  2  3  4  5  6  70  1  2  3  4  5  6  7 8  9  10 11 12 13 14 158  9  10 11 12 13 14 15

12 94

43.9

50

49.7

29.9

3.
1

(mm)
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9-1 ステータスエリアの説明

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
9ビットスレーブ

9-1 ステータスエリアの説明
ビットスレーブは2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニットごと
に設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。
マスタユニットに接続されている全スレーブのステータスエリアのいずれかのビットが ON
した場合に、マスタユニットのステータスフラグの該当ビット（ビット 12 がワーニングエ
リア通知先、ビット13がアラームエリア通知先）がONします。
ビットスレーブのステータスエリアの情報は、Explicit メッセージで読み出すことができま
す。また、CX-Integrator でも、同等の情報を読み出すことができます。

マスタ マスタに割り付けられたステータスの
ビット検知は全スレーブのOR

マスタへ通知 ビットスレーブ

ビットスレーブのステータスエリアには
｢ワーニングエリア」と「アラームエリア」の2つが
あります。
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9-1 ステータスエリアの説明

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
ワーニングステータスエリア
ビットスレーブのワーニングステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。

注．ビットスレーブ小型コネクタタイプでは、全ビットの内容が予約になっています。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 予約 使用不可

2
ネットワーク電圧フラグ
0: 正常　
1: 異常（閾値を下回った）

ネットワーク電源電圧モニタ機能で閾値として設定し
た電圧を下回った場合にONします。

3

ユニットメンテナンスフラグ
0: 正常　
1: 異常 ( 閾値または87672時間

超え )

ユニット通電時間モニタ機能で閾値として設定した通
電時間を上回った場合にONします。
また、87672時間（10年 ) の経過を監視します。

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8
動作時間モニタ監視フラグ
0: 正常　
1: 異常（閾値を上回った）

動作時間モニタ機能で閾値として設定した時間を上
回った場合にONします。

9
接続機器メンテナンスフラグ
0: 正常　
1: 異常（閾値を上回った）

接点動作回数モニタ機能、またはON積算時間モニ
タ機能で閾値として設定した回数または時間を上回っ
た場合にONします。

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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9-1 ステータスエリアの説明
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アラームステータスエリア
ビットスレーブのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重度なエラーを検知します。

注．ビットスレーブ小型コネクタタイプでは、EEP-ROM データエラーフラグのみ対応して
います。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1
EEP-ROMデータエラーフラグ
0: 正常　
1: 異常

2 予約 使用不可

3 予約 使用不可

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8 予約 使用不可

9 予約 使用不可

10
電源短絡検知フラグ
0: 短絡なし　
1: 短絡あり

配線異常や接続機器の故障などにより接続機器へ供給
している電源が短絡状態となった場合にONします。

11
負荷短絡検知フラグ
0: 短絡なし　
1: 短絡あり

配線異常や接続機器の故障などにより負荷短絡状態と
なった場合にONします。

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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9-2 I/O データ割付
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9-2 I/Oデータ割付
ビットスレーブは、2点＝2ビット単位でノードアドレスエリアを占有します。

・入力／出力ユニットの場合
2点のスレーブの場合、1ノードで2ビット（自身のノードアドレスエリア分）を占有し
ます。
4点のスレーブの場合、1ノードで4ビット（自身のノードアドレスエリア分と次のノー
ドアドレスエリア分）を占有します。

・入出力ユニットの場合
1ノードで4ビット（OUT／ INのノードアドレスエリア分）を占有します。

2 点入力ユニットの場合

4点入力ユニットの場合

2点出力ユニットの場合

4点出力ユニットの場合

2点入出力ユニットの場合

* 2 点入出力ユニットの " 空き " で示した各上位ビットは空きビットになっています。
空きビットの詳細は以下のとおりです。
BIT OUTエリアの空きビット：0で使用してください。
BIT IN エリアの空きビット：0が入力されます。

BIT INエリア

1 0

BIT INエリア

123 0

BIT OUTエリア

1 0

BIT OUTエリア

1 03 2

BIT OUTエリア

BIT INエリア

空き *

空き * 0

0
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9-2 I/O データ割付

ビ
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4 点入出力ユニットの場合

ビットスレーブの場合、ノードアドレスエリアは詰められて占有します。
例えば、2点のスレーブが8台で、1CHを占有します。また、2点のスレーブが4台と4
点のスレーブが2台で、1CHを占有します。

BIT OUTエリア

BIT INエリア

1

1 0

0
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
9-3 e-CONコネクタタイプ

9-3-1　2 点入力ユニット
形CRT1B-ID02S ／形CRT1B-ID02S-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-ID02S 形 CRT1B-ID02S-1

入出力点数 入力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA以上／点（DC10.5V時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）　
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC規格 IP20

取り付け方法 M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 *

65mA以下
（電源電圧DC24V時）
80mA以下
（電源電圧DC14V時）

45mA以下
（電源電圧DC24V時）
65mA以下
（電源電圧DC14V時）

入力接続機器供給電流 80mA/2点

質量 70ｇ以下
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9-3 e-CONコネクタタイプ
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■各部の名称と機能（形CRT1B-ID02S ／形 CRT1B-ID02S-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10進数）の100の桁を左のロータリスイッチで、10の桁を中央のロー
タリスイッチで、1の桁を右のロータリスイッチで設定します。（0～127）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～1
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

SHT0 赤点灯　 電源短絡 電源短絡状態

MS NS SHT0  0   1

通信用LED（MS、NS） I/O用LED（0、1）

電源短絡検知用LED（SHT0） ノードアドレス設定用
ロータリスイッチ
（×100、×10、×1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

フラットケーブル
　 （付属）

01
2

3

4 5 6

7
8

901

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×100）
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9-3 e-CONコネクタタイプ
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■内部回路

形CRT1B-ID02S（NPN対応）

形CRT1B-ID02S-1（PNP対応）

BS＋

BS－

BDH

BDL

V

NC

G

IN0

V

NC

G

IN1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

V

NC

G

IN0

V

NC

G

IN1

BS＋

BS－

BDH

BDL

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路
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9-3 e-CONコネクタタイプ
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■配線
I/O コネクタ部は、e-CONコネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-ID02S（NPN対応）

形CRT1B-ID02S-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1B-ID02S ／形 CRT1B-ID02S-1 共通）

V

NC

IN
0

V

NC

G

IN
1

1

2

3

4

G

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V

NC

IN
0

V

NC

G

IN
1

1

2

3

4

G

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

32.1

(548)

48 5.7 (mm)
(  )内は参考寸法です。

48
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9-3-2　2 点出力ユニット
形CRT1B-OD02S ／形CRT1B-OD02S-1

■出力部仕様

* 出力が全点OFFで出力機器の実負荷電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。ア
クチュエータへの I/O電源の供給にも通信電源を使用するため、アクチュエータの実負荷電流や接続
台数を、追加消費電流として検討してください。
通信電源の消費電流は次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（実負荷電流×使用アクチュ
エータ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-OD02S 形 CRT1-OD02S-1

入出力点数 出力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.2A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.2A、各出力端子とBS－間）

1.2V以下
（DC0.2A、各出力端子とBS＋間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

負荷短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

出力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC規格 IP20

取り付け方法 M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 *

55mA以下
（電源電圧DC24V時）
75mA以下
（電源電圧DC14V時）

55mA以下
（電源電圧DC24V時）
70mA以下
（電源電圧DC14V時）

質量 59ｇ以下
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9-3 e-CONコネクタタイプ
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■各部の名称と機能（形CRT1B-OD02S ／形CRT1B-OD02S-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10進数）の100の桁を左のロータリスイッチで、10の桁を中央のロー
タリスイッチで、1の桁を右のロータリスイッチで設定します。（0～127）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～1
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

SHT0 赤点灯　 負荷電源短絡 負荷電源短絡状態

MS NS SHT0  0   1

通信用LED（MS、NS） I/O用LED（0、1）

電源短絡検知用LED（SHT0） ノードアドレス設定用
ロータリスイッチ
（×100、×10、×1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

フラットケーブル
　 （付属）

01
2

3

4 5 6

7
8

901

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×100）
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■内部回路

形CRT1B-OD02S（NPN対応）

形CRT1B-OD02S-1（PNP対応）

V

NC

NC

OUT0

V

NC

NC

OUT1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL

NC

NC

G

OUT0

NC

NC

G

OUT1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■配線
I/O コネクタ部は、e-CONコネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-OD02S（NPN対応）

形CRT1B-OD02S-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

■外形寸法（形CRT1B-OD02S ／形CRT1B-OD02S-1 共通）

V

NC

NC

OUT
0

NC

NC

OUT
1

1

2

3

4

V

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

NC

NC

G

OUT
0

NC

G

OUT
1

1

2

3

4

NC

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

32.1

(548)

48 5.7 (mm)
(  )内は参考寸法です。

48
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
9-3-3　2 点入力ユニット（IP54 適合）
形CRT1B-ID02SP ／形CRT1B-ID02SP-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-ID02SP 形 CRT1B-ID02SP-1

入出力点数 入力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA以上／点（DC10.5V時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）　
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC規格 IP54

取り付け方法 M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 65mA以下（電源電圧DC24V時）
80mA以下（電源電圧DC14V時）

入力接続機器供給電流 80mA/2点

質量 184g以下
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■各部の名称と機能（形CRT1B-ID02SP／形CRT1B-ID02SP-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～1
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

SHT0 赤点灯　 電源短絡 電源短絡状態

通信用LED（MS、NS） I/O用LED（0、1）

電源短絡検知用LED（SHT0） ノードアドレス設定用
ロータリスイッチ
（×100、×10、×1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

フラットケーブル
　 （付属）
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10進数）の100の桁を上のロータリスイッチで、10の桁を中央のロー
タリスイッチで、1の桁を下のロータリスイッチで設定します。（0～ 127）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

形CRT1B-ID02SP（NPN対応）

形CRT1B-ID02SP-1（PNP対応）

0
1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789

ノードアドレス設定（×10）

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×100）

V

NC

G

IN0

V

NC

G

IN1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL

V

NC

G

IN0

V

NC

G

IN1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■配線
I/O コネクタ部は、e-CONコネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-ID02SP（NPN対応）

形CRT1B-ID02SP-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V

NC

IN
0

V

NC

G

IN
1

1

2

3

4

G

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

V

NC

IN
0

V

NC

G

IN
1

1

2

3

4

G

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
■外形寸法（形CRT1B-ID02SP ／形CRT1B-ID02SP-1 共通）

(594.5)
94.5

73 50

11
3

96
.2

7

61.25
(mm)

(  )内は参考寸法です。

51
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
9-3-4　2 点出力ユニット（IP54 適合）
形CRT1B-OD02SP ／形 CRT1B-OD02SP-1

■出力部仕様

* 出力が全点OFFで出力機器の実負荷電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。ア
クチュエータへの I/O電源の供給にも通信電源を使用するため、アクチュエータの実負荷電流や接続
台数を追加消費電流として検討してください。
通信電源の消費電流は次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（実負荷電流×使用アクチュ
エータ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-OD02SP 形 CRT1B-OD02SP-1

入出力点数 出力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.2A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）　
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.2A、各出力端子とBS－間）

1.2V以下
（DC0.2A、各出力端子とBS＋間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

負荷電源短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

出力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC規格 IP54

取り付け方法 M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 50mA以下（電源電圧DC24V時）
75mA以下（電源電圧DC14V時）

質量 169g以下
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
■各部の名称と機能（形CRT1B-OD02SP／形CRT1B-OD02SP-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの出力状態を表示します。

通信用LED（MS、NS） I/O用LED（0、1）

電源短絡検知用LED（SHT0） ノードアドレス設定用
ロータリスイッチ
（×100、×10、×1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

フラットケーブル
　 （付属）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～1
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

SHT0 赤点灯　 負荷短絡 負荷短絡状態
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10進数）の100の桁を上のロータリスイッチで、10の桁を中央のロー
タリスイッチで、1の桁を下のロータリスイッチで設定します。（0～127）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

形CRT1B-OD02SP（NPN対応）

形CRT1B-OD02SP-1（PNP対応）

0
1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789

ノードアドレス設定（×10）

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×100）

V

NC

NC

OUT0

V

NC

NC

OUT1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL

NC

NC

G

OUT0

NC

NC

G

OUT1

内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
■配線
I/O コネクタ部は、e-CONコネクタを使用します。ピン配置と信号の関係は以下のとおりで
す。

形CRT1B-OD02SP（NPN対応）

形CRT1B-OD02SP-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

V

NC

NC

OUT
0

NC

NC

OUT
1

1

2

3

4

V

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど

NC

NC

G

OUT
0

NC

G

OUT
1

1

2

3

4

NC

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■外形寸法（形CRT1B-OD02SP ／形CRT1B-OD02SP-1 共通）

(594.5)
94.5

73 50

11
3

96
.2

7

61.25
(mm)

(  )内は参考寸法です。

51
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
9-3-5　4 点入力ユニット（IP54 適合）
形CRT1B-ID04SP ／形CRT1B-ID04SP-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-ID04SP 形 CRT1B-ID04SP-1

入出力点数 入力4点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA以上／点（DC10.5V時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）　
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 4点／コモン

電源短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC規格 IP54

取り付け方法 M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 85mA以下（電源電圧DC24V時）
90mA以下（電源電圧DC14V時）

入力接続機器供給電流 80mA/2点

質量 188ｇ
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■各部の名称と機能（形CRT1B-ID04SP／形CRT1B-ID04SP-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～3
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

SHT0 赤点灯　 電源短絡 電源短絡状態

通信用LED（MS、NS） I/O用LED（0～3）

電源短絡検知用LED（SHT0）
ノードアドレス設定用
ロータリスイッチ
（×100、×10、×1）

I/Oコネクタ
（e-CONコネクタ）

フラットケーブル
　 （付属）
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10進数）の100の桁を上のロータリスイッチで、10の桁を中央のロー
タリスイッチで、1の桁を下のロータリスイッチで設定します。（0～ 127）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■内部回路

形CRT1B-ID04SP（NPN対応）

0
1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789

ノードアドレス設定（×10）

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×100）

V0

NC

G0

IN0

V0

NC

G0

IN1

V1

NC

G1

IN2

V1

NC

G1

IN3

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

内 

部 

回 

路

負荷短絡
保護回路

BS＋

BS－

BDH

BDL
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
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 ９
形CRT1B-ID04SP-1（PNP対応）

■配線
I/O コネクタ部は、e-CONコネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-ID04SP（NPN対応）

V0

NC

G0

IN0

V0
NC

G0

IN1

V1

NC

G1

IN2

V1

NC

G1

IN3

BS {

BS |

BDH

BDL

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

内 

部 

回 

路

V0

NC

IN
0

V0

NC

IN
1

G0 G0

1

2

3

4

V1

NC

IN
2

V1

NC

G1

IN
3

G1

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

茶 （
白
）

青 （
黒
）
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9-3 e-CONコネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
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ブ

　９
形CRT1B-ID04SP-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1B-ID04SP ／形CRT1B-ID04SP-1 共通）

V0

NC

IN
0

V0

NC

IN
1

G0 G0

1

2

3

4

V1

NC

IN
2

V1

NC

G1

IN
3

G1

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

(594.5)
94.5

73 50

11
3

96
.2

7

61.25
(mm)

(  )内は参考寸法です。

51
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9-4 クランプタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
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ブ

 ９
9-4 クランプタイプ

9-4-1　2 点入力／ 2点出力ユニット（IP54 適合）
形CRT1B-MD04SLP ／形CRT1B-MD04SLP-1

■入力部仕様

* 入力、出力が全点 OFF で入力機器／出力機器の消費電流／実負荷電流を含まない、ビットスレーブ
本体の通信用消費電流です。センサ、アクチュエータへの I/O電源の供給にも通信電源を使用するた
め、センサ／アクチュエータの消費電流／実負荷電流や接続台数を追加消費電流として検討してくだ
さい。
通信電源の消費電流は次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）＋（アクチュエータの実負荷電流×使用ア
クチュエータ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-MD04SLP 形 CRT1B-MD04SLP-1

入出力点数 入力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上 
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上 
（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1mA以下

入力電流 3.0mA以上／点（DC10.5V時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC規格 IP54

取り付け方法 M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 *

80mA以下
（電源電圧DC24V時）
90mA以下
（電源電圧DC14V時）

75mA以下
（電源電圧DC24V時）
85mA以下
（電源電圧DC14V時）

入力接続機器供給電流 80mA/2点

質量 191ｇ以下 191ｇ以下
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■出力部仕様

■各部の名称と機能（形CRT1B-MD04SLP ／形CRT1B-MD04SLP-1 共通）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-MD04SLP 形 CRT1B-MD04SLP-1

入出力点数 出力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.2A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.2A、各出力端子とBS－間）

1.2V以下
（DC0.2A、各出力端子とBS＋間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

外部負荷電源短絡検知 検知機能あり

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

通信用LED（MS、NS） I/O用LED（0～3）

電源短絡検知用LED（SHT0、SHT1）

I/Oコネクタ
（スクリューレスクランプ）

ノードアドレス設定用
ロータリスイッチ
（×100、×10、×1）

フラットケーブル
　 （付属）
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■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入出力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10進数）の100の桁を上のロータリスイッチで、10の桁を中央のロー
タリスイッチで、1の桁を下のロータリスイッチで設定します。（0～127）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～3
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

SHT0 赤点灯　 電源短絡 電源短絡状態

SHT1 赤点灯　 負荷短絡 負荷短絡状態

0
1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789
0

1

2 3 4
5

6

789

ノードアドレス設定（×10）

ノードアドレス設定（×1）

ノードアドレス設定（×100）
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■内部回路

形CRT1B-MD04SLP（NPN対応）

V

NC

G

IN0

BS＋

BS－

BDH

BDL

V

NC

G

IN1

V

NC

NC

OUT0

V

NC

NC

OUT1

内 

部 
回 
路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路
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形CRT1B-MD04SLP-1（PNP対応）

■配線
I/O コネクタ部は、スクリューレスクランプターミナルを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-MD04SLP（NPN対応）

V

NC

G

IN0

V

NC

G

IN1

NC

NC

G

OUT0

NC

NC

G

OUT1

BDH

BDL

BS＋

BS－
内 

部 

回 

路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

負荷短絡
保護回路

内 

部 

回 

路

負荷短絡
保護回路

負荷短絡
保護回路

V

NC

NC

OUT
0

NC

NC

OUT
1

1

2

3

4

V

V

NC

IN
0

V

NC

G

IN
1

1

2

3

4

G

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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形CRT1B-MD04SLP-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V

NC

IN
0

V

NC

IN
1

1

2

3

4

G

NC

NC

G

OUT
0

NC

G

OUT
1

1

2

3

4

NC

G

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青 （
黒
）

黒 （
白
）

茶 （
白
）

青 （
黒
）

茶 （
赤
）

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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■外形寸法（形CRT1B-MD04SLP ／形CRT1B-MD04SLP-1 共通）

(594.5)
94.5

73 50

11
3

96
.2

7

61.25
(mm)

(  )内は参考寸法です。

51
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9-5 小型コネクタタイプ

9-5-1 ビットスレーブ小型コネクタタイプ共通

■通信ケーブルへの接続
ビットスレーブ小型コネクタタイプに接続可能な通信用コネクタは、以下のとおりです。

通信用コネクタ適合表

オープン型コネクタ形 DCN4-TB4 とマルチ配線用コネクタ形 DCN4-MD4 は、ビットス
レーブ小型コネクタタイプには使用できません。
通信用コネクタの加工・装着方法については、3-12 ページの「3-3　フラットコネクタの
加工・装着」を参照してください。

■使用できる各機能の有無について
ビットスレーブ小型コネクタタイプでは、制御系システムおよび保全系システムの立ち上げ・
復旧時間の短縮に貢献する情報を収集する機能を搭載していません。
詳細については、1-6 ページの「1-1-3　CompoNet スレーブで使用できる各機能の有無
一覧」を参照してください。

■通信電源電圧の確認方法
ビットスレーブ小型コネクタタイプでは、ネットワーク電源電圧モニタ機能を搭載していな
いため、フラットケーブルを接続した場合には以下のいずれかの方法で確認してください。
1． ビットスレーブ小型コネクタタイプを接続する箇所のフラットコネクタプラグまたはフ
ラットケーブルⅠ用マルチ配線用コネクタプラグに、ケーブルを接続したフラットコネ
クタソケットを接続し、引き出したケーブルを短絡しないように端子台等で固定してテ
スタ・電圧計等で測定する。

2． I/O コネクタのV-G端子間をテスタ・電圧計等で測定する。

品名 形式 フック 使用可能な
通信ケーブル

オープン型コネクタ
（ユニット接続用）

形 HCN-TB4LMZG+
( 本多通信工業株式会社製 )

内 丸型ケーブル I、
丸型ケーブル II

フラットコネクタプラグ 形DCN4-BR4 内 フラットケーブル I

形 DCN5-BR4 内 フラットケーブル II

フラットケーブルⅠ用
マルチ配線用コネクタ
プラグ

形DCN4-MR4 内 フラットケーブル I
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測定時には短絡しないように注意してください。短絡すると、システムやユニットが破損す
ることがあります。
 I/OコネクタのV-G端子間で測定する場合、出力ユニットの出力は必ずOFFで測定してくだ
さい。測定時に出力ONの信号ピンと短絡するとユニットが破損することがあります。

■継続短絡回避回路について
I/O 配線の短絡時にネットワーク電源を継続的に短絡状態にさせないように継続短絡回避回
路が搭載されています。この回避回路は、短絡発生時に破損してユニットが正常動作しなく
なることがあります。

9-5-2　2 点入力ユニット
形CRT1B-ID02JS ／形 CRT1B-ID02JS-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O 電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-ID02JS 形 CRT1B-ID02JS-1

入出力点数 入力2点

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 ― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA 以上／点（DC10.5V時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 25mA以下 (DC24V時 )
30mA以下 (DC14V時 )

入力接続機器供給電流 50mA/1点 (G 端子 ) 50mA/1点 (V 端子 )

質量 16g以下
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■各部の名称と機能（形CRT1B-ID02JS ／形 CRT1B-ID02JS-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス設定スイッチを使用して、ノードアドレスを 2 進 7 桁（0000000 ～
1111111）で設定します（10進の 0～127）。範囲外に設定した場合は、通信しません。
工場出荷時は0000000に設定されています。

ノードアドレス（10 進）とスイッチ設定の対応は、付 -52 ページの「付 -6 ビットスレー
ブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定一覧」を参照してください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

IN0、IN1
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

黄消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

CompoNet通信コネクタ 
（内フック） 

本体左側面 本体前面 本体右側面 

I/Oコネクタ 
（IN0、IN1） 

IN0 

IN1 

ノードアドレス設定用 
スイッチ 

通信用LED 
（MS、NS） 

I/O用LED 
（IN0、ＩＮ1） 

I/Oコネクタ配置表示

ON 

64  
32  
16  
8  
4  
2  
1 

RSV ― 使用しません（必ずOFF） 
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■内部回路

形CRT1B-ID02JS（NPN対応）

形CRT1B-ID02JS-1（PNP対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

IN0

G0

 V1 

IN1

G1継続短絡回避回路 

 

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

IN0

G0

 V1 

IN1

G1

継続短絡回避回路 

 

9-39



9-5 小型コネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
■配線
I/O コネクタは、小型コネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-ID02JS（NPN対応）

形CRT1B-ID02JS-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。（　）
内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1B-ID02JS ／形 CRT1B-ID02JS-1 共通）

G S V G S V

NPN出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2線式センサ 

V G 信
号

V G 信
号

（リミットスイッチなど） 

PNP出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

V G 信
号

V G 信
号

1
52
1
.6
5

2
4

48.9

（ｍｍ）
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9-5-3　2 点出力ユニット
形CRT1B-OD02JS ／形 CRT1B-OD02JS-1

■出力部仕様

* 出力が全点OFFで出力機器の実負荷電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。ア
クチュエータへの I/O 電源の供給にも通信電源を使用するため、アクチュエータの実負荷電流や接続
台数を、追加消費電流として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（実負荷電流×使用アクチュ
エータ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-OD02JS 形 CRT1B-OD02JS-1

入出力点数 出力2点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.1A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧+0V（Max）
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

出力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 25mA以下 (DC24V時 )
30mA以下 (DC14V時 )

出力接続機器供給電流 30mA/1点 (G 端子 ) 30mA/1点 (V 端子 )

質量 16g以下
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■各部の名称と機能（形CRT1B-OD02JS ／形 CRT1B-OD02JS-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス設定スイッチを使用して、ノードアドレスを 2 進 7 桁（0000000 ～
1111111）で設定します（10進の 0～127）。範囲外に設定した場合は、通信しません。
工場出荷時は0000000に設定されています。

ノードアドレス（10 進）とスイッチ設定の対応は、付 -52 ページの「付 -6 ビットスレー
ブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定一覧」を参照してください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

OUT0、
OUT1

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

黄消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

I/Oコネクタ配置表示

CompoNet通信コネクタ
（内フック）

本体左側面 本体前面 本体右側面

I/Oコネクタ
（OUT0、OUT1）

OUT0

OUT1

ノードアドレス設定用
スイッチ

通信用LED
（MS、NS）

I/O用LED
（OUT0、OUT1）

ON 

64  
32  
16  
8  
4  
2  
1 

RSV ― 使用しません （必ずOFF）
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■内部回路

形CRT1B-OD02JS（NPN対応）

形CRT1B-OD02JS-1（PNP対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

OUT0

G0 

 V1 

OUT1

G1 

継続短絡
回避回路

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

OUT0

G0 

 V1 

OUT1

G1 

継続短絡
回避回路
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■配線
I/O コネクタは、小型コネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-OD02JS（NPN対応）

形CRT1B-OD02JS-1（PNP対応）

■外形寸法（形CRT1B-OD02JS ／形 CRT1B-OD02JS-1 共通）

 
 G S V

ソレノイド、バルブなど 

G S V 

光電スイッチ、投光機など

V G 信
号

V G 信
号

 G S VG S V 

光電スイッチ、投光機などソレノイド、バルブなど  

V G 信
号

V G 信
号

1
52
1
.6
5

2
4

48.9

（ｍｍ）
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9-5-4　4 点入力ユニット
形CRT1B-ID04JS ／形 CRT1B-ID04JS-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O 電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-ID04JS 形 CRT1B-ID04JS-1

入出力点数 入力4点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 ― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA 以上／点（DC10.5V 時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 4点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 35mA以下 (DC24V時 )
40mA以下 (DC14V時 )

入力接続機器供給電流 50mA/1点 (G 端子 ) 50mA/1点 (V 端子 )

質量 21g以下
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■各部の名称と機能（形CRT1B-ID04JS ／形 CRT1B-ID04JS-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス設定スイッチを使用して、ノードアドレスを 2 進 7 桁（0000000 ～
1111110）で設定します（10進の 0～126）。範囲外に設定した場合は、通信しません。
工場出荷時は0000000に設定されています。

ノードアドレス（10 進）とスイッチ設定の対応は、付 -52 ページの「付 -6 ビットスレー
ブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定一覧」を参照してください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

IN0～ IN3
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

黄消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

CompoNet通信コネクタ 
（内フック） 

本体左側面 本体前面 本体右側面 

I/Oコネクタ 
（IN0～IN3） 

IN2 

IN3 

IN0 

IN1 

ノードアドレス設定用 
スイッチ 

通信用LED 
（MS、NS） 

I/O用LED 
（IN0～ＩＮ3） 

I/Oコネクタ配置表示

ON 

64  
32  
16  
8  
4  
2  
1 

RSV ― 使用しません（必ずOFF）
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■内部回路

形CRT1B-ID04JS（NPN対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

IN0 

G0 

 V1 

IN1 

G1 継続短絡回避回路 

 V2 

IN2 

G2 

 V3 

IN3 

G3 継続短絡回避回路 
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形CRT1B-ID04JS-1（PNP対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

IN0 

G0 

 V1 

IN1 

G1 

継続短絡回避回路 

 V2 

IN2 

G2 

 V3 

IN3 

G3 

継続短絡回避回路 
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■配線
I/O コネクタは、小型コネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-ID04JS（NPN対応）

形CRT1B-ID04JS-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。（　）
内は旧芯線色です。

■外形寸法（形CRT1B-ID04JS ／形 CRT1B-ID04JS-1 共通）

G S V G S V

NPN出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2線式センサ 
（リミットスイッチなど）  

V G 信
号

V G 信
号

G S V G S V

PNP出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

V G 信
号

V G 信
号

（ｍｍ）
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9-5-5　4 点出力ユニット
形CRT1B-OD04JS ／形 CRT1B-OD04JS-1

■出力部仕様

* 出力が全点OFFで出力機器の実負荷電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。ア
クチュエータへの I/O 電源の供給にも通信電源を使用するため、アクチュエータの実負荷電流や接続
台数を、追加消費電流として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（実負荷電流×使用アクチュ
エータ数）

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-OD04JS 形 CRT1B-OD04JS-1

入出力点数 出力4点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.1A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧+0V（Max）
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 4点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

出力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 30mA以下 (DC24V時 )
35mA以下 (DC14V時 )

出力接続機器供給電流 30mA/1点 (G 端子 ) 30mA/1点 (V 端子 )

質量 21g以下
9-50



9-5 小型コネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

 ９
■各部の名称と機能（形CRT1B-OD04JS ／形 CRT1B-OD04JS-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/O の入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス設定スイッチを使用して、ノードアドレスを 2 進 7 桁（0000000 ～
1111110）で設定します（10進の0～ 126）。範囲外に設定した場合は、通信しません。
工場出荷時は0000000に設定されています。

ノードアドレス（10 進）とスイッチ設定の対応は、付 -52 ページの「付 -6 ビットスレー
ブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定一覧」を参照してください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

OUT0～
OUT3

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

黄消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

CompoNet通信コネクタ 
（内フック） 

本体左側面 本体前面 本体右側面 

I/Oコネクタ 
（OUT0～OUT3） 

OUT2 

OUT3 

OUT0 

OUT1 

ノードアドレス設定用 
スイッチ 

通信用LED 
（MS、NS） 

I/O用LED 
（OUT0～OUT3） 

I/Oコネクタ配置表示

ON 

64  
32  
16  
8  
4  
2  
1 

RSV ― 使用しません（必ずOFF）
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■内部回路

形CRT1B-OD04JS（NPN対応）

形CRT1B-OD04JS-1（PNP対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

OUT0

G0 

 V1 

OUT1

G1 

 V2 

OUT2

G2 

 V3 

OUT3

G3 

継続短絡
回避回路

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V0 

OUT0

G0 

 V1 

OUT1

G1 

 V2 

OUT2

G2 

 V3 

OUT3

G3 

継続短絡
回避回路
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■配線
I/O コネクタは、小型コネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-OD04JS（NPN対応）

形CRT1B-OD04JS-1（PNP対応）

■外形寸法（形CRT1B-OD04JS ／形 CRT1B-OD04JS-1 共通）

 
 G S V

ソレノイド、バルブなど 

G S V 

光電スイッチ、投光機など 

V G 信
号

V G 信
号

 
 G S V

ソレノイド、バルブなど 

G S V 

光電スイッチ、投光機など 

V G 信
号

V G 信
号

（ｍｍ）
9-53



9-5 小型コネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
9-5-6　1 点入力／ 1点出力ユニット
形CRT1B-MD02JS ／形 CRT1B-MD02JS-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O 電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）。

項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-MD02JS 形 CRT1B-MD02JS-1

入出力点数 入力1点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 ― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA 以上／点（DC10.5V 時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 1点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 25mA以下 (DC24V時 )
30mA以下 (DC14V時 )

入力接続機器供給電流 50mA/1点 (G 端子 ) 50mA/1点 (V 端子 )

質量 16g以下
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■出力部仕様
項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-MD02JS 形 CRT1B-MD02JS-1

入出力点数 出力1点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.1A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧+0V（Max）
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 1点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

出力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

出力接続機器供給電流 30mA/1点 (G 端子 ) 30mA/1点 (V 端子 )
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■各部の名称と機能（形CRT1B-MD02JS ／形CRT1B-MD02JS-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス設定スイッチを使用して、ノードアドレスを 2 進 7 桁（0000000 ～
1111111）で設定します（10進の 0～127）。範囲外に設定した場合は、通信しません。
工場出荷時は0000000に設定されています。

ノードアドレス（10 進）とスイッチ設定の対応は、付 -52 ページの「付 -6 ビットスレー
ブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定一覧」を参照してください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

IN0、
OUT0

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

黄消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

CompoNet通信コネクタ 
（内フック） 

本体左側面 本体前面 本体右側面 

I/Oコネクタ 
（IN0、OUT1） 

IN0 

OUT0 

ノードアドレス設定用 
スイッチ 

通信用LED 
（MS、NS） 

I/O用LED 
（IN0、OUT0） 

I/Oコネクタ配置表示

ON 

64  
32  
16  
8  
4  
2  
1 

RSV ― 使用しません（必ずOFF）
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■内部回路

形CRT1B-MD02JS（NPN対応）

形CRT1B-MD02JS-1（PNP対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V 

IN0 

G 

 V 

OUT0

G 

継続短絡
回避回路

 

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V 

IN0 

G 

 V 

OUT0

G 

継続短絡
回避回路
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■配線
I/O コネクタは、小型コネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-MD02JS（NPN対応）

形CRT1B-MD02JS-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。（　）
内は旧芯線色です。

入力コネクタ 出力コネクタ

入力コネクタ 出力コネクタ

G S V G S V

NPN出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2 線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

V G 信
号

V G 信
号

G S V 

ソレノイド、バルブなど 

G S V

光電スイッチ、投光機など 

V G 信
号

V G 信
号

G S V G S V

PNP出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2 線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

V G 信
号

V G 信
号

G S V 

ソレノイド、バルブなど 

G S V

光電スイッチ、投光機など 

V G 信
号

V G 信
号
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■外形寸法（形CRT1B-MD02JS ／形CRT1B-MD02JS-1 共通）

1
52
1
.6
5

2
4

48.9

（ｍｍ）
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9-5-7　2 点入力／ 2点出力ユニット
形CRT1B-MD04JS ／形 CRT1B-MD04JS-1

■入力部仕様

* 入力が全点 OFF で入力機器の消費電流を含まない、ビットスレーブ本体の通信用消費電流です。セ
ンサへの I/O 電源の供給にも通信電源を使用するため、センサの消費電流や接続台数を追加消費電流
として検討してください。
通信電源の消費電流は、次式で表されます。
通信電源の消費電流＝ビットスレーブ本体の上記通信用消費電流＋（ビットスレーブの上記入力電
流×使用点数）＋（センサの消費電流×使用センサ数）。

項目 仕様・性能

形式 CRT1B-MD04JS 形 CRT1B-MD04JS-1

入出力点数 入力2点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

ON電圧 DC10.5V以上
（各入力端子とV間）

DC10.5V以上
（各入力端子とG間）

OFF電圧 ― ―

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA 以上／点（DC10.5V 時）

センサ電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1V（Min）

ON遅延時間 1.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

入力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

通信電源消費電流 * 35mA以下 (DC24V時 )
40mA以下 (DC14V時 )

入力接続機器供給電流 50mA/1点 (G 端子 ) 50mA/1点 (V 端子 )

質量 21g以下
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■出力部仕様
項目 仕様・性能

形式 形CRT1B-MD04JS 形 CRT1B-MD04JS-1

入出力点数 出力2点

内部 I/O コモン線処理 NPN対応 PNP対応

定格出力電流 0.1A／点

負荷電源電圧 通信電源電圧+0V（Max）
通信電源電圧－1.2V（Min）

残留電圧 1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とG 間）

1.2V以下
（DC0.1A、各出力端子とV 間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms 以下

OFF遅延時間 1.5ms 以下

コモン当たりの回路数 2点／コモン

電源短絡検知 検知機能なし

絶縁方式 非絶縁

出力表示 LED表示（黄）

保護構造 IEC 規格 IP20

取り付け方法 専用取付具（形CRT1-ATT03）による、M4ねじ取り付け

給電タイプ ネットワーク給電タイプ

出力接続機器供給電流 30mA/1点 (G 端子 ) 30mA/1点 (V 端子 )
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■各部の名称と機能（形CRT1B-MD04JS ／形CRT1B-MD04JS-1 共通）

■表示部

通信用 LED
4-3 ページの「4-1-3　通信用 LED」を参照してください。

I/O 用 LED
各 I/Oの入力状態を表示します。

■ノードアドレス設定
ノードアドレス設定スイッチを使用して、ノードアドレスを 2 進 7 桁（0000000 ～
1111111）で設定します（10進の 0～127）。範囲外に設定した場合は、通信しません。
工場出荷時は0000000に設定されています。

ノードアドレス（10 進）とスイッチ設定の対応は、付 -52 ページの「付 -6 ビットスレー
ブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定一覧」を参照してください。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

IN0、IN1
OUT0、
OUT1

黄点灯　 接点ON 接点ON状態

黄消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

CompoNet通信コネクタ
（内フック）

本体左側面 本体前面 本体右側面

I/Oコネクタ
（IN0、ＩＮ1、OUT0、OUT1）

OUT0

OUT1

IN0

IN1

ノードアドレス設定用
スイッチ

通信用LED
（MS、NS）

I/O用LED
（IN0、ＩＮ1、OUT0、OUT1）

I/Oコネクタ配置表示

ON 

64  
32  
16  
8  
4  
2  
1 

RSV ― 使用しません（必ずOFF）
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■内部回路

形CRT1B-MD04JS（NPN対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V 

IN0 

G 

 V 

IN1 

G 

 V 

OUT0 

G 

 V 

OUT1 

G 

継続短絡
回避回路

継続短絡
回避回路
9-63



9-5 小型コネクタタイプ

ビ
ッ
ト
ス
レ
l
ブ

　９
形CRT1B-MD04JS-1（PNP対応）

 
BS+ 

BDH 

BDL 

BS- 
DC-DC 
コンバータ 
(非絶縁型) 

内部 
回路 

 V 

IN0 

G 

 V 

IN1 

G 

 V 

OUT0 

G 

 V 

OUT1 

G 

継続短絡
回避回路

継続短絡
回避回路
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■配線
I/O コネクタは、小型コネクタを使用します。
ピン配置と信号の関係は以下のとおりです。

形CRT1B-MD04JS（NPN対応）

形CRT1B-MD04JS-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。（　）
内は旧芯線色です。

入力コネクタ 出力コネクタ

入力コネクタ 出力コネクタ

  
 

G S V G S V

NPN出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2 線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

V G 信
号

V G 信
号

G S V 

ソレノイド、バルブなど 

G S V

光電スイッチ、投光機など 

V G 信
号

V G 信
号

G S V G S V

PNP出力3線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッチ） 

2 線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

V G 信
号

V G 信
号

G S V 

ソレノイド、バルブなど 

G S V

光電スイッチ、投光機など 

V G 信
号

V G 信
号
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■外形寸法（形CRT1B-MD04JS ／形CRT1B-MD04JS-1 共通）

（ｍｍ）
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10 リピータユニット

10-1 ステータスエリアの説明
リピータユニットは2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニットご
とに設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。
マスタユニットに接続されている全スレーブのステータスエリアのいずれかのビットが ON
した場合に、マスタユニットのステータスフラグの該当ビット（ビット 12 がワーニングエ
リア通知先、ビット13がアラームエリア通知先）がONします。
リピータユニットのステータスエリアの情報は、Explicit メッセージで読み出すことができ
ます。また、CX-Integrator でも、同等の情報を読み出すことができます。

ワーニングステータスエリア
リピータユニットのワーニングステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。

マスタ マスタに割り付けられたステータスの
ビット検知は全スレーブのOR

マスタへ通知 リピータユニット

リピータユニットのステータスエリアには
｢ワーニングエリア」と｢アラームエリア」の2つが
あります。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1 予約 使用不可

2
ネットワーク電圧フラグ
0：正常　
1：異常（閾値を下回った）

ネットワーク電源電圧モニタ機能で閾値として設定し
た電圧を監視します。

3

ユニットメンテナンスフラグ　
0：正常　
1：異常 (閾値または87672時

間超え )

ユニット通電時間モニタ機能で閾値として設定した通
電時間を監視します。
また、87672時間（10年 ) の経過を監視します。

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8 予約 使用不可

9 予約 使用不可

10
下流ネットワーク電圧フラグ　
0：正常　
1：異常（電源OFF）

下流ネットワークの電源を監視します。

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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アラームステータスエリア
リピータユニットのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重度なエラーを検知します。

ビット 内容 説明

0 予約 使用不可

1
EEP-ROMデータエラーフラグ
0：正常　　
1：異常あり

EEP-ROM内のデータが異常になった場合にONし
ます。

2 予約 使用不可

3 予約 使用不可

4 予約 使用不可

5 予約 使用不可

6 予約 使用不可

7 予約 使用不可

8 予約 使用不可

9 予約 使用不可

10 予約 使用不可

11 予約 使用不可

12 予約 使用不可

13 予約 使用不可

14 予約 使用不可

15 予約 使用不可
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10-2 リピータユニット

10-2-1　リピータユニット
形CRS1-RPT01

■仕様
項目 仕様・性能

形式 形CRS1-RPT01

通信ポート

上流ポート（PORT1）：幹線または副幹線
下流ポート（PORT2）：副幹線（マスタユニットと同じ通信仕様で配線
　　　　　　　　　　　 することが可能）
上流ポートと下流ポートで異なるケーブル種類とすることが可能

最大接続段数 マスタユニットから2段まで

1ネットワークあたり
（1マスタユニットに対
して）総接続台数

最大64台

セグメント当たり総接続
台数 最大32台

通信電源供給用コネクタ
下流ポート通信電源用コネクタ×1個　

注．リピータユニット自体の通信電源は、上流ポート通信用コネクタ（PORT1）
の BS+、BS－から供給。

通信電源供給コネクタ
許容電流容量 最大5A（UL定格：4A）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV （電源ライン）

耐振動 10～150Hz　複振幅0.7mmまたは50m/s2

耐衝撃 150m/s2

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 －10～ 55℃

使用周囲湿度 25～85％（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存温度 －25～ 65℃

保存湿度 25～85％（結露なきこと）

取り付け方法 DINレール取り付けまたはM4ねじ取り付け

質量 73ｇ

通信電源電圧 DC14～ 26.4V

通信電源消費電流 95mA以下
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■各部の名称と機能

■表示部

通信用 LED
通信用 LEDの表示の意味は以下のとおりです。

MS（Module Status）：ノード自身の状態を示します。（緑／赤の2色表示）
NS（Network Status)：通信の状態を示します。（緑／赤の2色表示）

注．LEDの点滅間隔は、点灯約0.5s、消灯約0.5s です。

LED名称 LED状態 状態定義 意味

MS

緑点灯　 正常状態 ユニット正常動作中

緑点滅　 － －

赤点灯　 致命的な異常 ユニットハード異常
ウォッチドッグタイマタイムアップ

赤点滅　 軽微な異常 スイッチ設定ミス
EEP-ROMサム値異常

消灯　　 電源OFF／準備中 電源OFF／リセット中／初期処理中

NS

緑点灯　 オンライン／加入状態 通信正常動作中（加入中）

緑点滅　 オンライン／未加入状態 通信正常動作中（加入準備中）

赤点灯　 致命的な通信関連の異常 アドレス範囲外設定検知
アドレス重複設定検知

赤点滅　 軽微な通信関連の異常 ポーリングタイムアウト
ネットワークタイムアウト

消灯　　 電源OFF／ボーレート
確定前 電源OFF／ボーレート確定前

PORT1

PORT2

CRS1CRS1-RPT01RPT01

RPT
NODE ADR

NETWORK POWER SUPPLY

BS+
BS-

X10
[0-63]

X1

MS NS

RPTRPT

DC24V
INPUT

0123
45

6789

0123
45

6789

通信用LED
MS、NS

ノードアドレス設定スイッチ
左から、×10、×1

PORT1：上流ポート通信用コネクタ

下流ポート通信電源供給用
コネクタ（着脱式）

PORT2：下流ポート通信用コネクタ
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■ノードアドレス設定
ノードアドレス（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリ
スイッチで設定します。（最大63）
ロータリスイッチの設定は電源投入時に読み込まれます。

■端子配置

上流ポート通信用コネクタ（PORT1）

注．このBS＋、BS－は、リピータユニット自体の通信電源です。

下流ポート通信用コネクタ（PORT2）

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）

BS+

BDH

BDL

BS－

通信電源＋側

通信データ High側

通信データ Low側

通信電源－側

B
S
＋

B
S

B
D
H

B
D
L

通信電源－側

通信データLow側

通信データHigh側

通信電源＋側
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■下流ポート通信電源供給用コネクタ
下流ポート通信用コネクタ（PORT2）に接続されているスレーブ／リピータユニットへの
通信電源供給用コネクタです。

注．リピータユニット自体の通信電源は、上流ポート通信用コネクタ（PORT1）のBS+、BS－から
供給されます。

■外形寸法

BS＋

BS－

通信電源＋側

通信電源ー側

50
3.

1
27

.542
.3

95 (mm)
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11 スマート機能の説明

11-1 CX-Integratorについて
CX-Integrator には、オフライン画面とオンライン画面の2種類のネットワーク表示画面が
あります。

11-1-1　オフライン画面

CX-Integrator 起動時に表示される背景色が白色の画面です。
通常、パラメータなどの各種設定などは、この画面にて行います。
オフライン画面で任意のスレーブのアイコンをダブルクリックするだけで、各スレーブの機
能の設定・編集を行うことができます。
各スレーブにおける機能の設定・編集についての詳細については、11-6 ページの「11-2
全スレーブ共通の機能」、およびスレーブ種別ごとの各種機能の設定方法を参照してくださ
い。

■オフライン画面表示

ネットワーク
構成ウィンドウ

コンポリスト

ワークスペース
ウィンドウ
11-1



11-1 CX-Integrator について

ス
マ
l
ト
機
能
の
説
明

　11
■［Configuration］画面
各種機能の設定、編集を行う画面です。
任意のスレーブのアイコンをダブルクリック、または右クリックし「パラメータ」－「編集」
を選択することにより表示されます。

11-1-2　オンライン画面

各種CompoNet スレーブの情報をモニタリングできる画面です。
オフラインからオンラインへの切り替えは以下の手順により行います。

1． メニューの アイコンをクリック（またはメニューの「ネットワーク」－「オン
ライン接続」を選択）します。
ネットワーク構成ウィンドウの背景色が灰色に変わります。
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2． ワークスペースウィンドウ上のネットワーク名を右クリックし、「接続」を選択
します。

オンライン状態に切り替わります。

オンライン状態では、［モニタ ] 画面により各種 CompoNet スレーブの情報を表示します。
各種CompoNet スレーブの状態を知りたいときに開いてください。

［モニタ ] 画面は常時通信を行わず、ネットワークのアップロード時に読み込んだデータを
表示します。最新のCompoNet スレーブの状態を知りたい場合は、［モニタ ] 画面の「更
新」ボタンでデータの読み込みを行ってください。

■オンライン画面表示

オンライン接続情報
ウィンドウ
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■［モニタ］画面
CompoNet スレーブのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択すると、スレーブごとの
［モニタ］画面が表示されます。

｢ OUT」タブ／「IN」タブ／「動作時間」タブ
発生しているメンテナンス情報に応じて「OUT」タブ、「IN」タブ、「動作時間」タブを開
くと、さらに詳細な情報を確認することができます。

メンテナンス情報
　発生しているメンテナンス情報を
　表示します。

［更新］ボタン
　現在のスレーブのメンテナンス情報を
   更新します。

［メンテナンスカウンタセーブ］ボタン
　スレーブのメンテナンスカウンタ値を
   フラッシュメモリに記憶できます。
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11-2 全スレーブ共通の機能
CompoNet スレーブ（ビットスレーブ小型コネクタタイプを除く）に共通の機能の説明と
その使用手順について説明します。
注．ビットスレーブ小型コネクタタイプでは、「11-2-1　伝送速度自動認識」と「11-2-2
出力の保持 /クリアの設定（出力ユニットのみ）」が使用可能です。

11-2-1　伝送速度自動認識

■機能説明
CompoNet スレーブの伝送速度は、自動的にマスタユニットの伝送速度に合わせて設定さ
れます。そのため、ユニットごとの伝送速度の設定が不要です。
電源立ち上がり後、マスタユニットとの通信が確立した時点で伝送速度が設定され、電源が
再投入されるか、マスタユニットの伝送速度の設定が変更されるまで設定を記憶します。

11-2-2　出力の保持／クリアの設定（出力ユニットのみ）

■機能説明
出力の保持／クリアを設定し、出力ユニットの異常時の動作設定を行います。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ ]内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「OUT」タブを選択します。
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11-2 全スレーブ共通の機能

ス
マ
l
ト
機
能
の
説
明

 11
④ 設定対象の端子の「I/O コメント」部をダブルクリックすると、［端子の設定］画面が表
示されます。
「通信異常時出力」、「アイドルアクション」についてクリア／保持のどちらかをチェック
した後、「OK」ボタンをクリックします。

通信異常時出力

通信異常とは、マスタユニットとの通信ができていない状態です。

アイドルアクション

アイドルアクションとは、マスタユニットからアイドル出力の指示を受けている状態で
す。
CS／ CJシリーズのマスタユニットでは、「CPUユニット監視異常」が発生している場
合にアイドル出力指示を行います。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-2-3　ネットワーク電源電圧モニタ

■機能説明
ネットワーク電源電圧の現在値／最小値／最大値をスレーブ内部に記憶することができま
す。
さらに、CX-Integrator で設定することによりスレーブ内部に監視電圧（初期値は14V）を
持っておき、監視電圧未満に下降したらユニット内部のステータスが ON となりマスタユ
ニットに通知します。
通知内容の詳細はCX-Integrator、または Explicit メッセージで読み出すことができます。

注 1．CompoNet ネットワーク自体の通信電源電圧は最小 14V であるため、14V 未満のときに、
CX-Integrator での測定値の読み出し動作の保証はできません。

注2．ネットワーク電源電圧の最大、最小値はネットワーク電源をOFFした時点でクリアされます。

クリア 通信異常時にマスタユニットからの出力データをすべて0にクリアします。

保持 通信異常時にマスタユニットからの出力データを直前の状態で保持します。

クリア アイドルアクション時にマスタユニットからの出力データをすべて0にクリ
アします。

保持 アイドルアクション時にマスタユニットからの出力データを直前の状態で保持
します。
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ ]内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「ネットワーク電源電圧監視値」に任意の値を入力します。（初期
値は14V）。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-2-4　ユニット通電時間モニタ

■機能説明
スレーブ内部にスレーブ自体の内部回路電源の通電時間を積算し記憶できます。
（CX-Integrator または Explicit メッセージで読み出し可能）
さらに、スレーブ内部に監視設定値を持っておき、積算時間が設定値に達した場合、または
通電時間が 87672 時間 (10 年 ) に達した場合、ユニット内部のステータスが ON となり
マスタユニットに通知します。
通知内容の詳細はCX-Integrator、または Explicit メッセージで読み出すことが可能です。

計測時間：0～ 429496729時間（格納データ：00000000～ FFFFFFFF Hex)
計測単位：0.1 時間
格納単位：0.2 時間
11-8
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注1．ユニット通電時間モニタ機能は、CompoNet スレーブネットワーク電源をONしている時間を
積算します。電源OFFのときは積算しません。

注2．通電時間が87672時間 (10年 ) に達すると、閾値の値にかかわらず、ステータスフラグの
該当ビット（ユニットメンテナンスフラグ )が ONします。

注3．通電時間が87672時間（10年）に達すると、通電中は通電時間の積算を継続しますが、
電源を再投入すると、再び87671時間から積算を行います。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ ] 内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「ユニット通電時間監視値」に任意の値を入力します。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

スレーブ
スレーブ内に記憶

通電積算時間

通電積算時間

内部回路電源

CompoNetネットワーク

ON
OFF

マスタユニット

設定値、または、87672時間に達したら
マスタユニットへ通知

ON

OFF

87671時間

通電積算時間

内部回路電源
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11-2-5　ユニットコメント機能

■機能説明
ユニットごとに任意の名称（最大32文字）をユニット内部に記憶することができます。
CX-Integrator または Explicit メッセージで、その名称（ユニットコメント）の読み出し／
書き込みを行うことが可能です。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ ]内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「説明」に任意の名称を入力します。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

CX-Integrator

CompoNetネットワーク

ユニットコメント

ユニットコメント

スレーブ
ユニット内に記憶
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11-2-6　接続機器コメント機能

■機能説明
ユニットの入出力接点ごとに任意の名称（最大 32 文字）を、ユニット内部に記憶すること
ができます。
入出力接点ごとに接続機器を確認することができるため、リモートメンテナンスなどでの異
常機器の特定などに利用できます。
CX-Integrator または Explicit メッセージで、その名称（接続機器コメント）の読み出し／
書き込みを行うことが可能です。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ ] 内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「IN」または「OUT」タブを選択します。

CX-Integrator

接続機器コメント

接続機器コメント

スレーブ
スレーブ内に記憶

接続機器

CompoNetネットワーク
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④ コメントを付けたい接点の「I/O コメント」部をダブルクリックすると、［端子の設定］画
面が表示されます。
「I/Oコメント」に任意の名称を入力し、「OK」ボタンをクリックします。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-2-7　通信異常履歴モニタ

■機能説明
通信異常時のエラー（通信異常内容、そのときの通信電源電圧値、通電時間の累計）を過去
4回分までスレーブ内部に蓄積することができます。
通信異常履歴はCX-Integrator で読み出し可能です。

CompoNetネットワーク

スレーブ

スレーブ内に記憶

通信異常発生時の状態

1回目
2回目
3回目
4回目
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■CX-Integrator による確認方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
② オンライン画面に切り替えた後、［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のCompo
Net スレーブのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。

③［モニタ］画面の「異常履歴」タブを選択します。
過去4回分の通信異常履歴が表示されます。
すべての異常履歴をクリアしたい場合は「クリア」ボタンをクリックします。

④「閉じる」ボタンをクリックして終了します。
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11-2-8　ラストメンテナンスデイト機能

■機能説明
最後にメンテナンスした日付をユニット内に書き込むことができます。
これにより次回メンテナンス時の判断が容易に行えます。
CX-Integrator により書き込み可能です。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「最終メンテナンス日」のリストボタンをクリックして表示される
カレンダーから任意の日付を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」
をクリックすると今日の日付が選択されます。）

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-3 デジタル I/Oスレーブの機能
ビットスレーブ小型コネクタタイプでは、「11-3-2　入力フィルタ（入力ユニットのみ）」が
使用可能です。

11-3-1　I/O 電源モニタ（デジタル I/Oスレーブのみ）

■機能説明
I/O 電源が入っているかどうかを検知することができます。
I/O 電源がOFF すると、ユニット内部のステータスがONとなりマスタユニットに通知しま
す。
通知された内容はCX-Integrator または Explicit メッセージで読み出すことが可能です。

注．I/O電源の検出電圧値の設定はできません。

■CX-Integrator による確認方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
② オンライン画面に切り替えた後、［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のCompo
Net スレーブのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。
［モニタ］画面の「I/O 電源異常」にチェックが付いていると I/O 電源未供給を意味します。

③［閉じる］ボタンをクリックして終了します。

スレーブ

I/O電源電圧

センサ

I/O電源

I/O電源が
入っているか監視
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11-3-2　入力フィルタ（入力ユニットのみ）

■機能説明
設定時間間隔の間に複数回入力値を読み出し、それらがすべて一致している場合のみ、入力
値を有効とするように設定できます。
この機能は、1ユニットの入力全点に対して、一括で働きます。

入力時定数
入力データがOFF → ON（またはON→OFF）となったとき、設定時間（時間設定の1/4）
間隔をあけて入力データを複数回（4回）読み出し、値がすべてON（またはOFF）のとき
にON（またはOFF）とします。
ON（またはOFF）するタイミングは時定数分遅れます。

OFF応答時間
入力データがON→OFFとなったとき、設定時間（OFF 応答時間設定の1/5）間隔をあけ
て入力データを複数回（5回）読み出し、値がすべてOFFのときにOFFとします。
OFFするタイミングはOFF 応答時間分遅れます。
なお、この機能を使用して OFF ディレー動作をさせることもできます。
通信サイクルタイムより短いパルスを取り込む場合、OFF応答時間を通信サイクルタイムよ
り長く設定することでパルスを取り込むことが可能です。（入力パルスの間隔が短い場合は
ONし続ける場合があるため注意してください。）

1 2 3 4
ON

ON ON

OFF

OFFOFF

ON

OFF

入力とするデータ

4回のうち
すべてONでないので、
OFFとみなす

ON

OFF

OFF

ON

1 2 3 4

ON ON ON ON 4回のうち
すべてONなので、
ONとみなす

入力とするデータ

ONディレー時間
（=入力フィルタ時間）

ON

OFF

1 2 3 4 5

ON ONOFF OFFOFF

ON

OFF

入力とするデータ

5回のうち
すべてOFFでないので、
ONのままとみなす

ON

ON

OFF

OFFOFFOFFOFFOFF

OFF

1 2 3 4 5

入力とするデータ

5回のうち
すべてOFFなので、
OFFとみなす

OFFディレー時間
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「IN」タブを選択し、任意の「入力時定数」、「OFF 応答時間」をプルダウンリストから選
択します。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-3-3　I/O 電源投入時の突入電流による誤動作防止機能（入力ユニットのみ）

■機能説明
I/O 電源がOFF のときと、I/O電源がOFF→ ONになってから100msの間は入力を取り
込まないようにし、電源投入から安定するまでの間待機する機能です。
これにより、I/O 電源の立ち上がり時の接続機器の突入電流による誤入力を取り込まないよ
うにすることができます。
CX-Integrator または Explicit メッセージで、本機能を有効にするか無効にするかを設定で
きます。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。
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③「IN」タブを選択し、「センサ起動待機対応」のチェックを「有効」にします。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-3-4　接点動作回数モニタ

■機能説明
各入力接点／出力接点ごとに OFF → ON した回数を積算カウントし（サンプリング周期最
大50Hz）、スレーブ内部に記憶することができます。（CX-Integrator または Explicit メッ
セージで読み出し可能）
また、スレーブ内部に監視設定値を設定でき、設定回数に達したら、ユニット内部のステー
タスがONとなりマスタユニットに通知します。
通知された内容の詳細は CX-Integrator または Explicit メッセージで読み出すことが可能
です。

計測回数：0～ 4294967295回（格納データ：00000000～ FFFFFFFF Hex）
計測単位：回

注 1．1 つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON 積算時間モニタ機能との同時使用は
できません。「監視モード」でいずれかを選択します。

注2．本機能は、I/O電源が入っていない状態では動作しません。

OFF ON

1 2 3

スレーブ

スレーブ内に記憶
回数

I/O電源

出力機器
リレーなど） 出力接点OFF ONカウント回数 ：
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「IN」タブを選択します。

④ 設定対象の接点の「I/O コメント」部をダブルクリックすると、［端子の設定］画面が表
示されます。
「監視モード」で「動作回数」を選択し、「設定値」に監視設定値を入力した後、「OK」ボ
タンをクリックします。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-3-5　ON積算時間モニタ

■機能説明
各入力／出力接点ごとにONしている時間を積算（単位：秒）し、スレーブ内部に記憶する
ことができます。（CX-Integrator または Explicit メッセージで読み出し可能）
また、スレーブ内部に監視設定値を設定でき、設定積算時間に達したら、ユニット内部のス
テータスがONとなりマスタユニットに通知します。
通知された内容の詳細は CX-Integrator または Explicit メッセージで読み出すことが可能
です。
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計測時間：0～ 4294967295秒（格納データ：00000000～ FFFFFFFF Hex）
計測単位：秒

注1．1つの接点におけるON積算時間モニタ機能と、接点動作回数モニタ機能との同時使用はできま
せん。「監視モード」でいずれかを選択します。

注2．本機能は I/O電源がONしていない状態では動作しません。
注3．ON積算時間モニタ機能は約1秒ごとに接続機器がONしているかどうか確認しています。

1秒単位以下のON積算時間の計測時にはご注意ください。

 0.5 秒のON時間計測の場合
図Aの場合、実際にONしている時間は0.5 秒× 3＝ 1.5 秒となりますが、計測タイミ
ング時にONしているのは1回なので、ON積算時間は1秒と計測されます。

           図 A

図 Bの場合、実際にONしている時間は0.5 秒× 3＝ 1.5 秒となりますが、計測タイミ
ング時にONしているのは2回なので、ON積算時間は2秒と計測されます。

           図 B

スレーブ内に記憶

スレーブ

ON積算時間

I/O電源

ON積算時間

接続機器

センサ

ON

OFF

約1秒ごとに計測

0.5秒

ON

OFF

約1秒ごとに計測

0.5秒

ON

OFF
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 1.5 秒の ON時間計測の場合
図 Cの場合、実際にONしている時間は 1.5 秒× 2＝ 3秒となりますが、計測タイミン
グ時にONしているのは4回なので、ON積算時間は4秒と計測されます。

           図 C

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「IN」タブを選択します。

④ 設定対象の接点の「I/O コメント」部をダブルクリックすると、［端子の設定］画面が表
示されます。
「監視モード」で「ON積算時間」を選択し、「設定値」に監視設定値を入力した後、「OK」
ボタンをクリックします。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。

約1秒ごとに計測

1.5秒

ON

OFF
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11-3-6　動作時間モニタ

■機能説明
スレーブ内で接点の入出力（ON／OFF）のタイミングを計測（単位 :ms）し、スレーブ内
部に記憶することができます。（CX-Integrator または Explicit メッセージで読み出し可能）
スレーブ内のどの接点との組み合わせでも（IN － OUT、OUT － IN、IN － IN、OUT －
OUT）、動作時間を管理できます。
また、トリガエッジをON→OFF、ON→ON、OFF → OFF、OFF→ ONのいずれにも設
定することができ、さらに入力 No.、出力 No. の組み合わせも自由です。（ただし、設定で
きる点数はユニットごとに異なります。）
この機能により、通信サイクルの影響を受けずに、動作時間を高精度に計測することができ
ます。
さらにスレーブ内に監視設定値を設定でき、設定した監視時間を超えた場合、ユニット内部
のステータスがONとなりマスタユニットに通知します。
通知された詳細はCX-Integrator または Explicit メッセージで読み出すことが可能です。

・出力OFF→ ONから入力OFF→ ONまでの時間を計測した時点で動作時間が記憶されま
すが、次の出力がOFF → ONするまで内部では計測が続いており、次の出力がOFF → ON
する前に入力が再び OFF → ON した場合に測定値が更新されます。（シリンダのような往
復動作のもので動作範囲の途中に入力を付けた場合、動作時（往路）の計測値が、復帰時
（復路）に更新される場合がありますのでご注意ください。）
また、出力が2回連続でOFF → ONし、その後、入力がOFF→ ONした場合は、2回目
の出力OFF→ ONから入力OFF → ONまでの時間を計測します。

計測開始と計測終了の接点を同じ接点にし、かつ同じトリガエッジパターンにした場合、計
測時間は常に0msになります。
この機能を使用中に監視設定値を変更した場合、その直後の監視動作は保証されません。次
の開始トリガの時点から正しい監視動作を行います。
計測開始トリガが入力されて監視設定値が経過すると、計測終了トリガが入力されていなく
てもユニット内部のステータスが ON となります。動作時間モニタ値は、計測終了トリガ
が入力されるまで前回測定値を保持します。

出力

入力

動作時間モニタ
（以前の値）

出力

入力

この時間を計測します。

ON

ON

OFF

OFF

ON

ON

OFF

OFF
t1

t3

t2

t1 t2 t3
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「動作時間」タブを選択します。

④ 設定対象の「監視対象装置名」部をダブルクリックすると、［端子の設定］画面が表示さ
れます。
「動作時間」に任意の設定値を入力し、「開始ポイント」、「終了ポイント」で監視接点番号
をプルダウンメニューより選択します。
また、「エッジパターン」により、ONエッジ、OFFエッジのどちらで監視を行うかを設
定します。
設定後、「OK」ボタンをクリックします。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-3-7　電源短絡検知（入力部）

■機能説明
センサ用電源部の電流を監視し、入力接点あたりの電流が一定以上流れた場合、「電源短絡」
として検知することができます。
ユニットの仕様により、使用している接点のうちどれか1つでも短絡を検知すると、ユニッ
ト単位で I/O電源をOFF するユニット、あるいは接点単位で I/O電源をOFFするユニット
の2種類あります。
電源短絡検知の仕様については、各ユニットの仕様（電源短絡保護、入力接続機器供給電流）
および内部回路を参照してください。

電源短絡が検知されたかどうかは、スレーブ本体の LED表示により確認できます。
また、電源短絡が検知された場合、ユニット内部のステータスがONとなりマスタユニット
に通知します。
通知された内容はCX-Integrator または Explicit メッセージで読み出すことが可能です。
短絡要因が除去されると自動復帰し、短絡を検知していたコネクタへの電源出力がONにな
ります。

ネットワーク給電タイプの通信電源には、定格100W以上の電源供給装置をご使用くださ
い。ユニットのセンサ電源出力に、一定以上の電流が流れた場合に短絡検知を行います。ま
た、短絡発生時に通信電源が一時的に遮断されることがあります。短絡要因除去後は自動
復帰しますが、遮断されている間はシステムが安全側に働くように外部で回路を構成して
ください。
センサの通信電源容量は以下の計算式を目安にしてください。
・ネットワーク総電流＝ユニット総消費電流＋センサ総消費電流
・ご使用の通信電源容量≧｛ネットワーク総電流＋（短絡検知電流）｝×（ご使用の
　CompoNet ネットワーク電圧）

短絡

センサ

センサの電源が短絡している？
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■CX-Integrator による確認方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
② オンライン画面に切り替えた後、［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のCompo
Net スレーブのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。

③「センサ電源短絡」にチェックが付いていることを確認します。

④「閉じる」ボタンをクリックして終了します。

11-3-8　負荷短絡検知（出力部）

■機能説明
出力部の負荷電流を監視し、接点（またはコモン）あたりの電流が一定以上になったとき「負
荷短絡」として検知することが可能です。
負荷短絡を検知した場合、ユニット出力回路の破壊防止のため出力をOFF します。
ユニットの仕様により、使用している接点のうち、どれか 1 つでも短絡を検知すると、ユ
ニット単位で出力をOFF するユニット、接点単位で出力をOFF するユニットがあります。
負荷短絡検知仕様については、各ユニットの仕様の定格出力電流および内部回路を参照して
ください。

負荷短絡が検知されたかどうかはスレーブ本体の LED 表示により確認できます。また、負
荷短絡が検知された場合、ユニット内部のステータスがONとなりマスタユニットに通知し
ます。
通知された内容はCX-Integrator または Explicit メッセージで読み出すことが可能です。
短絡要因が除去されると自動復帰し、短絡を検知していたコネクタへの電源出力がON にな
ります。

短絡

出力強制OFF

負荷

負荷が短絡している？
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 I/O電源にはオムロン製 形S8□□シリーズの電源供給装置を推奨します。過電流保護特性
が垂下形の電源供給装置では負荷短絡を検知しないおそれがあります。過電流保護特性が
垂下形の電源供給装置の場合は定格100W以上のものをご使用ください。

■CX-Integrator による確認方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
② オンライン画面に切り替えた後、［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のCompo
Net スレーブのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。

③「出力負荷短絡」にチェックが付いていることを確認します。

④「閉じる」ボタンをクリックして終了します。
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11-4 アナログ I/Oスレーブ（入力）の機能

11-4-1　AD変換点数の設定（入力ユニットのみ）

■機能説明
通常、本ユニットは4点入力ユニットとして4点分の入力値を順次変換していますが、使用
しないチャネルを変換しないように設定することができます。
これにより、変換する点数が減るため、変換サイクルを速めることができます。

変換点数 説明

4点
（デフォルト）

入力CH0～CH3が変換されます。

3点

入力CH0～CH2が変換されます。

2点

入力CH0～CH1が変換されます。

1点

入力CH0のみ変換されます。

CRT1-AD

すべて使用

0 1 2 3

使用

0 1 2 3

CRT1-AD

CRT1-AD

使用

0 1 2 3

使用

0 1 2 3

CRT1-AD
11-27



11-4 アナログ I/Oスレーブ（入力）の機能

ス
マ
l
ト
機
能
の
説
明

　11
■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「アナログチャネル数」のプルダウンリストから変換点数を選択し
ます。

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-4-2　移動平均処理機能

■機能説明
過去8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとして生成します。
下図のように、入力が細かく変動しているような場合には平均化処理を行うことにより、滑
らかな入力値を得ることができます。

実際の入力
平均化処理後の入力

時間

アナログ入力値
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ 移動平均処理を行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「移動平均」をチェッ
クします。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-4-3　スケーリング機能

■機能説明
デフォルトでは、アナログ入力値は AD 変換され、0 ～ 6000 カウントにスケーリングさ
れます。
この機能を使用することにより、入力レンジ（信号）に対するスケーリングの値をユーザで
取り扱う任意の値（工業単位の値）に変更することができます。
これにより、マスタユニットでのラダープログラム上の演算処理を省くことができます。
スケーリング機能には次の2つがあります。

デフォルトスケーリング
アナログ入力値（カウント値）を元の電圧、電流値に変換します。
単位は（ｍV）または（μA）となります。
デフォルトスケーリングを選択すると、各レンジによって次のようにスケーリングされます。

入力レンジ 0～5V 0～ 10V 1～ 5V － 10～＋10V 0～ 20mA 4～20mA

100% 5000mV 10000mV 5000mV ＋10000mV 20000μA 20000μA

0% 0000mV 0000mV 1000mV －10000mV 0000μA 4000μA

断線時の値 0000（Hex） 0000（Hex） 7FFF (Hex） 0000（Hex） 0000（Hex） 7FFF (Hex)
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ユーザスケーリング
アナログ入力値（カウント値）をユーザ任意の値にスケーリングします。
100％、0％のときの変換値をCX-Integrator により設定します。

注．0%スケーリング値＞100％スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。

オフセット補正
リニアセンサなどのアナログ入力値を「距離」にスケーリングした場合、センサの取り付け
誤差が発生しますが、本機能の使用により、スケーリング時の誤差を補正することができま
す。
下図のようにスケーリングした直線を誤差の分だけ加算して演算します。
オフセット（誤差）の値は±28000の範囲で入力可能ですが、アンダーフロー、オーバー
フローにご注意ください。 
上限は 7FFE Hex（10進 32766）、下限は8000 Hex（10進－32768）です。

注．デフォルトスケーリング使用時でも、オフセット値を設定することは可能です。

入力レンジ 0～5V 0～ 10V 1～ 5V － 10～＋10V 0～ 20mA 4～ 20mA

100% CX-Integrator で設定（－28000～＋28000）

0% CX-Integrator で設定（－28000～＋28000）

断線時の値 0000（Hex） 0000（Hex） 7FFF (Hex） 0000（Hex） 0000（Hex） 7FFF (Hex）

スケーリング値

100%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント2）

0%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント1）

変換

入力レンジ（信号）

0% 100%

上限値

100%スケーリング値

0%スケーリング値

下限値

スケーリング直線

オフセット値
－28000～
＋28000

入力レンジ（信号）

7FFEHex(32766)

8000Hex( 32768)
0% 100%
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ スケーリングを行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリング」を
チェックします。

④ スケーリングタイプを選択します。
「スケーリング」タブを選択し、「デフォルトスケーリング」、「ユーザスケーリング」のど
ちらかを選択します。
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⑤「ユーザスケーリング」を選択した場合は、0%時の値を「スケーリングポイント (0%)」
に、100%時の値を「スケーリングポイント (100%)」にそれぞれ入力します。

⑥ オフセット補正を行う場合は、オフセット値を「スケーリングオフセット」に入力します。
「デフォルトスケーリング」、「ユーザスケーリング」どちらのタイプでも設定可能です。

⑦「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑧「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-4-4　ピークボトムホールド機能

■機能説明
アナログ入力値の最大（ピーク）値、最小（ボトム）値を保持する機能です。
OUTエリアに割り付けられたHOLDフラグ（出力）のビットがONになった時点でホール
ド機能がスタートし、OFF になるまでの間「ピーク値」または「ボトム値」をサーチします。
（HOLDフラグがOFF したときに値が更新されます。）
また「アナログデータ 1」に割り付けた「ピーク値」、「ボトム値」はコンパレート機能で比
較判定することもできます。（11-40 ページの「11-4-7　コンパレート機能」参照）

ボトムホールドの動作例

注．HOLD フラグをマスタユニット側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから ス
レーブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC本
体の電源立ち上げ時の 1 回目のアナログデータは、マスタユニット側のラダープログラムで
HOLDフラグ＝ONとしていても HOLD フラグ＝OFF の状態のデータがマスタユニット側へ
伝送されることがあります。したがって、マスタユニット側で HOLD フラグを使用したピーク
ボトムホールドデータを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLD フラグを ONにし
た後、一定時間後のピークボトムホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むように
してください。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

ON OFF

ホールド値

前回値

HOLDフラグ

ホールド機能スタート ホールド機能ストップ

アナログ入力値
今回のボトム値で
更新されます

ボトムホールド値
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③ ピークボトムホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「ピー
クボトムホールド」をチェックします。

④ HOLDフラグ（出力）の割付はデフォルトコネクションパスの設定にて行います。
「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストから「HOLD
フラグ」を選択します。

⑤「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-4-5　トップバレーホールド機能

■機能説明
アナログ入力値の山の頂上（トップ）、谷の底（バレー）の値を保持する機能です。
ヒステリシス値の2倍以上のアナログ値のアップダウンをモニタし、トップ（山）またはバ
レー（谷）の値を保持します。
「トップ値」あるいは「バレー値」と同時に「トップバレー検出タイミングフラグ」を割り付
け、ホールドしたタイミングを確認することができます。
OUTエリアに割り付けられたHOLDフラグ（出力）のビットがONになった時点でホール
ド機能がスタートし、OFFになるまでの間「トップ値」または「バレー値」が次々に更新さ
れます。（HOLD フラグが OFF すると、最後の値が保持されますが、次に HOLD フラグが
ONとなり、トップまたはバレーが現れた時点でホールド値は初期化されます。）
また「アナログデータ 1」に割り付けた「トップ値」、「バレー値」はコンパレート機能で比
較判定することもできます。（11-40 ページの「11-4-7　コンパレート機能」参照）

バレーホールドの動作例

注1．HOLDフラグをマスタユニット側のラダープログラム上でON（またはOFF）にしてから ス
レーブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC
本体の電源立ち上げ時の1回目のアナログデータは、マスタユニット側のラダープログラムで
HOLD フラグ =ON としていても HOLD フラグ＝ OFF の状態のデータがマスタユニット側
へ伝送されることがあります。したがって、マスタユニット側でHOLDフラグを使用したトッ
プバレーホールドデータを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLD フラグを ON
にした後、一定時間後のトップバレーホールド値を有効とするようなラダープログラムを組む
ようにしてください。 

注 2．「トップバレー検出タイミングフラグ」の ON幅は「ワンショット時間」の設定により調節で
きます。ワンショット時間の設定は CX-Integrator で行えます。（設定可能範囲は 1 ～
65535ms）

注 3．「トップバレー検出タイミングフラグ」は ON 中に HOLD フラグが OFF になると、同時に
OFFとなります。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

ホールド値

HOLDフラグ

アナログ入力値 バレーホールド値 最後の値が
保持されます。

ホールド機能
スタート

ホールド機能
ストップ

ワンショット時間

トップバレー検出
タイミングフラグ
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③ トップバレーホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「トッ
プバレーホールド」をチェックします。

④ HOLDフラグ（出力）の割付はデフォルトコネクションパスの設定にて行います。
「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストから「HOLD
フラグ」を選択します。

⑤「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■ヒステリシスの設定
アナログ入力値の小さな変動によってトップ（山）またはバレー（谷）を検知しないように
ヒステリシス値をCX-Integrator により設定することができます。
この場合、データのホールドタイミングは図のように実際の山の頂上から遅れます。

データ設定の詳細タイミング

 CX-Integrator によるヒステリシスの設定
①「機能選択」内にある「トップバレーホールド」タブの「ヒステリシス」に任意のヒス
テリシス値を入力します。

②「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロー
ドを実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

③「OK」ボタンをクリックして終了します。

 トップバレーホールド機能の「ヒステリシス」の値は、コンパレート機能の「ヒステリシ
ス」の値と連動しています。

アナログ入力値

バレーホールド値

トップバレー検出
タイミングフラグ

遅れ

設定ヒステリシス値×2
11-37



11-4 アナログ I/Oスレーブ（入力）の機能

ス
マ
l
ト
機
能
の
説
明

　11
■ワンショット時間の設定
①「機能選択」内の「トップバレーホールド」タブの「ショットオフディレー」に任意の値
を入力します。

②「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

③「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-4-6　変化率演算機能

■機能説明
アナログ入力値のデータを設定サンプリング周期ごとに変化率を求めることができ、前回値
との差を演算します。
サンプリング周期はデフォルトでは 100ms に設定されており、設定範囲は 10 ～
65530ms（10ms単位）です。

0

アナログ入力値

変換率

アナログデータ

微分データ

時間
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サンプリング周期を小さく設定すると、小さな変化に対しても変化率は敏感に反応します。
アナログ値に細かい揺れがある場合、サンプリング周期が揺れの周期よりも短いと、揺れ
自体を変化率として拾ってしまいます。このような場合はサンプリング周期を長めに設定
する「移動平均処理機能」を使用してください。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ 変化率演算機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「変化率」をチェッ
クします。

アナログ値の揺れ

とりたい傾き

サンプリング周期が短い サンプリング周期が長い
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④「変化率」タブを選択し、「サンプリング周期」に任意の値を入力します。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-4-7　コンパレート機能

■機能説明
スレーブ内に上上限値、上限値、下下限値、下限値を設定しておき、設定範囲を超えた場合
にステータスフラグがONする機能です。
設定値には「上上限値（HH）」、「上限値（H）」、「下下限値（LL）」、「下限値（L）」の4種類
があり、「アナログデータ1」に対して比較演算することができます。
各設定値を超えた場合には「アナログステータスフラグ」内のコンパレート結果フラグがON
します。警報が出ていない場合は正常フラグ（Pass 信号）がONします。

上上限(HH)

上限(H)

下限（L）

下下限（LL）

上上限警報

上限警報

正常フラグ
（Pass信号）

下限警報

下下限警報

設定値

コンパレート結果
（アナログステータスフラグ内）
のビットON/OFF
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変換サイクルよりも早くアナログ入力値が変化した場合、下限警報から正常フラグ（Pass
信号）が ON せずに上限警報が ON する場合があります。ラダープログラムを組む場合に
はご注意ください。

ヒステリシスの設定
コンパレート結果フラグは図のようにヒステリシス幅を下回った（上限／上上限警報時）ま
たは上回った（下限／下下限警報時）ときOFFします。
閾値近辺でアナログ値が揺れて ON/OFF を繰り返すような場合、ヒステリシスを設定する
とフラグの動作が安定します。

OFFディレー機能
コンパレート結果フラグがOFF となるまでの時間を延ばして調節することができます。
ONが一瞬の場合でもOFFディレーを設定しておくと、マスタユニットでフラグを確実にと
らえることができます。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

上上限設定値
または
上限設定値

上上限警報フラグ
または
上限警報フラグ

下下限設定値
または
下限設定値

下下限警報フラグ
または
下限警報フラグ

ヒステリシス幅

ヒステリシス幅

上上限設定値

上上限警報フラグ

OFFディレー

ヒステリシス幅
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③ コンパレート機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート
機能」をチェックします。

④「コンパレート機能」タブを選択し、それぞれのアラーム値を設定します。
下記の設定例では、「上上限値（HH）」の設定を示しています。
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⑤ ヒステリシス値を設定する場合は、「ヒステリシス」に任意の値を入力します。

 コンパレート機能の「ヒステリシス」の値は、トップバレーホールド機能の「ヒステリシ
ス」の値と連動しています。

⑥「OFF ディレー機能」を設定する場合は、「コンパレートOFFディレー」に任意の値を入
力します。

⑦「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑧「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-4-8　断線検知機能

■機能説明
AD変換点数の設定で有効となっているチャネルのアナログ入力配線（電圧入力、電流入力）
が断線している場合、チャネルごとの断線検知フラグがONとなります。
断線検知フラグは「アナログステータスフラグ」の中に含まれます。
断線検知機能が働くと、AD変換データは7FFF Hex となります。入力が再び変換できる範
囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換データに戻ります。
ただし、本機能は入力レンジが「1～5V」または、「4～20mA」のみ有効となります。
断線を検知する条件は「1～5V」に設定されている場合は0.76V以下（6％以下）、「4～
20mA」に設定されている場合は3.04mA以下で断線検知と判断します。

11-4-9　ユーザー校正機能

■機能説明
入力機器の特性や接続方法などにより、入力電圧や電流にずれが生じるような場合に「ずれ」
を補正し、入力を調整することができる機能です。
下図のように0％および100％の 2点で変換直線を補正します。

調整可能範囲は次のとおりです。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

変換データ

電圧／電流

調整前

調整後

0%
100%

レンジ 下限 上限

0～5V － 0.25～ +0.25V 4.75～ 5.25V

1～ 5V 0.8 ～ 1.2V 4.8 ～ 5.2V

0～ 10V － 0.5 ～ +0.5V 9.5 ～ 10.5V

－ 10～＋10V － 11～－9.0V 9.0 ～ 11V

4～ 20mA 3.2 ～ 4.8mA 19.2 ～ 20.8ｍA

0～20mA －1.0～ 1.0mA 19～ 21mA
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③ 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。（このとき、入力
レンジはあらかじめ設定しておきます。）

④ ユニットの入力端子に接続機器から100%に相当する電圧（または電流）を入力します。
⑤［校正］画面の「上限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みを行います。

⑥ ユニットの入力端子に接続機器から0%に相当する電圧（または電流）を入力します。
⑦「下限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みを行います。

　 一度設定した補正値をデフォルトに戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタンをクリッ
クします。

⑧「閉じる」ボタンをクリックして［校正］画面を閉じます。
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⑨「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。
⑩「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-4-10　積分機能

■機能説明
アナログ入力値の時間積分を演算する機能です。
単位は「時間」（カウント×時間）または「分」（カウント×分）のどちらかを選択すること
ができます。カウントはスケーリング後の工業単位です。
例えば、100.0（カウント×時間）は「100カウント相当のアナログ値が1時間続いた量」
を意味します。4バイト（2CH）のエリアで、カウント×時間、またはカウント×分の数値
範囲は－214,748,364.8～+214,748,364.7です。データは0.1単位でCX-Integrator
に表示されます。
またユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、ステー
タスの「積分カウントオーバーフラグ」がONします。

* 積分の分割幅は次のとおりです。

単位 分割幅

時間 3.6s（1／ 1000Hr）

分 60ms（1／1000min）

アナログ入力値 積分値
（カウント×時間、またはカウント×分）

時間 t

分割幅*
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■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」をチェッ
クします。

④ 単位の設定を行う場合は、「積分カウント」タブの「積分時間単位」のプルダウンリスト
から「Hour」か「Minute」を選択します。
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⑤ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「積分監視値」に任意の設定値を入力
します。

⑥「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑦「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-4-11　ラストメンテナンスデイト機能

■機能説明
メンテナンスした日付をユニット、接続機器個別にユニット内に書き込むことができます。
これにより次回メンテナンス時の判断が容易に行えます。
CX-Integrator により書き込み可能です。

■CX-Integrator による設定方法

ユニット自体のラストメンテナンスデイトを設定する場合
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック
（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を
開きます。
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③「全般」タブを選択し、「最終メンテナンス日」のリストボタンをクリックして表示され
るカレンダーから、任意の日付を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の
「今日」をクリックすると今日の日付が選択されます。）

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リ
セット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

接続機器のラストメンテナンスデイトを設定する場合
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック
（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を
開きます。
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③ ラストメンテナンスデイトを設定したい接続機器が接続されているチャネルのタブを選
択し、「最終メンテナンス日」のリストボタンをクリックして表示されるカレンダーか
ら、任意の日付を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリッ
クすると今日の日付が選択されます。）

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。
11-50



11-5 アナログ I/O スレーブ（出力）の機能

ス
マ
l
ト
機
能
の
説
明

 11
11-5 アナログ I/Oスレーブ（出力）の機能

11-5-1　スケーリング機能

■機能説明
デフォルトでは、0 ～ 6000 カウントにスケーリングされたアナログ出力値が出力レンジ
（信号）にDA変換されますが、この機能を使用することにより、出力レンジ（信号）に対す
るスケーリングの値を、ユーザで取り扱う任意の値（工業単位の値）に変更することができ
ます。
これにより、マスタユニットでのラダープログラム上の演算処理を省くことができます。
スケーリング機能には次の2つがあります。

デフォルトスケーリング
アナログ出力値を電圧、電流値に変換します。
単位は（ｍV）または（μA）となります。
デフォルトスケーリングを選択すると、各レンジによって次のようにスケーリングされます。

ユーザスケーリング
アナログ出力値をユーザ任意の値にスケーリングします。
100％、0％のときの変換値をCX-Integrator により設定します。

注．0%スケーリング値＞100%スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。

出力レンジ 0～5V 0～ 10V 1～ 5V － 10～＋10V 0～ 20mA 4～20mA

100% 5000mV 10000mV 5000mV ＋10000mV 20000μA 20000μA

0% 0000mV 0000mV 1000mV －10000mV 0000μA 4000μA

断線時の値 － － 7FFF (Hex） － － 7FFF (Hex)

出力レンジ 0～5V 0～ 10V 1～ 5V － 10～＋10V 0～ 20mA 4～20mA

100% CX-Integrator で設定（－28000～＋ 28000）

0% CX-Integrator で設定（－28000～＋ 28000）

断線時の値 － － 7FFF (Hex） － － 7FFF (Hex）

スケーリング値

100%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント2）

0%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント1）

出力変換

出力レンジ（信号）

0% 100%
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オフセット補正
スケーリング時の誤差を補正することができます。
下図のようにスケーリングした直線を誤差の分だけ加算して演算します。
オフセット（誤差）の値は± 28000 の範囲で入力可能ですが、スケーリング直線がアン
ダーフロー、オーバーフローするような設定を行った場合100%（または0%）の出力を行
えない場合がありますのでご注意ください。 
上限は 7FFE Hex（10進 32766）、下限は8000 Hex（10進－32768）です。

注．デフォルトスケーリング使用時でもオフセット値を設定することは可能です。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ スケーリングを行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリング」を
チェックします。

上限値

100%スケーリング値

0%スケーリング値

下限値

スケーリング直線

オフセット値
－28000～
＋28000

出力レンジ（信号）

7FFFにしても
100%まで出せない

7FFEHex(32766)

8000Hex(－32768)
0% 100%
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④ スケーリングタイプを選択します。
「スケーリング」タブを選択し、「デフォルトスケーリング」、「ユーザスケーリング」のど
ちらかを選択します。

⑤「ユーザスケーリング」を選択した場合は、0%時の値を「スケーリングポイント (0%)」
に、100%時の値を「スケーリングポイント (100%)」にそれぞれ入力します。
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⑥ オフセット補正機能を使用する場合は、オフセット値を「スケーリングオフセット」に入
力します。
「デフォルトスケーリング」、「ユーザスケーリング」どちらのタイプでも設定可能です。

⑦「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑧「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-5-2　ユーザー校正機能

■機能説明
出力機器の特性や接続方法などにより、最終的な出力量にずれが生じるような場合に「ずれ」
を補正し、出力を調整することができる機能です。
下図のように0％および100％の 2点で変換直線を補正します。

変換データ

電圧／電流

調整前

調整後

0%
100%
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調整可能範囲（－ 5％～＋ 5%）は次のとおりです。下記の範囲で調整できない場合は出力
機器との接続方法を見直してください。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック
（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を
開きます。

③ 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。（このとき、出
力レンジはあらかじめ設定しておきます。）

レンジ 下限 上限

0～5V －0.25～ +0.25V 4.75～ 5.25V

1～ 5V 0.8 ～ 1.2V 4.8 ～ 5.2V

0～ 10V － 0.5 ～ +0.5V 9.5 ～ 10.5V

－ 10～＋10V －11～－9.0V 9.0 ～ 11V

4～ 20mA 3.2 ～ 4.8mA 19.2 ～ 20.8ｍA

0～ 20mA 0.2 ～ 1.0mA 19～ 21mA
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下限の校正
④ マスタユニットから0％に相当する値を出力します。必ず0%値で校正してください。
⑤「下限校正」内のスライドバーにて、端子から出力しているアナログ値を調節します。
出力機器から0%が正しく出力されるように調節を繰り返してください。
補正後、「下限校正値書込」ボタンをクリックします。

上限の校正
⑥ マスタユニットから出力ユニットの最大値に相当する値を出力します。
100%で校正するのが望ましいですが、必ずしも100%でなくても校正は行えます。

⑦「上限校正」内のスライドバーにて、端子から出力しているアナログ値を調節します。
出力機器から100%が正しく出力されるように調節を繰り返してください。
補正後、「上限校正値書込」ボタンをクリックします。

一度設定した補正値をデフォルトに戻したい場合は、「出荷時設定に戻す」ボタンをク
リックします。

⑧「閉じる」ボタンをクリックして［校正］画面を閉じます。
⑨「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロー
ドを実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑩「OK」ボタンをクリックして終了します。

上限の校正を100%で行っていないと、下限の校正を行う際、ずれが生じますので、出力
ユニットでは必ず下限の校正を先に行ってください。
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11-5-3　積分機能

■機能説明
出力しているアナログ出力値の時間積分を演算する機能です。
単位は「時間」（カウント×時間）または「分」（カウント×分）のどちらかを選択すること
ができます。カウントはスケーリング後の工業単位です。
例えば、100.0（カウント×時間）は「100カウント相当のアナログ値が1時間続いた量」
を意味します。積分値は2CH（4バイト）のエリアで、カウント×時間、またはカウント×
分の数値範囲は－ 214,748,364.8 ～ 214,748,364.7 カウントです。データは 0.1 単
位で CX-Integrator に表示されます。
また、ユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、ステー
タスフラグの「積分値監視ビット」がONします。

* 積分の分割幅は次のとおりです。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

単位 分割幅

時間 3.6s（1／1000Hr）

分 60ms（1／1000min）

アナログ出力値 積分値
カウント×時間、またはカウント×分）

時間 t

分割幅*
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③ 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」をチェッ
クします。

④ 単位の設定を行う場合は、「積分カウント」タブの「積分時間単位」のプルダウンリスト
から「Hour」か「Minute」を選択します。
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⑤ 監視値の設定を行う場合は、「積分カウント」タブの「積分監視値」に任意の設定値を入
力します。

⑥「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑦「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-5-4　異常時の出力値設定機能

■機能説明
通信異常（タイムアウトおよび Busoff）が発生した場合に、出力ユニットの出力値をチャ
ネル単位で設定することができます。
出力値は、次の4とおりの設定をCX-Integrator により行えます。

設定パターン

項目 説明

下限 出力レンジによって、次表の値を出力します。

上限 出力レンジによって、次表の値を出力します。

出力保持 異常が発生した寸前の値を保持し、出力します。

0カウント 上位機器から0を書き込んだときの値を出力します。よって、スケーリン
グ機能をご使用の場合はご注意ください。
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出力レンジと出力値

注．ノードアドレスの重複や本体異常の場合は、この設定に関わらず電流出力は0mA、電圧出力は0V
が出力されます。

■CX-Integrator による設定方法
① CompoNet スレーブの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリック（ま
たは右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画面を開きます。

③ 異常時の出力値の設定を行いたいチャネルのタブを選択し、「通信異常時出力」のプルダ
ウンリストから任意の項目を選択します。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

出力レンジ 下限 上限 出力保持

0～5V － 0.25V 5.25V 保持する

1～5V 0.8V 5.2V 保持する

0～10V －0.5V 10.5V 保持する

－10～＋10V － 11V 11V 保持する

4～20mA 3.2ｍA 20.8ｍA 保持する

0～20ｍA 0ｍA 21mA 保持する
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11-6 温度入力ユニットの機能

11-6-1　移動平均処理機能

■機能説明
過去8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとして生成します。
下図のように、入力が細かく変動しているような場合には平均化処理を行うことにより、滑
らかな入力値を得ることができます。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ 移動平均処理を行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「移動平均」をチェッ
クします。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、［リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

温度入力値

実際の入力
平均化処理後の入力

時間
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11-6-2　スケーリング機能

■機能説明
温度入力値（測定値）に対する表示値をユーザで取り扱う任意の値に変更することができま
す。
これにより、マスタユニットでのラダープログラム上の演算処理を省くことができます。
温度入力値（測定値）をユーザ任意の値にスケーリングするには、2つのポイント（100％
時、0％時）の変換値（－28000～＋28000）を CX-Integrator により設定します。

注1．デフォルトの値は、0～＋28000です。
注2．0%スケーリング値＞100％スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。

オフセット補正
スケーリング時の誤差を補正することができます。
下図のようにスケーリングした直線を誤差の分だけ加算して演算します。
オフセット（誤差）の値は±28000の範囲で入力可能ですが、アンダーフロー、オーバー
フローにご注意ください。 
上限は 7FFE Hex、下限は8000 Hex（1/100表示モードの場合は上限7FFFFFFE Hex、
下限は80000000 Hex）です。

スケーリング値

100%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント2）

0%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント1）

変換

入力レンジ（信号）

0% 100%

上限値

100%スケーリング値

0%スケーリング値

下限値

スケーリング直線

オフセット値
－28000～
＋28000

入力レンジ（信号）

7FFEHex(32766)

8000Hex(－32768)
0% 100%
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■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ スケーリングを行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリング」を
チェックします。

④ 0%時の値を「スケーリングポイント（0%）」に、100%時の値を「スケーリングポイ
ント（100%）」にそれぞれ入力します。
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⑤ オフセット補正を行う場合は、オフセット値を「スケーリングオフセット」に入力します。

⑥「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑦「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-6-3　ピークボトムホールド機能

■機能説明
温度入力値の最大（ピーク）値、最小（ボトム）値を保持する機能です。
OUTエリアに割り付けられたHOLDフラグ（出力）のビットがONになった時点でホール
ド機能がスタートし、OFF になるまでの間「ピーク値」または「ボトム値」をサーチします。
（HOLDフラグがOFF したときに値が更新されます。）
また、「温度データ1」に割り付けた「ピーク値」、「ボトム値」はコンパレート機能で比較判
定することもできます。（11-74 ページの「11-6-7　コンパレート機能」参照）

ボトムホールドの動作例

注．HOLDフラグをマスタユニット側のラダープログラム上でON（またはOFF）にしてから スレー
ブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC 本体の
電源立ち上げ時の１回目の温度データは、マスタユニット側のラダープログラムで HOLD フラグ
＝ ON としていても HOLD フラグ＝ OFF の状態のデータがマスタユニット側へ伝送されること
があります。したがって、マスタユニット側でHOLDフラグを使用したピークボトムホールドデー
タを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮してHOLDフラグをONにした後、一定時間後のピー
クボトムホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにしてください。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

ON OFF

ホールド値

前回値

HOLDフラグ

ホールド機能スタート ホールド機能ストップ

温度入力値
今回のボトム値で
更新されます

ボトムホールド値
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③ ピークボトムホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「ピー
クボトムホールド」をチェックします。

④ HOLDフラグ（出力）の割付はデフォルトコネクションパスの設定にて行います。
「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストから
「HOLDフラグ」を選択します。

⑤「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-6-4　トップバレーホールド機能

■機能説明
温度入力値の山の頂上（トップ）、谷の底（バレー）の値を保持する機能です。
ヒステリシス値の2倍以上の温度値のアップダウンをモニタし、トップ（山）またはバレー
（谷）の値を保持します。
「トップ値」または「バレー値」と同時に「トップバレー検出タイミングフラグ」を割り付
け、ホールドしたタイミングを確認することができます。
本機能はOUTエリアに割り付けられたHOLDフラグ（出力）のビットがONになった時点
でホールド機能がスタートし、OFF になるまでの間「トップ値」または「バレー値」が次々
に更新されます。（HOLD フラグが OFF すると、最後の値が保持されますが、次に HOLD
フラグがONとなり、トップまたはバレーが現れた時点でホールド値は初期化されます。）
また「温度データ 1」に割り付けた「トップ値」、「バレー値」はコンパレート機能で比較判
定することもできます。（11-74 ページの「11-6-7　コンパレート機能」参照）

■バレーホールドの動作例

注 1．HOLD フラグをマスタユニット側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから ス
レーブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC
本体の電源立ち上げ時の１回目の温度データは、マスタユニット側のラダープログラムで
HOLDフラグ＝ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタユニット側へ
伝送されることがあります。したがって、マスタユニット側でHOLDフラグを使用したトップ
バレーホールドデータを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮してHOLDフラグをONにし
た後、一定時間後のトップバレーホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むように
してください。 

注 2．「トップバレー検出タイミングフラグ」のON幅は「ワンショット時間」の設定により調節でき
ます。ワンショット時間の設定はCX-Integratorで行えます。（設定可能範囲は1～65535ms）

注3．「トップバレー検出タイミングフラグ」はON中にHOLDフラグがOFFになると、同時にOFF
となります。

ホールド値

HOLDフラグ

温度入力値 バレーホールド値 最後の値が
保持されます

ホールド機能
スタート

ホールド機能
ストップ

ワンショット時間

トップバレー検出
タイミングフラグ
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■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ トップバレーホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「トッ
プバレーホールド」をチェックします。

④ HOLDフラグ（出力）の割り付けはデフォルトコネクションパスの設定にて行います。
「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストから「HOLD
フラグ」を選択します。

⑤「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■ヒステリシスの設定
温度入力値の小さな変動によってトップ（山）またはバレー（谷）を検知しないようにヒス
テリシス値をCX-Integrator により設定することができます。
したがって、データのホールドタイミングは図のように実際の山の頂上から遅れます。

データ設定の詳細タイミング

CX-Integrator によるヒステリシスの設定
①「トップバレーホールド」タブを選択し、「ヒステリシス」に任意のヒステリシス値を入力
します。

②「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

③「OK」ボタンをクリックして終了します。

温度入力値

バレーホールド値

トップバレー検出
タイミングフラグ

遅れ

設定ヒステリシス値×2
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トップバレーホールド機能の「ヒステリシス」の値はコンパレート機能の「ヒステリシス」
の値と連動しています。

■ワンショット時間の設定
①「トップバレーホールド」タブの「ショットオフディレー」に任意の値を入力します。

②「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

③「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-6-5　トップバレーカウント機能

■機能説明
一定の温度上昇（下降）変化を繰り返すような装置、またはアプリケーションで、温度上昇
（下降）した山の数をカウントします。
また、カウント数に対して監視値を設定することで、ユニットまたはセンサのメンテナンス
時期を知ることができます。
監視値オーバーのステータスは［モニタ］画面、あるいはExplicit メッセージにて読み出す
ことができます。
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バレーカウントの動作

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ トップバレーカウント機能を使用したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「トッ
プバレーホールド」をチェックします。

④「トップバレーホールド」タブを選択し、「カウントタイプ」のプルダウンリストから「トッ
プカウント」または「バレーカウント」のいずれかを選択します。

ホールド値

HOLDフラグ

温度入力値 バレーホールド値 最後の値が
保持されます

ホールド機能
スタート

ホールド機能
ストップ

バレーカウントは温度下降時の谷の数をカウントする。
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⑤「トップバレーカウンター監視値」により、カウント数に対する監視値を入力します。

⑥「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑦「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-6-6　変化率演算機能

■機能説明
温度入力値のデータを設定サンプリング周期ごとに変化率を求めることができ、前回値との
差を演算します。
サンプリング周期はデフォルトでは 250ms に設定されており、設定範囲は 250 ～
65500ms（250ms単位）です。

0

温度入力値

変換率

温度データ

微分データ

時間
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サンプリング周期を小さく設定すると、小さな変化に対しても変化率は敏感に反応します。
温度データに細かい揺れがある場合、サンプリング周期が揺れの周期よりも短いと、揺れ
自体を変化率として拾ってしまいます。このような場合はサンプリング周期を長めに設定
する「移動平均処理機能」を使用してください。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ 変化率演算機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「変化率」をチェッ
クします。

温度入力値の揺れ

とりたい傾き

サンプリング周期が短い サンプリング周期が長い
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④ 「変化率」タブを選択し、「サンプリング周期」に任意の値を入力します。

⑤「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑥「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-6-7　コンパレート機能

■機能説明
ユニット内に上上限値、上限値、下下限値、下限値を設定しておき、設定範囲を超えた場合
にステータスフラグがONする機能です。
設定値には「上上限値（HH）」、「上限値（H）」、「下下限値（LL）」、「下限値（L）」の4種類
があり、「温度データ1」に対して比較演算することができます。
設定できる範囲は－415000～ 415000までです。
各設定値を超えた場合には「温度データステータスフラグ」内のコンパレート結果のビット
がONします。警報が出ていない場合は正常フラグ（Pass 信号）がONします。

上上限(HH)

上限(H)

下限（L）

下下限（LL）

上上限警報

上限警報

正常フラグ
（Pass信号）

下限警報

下下限警報

設定値

コンパレート結果
（温度データステータス
フラグ内）のビットON/OFF
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変換サイクルよりも早く温度入力値が変化した場合、下限警報から正常フラグ（Pass 信号）
が ON せずに上限警報が ON する場合があります。ラダープログラムを組む場合にはご注
意ください。

ヒステリシスの設定
コンパレート結果フラグは図のようにヒステリシス幅を下回った（上限／上上限警報時）ま
たは上回った（下限／下下限警報時）ときOFFします。閾値近辺で温度入力値が揺れてON
／OFFを繰り返すような場合、ヒステリシスを設定するとフラグの動作が安定します。
設定できる範囲は0～16383までです。

ヒステリシスの設定は各入力の小数点位置、および1/100表示モードの値に注意して行っ
てください。表示モードを変更、または小数点位置が異なる入力に変更した場合は必ずヒ
ステリシスの設定をやり直してください。
（例）10℃をヒステリシスとして設定する場合
        R センサ（通常表示）では　0010（10進）に設定
        T センサ（通常表示）では　0100（10進）に設定
        1/100表示ではすべての入力を1000（10進）に設定

OFFディレー機能
コンパレート結果フラグがOFF となるまでの時間を延ばして調節することができます。
ONが一瞬の場合でもOFFディレーを設定しておくと、マスタユニットでフラグを確実にと
らえることができます。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

上上限設定値
または
上限設定値

上上限警報フラグ
または
上限警報フラグ

下下限設定値
または
下限設定値

下下限警報フラグ
または
下限警報フラグ

ヒステリシス幅

ヒステリシス幅

上上限設定値

上上限警報フラグ

OFFディレー

ヒステリシス幅
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③ コンパレート機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート
機能」をチェックします。

④「コンパレート機能」タブを選択し、それぞれのアラーム値を設定します。
下記の設定例では、「上上限値（HH）」の設定を示しています。

アラーム値の設定は各入力の小数点位置、および1/100表示モードの値に注意して行って
ください。表示モードを変更、または小数点位置が異なる入力に変更した場合は必ずアラー
ム値の設定をやり直してください。
（例）250℃をアラーム値として設定する場合
      R センサ（通常表示）では　00250（10進）に設定
      T センサ（通常表示）では　02500（10進）に設定 
      1/100表示ではすべての入力を25000（10進）に設定
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⑤「ヒステリシス値」を設定する場合は、「ヒステリシス」に任意の値を入力します。

コンパレート機能の「ヒステリシス」の値はトップバレーホールド機能の「ヒステリシス」
の値と連動しています。

⑥「OFF ディレー機能」を設定する場合は、「コンパレートOFFディレー」に任意の値を入
力します。

⑦「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑧「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-6-8　設定温度範囲内時間カウント機能（Zone Count）

■機能説明
温度入力値が、ユーザが任意に設定した温度範囲内に入っている時間を1秒単位で計測する
ことができる機能です。
これにより、ある設定温度条件が一定時間続くと劣化につながるような装置、またはアプリ
ケーションでの故障予知やメンテナンス時期を確認することができます。
温度範囲の設定は「コンパレート機能」タブで選択します。
「上上限値」「上限値」「下下限値」「下限値」を設定値とし、設定した温度範囲に入っている
時間が監視値を超えた場合、閾値超えとします。
監視値オーバーのステータスは［モニタ］画面、または Explicit メッセージにて読み出すこ
とができます。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

この温度を超えた時点で計測開始。
設定温度を超えてからの温度範囲を
10℃（95℃まで）に設定した場合、
温度範囲内にある時間をカウントする。

温度

10℃
85℃

時間

カウント開始 カウント開始カウント終了
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③ 時間計測したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート機能」をチェッ
クします。

④「コンパレート機能」タブを選択し、「ゾーンタイプ」のプルダウンリストよりカウントし
たい温度範囲を選択します。
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⑤「ゾーンカウンター監視値」により、「ゾーンタイプ」で設定した温度範囲に入っている時
間の監視値を設定します。

⑥「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑦「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-6-9　入力CH間温度差検出機能

■機能説明
各入力間（CH0～ CH3）の温度差を相対比較することができます。
各入力間の温度差を比較し、検出した温度差の値に対して監視値を設定することで、温度差
が大幅にある装置を特定化し、故障などの原因となるトラブルの予兆管理が行えます。
比較演算結果は、［モニタ］画面の「チャネル間データ比較」タブにより確認することができ
ます。
また、比較演算結果や監視値オーバーのステータスは［モニタ］画面、または Explicit メッ
セージにて読み出すことができます。

注1．比較演算が行えるのは「温度データ1」に設定されているデータのみです。
注2．「温度データ1」に割り付けられているデータの比較演算を行う場合、温度データを「ピーク

値」や「ボトム値」に選択していると、その値で演算を行いますのでご注意ください。
注3．演算結果は設定に関わらず常に小数点2桁まで読み出されます。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

比較 比較

比較

他の装置に比べ
温度差が激しい

装置A 装置B 装置C 装置D

540℃ 543℃580580℃ ？ 538℃

温度入力ユニット

入力CH間ごとに温度差をそれぞれ検出
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③「チャネル間データ比較」タブを選択します。

④「演算データ1」、「演算データ2」のいずれかのセルをダブルクリックします。
［演算データ設定］画面が表示されます。
⑤ 比較を行いたい入力を「演算データ1」、「演算データ2」のそれぞれのプルダウンリスト
から選択します。
同時に「監視設定値」に監視値を入力します。
監視値は必ず小数点2桁まで入力してください。
（例：10℃の場合→10.00℃となり1000と入力）

⑥「OK」ボタンをクリックし、［演算データ設定］画面を閉じます。
⑦「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑧「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-6-10　入力異常検知無効機能

■機能説明
使用しないチャネルがある場合、入力異常（断線含む）を検知しないようにすることができ
ます。
本機能を有効にした場合、入力センサの断線状態や温度範囲にかかわらず温度入力ワーニン
グフラグ、断線検知フラグはOFF となります。
本機能が働くと、温度データは7FFFHex（1/100表示モードの場合は7FFFFFFF）とな
ります。
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■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ 入力異常検知無効機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「入力異常
検知無効」をチェックします。

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

本機能は使用しないチャネルがある場合のみ使用してください。センサを接続した状態で本
機能を使用した場合、入力異常（断線含む）を検知しなくなります。

11-6-11　断線検知機能

■機能説明
入力センサが断線している場合、チャネルごとの断線検知フラグがONとなります。
断線検知フラグは「温度データステータスフラグ」の中に含まれます。
断線検知機能が働くと、変換データは7FFF Hex（1/100表示の場合は7FFFFFFF）とな
ります。
入力が再び変換できる範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換データ
に戻ります。
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11-6-12　ラストメンテナンスデイト機能

■機能説明
最後にメンテナンスした日付をユニット自体、または接続機器個別にユニット内に書き込む
ことができます。
これにより次回メンテナンス時の判断が容易に行えます。
CX-Integrator により書き込み可能です。

■CX-Integrator による設定方法

ユニット自体のラストメンテナンスデイトを設定する場合
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③「全般」タブを選択し、「最終メンテナンス日」のリストボタンをクリックして表示される
カレンダーから任意の日付を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」
をクリックすると今日の日付が選択されます。）

④「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロードを実行した後、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

接続機器のラストメンテナンスデイトを設定する場合
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。
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③ ラストメンテナンスデイトを設定したい接続機器が接続されているチャネルのタブを選
択し、「最終メンテナンス日」のリストボタンをクリックして表示されるカレンダーから、
任意の日付を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックす
ると今日の日付が選択されます。）

④「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑤「OK」ボタンをクリックして終了します。

11-6-13　温度積分機能

■機能説明
温度入力値の時間積分を演算し、センサまたは装置の熱量を換算する機能です。
単位は「時間」（℃（゜Ｆ）×時間）、または「分」（℃（ﾟＦ）×分）のどちらかを選択する
ことができます。
例えば、積分値が100の場合は「100℃（ﾟＦ）相当の温度値が1時間続いた量」を意味
します。（単位に「時間」を選択した場合）
2CH（4バイト）のエリアに格納される値は分割幅の300回分の積分値です。データは設
定された条件（注1、注2）に従って表示されます。
またユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、汎用ス
テータスの「積分カウントオーバーフラグ」がONします。

注1．単位が゜Ｆに設定されている場合は゜Ｆのまま積分演算を行います。
注2．1/100表示に設定されている場合も100倍されたバイナリデータで積分演算を行います。
注3．積分値の値の意味は小数点の位置によって異なります。
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* 積分の分割幅と積分回数は次のとおりです。

■CX-Integrator による設定方法
① 温度入力ユニットの電源をONにします。
②［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

③ 温度積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」を
チェックします。

単位 分割幅 積分回数

時間 12s 300回

分 200ｍｓ 300回

温度入力値 積分値
(℃ 時間、または℃×分）

時間 t

分割幅*
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④ 単位の設定を行う場合は、「積分カウント」タブの「積分時間単位」のプルダウンリスト
から「Hour」か「Minute」を選択します。

⑤ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「積分監視値」に任意の設定値を入力
します。

「積分監視値」を「0」に設定している場合、積分値の監視は行いません。

⑥「全般」タブに戻り、「転送［パソコン→ユニット］」ボタンをクリックしてダウンロード
を実行した後、「リセット」ボタンをクリックしてユニットをリセットします。

⑦「OK」ボタンをクリックして終了します。
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11-6-14　ユーザー校正機能

■機能説明
入力センサの特性や接続方法などにより、入力値にずれが生じるような場合に「ずれ」を補
正し、入力を調整することができる機能です。

温度入力ユニットは、工場出荷時に正しく校正されていますので、通常は校正は不要です。
必要な場合のみ本機能をご使用ください。校正に失敗した場合は校正データをクリアし、工
場出荷時に戻すことが可能です。なお、ユーザー校正の結果については当社では保証しか
ねますのでご了承ください。

温度入力ユニットは校正後も温度変換動作を続けます。校正を行いますと、今まで測定して
いた温度データ値が突然変わる可能性がありますので、校正を行う場合は、必ずご使用の
環境を考慮した状態で行ってください。

変換データ

温度入力値

調整前

調整後

0%
100%
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■形CRT1-TS04T の校正

校正手順フロー
温度入力ユニットの校正は以下の手順で行います。
以下のフローチャートに従って、正しく校正作業を行ってください。

校正できるセンサは電源ON中に動作しているセンサのみとなります。現在使用していない
センサも同時に校正を行う場合は、入力種別を切り替え、電源再投入またはCX-Integrator
のリセットを行い、最初から校正を行ってください。

校正に必要な機器を準備します。

校正に必要な機器を接続します。
上下限校正に必要な機器を接続します。

最初の校正？

関連システムの機器の電源をONします。
形CRT1-TS04Tについては、ユニットの内部温度
が安定するまで30分以上待ちます。

補正したい入力CHの下限校正を行います。
補正したい入力CHの上限校正を行います。

上下限校正に必要な機器を外します。
バイアス補正に必要な機器を接続します。
端子台温度が安定するまで60分待ちます。
注． 校正対象の熱電対に対応した冷接点補償器
　  （ゼロコンなど）と補償導線が必要です。

補正したい入力のバイアス補正を行います。

他の入力校正を行う？

ユーザー校正後の指示検査を行います。

終了

ここでの安定時間とは、初期電源ON後の時間です。
2度目の入力時以降の校正においては、この項目は無視できます。
注． 本ユニット以外の機器の安定時間については、その機器の取扱
　  説明書を参照の上判断してください。

Yes

No

Yes

No
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校正に必要な機器との接続
校正に必要な機器と温度入力ユニットとの接続について説明します。
校正を行う際は以下の機器を正しく配線してください。

基準電圧電流発生器（STV）／精密デジタルマルチメータ（DMM）
上限・下限の校正を行うために使用します。
正確な0mV、20mV、50mVが発生できるものを用意してください。
もし、電圧電流発生器が正確な電圧を出力できていない場合は、出力電圧を測定できる精
密デジタルマルチメータを使用してください。

冷接点補償器（ゼロコンなど）／補償導線
バイアス補正値を補正するために使用します。
冷接点補償器（以下ゼロコンを例として説明します）とは熱電対タイプのセンサで測定す
る温度を正確な0℃／32゜Fにするための機器です。
校正対象のセンサに対応したものを使用してください。

注．R、S、E、B、W タイプの場合は K タイプのもので代用可能です。ゼロコンは 0 ℃／ 32゜F
にセットしておいてください。

 CX-Integrator
実際の校正作業はCX-Integrator の画面上にて行います。

校正機器との接続図
入力端子に基準電流電圧発生器（以下STV）、精密デジタルマルチメータ（以下DMM）、ゼ
ロコンを接続します。
入力CH0～ CH3の該当する入力端子に接続してください。

上図ではCompoNet 上に、PC（CX-Integrator）を接続していますが、マスタユニットに
形CS1W-CRM21、または形CJ1W-CRM21をご使用の場合は、ツールバス接続により
マスタユニット経由で温度入力ユニットを校正することもできます。

形CRT1-TS04T

精密デジタルマルチメータ（DMM）
STVで正確な電圧が得られているかどうかを確認する場合に使用します。

冷接点補償器（ゼロコンなど）
バイアス補正を行うまでは開放（無効）にしてください。

CX-Integrator

CompoNet

基準電圧電流発生器（STV）
バイアス補正を行う際は外してください。

補
償
導
線
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入力端子への接続図

配線の確認と校正手順
上限値・下限値の校正手順

① 上下限校正用配線を行います。
精密デジタルマルチメータ（DMM）を接続する場合は2本差し棒端子を使用してくださ
い。

② 使用しているセンサと入力種別の確認を行います。

 R、S、B、E、Wのセンサを使用している場合は、K熱電対の補償導線をご使用ください。
さらに、R、S、Bタイプのセンサをご使用の場合はK（0.0 ～ 500.0 ℃）タイプのセン
サを、E、Wタイプのセンサをご使用の場合は K（－ 200 ～ 1300 ℃）タイプのセンサ
をそれぞれ入力種別として設定してください。

③ CompoNet ネットワーク上にCX-Integrator を接続し、オンラインにします。
④ CX-Integrator のアップロードを行います。
⑤ 校正対象の温度入力ユニットを含む、すべてのユニットの電源をONにします。
温度入力ユニットの内部温度が安定するまで、約30分待ってください。

⑥［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

NC

NC NC NC

NC NC NC NC

0
－

1
－

2
－

3
－

1
＋

0
＋

2
＋

3
＋

冷接点補償器

NC

NC NC NC

NC NC NC NC

0
－

1
－

2
－

3
－

1
＋

0
＋

2
＋

3
＋

補償導線

短絡

INPUT OUTPUT

0℃／32̊F

・ 上下限校正用配線

・ バイアス補正用配線

2本差し棒端子

冷接点補償器

DMM

STV

ゼロコン
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⑦ 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。

⑧ 下限値を校正します。
温度入力ユニットの入力端子に基準電圧電流発生器（STV）から0mVを入力し、入力が
安定するまで1分以上待ちます。

⑨［校正］画面の「下限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みを行います。

⑩ 上限値を校正します。
上限値の校正をしたい入力端子に、基準電圧電流発生器から電圧を入力します。
下表を参照して入力種別に応じた電圧を入力し、入力が安定するまで1分以上待ちます。

種別 入力電圧

K（－200～1300℃） 50ｍV

K（0.0 ～ 500.0 ℃） 20ｍV

J（－100～850℃） 50ｍV

J（0.0 ～ 400.0 ℃） 20ｍV

T 20ｍV

L（－100～850℃） 50ｍV

L（0.0 ～ 400.0 ℃） 20ｍV

U 20ｍV

N 50ｍV

PL2 50ｍV
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⑪「上限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みを行います。

校正結果の確認

① 校正対象のユニットのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。
［モニタ］画面が表示されます。
② 校正対象の「温度入力」タブを選択します。
「ユーザー校正あり」の項目にチェックが付いていれば、ユーザー校正した値で動作して
います。

ユーザー校正が正しく行われているかどうか確認する場合は、［モニタ］画面の「全般」タ
ブにある「更新」ボタンをクリック、または再アップロードにより必ずデータの更新を行っ
てください。［モニタ］画面の詳細については、7-19 ページの「7-4 温度データのモニタ」
を参照してください。

正確な電圧が入力されていない場合は、校正を受け付けない場合があります。

バイアス補正の手順

① 上下限校正用配線を外し、バイアス補正用配線に変更してください。
② 配線作業を終えてから温度データが少なくとも20分間は変化していない状態まで待った
後、［校正］画面の「補正値書込」ボタンをクリックします。
バイアス補正値がユニット内部に書き込まれます。
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校正をリセットする場合
上下限校正、またはバイアス補正値をリセットしたい場合は、［校正］画面の「出荷時設
定に戻す」ボタンをクリックすると工場出荷時の設定に戻ります。
上下限、バイアス補正はまとめて初期化されます。

 端子台温度とゼロコンとの温度差が大きい場合はバイアス補正を受け付けない場合があり
ます。このような現象が起きた場合は校正システムの見直し（対象センサに対応したゼロ
コンを使用しているかなど）を行ってください。

校正実行後は必ず指示精度の検査を行い、正しく校正されたことを確認してください。
指示精度の検査は必ず下限値、中間値、上限値の3点で行ってください。
①外部機器を以下のように接続します。
②ゼロコンが 0 ℃にセットされていることを確認してから STV の出力電圧を検査値の起
電力に相当する電圧にセットします。

注．ゼロコンと入力端子間は、必ず校正対象のセンサに対応した補償導線で接続してください。

ゼロコン

OUTPUT INPUT

補償導線

入力＋

入力－

形CRT1-TS04T

STV
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作業手順と安定時間の関係
すべての入力（4点）を校正した場合の、必要な待ち時間を示します。

注．入力 CH1 以降の配線を変更した後の上下限校正作業は端子台温度の安定時間と関係がないため、
温度入力ユニットがONしてから30分間経過すればすぐに校正することができます。

校正作業を正しく行うため、上記に示す安定時間は必ず守ってください。また、STV、DMM、
ゼロコン等の安定時間も正しく確保してください。各機器についての詳細は取扱説明書を
参照してください。

入力ユニット電源ON
入力CH0校正用配線

入力CH0バイアス補正
入力CH1校正配線変更
入力CH1上下限校正

入力CH1バイアス補正
入力CH2校正配線変更
入力CH2上下限校正

入力CH2バイアス補正
入力CH3校正配線変更
入力CH3上下限校正

入力CH3バイアス補正
（終了）

入力CH0上下限校正

30分以上
注． STV、DMM、ゼロコン等の
　  待ち時間は別途確認して
　  ください。

10分

40分

40分

40分

温度入力
ユニット
安定時間

配線後の端子台温度
安定時間1

配線変更後の端子台温度
安定時間2

配線変更後の端子台温度
安定時間3

配線変更後の端子台温度
安定時間4

作業内容 タイムチャート 安定時間内容
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■形CRT1-TS04P の校正

校正手順フロー
温度入力ユニットの校正は以下の手順で行います。
以下のフローチャートにしたがって、正しく校正作業を行ってください。

校正できるセンサは電源ON中に動作しているセンサのみとなります。現在使用していない
センサも同時に校正を行う場合は、入力種別を切り替え、電源再投入またはCX-Integrator
のリセットを行い、最初から校正を行ってください。

校正に必要な機器との接続
校正に必要な機器と温度入力ユニットとの接続について説明します。
校正を行う際は以下の機器を正しく配線してください。

6ダイヤル抵抗計／精密デジタルマルチメータ
上限・下限の校正を行うために使用します。
正確な抵抗値が発生できるものを用意してください。もし、6 ダイヤル抵抗計が正確な抵
抗値を出力できていない場合は、抵抗値を測定できる精密デジタルマルチメータを使用し
てください。

CX-Integrator
実際の校正作業はCX-Integrator の画面上にて行います。

校正に必要な機器を準備します。

校正機器を接続します。
上下限校正をするため、6ダイヤル抵抗計を校正対象の
温度入力ユニットに接続します。

関連システム機器の電源をすべてONにします。
内部温度が安定するまで30分以上待ちます。

補正したい入力CHの下限校正を行います。
補正したい入力CHの上限校正を行います。

他の入力校正を行う？

ユーザー校正後の指示検査を行います。

終了

Yes

No
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校正機器との接続図
入力端子に6ダイヤル抵抗計を接続します。
入力CH0～ CH3の該当する入力端子に接続してください。

 6ダイヤル抵抗計の接続に使用するケーブルは、通常使用しているものと同じ太さのケーブ
ルをご使用ください。

上図ではCompoNet 上に、PC（CX-Integrator）を接続していますが、マスタユニットに
形CS1W-CRM21、または形CJ1W-CRM21をご使用の場合は、ツールバス接続により
マスタユニット経由で温度入力ユニットを校正することもできます。

入力端子への接続図

配線の確認と校正手順

上限値・下限値の校正手順

① 6ダイヤル抵抗計を検査値に相当する抵抗値にセットし、入力ユニットの設定対象の入力
CHに正しく配線します。

② 正しい抵抗値が得られない場合はデジタルマルチメータを6ダイヤル抵抗計に正しく配線
し、抵抗値を測定します。

③ CompoNet ネットワーク上にCX-Integrator を接続し、オンラインにします。
④ CX-Integrator のアップロードを行います。
⑤ 校正対象の温度入力ユニットを含む、すべてユニットの電源をONにします。
温度入力ユニットの内部温度が安定するまで、約30分待ってください。

6ダイヤル抵抗計
校正したい入力端子（CH）に接続します。

精密デジタルマルチメータ（DMM）
6ダイヤル抵抗計で正確な抵抗値が得られているかどうかを
確認する場合に使用します。

形CRT1-TS04P CX-Integrator

CompoNet

0A 1A

NC NC NC NC NC

NC

0B 1B 2B 3B

1B0B 2B2A 3A 3B

6ダイヤル抵抗計 DMM
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⑥［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象の温度入力ユニットのアイコンをダブルク
リック（または右クリックし「パラメータ」－「編集」を選択）し、［Configuration］画
面を開きます。

⑦ 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。

⑧ 下限値を校正します。温度入力ユニットの入力端子に 6 ダイヤル抵抗計から 18Ω を入
力し、入力が安定するまで1分以上待ちます。

⑨［校正］画面の「下限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みを行います。

⑩ 上限値を校正します。
上限値の校正をしたい入力端子に、6ダイヤル抵抗計から抵抗を入力します。
下表より入力種別に応じた抵抗を入力し、入力が安定するまで1分以上待ちます。

種別 上限校正入力抵抗

PT100（－200～850℃） 390Ω

PT100（－200～200℃） 180Ω
11-98



11-6 温度入力ユニットの機能

ス
マ
l
ト
機
能
の
説
明

 11
⑪「上限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みを行います。

校正結果の確認

① 校正対象のユニットのアイコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。
［モニタ］画面が表示されます。
② 校正対象の「温度入力」タブを選択します。
「ユーザー校正あり」の項目にチェックが付いていれば、ユーザー校正した値で動作して
います。

ユーザー校正が正しく行われているかどうか確認する場合は、［モニタ］画面の「全般」タ
ブにある「更新」ボタンをクリック、または再アップロードにより必ずデータの更新を行っ
てください。［モニタ］画面の詳細については、7-19 ページの「7-4 温度データのモニタ」
を参照してください。

校正をリセットする場合
上下限校正をリセットしたい場合は、［校正］画面の「出荷時設定に戻す」ボタンをクリッ
クすると、工場出荷時の設定に戻ります。
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校正実行後は必ず指示精度の検査を行い、正しく校正されたことを確認してください。
指示精度の検査は必ず下限値、中間値、上限値の3点で行ってください。   
①外部機器を以下のように接続します。
②ユニットの電源 ON後 30 分以上待ち、6ダイヤル抵抗計を検査値に相当する抵抗値に
設定してください。

注．校正後、電源をOFFせず続けて検査を行う場合は、30分の待ち時間は不要です。

入力A

入力B

入力B

6ダイヤル抵抗計

形CRT1-TS04P
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12 異常時の処置とメンテナンス

12-1 LED表示の意味と異常時の処置
MS／NS LED 内容 備考

　緑点灯
　緑点灯

リモート I/O通信中
または
メッセージ通信中

リモート I/O通信実行中
リモート I/O通信、メッセージ通信のど
ちらか、または両方が実行中の状態です。
正常な状態です。

　緑点灯
　消灯 速度同期処理中 マスタユニットとの接続

待ち

特定スレーブのみがこの状態の場合は、
伝送速度が同一か確認後、スレーブを再
起動してください。

　緑点灯
　緑点滅 コネクション待ち マスタユニットからのコ

ネクション確立待ち状態 ―

　赤点灯
　消灯

ウォッチドッグタイマ
異常

スレーブでウォッチドッ
グタイマ異常が発生

スレーブを交換してください。または拡
張ユニットの接続を確認してください。

　赤点滅
　消灯

スイッチ設定不正 ディップスイッチなどの
スイッチの設定が不正

スイッチ設定を確認後、スレーブを再起
動してください。

EEP-ROMサム値異常 EEP-ROMのデータ異常 CX-Integrator で、データを出荷時の状
態に戻してください。

　緑点灯
　赤点灯 構成異常

・ノードアドレスが重複
・リピータユニット構成
  異常

ノードアドレスが重複していないこと、
およびリピータユニットの構成を確認後、
スレーブを再起動してください。ノード
アドレスおよびリピータユニット構成が
正常な場合には、以下の項目を検討後、
再起動してください。
・マスタ／スレーブの伝送速度は同一か
・ケーブル長（幹線／支線）は適切か
・ケーブルの断線ゆるみがないか
・終端抵抗が幹線の両端のみにあるか
・ノイズが多くないか

　緑点灯
　赤点滅 通信タイムアウト ―

以下の項目を検討後、スレーブを再起動
してください。
・マスタ／スレーブの伝送速度は同一か
・ケーブル長（幹線／支線）は適切か
・ケーブルの断線ゆるみがないか
・終端抵抗が幹線の両端のみにあるか
・ノイズが多くないか

　赤点滅
　赤点灯 構成異常 ノードアドレスが設定範

囲外

ノードアドレスが設定範囲内にあること
を確認後、スレーブを再起動してくださ
い。

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS
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12-2 トラブルシューティング

12-2-1　LEDで確認できる場合のトラブルシューティング

■ LEDが赤色点灯または赤色点滅する
現象 原因と対策

MS LEDが赤点灯する。 ・スレーブが故障しています。スレーブを交換してください。

・拡張ユニットが外れています。確認してください。

MS LEDが赤点滅する。 ・ディップスイッチなどの設定に不正があります。スイッチ設定を確認後、スレーブ
を再起動してください。

・スレーブ内部のEEP-ROMのデータに異常があります。CX-Integrator で、対象
スレーブのアイコンをダブルクリックして［Configuration］画面を開き、「出荷
時設定に戻す」ボタンをクリックした後、「リセット」ボタンをクリックしてくだ
さい。データを出荷状態に戻したにもかかわらずMS LEDが赤点滅する場合は、
スレーブを交換してください。

NS LEDが緑点滅せずに
すぐ赤点灯する。

以下の項目を点検後、異常スレーブを再起動してください。

・ノードアドレスが設定範囲外、重複、もしくはリピータユニット構成異常です。全
ノードのノードアドレス、およびリピータユニットの構成を確認して設定してくだ
さい。

・スレーブの I/Oエリアが他のスレーブと重複していないか確認してください。重複
している場合は、重複しないようノードアドレスを設定してください。

・「NS LEDが緑点灯するが、しばらくすると赤点灯になる」の項目を参照してくだ
さい。

・特定のスレーブのNS LEDが常に赤点灯する場合は、そのスレーブを交換してく
ださい。

NS LEDが緑点灯するが、
しばらくすると赤点灯に
なる。
または
NS LEDが緑点灯するが、
しばらくすると赤点滅に
なる。

以下の項目を点検後、異常スレーブを再起動してください。

・ネットワーク幹線の両端に終端抵抗（121Ω）が接続されているか確認してくだ
さい。正しい終端抵抗が接続されていない場合は、121Ωの終端抵抗を接続して
ください。

・すべてのスレーブが正しく設定されているか確認してください。

・通信ケーブルが正しく配線されているか確認してください。

・電源ケーブルおよび電源が正しく配線、設定されているか確認してください。

・すべてのノードについて、コネクタへの配線部で、通信ケーブル、電源ケーブルが
断線していないか確認してください。

・通信電源が正しく供給されているか確認してください。

・周囲にノイズを発生させる機器がある場合は、マスタユニットやスレーブ、通信
ケーブルにノイズ対策を行ってください。

・オムロン製マスタユニットを使用している場合で、マスタユニットに異常が発生し
ているときは、各マスタユニットのマニュアルを参照してください。他社製マスタ
ユニットを使用している場合で、マスタユニットに異常が発生しているときは、そ
の商品の取扱説明書を参照してください。

・特定のスレーブのNS LEDが常に赤点灯する場合は、そのスレーブを交換してく
ださい。
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■ネットワークに加入できない
現象 原因と対策

NS LEDが消灯したまま
変化しない。

・スレーブのコネクタが正しく接続されているか確認してください。

・マスタユニットが正しく動作しているか確認してください。オムロン製マスタユ
ニットを使用している場合は、マスタユニットのモード、およびスレーブのノード
アドレスを確認してください。他社製マスタユニットの場合は、その商品の取扱説
明書を参照してください。

・通信ケーブルが正しく配線されているか確認してください。

・電源ケーブルおよび電源が正しく配線、設定されているか確認してください。

・コネクタへの配線部で、通信ケーブル、電源ケーブルが断線していないか確認して
ください。

NS LEDが緑点滅したま
ま変化しない。

以下の項目の確認と、マスタユニットの LED表示によりその処置を行ってくださ
い。

・マスタユニットが正しく動作しているか確認してください。
マスタユニットのマニュアルを参照してください。

・スレーブが、マスタユニットの登録テーブルに登録されているか確認してくださ
い。

・登録テーブルの再登録をしてください。

・スレーブの I/Oエリアが、マスタユニットで許可されたエリアをオーバーしていな
いか確認してください。オーバーしている場合は、オーバーしないようノードアド
レスを設定してください。
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12-2-2　各スレーブ特有のトラブルシューティング

機種 現象 原因 対策

全スレーブ共通 MS LED、NS LEDが
緑点灯していない。

4-3 ページの「4-1-3　通
信用 LED」を参照してくだ
さい。

－

ネットワーク電源電圧
が低下しても「ネット
ワーク電源電圧低下」
ステータスがONしな
い。

ネットワーク電源電圧監視
値が低く設定されています。

ネットワーク電源電圧監
視値を高く設定してくだ
さい。

*デフォルトは「14V以下検知」
となっています。

適正なネットワーク電
源電圧のはずだが
「ネットワーク電源電圧
低下」ステータスが
ONしている。

ネットワーク電源電圧監視
値が高く設定されています。

ネットワーク電源電圧監
視値を低く設定してくだ
さい。

ネットワーク電源電圧
監視値が設定できない。

14～26.4Vの設定範囲を
超えています。

14～ 26.4Vの範囲で
設定してください。

I/Oコメント、または
ユニットコメントが設
定できない。

32文字以上を設定していま
す。（全角の場合16文字）

32文字以内の設定とし
てください。（全角文字
の場合は16文字以内）

「ユニットメンテナンス
時期」、「接続機器メン
テナンス時期」のス
テータスがONしない。

監視値が0の場合は無条件
にステータスはOFFとなり
ます。（実行しない）

監視値を0以外の値に
設定してください。

ユニットの電源を再投
入したら以下の値が電
源OFF直後の値になら
なかった。
「デジタル I/Oスレー
ブ」：ユニット通電時
間、メンテナンスカウ
ンタ

データは電源ON中は12
分に1度、内部のEEP-
ROMに格納しています。
「メンテナンスカウンタセー
ブ」を行うとその場で格納
できますが、行わずに電源
OFFすると、内部には前回
（最大12分前）に格納され
た値が読み出されます。

CX-Integrator の［モ
ニタ］画面にある「メン
テナンスカウンタセー
ブ」ボタンをクリックし
てから電源OFFしてく
ださい。

アナログ I/Oスレーブを除く
すべての機種

メンテナンスカウンタ
が0に戻った。

・リセットを行った場合は0
に戻ります。

－

・メンテナンスカウンタの設
定を「ON積算時間モニ
タ」⇔「接点動作回数モニ
タ」に切り替えたときは必
ず0に戻ります。

パラメータの編集・設
定を行ったが、変更さ
れない機能がある。

電源再立ち上げ時のみに有
効な機能を変更した。

本体の電源再投入、また
はCX-Integrator をリ
セットしてください。

出力をONさせている
のに、メンテナンスカ
ウンタがカウントされ
ない。

I/O電源がOFFしている。 I/O電源が入力されてい
るか確認してください。
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拡張ユニットが装着可能なス
レーブ

拡張ユニットを脱着し
て電源を立ち上げたら
I/O通信できなくなっ
た。

拡張ユニットを脱着すると
I/O点数が増える（減る）た
め、マスタユニットの I/O
テーブルと一致していない
可能性があります。

マスタユニットの I/O
テーブルを設定し直して
ください。

オンラインで拡張ユ
ニットを脱着したら
MS LEDが赤点灯し
た。

拡張ユニットはオンライン
で脱着できません。

拡張ユニットの脱着は電
源OFF時に行ってくだ
さい。

動作時間モニタ機能を
持つスレーブ

動作時間モニタが期待
する値にならない。

・入力フィルタが設定されて
いる場合、ONまたは
OFF時間にディレーが発
生します。

・フィルタ設定を考慮し
た動作時間モニタを行
うか、またはフィルタ
定数を0msに設定し
てください。　

・動作時間のON、OFFエッ
ジの選択が意図する設定に
なっていない可能性があり
ます。

・動作時間のエッジ設定
ができるスレーブにつ
いては、組み合わせ設
定を再度確認してくだ
さい。

・動作時間の組み合わせを選
択できます。期待する値に
ならない場合、意図する設
定になっていない可能性が
あります。精度は±6ms
です。

動作時間の監視値オー
バーのステータスが
ONしたりOFFしたり
する。

動作時間のフラグは1回の
測定ごとに監視値との比較
を行い、更新するため、1
度ONしても再度更新時に
監視値を下回ればOFFしま
す。監視値オーバーのフラ
グを保持するフラグもあり
ます。

－

出力を持つスレーブ 通信異常になったとき
に出力を保持できない。

通信異常時出力の設定がク
リアモードになっています。

通信異常時出力を保持
モードに設定してくださ
い。

通信異常になったとき
に出力をクリアできな
い。

通信異常時出力の設定が保
持モードになっています。

通信異常時出力をクリア
モードに設定してくださ
い。

入力を持つスレーブ 入力値のOＮ、OFFの
タイミングにディレー
が発生する。

入力フィルタが設定されて
いる可能性があります。

入力フィルタ値を0に
してください。または入
力フィルタ値を適正な値
に設定してください。

電源短絡検知機能を持つス
レーブ

電源短絡を検知後、異
常箇所を復帰させたが
短絡検知ステータスが
OFFしない。

一度、検知した箇所は電源
リセットされるまでOFFし
ません。

異常箇所復帰後通信電源
を再投入してください。

機種 現象 原因 対策
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未接続検知機能を持つスレー
ブ

使用していない入力に
対して未接続検知ス
テータスがONする。

使用していない入力に対し
て未接続検知が有効になっ
ています。

対象となる入力接点の未
接続検知を無効に設定し
てください。

センサ電源を接続して
いるのに未接続検知ス
テータスがONする。

消費電流が小さい。（出力電
流3mA以下）

対象となる入力接点の未
接続検知を無効に設定し
てください。（未接続検
知機能は働きません。）

未接続を検知後、異常
箇所を復帰させたが未
接続検知ステータスが
OFFしない。

一度、検知した箇所は電源
リセットされるまでOFFし
ません。

異常箇所復帰後、通信電
源を再投入してくださ
い。

負荷短絡検知機能を持つス
レーブ

負荷短絡を検知後、異
常箇所を復帰させたが
短絡検知ステータスが
OFFしない。

一度、検知した箇所は電源
リセットされるまでOFFし
ません。

異常箇所復帰後、通信電
源を再投入してくださ
い。

断線検知機能を持つスレーブ 使用していない出力に
対して断線検知ステー
タスがONする。

使用していない出力に対し
て断線検知が有効になって
います。

対象となる出力接点の断
線検知を無効に設定して
ください。

外部負荷を接続してい
るのに断線検知ステー
タスがONする。

消費電流が小さい。（出力電
流3mA以下）

対象となる出力接点の断
線検知を無効に設定して
ください。（断線検知機
能は働きません。）

負荷断線を検知後、異
常箇所を復帰させたが
断線検知ステータスが
OFFしない。

一度、検知した箇所は電源
リセットされるまでOFFし
ません。

異常箇所復帰後、通信電
源を再投入してください。

継続短絡回避回路を持つ出力
スレーブ

通信は正常動作してお
り正しいエリアをON
しているが、出力およ
び出力表示 LEDがON
しない。

定格出力電流を超えた電流が
流れ、継続短絡回避が動作し
出力をOFFしています。
一度動作すると、電源リセッ
トされるまでユニットの全出
力をOFFし続けます。

異常箇所復帰後、通信電
源を再投入してください。

アナログ I/Oスレーブ、
温度入力ユニット共通

監視値を超えてもス
テータスがONしない。

・対象となるアナログスマー
ト機能を有効にしていな
い。監視値が0の場合は
無条件にステータスは
OFFとなります。

該当する機能を有効にし
てください。
監視設定値を0以外の
値に設定してください。
（小数点位置を確認した
上で監視値を再設定して
ください。）

・入力の小数点位置を間違え
て監視値の設定を行ってい
る。
（温度入力ユニットのみ）

小数点位置を確認した上
で監視値を再設定してく
ださい。

・入力種別・表示モー
ド・単位を変更して
も期待通りのアナロ
グ入力値とならない。
または期待通りのア
ナログ出力が出ない。

設定変更後、電源を再投入
またはCX-Integrator 上に
てリセットを行わないと反
映されません。

本体の電源再投入または
CX-Integrator 上でリ
セットを行ってくださ
い。

・I/Oデータへの割付
データ変更、機能有
効ビットを変更して
も期待通りの動きを
しない。

機種 現象 原因 対策
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アナログ I/Oスレーブ、
温度入力ユニット共通

・アナログデータが期
待値と異なる、また
はアナログデータの
誤差が大きい。

・I/Oデータへの機能割付が
正しくありません。

・設定するアナログデー
タの種類が正しく I/O
データへ割り付いてい
るか再度確認してくだ
さい。

・断線していないのに
断線を検知する。

・スケーリングを行ってい
る。

・スケーリングを行って
いる場合は、スケーリ
ング値が正しいかどう
か再度確認してくださ
い。

・接続センサと入力種別が異
なっている。

・誤ってスケーリング機
能が割り付いていた場
合は、スケーリング機
能を削除してくださ
い。

・ユーザー校正の誤差が大き
い。

・入力種別を再度確認し
てください。

・再度ユーザー校正を
行ってください。

以下、温度入力ユニットの
み

・1／100表示と通常表示
モードの設定に誤りがあ
る。

・通常表示モードは表示
値×1、または表示値
×10であり、選択す
る入力種別により異な
ります。

・センサの小数点位置の読み
違いがある。

・1／100表示は選択
する入力種別に関わら
ず表示値×100です。
設定、入力種別を再度
確認してください。

以下、形CRT1-TS04Tの
み

・取り付け方向が縦置き、ま
たは下向きになっている。

･取り付け方向を確認し
てください。

・ユニットは交換したが端子
台は変えなかった。（精度
保証範囲が大きくなりま
す。）

入力種別をディップス
イッチで設定できない。

SW8がOFFとなっている。
（デフォルト）

SW8をONにしてくだ
さい。

ユーザー校正、バイア
ス補正（形CRT1-
TS04Tのみ）が受け
付けられない。

設定範囲外の入力で校正し
ようとした。

・正しい入力電圧（電
流）を入力して再校正
を行ってください。

・校正のシステムを見直
してください。

トップバレーのステー
タスがONしない。

ヒステリシスが大きすぎる。 ヒステリシスの調整を
行ってください。

トップバレーの回数ス
テータスがONしない。
（温度入力ユニットの
み）

ヒステリシスが0になって
いる。

トップバレーのステー
タスが頻繁にONする。

ヒステリシスが小さすぎる。 ヒステリシスの調整を
行ってください。

機種 現象 原因 対策
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アナログ I/Oスレーブ、
温度入力ユニット共通

トップバレーの回数が
期待以上に多くカウン
トされる。（温度入力ユ
ニットのみ）

ヒステリシスが小さすぎる。 ヒステリシスの調整を
行ってください。

アナログ I/Oスレーブ
（入力）

断線表示が消えない。 センサが断線している。 ・センサの断線を復旧し
てください。

・接続センサおよび入力
種別を確認してくださ
い。

断線表示しない。 1～5Vレンジ、4～
20mAレンジ以外では断線
表示できません。

－

変換サイクルが長い。 ・AD変換点数が最大（4
点）です。

・不必要な入力があれば
点数を減らして実行し
てください。　

・機能を追加するごとに処理
時間が加算されます。

・使用しない機能があれ
ば機能を削除して実行
してください。

4線式アナログセンサ
でアナログ値を正しく
測定できない。
（形CRT1-VAD04S 
のみ）

n－端子の電位が0V端子の
電位より低いアナログセン
サを使用しています。

左記のセンサの場合は、
センサ供給電源は、セン
サ用電源コネクタを使用
せず、直接外部より供給
ください。

アナログ I/Oスレーブ
（出力）

通信異常時、期待する
値が保持されない。

通信異常時の出力値設定が
間違っています。

通信異常時の出力値設定
の内容を再度確認してく
ださい。

温度入力ユニット 1／100表示に設定
したが I/Oデータが0
のままである。

割付CHが1CHの通常表示
エリアとなっています。

デフォルトコネクション
パスを1/100用のエリ
アに変更するか、マスタ
ユニットでコネクション
のパスを1/100表示用
エリアに選択してくださ
い。

設定温度範囲内時間カ
ウント機能でカウント
条件に温度値が入って
いるのにカウントしな
い。

コンパレート機能が有効に
なっていない。

コンパレート機能を有効
にしてください。（電源
再投入が必要）

トップバレーの回数ス
テータスがONしない。

・トップバレーホールド機能
が有効になっていない。

・トップバレーホールド
機能を有効にしてくだ
さい。（電源再投入が
必要）

・ヒステリシスが大きすぎ
る。

・ヒステリシスの調整を
行ってください。

・ヒステリシスが0になっ
ている。

機種 現象 原因 対策
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温度入力ユニット コンパレート機能やヒ
ステリシスの値を設定
しても、期待通りに動
作しない。

・温度表示の設定を切り替え
ている。（℃⇔゜F）

入力種別／表示モードに
よる小数点位置、℃と
゜Fの表示の切り替えを
確認してください。
また、途中でこれらの設
定を切り替えた場合に
は、コンパレート機能や
ヒステリシスの設定も確
認してください。

・小数点位置の読み違い。

機種 現象 原因 対策
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12-3 機器のメンテナンス
ここでは、日常の機器のメンテナンスとして、清掃方法と点検方法、およびユニット交換時
の取り扱い方法について説明します。

12-3-1　清掃方法
機器を常に最良の状態で使用するために、次のように定期的に清掃を行ってください。

日常の清掃時には、乾いたやわらかい布で乾拭きしてください。
 乾拭きでも汚れが落ちないときは、布を十分に薄めた中性洗剤（2%）で湿らせて、固く
絞ってから拭いてください。
ユニットにゴムやビニール製品、テープなどを長時間付着させておくとシミが付くことがあ
ります。付着している場合は清掃時に取り除いてください。

 ベンジンや、シンナーなどの揮発性の溶剤や化学雑巾などは、絶対に使用しないでくださ
い。ユニットの塗装が変質する恐れがあります。

12-3-2　点検方法
最良の状態でご使用いただくためにも、定期点検を欠かさず行ってください。
点検は、通常は6ヶ月～1年に1回の間隔で実施してください。
ただし、極端に高温多湿の環境やほこりの多い環境などで使用する場合は、点検間隔を短く
してください。

■点検に必要な機材
点検をする前に以下の機材を準備します。

日常的に必要なもの
プラスドライバ、マイナスドライバ
通信コネクタ用ドライバ
テスタ（またはデジタルボルトメータ）
工業用アルコールと純綿布

場合により必要なもの
シンクロスコープ
ペン書きオシロスコープ
温度計、湿度計
12-10



■点検項目
以下の項目について、判定基準から外れていないかどうかを点検します。
判定基準から外れているときは、基準内に入るように周囲の環境を改善するか、本体を調整してくだ
さい。

12-3-3　ユニット交換時の取り扱い方法
各ユニット（マスタ、スレーブ）は、ネットワークを構成する機器です。
ユニットが故障した場合、ネットワーク全体に影響を及ぼすことがありますので、速やかに修復作業
を行ってください。
ネットワーク機能の修復をできるだけ早く行うために、交換用の予備の機器を用意されるようお勧め
します。

■ユニット交換時のお願い
点検などで不良を発見して本体を交換するときは、次の点に注意してください。

交換後は、新しい機器にも異常がないか確認してください。
不良機器を修理のために返却される場合は、不良の内容についてできるだけ詳細に記載した用紙を機
器に添付して、当社支店または営業所へお送りください。
 接触不良の場合は、接点をきれいな純綿布に工業用アルコールを染み込ませたもので拭いてくださ
い。

■ユニット交換後の設定
ユニット交換後は、スイッチなどを交換前のユニットと同じ状態に設定し直してください。

点検項目 点検内容 判定基準 点検手段

環境状態

周囲および盤内温度は適当か 各スレーブの仕様参照 温度計

周囲および盤内湿度は適当か 各スレーブの仕様参照 湿度計

ほこりが積もっていないか ほこりのないこと 目視

取り付け
状態

ユニットはしっかり固定されているか ゆるみのないこと プラスドライバ

通信ケーブルのコネクタは完全に挿入さ
れているか ゆるみのないこと プラスドライバ

外部配線のねじはゆるんでいないか ゆるみのないこと プラスドライバ

接続ケーブルは切れかかっていないか 外観に異常のないこと 目視



付録

付 -1 CompoNet Explicit メッセージ機能.....................................................付 -1
付 -1-1　FINSコマンドによる Explicit メッセージの送信 ....................................付 -1
付 -1-2　スレーブ共通のExplicit メッセージ一覧...................................................付 -4
付 -1-3　デジタル I/Oスレーブで使用するExplicit メッセージ一覧 ...................付 -5
付 -1-4　アナログ I/OスレーブのExplicit メッセージ一覧...................................付 -12
付 -1-5　温度入力ユニットのExplicit メッセージ一覧...........................................付 -17
付 -1-6　Explicit メッセージ機能の使用例 ...............................................................付 -22

付 -2 オブジェクトの実装 ...............................................................................付 -24
付 -3 消費電流一覧...........................................................................................付 -42

付 -3-1　デジタル I/Oスレーブ..................................................................................付 -42
付 -3-2　アナログ I/Oスレーブ..................................................................................付 -46
付 -3-3　温度入力ユニット..........................................................................................付 -46
付 -3-4　ビットスレーブ..............................................................................................付 -47
付 -3-5　ビットスレーブ（小型コネクタタイプ）.....................................................付 -48
付 -3-6　リピータユニット..........................................................................................付 -48

付 -4 直流 2線式センサとの接続の注意点....................................................付 -49
付 -4-1　DC入力タイプのユニットのON電圧とセンサの残留電圧の関係.........付 -49
付 -4-2　DC入力タイプのユニットのON電流とセンサの制御出力の関係.........付 -49
付 -4-3　DC入力タイプのユニットのOFF電流とセンサの漏れ電流の関係 .......付 -49

付 -5 I/O 電源電流値について ........................................................................付 -50
付 -6 ビットスレーブのノードアドレス設定一覧.........................................付 -52
付 -7 CompoNet 仕様適合ケーブルの紹介....................................................付 -54



付 -1 CompoNet Explicit メッセージ機能

 付

付
録

付録

付 -1 CompoNet Explicitメッセージ機能
CompoNet Explicit メッセージを CompoNet マスタユニットから CompoNet スレーブ
宛てに発行することで、指定した CompoNet スレーブの任意のパラメータの読み出し、書
き込みが行えます。
CompoNet スレーブはマスタユニットから発行されたコマンドに対応する処理を行い、レ
スポンスを返信します。

付 -1-1　FINS コマンドによる Explicit メッセージの送信
CompoNet Explicit メッセージを、CS／ CJシリーズ用CompoNet マスタユニットから
送信する場合、FINSコマンドを使用します。
FINS コマンドの詳細については、『SYSMAC CS/CJ/CPシリーズ SYSMAC One NSJ
シリーズ　通信コマンド　リファレンスマニュアル』（SBCA-304□）を参照してください。

■メッセージの流れ
FINS コマンドは、CX-Programmer の CMND命令によって送信します。
CMND命令によりCPUユニットからCompoNetマスタユニットにFINSコマンドを送信
すると、CompoNet マスタユニットは、FINSコマンドをCompoNet Explicit メッセージ
に変換し、CompoNet スレーブに送信します。
また、スレーブからのレスポンスは、マスタユニットでCompoNet Explicit メッセージか
ら FINSレスポンスに変換され、CPUユニットで受信します。

■ FINSフォーマット
CompoNet Explicit メッセージを送信する場合、FINSコマンドコードは2802 Hex を使
用します。

コマンドフォーマット

CompoNetスレーブCompoNetマスタユニットCPUユニット
FINSコマンド

Explicit
メッセージ

* FINSコマンドの
　コマンドコードを
「2802」とする

Explicit
メッセージ

FINS
ヘッダ

FINS
ヘッダ

FINS
ヘッダ

FINS
ヘッダ レスポンス レスポンス

CompoNetネットワーク

FINSレスポンス

CMND
命令 *

28 02

コマンド
コード

送信先ノードアドレス

Service Code Class ID Instance ID

最大532バイト

Service Data
付 -1
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レスポンスフォーマット
発行したCompoNet Explicit メッセージに対して、正常レスポンスが返った場合

発行したCompoNet Explicit メッセージに対して、エラーレスポンスが返った場合
（CompoNet Explicit メッセージ通信のエラー）

 CompoNet Explicit メッセージの送信に失敗した場合、またはタイムアウトした場合
（FINS通信のエラー）

パラメータの説明

・［送信先ノードアドレス］（コマンド）
Explicit メッセージの送信先のスレーブのノードアドレスを指定します。

xx には、スレーブのノードアドレス（Hex）を入れます。

・［Service Code］（コマンド、レスポンス）
コマンドでは、CompoNet ネットワークで定義されているサービスコードを指定します。
詳細は、下表の「サービスコード一覧」を参照してください。
なお、正常レスポンスでは、コマンドで指定したサービスコードの最上位ビットが1（ON）
になった値が返信され、エラーレスポンスでは異常を表す0094 Hex が返信されます。

サービスコード一覧　

・［Class ID］（コマンド）
Explicit メッセージのクラス IDを指定します。

ワード IN／MIX ワードOUT ビット IN／MIX ビットOUT リピータ

10xx Hex 20xx Hex 40xx Hex 50xx Hex 70xx Hex

サービス 読み出し 書き込み リセット セーブ

コマンド 0E Hex 10 Hex 05 Hex 16 Hex

正常レスポンス 8E Hex 90 Hex 85 Hex 96 Hex

28 02 00 00 最大532バイト

コマンド
コード

終了コード

送信先（相手ノード）
ノードアドレス

受信
バイト数

Service Code Service Data

28 02 00 00 00 94

コマンド
コード

終了コード

送信先（相手ノード）
ノードアドレス

受信
バイト数 Service Code（0094 Hex固定）

Error Code

28 02

コマンド
コード

終了コード
付 -2
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・［Instance ID］（コマンド）
Explicit メッセージのインスタンス IDを指定します。

・［Service Data］（コマンド、レスポンス）
コマンドでは、サービスコードによって定義されるデータを指定します。
レスポンスでは、サービスコードによって定義される受信データが返信されます。

・［受信バイト数］（レスポンス）
「送信先（相手ノード）ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が返信されます。

・［送信先（相手ノード）ノードアドレス］（レスポンス）
Explicit レスポンスの発行元となった、相手スレーブのノードアドレスが返信されます。

・［Error Code］（レスポンス）
CompoNet ネットワークで定義されているエラーコードが返信されます。
詳細は、下表の「エラーコード一覧」を参照してください。

エラーコード一覧

・［終了コード］
FINS通信の終了コードが返信されます。

詳細は、『SYSMAC CS/CJ/CP シリーズ SYSMAC One NSJ シリーズ　通信コマンド
リファレンスマニュアル』（SBCA-304□）を参照してください。

レスポンス
コード エラー名称 原因

08FF Service not 
supported Service code に誤りがあります。

09FF Invalid 
attribute value

指定されたAttribute 値はサポートしていません。
書き込まれたデータがデータ範囲外です。

16FF Object does not 
exist 指定された Instance ID をサポートしていません。

15FF Too much data 指定されたサイズよりもデータが長くなっています。

13FF Not enough 
data 指定されたサイズよりもデータが短くなっています。

0CFF Object state 
conflict

指定されたコマンドは内部ハード異常により実行できない状態
です。

20FF Invalid 
Parameter 指定された動作指令データはサポートしていません。

0EFF Attribute not 
settable

読み出ししかサポートしていないAttribute ID に対して書き
込みのService Code を発行しました。

10FF Device state 
conflict 指定されたコマンドは内部ハード異常により実行できません。

14FF Attribute not 
supported 指定されたアトリビュートをサポートしていません。

19FF Store operation 
failure データをメモリに格納できませんでした。
付 -3
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付 -1-2　スレーブ共通の Explicit メッセージ一覧
各スレーブで使用できる機能の有無については、「1-1-3 CompoNet スレーブで使用できる
各機能の有無一覧」を参照してください。

■ユニット通電時間の設定／モニタ

*1：D60B0Hex(876720) 以上を設定しても、87672時間 (10年 ) に達するとユニットメンテナンス
フラグがONします。

■ワーニングステータス／アラームステータス読み出し

注． スレーブのステータスフラグの各ビットの詳細については、各スレーブの「ステータスエリアの説明」を参照
してください。

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

ユニットメンテナン
ス設定値

読
出

スレーブ本体の通
電時間（単位：
0.1時間）の設定
値を読み出しま
す。

0E Hex 95 Hex 01 Hex 73 Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

書
込

スレーブ本体の通
電時間（単位：
0.1時間）の設定
値を書き込みま
す。

10 Hex 95 Hex 01 Hex 73 Hex

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295)
*1

－

ユニットメンテナン
ス現在値

読
出

スレーブ本体の通
電時間（単位：
0.1時間）の現在
値を読み出しま
す。

0E Hex 95 Hex 01 Hex 71 Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

ユニットメンテナン
スフラグ

読
出

スレーブ本体の通
電時間監視状態を
読み出します。

0E Hex 95 Hex 01 Hex 72 Hex －

1バイト
00 Hex : 範囲内
01 Hex : 範囲外
（監視値または
87672時間オー
バー )

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

ワーニングステータ
ス読み出し

読
出

スレーブのワーニ
ングステータス
エリアを読み出し
ます。

0E Hex 95 Hex 01 Hex C5 Hex － 2バイト

アラームステータス
読み出し

読
出

スレーブのアラー
ムステータスエリ
アを読み出しま
す。

0E Hex 95 Hex 01 Hex C6 Hex － 2バイト
付 -4
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付 -1-3　デジタル I/Oスレーブで使用するExplicit メッセージ一覧

■端子の設定／モニタ（入力）

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

端子のメンテナンス
情報の監視モード

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを読み
出します。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 65 Hex －

1バイト
00 Hex：ON積
算時間モード
01 Hex：接点動
作回数モード

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを書き
込みます。

10 Hex 08 Hex 01～20 
Hex 65 Hex

1バイト
00 Hex：ON積
算時間モード
01 Hex：接点動
作回数モード

－

ON積算時間または
接点動作回数
（入力）の設定値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を読み出します。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 68 Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を書き込みます。

10 Hex 08 Hex 01～20 
Hex 68 Hex

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

－

ON積算時間または
接点動作回数読み出
し（入力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）を読み出
します。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 66 Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

ON積算時間または
接点動作回数のリ
セット（入力）

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位 : 秒）または接
点動作回数（単位
: 回）を0に戻し
ます。

05 Hex 08 Hex 01～20 
Hex 66 Hex － －

ON積算時間または
接点動作回数の監視
状態読み出し（入
力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間また
は接点動作回数の
監視状態を読み出
します。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 67 Hex －

1バイト
00 Hex：範囲内
01 Hex：範囲外
（監視値オーバ）
付 -5
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■端子の設定／モニタ（出力）

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

端子のメンテナンス
情報の監視モード

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを読み
出します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 65 Hex －

1バイト
00 Hex：ON積
算時間モード
01 Hex：接点動
作回数モード

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを書き
込みます。

10 Hex 09 Hex 01～20 
Hex 65 Hex

1バイト
00 Hex：ON積
算時間モード
01 Hex：接点動
作回数モード

－

ON積算時間または
接点動作回数
（出力）の設定値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を読み出します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 68 Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を書き込みます。

10 Hex 09 Hex 01～20 
Hex 68 Hex

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

－

ON積算時間または
接点動作回数読み出
し（出力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）を読み出
します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 66 Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFF Hex
（0～
4294967295）

ON積算時間または
接点動作回数のリ
セット（出力）

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位 : 秒）または接
点動作回数（単位
: 回）を0に戻し
ます。

05 Hex 09 Hex 01～20 
Hex 66 Hex － －

ON積算時間または
接点動作回数の監視
状態読み出し（出
力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間また
は接点動作回数の
監視状態を読み出
します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 67 Hex －

1バイト
00 Hex：範囲内
01 Hex：範囲外
（監視値オーバ）
付 -6
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■動作時間の設定／モニタ

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

動作時間モニタの監
視状態読み出し

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の監
視状態を読み出し
ます。

0E Hex 97 Hex 01～08 
Hex 66Hex －

1バイト
00 Hex：閾値超
過なし
01 Hex：閾値超
過あり

動作時間モニタの監
視時間の設定値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の設
定値を読み出しま
す。

0E Hex 97 Hex 01～08 
Hex 67Hex － 2バイト *

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の設
定値を書き込みま
す。

10 Hex 97 Hex 01～08 
Hex 67Hex － 2バイト *

動作時間モニタの
ピーク値の読み出し

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の
ピーク値を読み出
します。

0E Hex 97 Hex 01～08 
Hex 68 Hex －

2バイト
0000～ FFFF 
Hex
（0～ 65535）

動作時間モニタの
ピーク値のリセット

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の
ピーク値を現在値
に戻します。

05 Hex 97 Hex 01～08 
Hex 68 Hex － －

動作時間モニタの履
歴

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の監
視状態の履歴を読
み出します。

0E Hex 97 Hex 01～08 
Hex 6D Hex －

1バイト
00 Hex：過去に
閾値超過なし
01 Hex：過去に
閾値超過あり
付 -7
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* 付 -23 ページ「参考」参照

■通信異常ホールド／クリア設定（出力）

注．デフォルトでは全点クリア（0）になっています。

■電源短絡検知のモニタ（入力　短絡・断線検知機能付きスレーブのみ）

* レスポンスのデータサイズは、8点入力：1バイト、16点入力：2バイト、32点入力：4バイトです。

動作時間モニタの履
歴のリセット

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の監
視状態の履歴を0
に戻します。

05 Hex 97 Hex 01～08 
Hex 6D Hex － －

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

通信異常時の出力の
状態（保持またはク
リアモード）の読み
出し

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力につ
いて通信異常時に
出力状態を保持す
るか、クリアする
かのモードを点数
別に読み出しま
す。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 05 Hex －

1バイト
00 Hex：クリア
モード
01 Hex：保持
モード

通信異常時の出力の
状態（保持またはク
リアモード）の設定

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力につ
いて通信異常時に
出力状態を保持す
るか、クリアする
かのモードを点数
別に設定します。

10 Hex 09 Hex 01～20 
Hex 05 Hex

1バイト
00 Hex：クリア
モード
01 Hex：保持
モード

－

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

電源短絡状態 読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のセ
ンサ電源の短絡状
態を読み出しま
す。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 69 Hex －

1バイト
00 Hex：正常
01 Hex：短絡

電源短絡状態一括読
み出し

読
出

センサ電源の短絡
状態を一括で読み
出します。

0E Hex 1D Hex 01 Hex 67 Hex －

1バイト、2バイ
ト、4バイト
00 Hex：正常
00 Hex 以外：該
当端子がセンサ電
源短絡（入力0～
31：ビット0～
31）*

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
付 -8
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 付

付
録

■未接続検知の設定／モニタ（入力　短絡・断線検知機能付きスレーブのみ）

* レスポンスのデータサイズは、8点入力：1バイト、16点入力：2バイト、32点入力：4バイトです。

■負荷短絡検知のモニタ（出力　短絡・断線検知機能付きスレーブのみ）

* レスポンスのデータサイズは、8点出力：1バイト、16点出力：2バイト、32点出力：4バイトです。

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

未接続検知設定

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の未
接続検知の設定を
読み出します。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 6B Hex －

1バイト
00 Hex：無効
（使用しない）
01 Hex：有効
（使用する）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の未
接続検知の設定を
書き込みます。

10 Hex 08 Hex 01～20 
Hex 6B Hex

1バイト
00 Hex：無効
（使用しない）
01 Hex：有効
（使用する）

－

未接続状態 読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の接
続／未接続状態を
読み出します。

0E Hex 08 Hex 01～20 
Hex 6A Hex －

1バイト
00 Hex：接続
（または検知設定
なし）
01 Hex：未接続

未接続状態一括読み
出し

読
出

接続／未接続状態
を一括で読み出し
ます。

0E Hex 1D Hex 01 Hex 68 Hex －

1バイト、2バイ
ト、4バイト
00 Hex：正常
00 Hex 以外：該
当入力コネクタが
未接続（入力0
～31：ビット0
～31）*

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

負荷短絡検知状態 読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の負
荷短絡状態を読み
出します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 69 Hex －

1バイト
00 Hex：正常
01 Hex：短絡

負荷短絡検知状態一
括読み出し

読
出

負荷短絡状態を一
括で読み出しま
す。

0E Hex 1E Hex 01 Hex 64 Hex －

1バイト、2バイ
ト、4バイト
00 Hex：正常
00 Hex 以外：該
当端子が負荷短絡
（出力0～ 31：
ビット0～31)*
付 -9
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　付

付
録

■断線検知の設定／モニタ（出力　短絡・断線検知機能付きスレーブのみ）

* レスポンスのデータサイズは、8点出力：1バイト、16点出力：2バイト、32点出力：4バイトです。

■メンテナンスモード情報の書き込み

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

負荷断線検知設定

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の負
荷断線検知の設定
を読み出します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 6B Hex －

1バイト
00 Hex：無効
（使用しない）
01 Hex：有効
（使用する）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の負
荷断線検知の設定
を書き込みます。

10 Hex 09 Hex 01～20 
Hex 6B Hex

1バイト
00 Hex：無効
（使用しない）
01 Hex：有効
（使用する）

－

負荷断線検知状態 読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の負
荷断線状態を読み
出します。

0E Hex 09 Hex 01～20 
Hex 6A Hex －

1バイト
00 Hex：正常
01 Hex：断線

負荷断線検知状態一
括読み出し

読
出

出力の負荷断線状
態を一括で読み出
します。

0E Hex 1E Hex 01 Hex 68 Hex －

1バイト、2バイ
ト、4バイト
00 Hex：正常
00 Hex 以外：該
当端子が負荷断線
（入力0～31：
ビット0～31)*

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

メンテナンス
カウンタセーブ

セ
ｌ
ブ

メンテナンスカウ
ンタをスレーブ内
のメモリに記憶さ
せます。

16 Hex 95 Hex 01 Hex 75 Hex － －
付 -10



付 -1 CompoNet Explicit メッセージ機能

 付

付
録

■動作時間モニタ、ON積算時間／接点動作回数の一括読み出し

*1. アトリビュート（7E Hex）は Generic Status のビット 6 の詳細情報を表します。サイズ 4 バイト 固定
で、 以下のフォーマットで読み出すことができます。

*ユニットのサイズ上、使用しないところは未使用です。
*入出力混在のユニット以外の場合は14FFを返します。

*2. アトリビュート（7F Hex）は Generic Status のビット７の詳細情報を表します。サイズ6バイト固定と
し、以下のフォーマットとします。

*ユニットのサイズ上、使用しないところは未使用です。

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

動作時間モニタの監
視状態一括読み出し

読
出

スレーブ本体の動作
時間の監視状態を一
括で読み出します。

0E Hex 95 Hex 01 Hex 7E Hex ー

+00 レスポンスサイズ

+01  02 Hex 固定

+02 レスポンスエリア1

+03 レスポンスエリア2

*1

ON積算時間または
接点動作回数の監視
状態一括読み出し

読
出

スレーブ本体のON
積算時間または接点
動作回数の監視状態
を一括で読み出しま
す。

0E Hex 95 Hex 01 Hex 7F Hex ー

+00 レスポンスサイズ

+01 04 Hex 固定

+02 レスポンスエリア1

+03 レスポンスエリア2

+04 レスポンスエリア3

+05 レスポンスエリア4

*2

+00
サイズ部　0002 固定

+01

+02 IN+OUTの組み合わせ　No.7 ～ No.0
ビットONの条件は設定値を超えた場合

+03 未使用

Offset
（byte） 入力32点まで 出力16点まで 出力32点まで 入出力混合

+00 4
データ数（UNIT）+01

+02 IN エリア
端子7～端子0

未使用

OUTエリア
端子7～端子0

INエリア
端子7～端子0

+03 IN エリア　
端子15～端子8

OUTエリア　
端子15～端子8

INエリア　
端子15～端子8

+04 IN エリア　
端子23～端子16

OUTエリア　
端子7～端子0

OUTエリア　
端子23～端子16

OUTエリア
端子7～端子0

+05 IN エリア　
端子31～端子24

OUTエリア　
端子15～端子8

OUTエリア　
端子31～端子24

OUTエリア　
端子15～端子8
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　付

付
録

付 -1-4　アナログ I/Oスレーブの Explicit メッセージ一覧

■ディップスイッチの読み出し

■アナログ入力ユニットの設定／読み出し

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

ディップスイッチ
の状態読み出し

読
出

入力／出力ユニッ
トのディップス
イッチの状態を読
み出します。

0E Hex 94 Hex 01 Hex 68 Hex － 1バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

アナログデータ1
の値

読
出

アナログデータ
1の値を読み出
します。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 03 Hex － 2バイト

AD変換点数の設
定

書
込
／
読
出

AD変換点数の設
定を行います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 00 Hex 64 Hex 2バイト 1バイト

入力レンジ設定

書
込
／
読
出

入力レンジの設定
を行います。
－10～＋10V
＝ 0
0～ 5V＝1
0～10V＝ 2
4～ 20mA＝3
1～5V＝7
0～ 20mA＝8

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 07 Hex 1バイト 1バイト

アナログステータ
スフラグの読み出
し

読
出

アナログステータ
スフラグの状態を
読み出します。
下下限値＝0
下限値＝1
Pass 信号＝2
上限値＝3
上上限値＝4
バレーショット＝
5
トップショット＝
6
断線検知＝７

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 66 Hex － 1バイト

アナログデータ1
への割付データの
選択

書
込
／
読
出

アナログデータ
1に割り付ける
データを選択しま
す。
アナログ値＝0
ピーク値＝1
ボトム値＝2
トップ値＝3
バレー値＝4
変化率値＝5

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 68 Hex 1バイト 1バイト
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 付

付
録

各種機能の設定

書
込
／
読
出

各種機能の設定を
行います。
（ビットON=有
効、ビット
OFF=無効）
移動平均処理機能
＝0
スケーリング機能
＝1
ピークボトムホー
ルド機能＝2
トップバレーホー
ルド機能＝3
コンパレート機能
＝4
積分機能＝5
変化率＝6

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 6E Hex 1バイト 1バイト

スケーリングタイ
プの設定

書
込
／
読
出

デフォルトスケー
リング＝0
ユーザスケーリン
グ＝1

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 6F Hex 1バイト 1バイト

スケーリングポイ
ント1の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ0%時のアナ
ログ値を設定しま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 70 Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

スケーリングポイ
ント2の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ100%時のア
ナログ値を設定し
ます。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 71 Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

スケーリング後の
オフセット機能

書
込
／
読
出

スケーリング後の
誤差をオフセット
値にて修正しま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 72 Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

最大値読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立ち上げ時か
らの最大値を読み
出します。

読出＝
0E Hex
リセ ッ
ト＝35 
Hex

0A Hex 01～04 
Hex 73 Hex － 2バイト

最小値読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立ち上げ時か
らの最小値を読み
出します。

読出＝
0E Hex
リセッ
ト＝35 
Hex

0A Hex 01～04 
Hex 74 Hex － 2バイト

ピーク値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のピーク値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 75 Hex － 2バイト

ボトム値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のボトム値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 76 Hex － 2バイト

トップ値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のトップ値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 77 Hex － 2バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
付 -13



付 -1 CompoNet Explicit メッセージ機能

　付

付
録

トップ値検出タイ
ミングフラグ読み
出し

読
出

トップ値を検出し
たときのタイミン
グを読み出しま
す。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 78 Hex － 1バイト

バレー値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のバレー値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 79 Hex － 2バイト

バレー値検出タイ
ミングフラグ読み
出し

読
出

バレー値を検出し
たときのタイミン
グを読み出しま
す。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 7A Hex － 1バイト

上上限値の設定

書
込
／
読
出

上上限値の設定を
行います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 7D Hex

2バイト
（－32768～
32767）

2バイト
（－32768～
32767）

下下限値の設定

書
込
／
読
出

下下限値の設定を
行います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 7E Hex

2バイト
（－32768～
32767）

2バイト
（－32768～
32767）

上限値の設定

書
込
／
読
出

上限値の設定を行
います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 7F Hex

2バイト
（－32768～
32767）

2バイト
（－32768～
32767）

下限値の設定

書
込
／
読
出

下限値の設定を行
います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 80 Hex

2バイト
（－32768～
32767）

2バイト
（－32768～
32767）

スケーリング処理
された入力アナロ
グ値の読み出し

読
出

スケーリング処理
された入力アナロ
グ値を読み出しま
す。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 8D Hex － 2バイト

変化率値の読み出
し

読
出

設定サンプリング
周期ごとの変化率
を読み出します。

0E Hex 0A Hex 01～04 
Hex 8E Hex － 2バイト

サンプリング周期
の設定

書
込
／
読
出

前回値との変化率
を求めるサンプリ
ング周期を設定し
ます。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 90 Hex

2バイト
（10～
65535）

2バイト
（0～65535）

積分値の読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

アナログ入力値の
時間積分値を読み
出します。

読出＝
0E Hex
リセッ
ト＝35 
Hex

0A Hex 01～04 
Hex 91 Hex －

4バイト
（－214748364.8
～
+214748364.7)

積分値監視ビット
の読み出し

読
出

積分値監視状態を
読み出します。
0＝カウンタ
オーバフロー
1＝カウンタア
ンダーフロー
7＝設定値オー
バーフロー

読出＝
0E Hex 0A Hex 01～04 

Hex 92 Hex － 1バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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■アナログ出力ユニットの設定／読み出し

積分値の監視設定
値の設定

書
込
／
読
出

積分値の監視値設
定の書き込み／読
み出しを行いま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 93 Hex 4バイト 4バイト

積分値の単位の
設定

書
込
／
読
出

積分値の単位の設
定を行います。
0＝時間（カウ
ント×時間）　
1＝分（カウン
ト×分）

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0A Hex 01～04 
Hex 94 Hex 1バイト 1バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

アナログ出力値の
読み出し

読
出
アナログ出力値を
読み出します。 0E Hex 0B Hex 01～02 

Hex 03 Hex － 2バイト

出力レンジの設定

書
込
／
読
出

出力レンジの設定
を行います。
4～20mA＝0
0～10V＝ 1
0～ 20mA＝2
－10～10V＝
3
0～ 5V＝4
1～5V=6

0E Hex 0B Hex 01～02 
Hex 07 Hex － 1バイト

異常時の出力値の
設定

書
込
／
読
出

通信異常時の出力
値をチャネルごと
に設定を行いま
す。
0=出力保持
1=下限
2=上限 
3=0カウント

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 09 Hex 1バイト 1バイト

各種機能の設定

書
込
／
読
出

各機能の設定を行
います。
スケーリング機能
＝0    
積分機能＝1

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 6E Hex 1バイト 1バイト

スケーリングタイ
プの設定

書
込
／
読
出

デフォルトスケー
リング＝0
ユーザスケーリン
グ＝1

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 6F Hex 1バイト －

スケーリングポイ
ント1の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ0%時の変化
値を設定します。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 70 Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

スケーリングポイ
ント2の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ100%時の変
化値を設定しま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 71 Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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スケーリング後の
オフセット機能

書
込
／
読
出

スケーリング後の
誤差をオフセット
値にて修正しま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 72 Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

積分値の読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

アナログ出力値の
時間積分値を読み
出します。

読出＝
0E Hex
リセッ
ト＝35 
Hex

0B Hex 01～02 
Hex 91 Hex －

4バイト
（－214748364.8
～
+214748364.7）

積分値監視ビット
の読み出し

読
出

積分値監視状態を
読み出します。　
0＝カウンタ
オーバーフロー
1＝カウンタア
ンダーフロー
7＝設定値オー
バーフロー

読出＝
0E Hex 0B Hex 01～02 

Hex 92 Hex － 1バイト

積分値の監視設定
値の設定

書
込
／
読
出

積分値の監視値設
定の書き込み／読
み出しを行いま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 93 Hex 4バイト 4バイト

積分値の単位の
設定

書
込
／
読
出

積分値の単位の設
定を行います。
0＝時間（カウ
ント×時間）
1＝分（カウン
ト×分）

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

0B Hex 01～02 
Hex 94 Hex 1バイト －

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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付 -1-5　温度入力ユニットのExplicit メッセージ一覧

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ

通常表示と1/
100表示の表示形
式の読み出し

読
出

表示形式を読み出
します。
通常表示=0
1/100表示=1

0E Hex 31 Hex 00 Hex 64 Hex － 1バイト

温度データ1の値
読出（通常表示）

読
出

温度データ1の
値を読み出しま
す。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex A5 Hex － 2バイト

温度データ1の値
読出（1/100表
示）

読
出

温度データ1の
値を読み出しま
す。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 06 Hex － 4バイト

入力種別の設定

書
込
／
読
出

入力種別の設定を
行います。
R=0、S=1、
K1=2、K2=3、
J1=4、J2=5、
T=6、E=7、
L1=8、L2=9、
U=A、N=B、
W=C、B=D、
PL2=E、PT=F、
PT2=11

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex A2 Hex 1バイト 1バイト

ユーザー校正の有
無状態チェック

読
出

温度変換定数が
ユーザー校正され
たかチェックしま
す。
ユーザー校正して
いる＝1
出荷時設定＝0

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 84 Hex － 1バイト

表示単位の読み出
し

読
出

表示単位の読み出
しを行います。
℃=1200
゜F=1201

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 04 Hex － 2バイト

温度データステー
タスフラグの読み
出し

読
出

温度データステー
タスフラグの状態
を読み出します。
下下限値＝0、
下限値＝1、
Pass 信号＝2、
上限値＝3、
上上限値＝4、
バレーショット＝
5、
トップショット＝
6、
断線検知＝７

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 66 Hex － 1バイト

温度データ1への
割付データの選択

書
込
／
読
出

温度データ1に
割り付けるデータ
を選択します。
温度入力値＝0、
ピーク値＝1、
ボトム値＝2、
トップ値＝3、
バレー値＝4、
変化率値＝5

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 68 Hex 1バイト 1バイト
付 -17
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各種機能の設定

書
込
／
読
出

各種機能の設定を
行います。（ビッ
トON=有効、
ビットOFF=無
効）
移動平均処理機能
＝0
スケーリング機能
＝1
ピークボトムホー
ルド機能＝2、
トップバレーホー
ルド機能＝3、
コンパレート機能
＝4、
積分機能＝5、
変化率＝6、
入力異常検知無効
機能＝7

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 6E Hex 2バイト 2バイト

スケーリングポイ
ント1の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ0%時の温度
入力値を設定しま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 70 Hex 2バイト 2バイト

スケーリングポイ
ント2の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ100%時の温
度入力値を設定し
ます。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 71 Hex 2バイト 2バイト

スケーリング後の
オフセット機能

書
込
／
読
出

スケーリング後の
誤差をオフセット
値にて修正しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31 Hex 01～04 
Hex 72 Hex 2バイト 2バイト

最大値読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立ち上げ時か
らの最大値を読み
出します。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31 Hex 01～04 
Hex 73 Hex － 4バイト

最小値読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立ち上げ時か
らの最小値を読み
出します。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31 Hex 01～04 
Hex 74 Hex － 4バイト

ピーク値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のピーク値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 75 Hex － 4バイト

ボトム値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のボトム値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 76 Hex － 4バイト

トップ値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のトップ値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 77 Hex － 4バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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トップ値検出タイ
ミングフラグ読み
出し

読
出

トップ値を検出し
たときのタイミン
グを読み出しま
す。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 78 Hex － 1バイト

バレー値読み出し 読
出

ホールド機能実行
中のバレー値が保
持され、その値を
読み出します。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 79 Hex － 4バイト

バレー値検出タイ
ミングフラグ読み
出し

読
出

バレー値を検出し
たときのタイミン
グを読み出しま
す。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 7A Hex － 1バイト

上上限値の設定

書
込
／
読
出

上上限値の設定を
行います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 11 Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋415000）

下下限値の設定

書
込
／
読
出

下下限値の設定を
行います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 12 Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋415000）

上限値の設定

書
込
／
読
出

上限値の設定を行
います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 15 Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋415000）

下限値の設定

書
込
／
読
出

下限値の設定を行
います。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 16 Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋415000）

スケーリング処理
された温度入力値
の読み出し

読
出

スケーリング処理
された温度入力値
を読み出します。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 8D Hex － 4バイト

変化率値の読み出
し

読
出

設定サンプリング
周期ごとの変化率
を読み出します。

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex 8E Hex － 4バイト

サンプリング周期
の設定

書
込
／
読
出

前回値との変化率
を求めるサンプリ
ング周期を設定し
ます。
250msより
250の倍数で設
定可（デフォルト
250ms）

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 90 Hex

2バイト
（250～
65500）

2バイト
（250～ 65500）

積分値の読み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

温度入力値の時間
積分値を読み出し
ます。

読出＝
0E Hex
リセッ
ト＝35 
Hex

31 Hex 01～04 
Hex 91 Hex －

4バイト
（－214748364.8
～
＋214748364.7)

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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積分値監視ビット
の読み出し

読
出

ステータスフラグ
の積分値監視ビッ
トで積算状態を読
み出します。
0＝カウンタ
オーバーフロー、
1＝カウンタア
ンダーフロー、
7＝設定値オー
バーフロー

読出＝
0E Hex 31 Hex 01～04 

Hex 92 Hex － 1バイト

積分値の監視設定
値の設定

書
込
／
読
出

積分値の監視値設
定の書き込み／読
み出しを行いま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 93 Hex 4バイト 4バイト

積分値の単位の設
定

書
込
／
読
出

積分値の単位の設
定を行います。
時間（カウント×
時間）＝0 　
分（カウント×
分）＝1

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex 94 Hex 1バイト 1バイト

小数点位置の読み
出し

読
出

小数点位置の読み
出しを行います。
0000=0
0000.0=1
0000.00=2

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex A3 Hex － 1バイト

トップ／バレー回
数のカウント数読
み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

トップ（極大）ま
たはバレー（極
小）の回数をカウ
ントし、読み出し
ます。

読出＝
0E Hex
リセッ
ト＝35 
Hex

31 Hex 01～04 
Hex A9 Hex － 4バイト

トップ／バレー回
数の閾値超えス
テータス読み出し

読
出

トップ／バレー回
数が閾値を超えて
いるかどうかの読
み出しを行いま
す。
カウンタオーバー
フロー＝0、
設定値オーバーフ
ロー＝7

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex AA Hex － 1バイト

トップまたはバ
レーのカウント種
別選択

書
込
／
読
出

トップまたはバ
レーのどちらをカ
ウントするかの設
定を行います。
トップ回数カウン
ト=0
バレー回数カウン
ト=1 

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex AB Hex 1バイト 1バイト

トップ／バレー回
数の閾値設定

書
込
／
読
出

トップ／バレー回
数のカウント値と
比較する閾値を設
定します。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex AC Hex 4バイト 4バイト

設定温度範囲内の
時間カウントの読
み出し

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

ユーザ任意の温度
範囲内に入ってい
る時間をカウント
します。（単位：
秒）

読出＝
0E Hex
リセッ
ト＝35 
Hex

31 Hex 01～04 
Hex AD Hex 4バイト 4バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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設定温度範囲内に
ある閾値超えス
テータス読み出し

読
出

ユーザ任意の温度
範囲内に入ってい
る時間と、閾値と
の比較を行いま
す。
カウンタオーバー
フロー＝0、
設定値オーバーフ
ロー＝7

0E Hex 31 Hex 01～04 
Hex AE Hex － 1バイト

設定温度範囲内に
ある閾値の選択

書
込
／
読
出

カウントする閾値
の種類を選択しま
す。
上上限値より上
=0
上限値～上上限値
=1
PASS=2 
下限値～下下限値
=3
下限値より下=4

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex AF Hex 1バイト 1バイト

設定温度範囲内に
ある時間との比較
を行う閾値の設定・
読み出し

書
込
／
読
出

カウント時間との
比較を行う閾値の
設定を行います。
（単位：秒）

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

31 Hex 01～04 
Hex B0 Hex 4バイト 4バイト

入力CH間の温度
差検出結果の読み
出し

読
出

入力CH間の温
度差検出結果を読
み出します。

0E Hex 69 Hex 01～06 
Hex 67 Hex － 4バイト

入力CH間の温度
差検出結果と閾値
との比較

読
出

温度差検出結果と
閾値とを比較し、
比較結果を読み出
します。
カウンタオーバー
フロー=0　
カウンタアンダー
フロー=1　
データ無効=6
設定値オーバーフ
ロー=７

0E Hex 69 Hex 01～06 
Hex 68 Hex － 1バイト

入力CH間の温度
差検出結果と比較
を行う閾値の設定

書
込
／
読
出

入力CH間の温
度差検出結果と比
較を行うための閾
値の設定を行いま
す。

書込＝
10 Hex
読出＝
0E Hex

69 Hex 01～06 
Hex 6E Hex 4バイト 4バイト

Explicit
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド レスポンス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Service Data
Service DataAttribute

ID データ
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付 -1-6　Explicit メッセージ機能の使用例

■例：CMND命令によるExplicit メッセージの発行

動作
 スレーブからユニットメンテナンス現在値（ClassID：95 Hex、InstanceID：01 Hex、
AttributeID：71 Hex）を読み出します。
コマンドコードは「Explicit メッセージ送信」（2802 Hex）を使用します。
コマンドデータはPLC本体のD01000以降に書き込み、レスポンスデータはD02000以降に
格納されます。

コマンド詳細
[ CMND  S  D  C ]

S D01000 +0 ：2802 Hex コマンドコード

+1 ：100B Hex 送信先ノードアドレス（入力スレーブ：ノードアドレス11）

+2 ：000E Hex ServiceCode 0E Hex

+3 ：0095 Hex ClassID 0095 Hex

+4 ：0001 Hex InstanceID 0001 Hex

+5 ：7100 Hex
AttributeID 71 Hex
（下位00 Hex はコマンドデータバイト数を11byte
に設定しているため読み込みません）

D D02000 ：レスポンス格納先頭CH番号

C D00000 +0 ：000B Hex コマンドデータバイト数 11byte

+1 ：000E Hex レスポンスデータバイト数 14byte

+2 ：0000 Hex 送信先（マスタユニット）ネットワークアドレス0

+3 ：0020 Hex 送信先（マスタユニット）ノードアドレス0

送信先（マスタユニット）号機アドレス20 Hex

+4 ：0000 Hex レスポンス要、通信ポートNo. 0、再送回数0 Hex

+5 ：0064 Hex レスポンス監視時間

Explicit
メッセージ

CompoNetマスタユニット
号機No.0

PLC
本体

INスレーブ
ノードアドレス11

CMND命令
による

号機アドレス 20 Hex*

* CompoNetマスタユニット（高機能I/Oユニット）の
  号機アドレス ＝ 号機No.＋20 Hex
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レスポンス

  Service Data 内のデータで、ワード（2バイト）単位またはダブルワード（4バイト）単位
のデータの場合（チャネルデータ、異常解除コードなど）、コマンドフォーマットとしては、
下位バイト（L）→上位バイト（H）の順で指定します。

例）ワードデータ1234 Hex を指定する場合、34 Hex → 12 Hex の順で指定します。
ダブルワードデータ12345678 Hex を指定する場合、78 Hex → 56 Hex → 34 Hex →
12 Hex の順で指定します。
したがって、コマンドフォーマットとしては、以下のようになります。

そのため、CMND命令のオペランドS以降には、以下のようにセットします。

レスポンスフォーマットのService Data 内のデータも、同様に、ワード（2バイト）単位また
はダブルワード（4バイト）単位のデータが返信される場合は、そのデータの下位バイト（L）
→上位バイト（H）の順で返信されます。

D02000 +0 ：2802 Hex

+1 ：0000 Hex

+2 ：0008 Hex

+3 ：100B Hex 送信先（相手ノード）ノードアドレス11（0B Hex）

+4 ：008E Hex 正常終了8E Hex

+5 ：2F07 Hex ユニットメンテナンス現在値（0000072F Hex）が上位→下位の順で格納される（下記「参考」参照）

+6 ：0000 Hex 

34 12

Service Data

78 56 34 12

Service Data

例）1234 Hexの場合 例）12345678 Hexの場合

00
S+n 34 12

15 08 07

S+n

12
34

15 08 07 00
S+n

56
12

78
34

15 08 07 00

S+n 78
34

56
12

15 08 07 00ビット

ビット ビット

ビット

例）1234 Hexの場合

上位バイトからのとき 上位バイトからのとき

下位バイトからのとき 下位バイトからのとき

例）12345678 Hexの場合
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付 -2 オブジェクトの実装

■ Identity オブジェクト（0x01）

* スレーブによって次表のようになります。

オブジェクトクラス
アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス

アトリビュート

ID 内容 Get Set 値

1 Vendor ○ － 47

2 Devicetype ○ － *

3 Productcode ○ － *

4 Revision ○ － 1.1

5 Status（bitssupported） ○ － bit0 のみ

6 Serialnumber ○ － ユニットごと

7 Productname ○ － *

8 State － － －

サービス

コード 内容 パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

形式
DeviceType Product code Product name

スレーブ 拡張ユニット

形CRT1-ID08

－

07 Hex 1557 CRT1-ID08

形 CRT1-ID08-1 07 Hex 1558 CRT1-ID08-1

形 CRT1-OD08 07 Hex 1559 CRT1-OD08

形 CRT1-OD08-1 07 Hex 1560 CRT1-OD08-1

形 CRT1-ID16

なし 07 Hex 1327

CRT1-ID16

形 XWT-ID08 07 Hex 1328

形 XWT-ID16 07 Hex 1329

形 XWT-OD08 07 Hex 1330

形 XWT-OD16 07 Hex 1331

形 XWT-ID08-1 07 Hex 1332

形 XWT-ID16-1 07 Hex 1333

形 XWT-OD08-1 07 Hex 1334

形 XWT-OD16-1 07 Hex 1335
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形CRT1-ID16-1

なし 07 Hex 1345

CRT1-ID16-1

形 XWT-ID08 07 Hex 1346

形 XWT-ID16 07 Hex 1347

形 XWT-OD08 07 Hex 1348

形 XWT-OD16 07 Hex 1349

形 XWT-ID08-1 07 Hex 1350

形 XWT-ID16-1 07 Hex 1351

形 XWT-OD08-1 07 Hex 1352

形 XWT-OD16-1 07 Hex 1353

形 CRT1-OD16

なし 07 Hex 1336

CRT1-OD16

形 XWT-ID08 07 Hex 1337

形 XWT-ID16 07 Hex 1338

形 XWT-OD08 07 Hex 1339

形 XWT-OD16 07 Hex 1340

形 XWT-ID08-1 07 Hex 1341

形 XWT-ID16-1 07 Hex 1342

形 XWT-OD08-1 07 Hex 1343

形 XWT-OD16-1 07 Hex 1344

形 CRT1-OD16-1

なし 07 Hex 1354

CRT1-OD16-1

形 XWT-ID08 07 Hex 1355

形 XWT-ID16 07 Hex 1356

形 XWT-OD08 07 Hex 1357

形 XWT-OD16 07 Hex 1358

形 XWT-ID08-1 07 Hex 1359

形 XWT-ID16-1 07 Hex 1360

形 XWT-OD08-1 07 Hex 1361

形 XWT-OD16-1 07 Hex 1362

形 CRT1-MD16

－

07 Hex 1561 CRT1-MD16

形 CRT1-MD16-1 07 Hex 1562 CRT1-MD16-1

形 CRT1-ROS08 07 Hex 1593 CRT1-ROS08

形 CRT1-ROF08 07 Hex 1594 CRT1-ROF08

形 CRT1-ROS16

なし 07 Hex 1511

CRT1-ROS16

形 XWT-ID08 07 Hex 1512

形 XWT-ID16 07 Hex 1513

形 XWT-OD08 07 Hex 1514

形 XWT-OD16 07 Hex 1515

形 XWT-ID08-1 07 Hex 1516

形 XWT-ID16-1 07 Hex 1517

形 XWT-OD08-1 07 Hex 1518

形 XWT-OD16-1 07 Hex 1519

形式
DeviceType Product code Product name

スレーブ 拡張ユニット
付 -25



付 -2 オブジェクトの実装

　付

付
録

形CRT1-ROF16

なし 07 Hex 1520

CRT1-ROF16

形 XWT-ID08 07 Hex 1521

形 XWT-ID16 07 Hex 1522

形 XWT-OD08 07 Hex 1523

形 XWT-OD16 07 Hex 1524

形 XWT-ID08-1 07 Hex 1525

形 XWT-ID16-1 07 Hex 1526

形 XWT-OD08-1 07 Hex 1527

形 XWT-OD16-1 07 Hex 1528

形 CRT1-ID08TA

－

07 Hex 1563 CRT1-ID08TA

形 CRT1-ID08TA-1 07 Hex 1564 CRT1-ID08TA-1

形 CRT1-OD08TA 07 Hex 1565 CRT1-OD08TA

形 CRT1-OD08TA-1 07 Hex 1566 CRT1-OD08TA-1

形 CRT1-ID08TAH 07 Hex 1567 CRT1-ID08TAH

形 CRT1-ID08TAH-1 07 Hex 1568 CRT1-ID08TAH-1

形 CRT1-OD08TAH 07 Hex 1569 CRT1-OD08TAH

形 CRT1-OD08TAH-1 07 Hex 1570 CRT1-OD08TAH-1

形 CRT1-ID16TA 07 Hex 1529 CRT1-ID16TA

形 CRT1-ID16TA-1 07 Hex 1530 CRT1-ID16TA-1

形 CRT1-OD16TA 07 Hex 1531 CRT1-OD16TA

形 CRT1-OD16TA-1 07 Hex 1532 CRT1-OD16TA-1

形 CRT1-MD16TA 07 Hex 1533 CRT1-MD16TA

形 CRT1-MD16TA-1 07 Hex 1534 CRT1-MD16TA-1

形 CRT1-ID16TAH 07 Hex 1595 CRT1-ID16TAH

形 CRT1-ID16TAH-1 07 Hex 1596 CRT1-ID16TAH-1

形 CRT1-OD16TAH 07 Hex 1597 CRT1-OD16TAH

形 CRT1-OD16TAH-1 07 Hex 1598 CRT1-OD16TAH-1

形 CRT1-MD16TAH 07 Hex 1571 CRT1-MD16TAH

形 CRT1-MD16TAH-1 07 Hex 1572 CRT1-MD16TAH-1

形 CRT1-VID08S 07 Hex 1710 CRT1-VID08S

形 CRT1-VID08S-1 07 Hex 1711 CRT1-VID08S-1

形 CRT1-VOD08S 07 Hex 1712 CRT1-VOD08S

形 CRT1-VOD08S-1 07 Hex 1713 CRT1-VOD08S-1

形 CRT1-ID16S 07 Hex 1535 CRT1-ID16S

形 CRT1-ID16S-1 07 Hex 1536 CRT1-ID16S-1

形 CRT1-OD16S 07 Hex 1537 CRT1-OD16S

形 CRT1-OD16S-1 07 Hex 1538 CRT1-OD16S-1

形 CRT1-MD16S 07 Hex 1539 CRT1-MD16S

形 CRT1-MD16S-1 07 Hex 1540 CRT1-MD16S-1

形 CRT1-ID16SH 07 Hex 1599 CRT1-ID16SH

形 CRT1-ID16SH-1 07 Hex 1600 CRT1-ID16SH-1

形 CRT1-OD16SH 07 Hex 1601 CRT1-OD16SH

形CRT1-OD16SH-1 07 Hex 1602 CRT1-OD16SH-1

形 CRT1-MD16SH 07 Hex 1579 CRT1-MD16SH

形式
DeviceType Product code Product name

スレーブ 拡張ユニット
付 -26



付 -2 オブジェクトの実装

 付

付
録

形CRT1-MD16SH-1

－

07 Hex 1580 CRT1-MD16SH-1

形 CRT1-ID32S 07 Hex 1573 CRT1-ID32S

形 CRT1-ID32S-1 07 Hex 1574 CRT1-ID32S-1

形 CRT1-OD32S 07 Hex 1575 CRT1-OD32S

形 CRT1-OD32S-1 07 Hex 1576 CRT1-OD32S-1

形 CRT1-MD32S 07 Hex 1577 CRT1-MD32S

形 CRT1-MD32S-1 07 Hex 1578 CRT1-MD32S-1

形 CRT1-ID32SH 07 Hex 1581 CRT1-ID32SH

形 CRT1-ID32SH-1 07 Hex 1582 CRT1-ID32SH-1

形 CRT1-OD32SH 07 Hex 1583 CRT1-OD32SH

形CRT1-OD32SH-1 07 Hex 1584 CRT1-OD32SH-1

形 CRT1-MD32SH 07 Hex 1585 CRT1-MD32SH

形CRT1-MD32SH-1 07 Hex 1586 CRT1-MD32SH-1

形 CRT1-VID16ML 07 Hex 1706 CRT1-VID16ML

形 CRT1-VID16ML-1 07 Hex 1707 CRT1-VID16ML-1

形 CRT1-VOD16ML 07 Hex 1708 CRT1-VOD16ML

形 CRT1-VOD16ML-1 07 Hex 1709 CRT1-VOD16ML-1

形 CRT1-VID32ML 07 Hex 1700 CRT1-VID32ML

形 CRT1-VID32ML-1 07 Hex 1701 CRT1-VID32ML-1

形 CRT1-VOD32ML 07 Hex 1702 CRT1-VOD32ML

形 CRT1-VOD32ML-1 07 Hex 1703 CRT1-VOD32ML-1

形 CRT1-VMD32ML 07 Hex 1704 CRT1-VMD32ML

形 CRT1-VMD32ML-1 07 Hex 1705 CRT1-VMD32ML-1

形 CRT1-ID08SL 07 Hex 1587 CRT1-ID08SL

形 CRT1-ID08SL-1 07 Hex 1588 CRT1-ID08SL-1

形 CRT1-OD08SL 07 Hex 1589 CRT1-OD08SL

形 CRT1-OD08SL-1 07 Hex 1590 CRT1-OD08SL-1

形 CRT1-ID16SL 07 Hex 1541 CRT1-ID16SL

形 CRT1-ID16SL-1 07 Hex 1542 CRT1-ID16SL-1

形 CRT1-OD16SL 07 Hex 1543 CRT1-OD16SL

形 CRT1-OD16SL-1 07 Hex 1544 CRT1-OD16SL-1

形 CRT1-MD16SL 07 Hex 1591 CRT1-MD16SL

形 CRT1-MD16SL-1 07 Hex 1592 CRT1-MD16SL-1

形 CRT1B-ID02S 07 Hex 1364 CRT1B-ID02S

形 CRT1B-ID02S -1 07 Hex 1365 CRT1B-ID02S -1

形 CRT1B-OD02S 07 Hex 1366 CRT1B-OD02S

形 CRT1B-OD02S-1 07 Hex 1367 CRT1B-OD02S-1

形 CRT1B-ID02SP 07 Hex 1368 CRT1B-ID02SP

形 CRT1B-ID02SP-1 07 Hex 1369 CRT1B-ID02SP-1

形 CRT1B-OD02SP 07 Hex 1370 CRT1B-OD02SP

形 CRT1B-OD02SP-1 07 Hex 1371 CRT1B-OD02SP-1

形 CRT1B-ID04SP 07 Hex 1372 CRT1B-ID04SP

形 CRT1B-ID04SP-1 07 Hex 1373 CRT1B-ID04SP-1

形 CRT1B-MD04SLP 07 Hex 1374 CRT1B-MD04SLP

形式
DeviceType Product code Product name

スレーブ 拡張ユニット
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■メッセージルータオブジェクト（0x02）

■ Assembly オブジェクト（0x04）

形CRT1B-MD04SLP-1

－

07 Hex 1375 CRT1B-MD04SLP-1

形 CRT1B-ID02JS 07 Hex 1727 CRT1B-ID02JS

形 CRT1B-ID02JS-1 07 Hex 1728 CRT1B-ID02JS-1

形 CRT1B-OD02JS 07 Hex 1725 CRT1B-OD02JS

形 CRT1B-OD02JS-1 07 Hex 1726 CRT1B-OD02JS-1

形 CRT1B-MD02JS 07 Hex 1729 CRT1B-MD02JS

形 CRT1B-MD02JS-1 07 Hex 1730 CRT1B-MD02JS-1

形 CRT1B-ID04JS 07 Hex 1733 CRT1B-ID04JS

形 CRT1B-ID04JS-1 07 Hex 1734 CRT1B-ID04JS-1

形 CRT1B-OD04JS 07 Hex 1731 CRT1B-OD04JS

形 CRT1B-OD04JS-1 07 Hex 1732 CRT1B-OD04JS-1

形 CRT1B-MD04JS 07 Hex 1735 CRT1B-MD04JS

形 CRT1B-MD04JS-1 07 Hex 1736 CRT1B-MD04JS-1

形 CRT1-AD04 00 Hex 65 CRT1-AD04

形 CRT1-DA02 00 Hex 66 CRT1-DA02

形 CRT1-VAD04S 00 Hex 1715 CRT1-VAD04S

形 CRT1-VDA02S 00 Hex 1717 CRT1-VDA02S

形 CRT1-VAD04ML 00 Hex 1714 CRT1-VAD04ML

形 CRT1-VDA02ML 00 Hex 1716 CRT1-VDA02ML

形 CRT1-TS04T 00 Hex 1631 CRT1-TS04T

形 CRT1-TS04P 00 Hex 1632 CRT1-TS04P

形 CRT1-RPT01 26 Hex 1363 CRT1-RPT01

オブジェクトクラス
アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス
アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

ベンダ固有仕様の追加 なし

オブジェクトクラス
アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス

アトリビュート

ID 内容 Get Set 値

1 Number of members in list － － －

2 Member list － － －

3 Data ○ － －

サービス
コード 内容 パラメータオプション

0E Get_Attribute_Single なし

形式
DeviceType Product code Product name

スレーブ 拡張ユニット
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CompoNet スレーブで示すアセンブリインスタンスを以下に示します。

デジタル I/Oスレーブ（入力）
インスタンスNo. タイプ ビット割付 サポート機種

アセンブリインスタンス2
入力2点 入力 － － － － － － 1 0

形CRT1B-ID02S（-1）

形CRT1B-ID02SP（-1）

形CRT1B-MD04SLP（-1）

形CRT1B-ID02JS（-1）

形CRT1B-MD02JS（-1）

形CRT1B-MD04JS（-1）

アセンブリインスタンス3
入力4点 入力 － － － － 3 2 1 0

形 CRT1B-ID04SP（-1）

形CRT1B-ID04JS（-1）

アセンブリインスタンス4
入力8点 入力 7 6 5 4 3 2 1 0

形 CRT1-ID08（-1）

形CRT1-OD16（-1）
＋XWT-ID08（-1）

形CRT1-MD16（-1）

形CRT1-ROS16
＋ XWT-ID08（-1）

形CRT1-ROF16
＋ XWT-ID08（-1）

形CRT1-ID08TA（-1）

形CRT1-ID08TAH（-1）

形CRT1-MD16TA（-1）

形CRT1-MD16TAH（-1）

形CRT1-VID08S（-1）

形CRT1-MD16S（-1）

形CRT1-MD16SH（-1）

形CRT1-ID08SL（-1）

形CRT1-MD16SL（-1）

アセンブリインスタンス5
入力16点

入力

7 6 5 4 3 2 1 0

形 CRT1-ID16（-1）

形CRT1-ID16（-1）
＋XWT-OD08（-1）

形CRT1-ID16（-1）
＋XWT-OD16（-1）

形CRT1-OD16（-1）
＋XWT-ID16（-1）

形CRT1-ROS16
＋ XWT-ID16（-1）

形CRT1-ROF16
＋ XWT-ID16（-1）

形CRT1-ID16TA（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8

形 CRT1-ID16TAH（-1）

形CRT1-ID16S（-1）

形CRT1-ID16SH（-1）

形CRT1-MD32S（-1）

形CRT1-MD32SH（-1）

形CRT1-VID16ML（-1）

形CRT1-VMD32ML（-1）

形CRT1-ID16SL（-1）
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デジタル I/Oスレーブ（出力）

アセンブリインスタンス6
入力32点 入力

7 6 5 4 3 2 1 0 形 CRT1-ID16（-1）
＋XWT-ID16（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8 形 CRT1-ID32S（-1）

23 22 21 20 19 18 17 16 形 CRT1-ID32SH（-1）

31 30 29 28 27 26 25 24 形 CRT1-VID32ML（-1）

アセンブリインスタンス7
入力24点 入力

7 6 5 4 3 2 1 0
形 CRT1-ID16（-1）
＋XWT-ID08（-1）15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16

インスタンスNo. タイプ ビット割付 サポート機種

アセンブリインスタンス
32
出力2点

出力 － － － － － － 1 0

形 CRT1B-OD02S（-1）
形 CRT1B-OD02SP（-1）
形 CRT1B-MD04SLP（-1）
形 CRT1B-OD02JS(-1)
形 CRT1B-MD02JS(-1)
形 CRT1B-MD04JS(-1)

アセンブリインスタンス
33
出力4点

出力 － － － － － － 2 0 形 CRT1B-OD04JS（-1）

アセンブリインスタンス
34
出力8点

出力 7 6 5 4 3 2 1 0

形 CRT1-OD08（-1）

形 CRT1-ID16（-1）
＋ XWT-OD08（-1）

形 CRT1-MD16（-1）

形 CRT1-ROS08

形 CRT1-ROF08

形 CRT1-OD08TA（-1）

形 CRT1-OD08TAH（-1）

形 CRT1-MD16TA（-1）

形 CRT1-MD16TAH（-1）

形 CRT1-VOD08S（-1）

形 CRT1-MD16S（-1）

形 CRT1-MD16SH（-1）

形 CRT1-OD08SL（-1）

形 CRT1-MD16SL（-1）

インスタンスNo. タイプ ビット割付 サポート機種
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アセンブリインスタンス
35
出力16点

出力

7 6 5 4 3 2 1 0

形 CRT1-ID16（-1）
＋XWT-OD16（-1）

形CRT1-OD16（-1）

形CRT1-OD16（-1）
＋XWT-ID08（-1）

形CRT1-OD16（-1）
＋XWT-ID16（-1）

形CRT1-ROS16

形 CRT1-ROS16
＋ XWT-ID08（-1）

形CRT1-ROS16
＋ XWT-ID16（-1）

形CRT1-ROF16

15 14 13 12 11 10 9 8

形 CRT1-ROF16
＋ XWT-ID08（-1）

形CRT1-ROF16
＋ XWT-ID16（-1）

形CRT1-OD16TA（-1）

形CRT1-OD16TAH（-1）

形CRT1-OD16S（-1）

形CRT1-OD16SH（-1）

形CRT1-MD32S（-1）

形CRT1-MD32SH（-1）

形CRT1-VOD16ML（-1）

形CRT1-VMD32ML（-1）

形CRT1-OD16SL（-1）

アセンブリインスタンス
36
出力32点

出力

7 6 5 4 3 2 1 0 形 CRT1-OD16（-1）
＋XWT-OD16（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8 形 CRT1-ROS16
＋ XWT-OD16（-1）

23 22 21 20 19 18 17 16
形 CRT1-ROF16
＋ XWT-OD16（-1）

形CRT1-OD32S（-1）

31 30 29 28 27 26 25 24
形 CRT1-OD32SH（-1）

形CRT1-VOD32ML（-1）

アセンブリインスタンス
37
出力24点

出力

7 6 5 4 3 2 1 0 形 CRT1-OD16（-1）
＋XWT-OD08（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8 形 CRT1-ROS16
＋ XWT-OD08（-1）

23 22 21 20 19 18 17 16 形 CRT1-ROF16
＋ XWT-OD08（-1）

インスタンスNo. タイプ ビット割付 サポート機種
付 -31



付 -2 オブジェクトの実装

　付

付
録

アナログ I/Oスレーブ（入力）

アナログ I/Oスレーブ（出力）

インスタンスNo. バイト ビット割付 サポート機種

インスタンス104
アナログデータ1
（入力）

＋0
Ch0 Analog Data 

形 CRT1-AD04
形 CRT1-VAD04S
形 CRT1-VAD04ML

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data

＋ 7

インスタンス122
トップバレー検出
タイミングフラグ

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 形 CRT1-AD04
形 CRT1-VAD04S
形 CRT1-VAD04ML＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス134
アナログステータス
フラグ

＋0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0

形 CRT1-AD04
形 CRT1-VAD04S
形 CRT1-VAD04ML

＋ 1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1

＋ 2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2

＋ 3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3

インスタンス174
アナログデータ1
＋トップバレー検出
タイミングフラグ

＋0
Ch0 Analog Data

形 CRT1-AD04
形 CRT1-VAD04S
形 CRT1-VAD04ML

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data

＋ 7

＋ 8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンスNo. タイプ ビット割付 サポート機種

インスタンス190
HOLDフラグ ＋0 － － － － HD3 HD2 HD1 HD0

形 CRT1-DA02
形 CRT1-VDA02S
形 CRT1-VDA02ML

インスタンス192
アナログ出力データ

＋0
Ch0 Analog Data

形 CRT1-DA02
形 CRT1-VDA02S
形 CRT1-VDA02ML

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data

＋ 3
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温度入力ユニット（入力）
インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種

インスタンス104
温度データ1
（通常表示）

＋0
Ch0 Temperature Data 1

形 CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 1

＋ 7

インスタンス108
温度データ1
（1/100表示）

＋0

Ch0 Temperature Data 1

形 CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 1
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 1
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 1
＋ 13

＋ 14

＋15

インスタンス122
トップバレー検出タ
イミングフラグ

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 形 CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス134
温度データステータ
スフラグ

＋0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0

形 CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

＋ 1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1

＋ 2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2

＋ 3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3

インスタンス174
温度データ1（通常
表示）＋トップバ
レー検出タイミング
フラグ

＋0
Ch0 Temperature Data 1

形 CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 1

＋ 7

＋ 8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0
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温度入力ユニット（出力）

インスタンス178
温度データ1（1/
100表示）＋トッ
プバレー検出タイミ
ングフラグ

＋0

Ch0 Temperature Data 1

形 CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 1
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 1
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 1
＋ 13

＋ 14

＋15

＋16 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 17 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンスNo. タイプ ビット割付 サポート機種

インスタンス190
HOLDフラグ ＋0 － － － － HD3 HD2 HD1 HD0 形 CRT1-TS04T

形 CRT1-TS04P

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種
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■Connection オブジェクト（0x05）

* スレーブによって次ページの表のようになります。

オブジェクトクラス

アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

最大可能アクティブコネクション数 1

オブジェクトインスタンス
1

セクション 情報 最大インスタンス数

インスタンスタイプ Polled I/O 1

プロダクショントリガ Cyclic

－トランスポートタイプ Server

トランスポートクラス 2

アトリビュート

ID 内容 Get Set 値

1 State ○ － －

2 Instance type ○ － 01H

3 Transport class trigger ○ －

82 H：（In and 
Mix slaves）
80 H：（Out 
slaves and 
Repeaters）

4 Produced connection ID ○ － －

5 Consumed connection ID ○ － －

6 Initial 
comm.characteristics ○ － 01 H

7 Produced connection size ○ － *

8 Consumed connection size ○ － *

9 Expected packet rate ○ ○ －

12 Watchdog time-out action ○ － 00

13 Produced connection path 
length ○ － *

14 Produced connection path ○ － *

15 Consumed connection path 
length ○ － *

16 Consumed connection path ○ － *

17 Production inhibit time ○ － 0000 H

サービス

コード 内容 パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

10 Set_Attribute_Single なし
付 -35



付 -2 オブジェクトの実装

　付

付
録

形式 名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection path

スレーブ 拡張ユニット

形CRT1B-ID02S（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_02_

30_03 － 0000 －

形CRT1B-OD02S（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_02_

30_03

形 CRT1B-ID02SP（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_02_

30_03 － 0000 －

形CRT1B-OD02SP（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_02_

30_03

形 CRT1B-ID04SP（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_03_

30_03 － 0000 －

形CRT1B-MD04SLP（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_02_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_02_

30_03

形 CRT1B-ID02JS(-1) Input 
Data 0001 0006 20_04_24_02_

30_03 － 0000 －

形CRT1B-ID04JS(-1) Input 
Data 0001 0006 20_04_24_03_

30_03 － 0000 －

形CRT1B-OD02JS(-1) Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_20_

30_03

形 CRT1B-OD04JS(-1) Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_21_

30_03

形 CRT1B-MD02JS(-1)

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_02_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_20_

30_03

形 CRT1B-MD04JS(-1)

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_02_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_20_

30_03

形 CRT1-ID08（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD08（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID16
（-1）

なし Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形XWT-ID08
（-1）

Input 
Data 0003 0006 20_04_24_07_

30_03 － 0000 －

形XWT-ID16
（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_

30_03 － 0000 －

形XWT-OD08
（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 XWT-OD16
（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03
付 -36



付 -2 オブジェクトの実装

 付

付
録

形CRT1-OD16
（-1）

なし Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 XWT-ID08
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形XWT-ID16
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形XWT-OD08
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0003 0006 20_04_24_25_

30_03

形 XWT-OD16
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_24_

30_03

形 CRT1-MD16（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ROS08 Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ROF08 Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-
ROS16

なし Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 XWT-ID08
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形XWT-ID16
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形XWT-OD08
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0003 0006 20_04_24_25_

30_03

形 XWT-OD16
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_24_

30_03

形 CRT1-
ROF16

なし Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 XWT-ID08
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形XWT-ID16
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形XWT-OD08
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0003 0006 20_04_24_25_

30_03

形 XWT-OD16
（-1）

Output 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_24_

30_03

形式 名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection path

スレーブ 拡張ユニット
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形CRT1-ID08TA（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD08TA（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID08TAH（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD08TAH（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID16TA（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD16TA（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-MD16TA（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID16TAH（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD16TAH（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-MD16TAH（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-VID08S（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形CRT1-VOD08S（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID16S（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD16S（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-MD16S（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID16SH（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD16SH（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-MD16SH（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID32S（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_06_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD32S（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_24_

30_03

形式 名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection path

スレーブ 拡張ユニット
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形CRT1-MD32S（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-ID32SH（-1） Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD32SH（-1） Output 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_24_

30_03

形 CRT1-MD32SH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-VID16ML（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形CRT1-VOD16ML（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-VID32ML（-1） Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_

30_03 － 0000 －

形CRT1-VOD32ML（-1） Output 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_24_

30_03

形 CRT1-VMD32ML（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-ID08SL（-1） Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD08SL（-1） Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形 CRT1-ID16SL（-1） Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_

30_03 － 0000 －

形CRT1-OD16SL（-1） Output 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_23_

30_03

形 CRT1-MD16SL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_

30_03 － 0000 －

Output 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_22_

30_03

形式 名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection path

スレーブ 拡張ユニット
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形CRT1-AD04
形 CRT1-VAD04S
形 CRT1-VAD04ML

Analog 
Data1 0008 0006 20_04_24_68_

30_03 0000 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_

30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_7A_
30_03 0000 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_86_

30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_97_
30_03 0000 0000 －

Analog 
Status
+ 

Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_A4_
30_03 0000 0000 －

Analog 
data1+ 
Top and 
valley 
shot

000A 0006 20_04_24_AE_
30_03 0000 0000 －

Analog 
data+ 
Top and 
valley 
shot+ 
Generic 
Status

000B 0006 20_04_24_B8_
30_03 0000 0000 －

Hold 
control 0000 0000 － 0001 0006 20_04_24_BE_

30_03

形 CRT1-DA02
形 CRT1-VDA02S
形 CRT1-VDA02ML

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_

30_03 － － －

Analog 
Data － － － 0004 0006 20_04_24_C0_

30_03

形式 名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection path

スレーブ 拡張ユニット
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形CRT1-TS04T
形 CRT1-TS04P

Temper
ature 
Data1
（Norm
al）

0008 0006 20_04_24_68_
30_03 0000 0000 －

Temper
ature 
Data1
（1/100 
display）

0010 0006 20_04_24_6C_
30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_7A_
30_03 0000 0000 －

Temper
ature 
Status

0004 0006 20_04_24_86_
30_03 0000 0000 －

Temper
ature 
data1 
（Norm
al）+ 
Top and 
valley 
shot

000A 0006 20_04_24_AE_
30_03 0000 0000 －

Temper
ature 
data1 
（1/100 
display）
+ Top 
and 
valley 
shot

0012 0006 20_04_24_B2_
30_03 0000 0000 －

Hold 
control 0000 0000 － 0001 0006 20_04_24_BE_

30_03

形式 名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection path

スレーブ 拡張ユニット
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付 -3 消費電流一覧

付 -3-1　デジタル I/Oスレーブ

形式 通信電源消費電流

形CRT1-ID08 30ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08-1 30ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08-1 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16 55ｍA以下（DC24V時）
85ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16-1 55ｍA以下（DC24V時）
85ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16 55ｍA以下（DC24V時）
85ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16-1 55ｍA以下（DC24V時）
85ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16 35ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16-1 35ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ROS08 95ｍA以下（DC24V時）
150ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ROF08 60ｍA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ROS16 155ｍA以下（DC24V時）
255ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ROF16 85ｍA以下（DC24V時）
130ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08TA 30ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08TA-1 30ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08TA 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08TA-1 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08TAH 35ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08TAH-1 35ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08TAH 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）
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形CRT1-OD08TAH-1 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16TA 40ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16TA-1 37ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16TA 45ｍA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16TA-1 45ｍA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16TA 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16TA-1 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16TAH 40ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16TAH-1 40ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16TAH 40ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16TAH-1 40ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16TAH 40ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16TAH-1 40ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VID08S 35ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VID08S-1 35ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VOD08S 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VOD08S-1 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16S 110ｍA以下（DC24V時）
125ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16S-1 110ｍA以下（DC24V時）
120ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16S 38ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16S-1 39ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16S 75ｍA以下（DC24V時）
95ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16S-1 75ｍA以下（DC24V時）
95ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16SH 125ｍA以下（DC24V時）
145ｍA以下（DC14V時）

形式 通信電源消費電流
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形CRT1-ID16SH-1 125ｍA以下（DC24V時）
145ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16SH 40ｍA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16SH-1 40ｍA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16SH 60ｍA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16SH-1 60ｍA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID32S 195ｍA以下（DC24V時）
200ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID32S-1 195ｍA以下（DC24V時）
200ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD32S 50ｍA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD32S-1 50ｍA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD32S 45ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD32S-1 45ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID32SH 210ｍA以下（DC24V時）
235ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID32SH-1 210ｍA以下（DC24V時）
235ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD32SH 50ｍA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD32SH-1 50ｍA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD32SH 60ｍA以下（DC24V時）
100ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD32SH-1 60ｍA以下（DC24V時）
100ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VID16ML 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VID16ML-1 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VOD16ML 45ｍA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VOD16ML-1 45ｍA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VID32ML 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VID32ML-1 40ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VOD32ML 50ｍA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形式 通信電源消費電流
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* 拡張ユニットの通信電源消費電流は、デジタル I/Oスレーブと接続した際に増える消費電流です。
例えば、形CRT1-ID16＋ XWT-OD16の組み合わせの場合の消費電流は、
　通信電源電圧DC24V時：55＋ 10 = 65mA
　通信電源電圧DC14V時：85＋ 10 = 95mA
となります。

形CRT1-VOD32ML-1 50ｍA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VMD32ML 45ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VMD32ML-1 45ｍA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08SL 30ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID08SL-1 30ｍA以下（DC24V時）
50ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08SL 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD08SL-1 35ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16SL 34ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-ID16SL-1 34ｍA以下（DC24V時）
55ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16SL 37ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-OD16SL-1 37ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16SL 35ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-MD16SL-1 35ｍA以下（DC24V時）
60ｍA以下（DC14V時）

形XWT-ID08* 5ｍA以下

形XWT-ID08-1* 5ｍA以下

形XWT-OD08* 5ｍA以下

形XWT-OD08-1* 5ｍA以下

形XWT-ID16* 10ｍA以下

形XWT-ID16-1* 10ｍA以下

形XWT-OD16* 10ｍA以下

形XWT-OD16-1* 10ｍA以下

形式 通信電源消費電流
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付 -3-2　アナログ I/Oスレーブ

付 -3-3　温度入力ユニット

形式 通信電源消費電流

形CRT1-AD04 110ｍA以下（DC24V時）
175ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-DA02 125ｍA以下（DC24V時）
205ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VAD04S 75ｍA以下（DC24V時）
115ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VDA02S 105ｍA以下（DC24V時）
170ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VAD04ML 75ｍA以下（DC24V時）
115ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-VDA02ML 105ｍA以下（DC24V時）
170ｍA以下（DC14V時）

形式 通信電源消費電流

形CRT1-TS04T 75ｍA以下（DC24V時）
110ｍA以下（DC14V時）

形CRT1-TS04P 75ｍA以下（DC24V時）
110ｍA以下（DC14V時）
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付 -3-4　ビットスレーブ

形式 通信電源消費電流

形CRT1B-ID02S 65mA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID02S-1 45mA以下（DC24V時）
65ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD02S 55mA以下（DC24V時）
75ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD02S-1 55mA以下（DC24V時）
70ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID02SP 65mA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID02SP-1 65mA以下（DC24V時）
80ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD02SP 50mA以下（DC24V時）
75ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD02SP-1 50mA以下（DC24V時）
75ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID04SP 85mA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID04SP-1 85mA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-MD04SLP 80mA以下（DC24V時）
90ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-MD04SLP-1 75mA以下（DC24V時）
85ｍA以下（DC14V時）
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付 -3-5　ビットスレーブ（小型コネクタタイプ）

付 -3-6　リピータユニット

形式 通信電源消費電流

形CRT1B-ID02JS 25mA以下（DC24V時）
30ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID02JS-1 25mA以下（DC24V時）
30ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD02JS 25mA以下（DC24V時）
30ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD02JS-1 25mA以下（DC24V時）
30ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID04JS 35mA以下（DC24V時）
40ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-ID04JS-1 35mA以下（DC24V時）
40ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD04JS 30mA以下（DC24V時）
35ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-OD04JS-1 30mA以下（DC24V時）
35ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-MD02JS 25mA以下（DC24V時）
30ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-MD02JS-1 25mA以下（DC24V時）
30ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-MD04JS 35mA以下（DC24V時）
40ｍA以下（DC14V時）

形CRT1B-MD04JS-1 35mA以下（DC24V時）
40ｍA以下（DC14V時）

形式 通信電源消費電流

形CRS1-RPT01 95ｍA以下
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付 -4 直流 2線式センサとの接続の注意点
DC入力タイプのユニットで、直流 2線式センサを使用するときは、下記の条件が満たされ
ていることを確認してください。
条件が満たされていない場合は誤動作の原因となります。

付 -4-1　DC入力タイプのユニットのON電圧とセンサの残留電圧の関係
VON≦ VCC － VR
VCC： I/O電源電圧（電源電圧範囲は20.4～26.4Vですが、最悪の条件を考えて20.4V

で計算します。）
VON：DC入力タイプのユニットのON電圧
VR  ：センサの出力残留電圧

I/O 電源電圧（VCC）を 26.4Vに調整することで上式を満足できる場合があります。

付 -4-2　DC入力タイプのユニットのON電流とセンサの制御出力の関係
IOUT（min） ≦ ION ≦ IOUT（max）
IOUT：センサの制御出力（負荷電流）　　
ION：DC入力タイプのユニットのON電流

ION は、以下のように求めることができます。
　ION＝（VCC － VR－ VF）／ RIN
　VF ：DC入力タイプのユニットの内部残留電圧
　RIN：DC入力タイプのユニットの入力インピーダンス

ION が IOUT（min）より小さくなるときは、ブリーダ抵抗Rを接続してください。
ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。

　R ≦（VCC － VR）／（IOUT（min）－ ION）
　電力W ≧（VCC － VR）2／ R × 4［余裕度］

付 -4-3　DC入力タイプのユニットのOFF電流とセンサの漏れ電流の関係
IOFF ≧ Ileak
　IOFF：DC入力タイプのユニットのOFF 電流
　Ileak ：センサの漏れ電流

センサの漏れ電流が DC 入力タイプのユニットの OFF 電流より大きい場合は、ブリーダ抵
抗Rを取り付けてください。
ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。

　R≦（IOFF × RIN ＋ VF）／（Ileak － IOFF）
　電力W≧（VCC－ VR）2／ R × 4［余裕度］

2線式センサ DC入力タイプの
スレーブ

RINVR R

VCC
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付 -5 I/O電源電流値について
各デジタル I/O スレーブのV、G端子に供給すべき I/O電源電流値は、以下の計算式のとお
りとなります。

供給すべき I/O 電源電流値は、I/O電源の接続が必要なブロック単位で算出します。
例えば、形 CRT1-ID16TA では、IN0 ～ IN7 までの左側 8 点、IN8 ～ IN15 までの右側
8点が、それぞれ I/O電源の供給が必要なブロックとなります。

入力ユニットの場合
V⇔G端子間に供給する I/O 電源電流値 ＝
①入力電流×使用点数＋②入力接続機器供給電流（使用点数分の合計）＋③ I/O電源消費電流
　
各項目の算出方法は以下です。
①入力電流×使用点数
入力ユニットの入力回路に流れる電流値です。計算には「入力電流」を使用点数分合計し
た値を使用します。
「入力電流」は各入力ユニットの仕様を確認してください。　

②入力接続機器供給電流（使用点数分の合計）
入力接続機器の駆動回路を動作させるための電流値です。計算には入力接続機器の「消費
電流」を使用点数分合計した値を使用します。
入力接続機器の「消費電流」は各入力接続機器の仕様を確認してください。
ただし、以下の場合には入力接続機器供給電流は0mAとして計算してください。
・2線式入力機器を接続した場合
・2 段端子台タイプの入力ユニットを使用する場合
　
③ I/O電源消費電流
入力ユニットの内部回路を動作させるための電流値です。計算には「I/O 電源消費電流」を
使用します。
「I/O電源消費電流」は各入力ユニットの仕様を確認してください。　

出力ユニットの場合
V⇔G端子間に供給する I/O 電源電流値 ＝
①接続する負荷の負荷電流（使用点数分の合計）＋②出力接続機器供給電流（使用点数分の
合計）＋③ I/O 電源消費電流

各項目の算出方法は以下です。
①接続する負荷の負荷電流（使用点数分の合計）
接続する負荷によって出力ユニットの出力回路に流れる負荷電流値です。計算には「負荷
電流」値を使用点数分合計した値を使用します。
この値よりコモンの電流制限値の方が小さい場合は、コモンの電流制限値を使用します。
「負荷電流」は各出力接続機器の仕様を確認してください。

②出力接続機器供給電流（使用点数分の合計）
出力接続機器の駆動回路を動作させるための電流値です。計算には出力接続機器の「消費
電流」を使用点数分合計した値を使用します
出力接続機器の「消費電流」は各出力接続機器の仕様を確認してください。
ただし、以下の場合には出力接続機器供給電流は0mAとして計算してください。
・2線式出力機器を接続した場合
・2 段端子台タイプの出力ユニットを使用する場合
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③ I/O 電源消費電流
出力ユニットの内部回路を動作させるための電流値です。計算には「I/O電源消費電流」を
使用します。
「I/O電源消費電流」は各出力ユニットの仕様を確認してください。　

（計算例1）
形CRT1-ID08TAに消費電流30mAの 3線式センサを7点分接続した場合
形CRT1-ID08TAの仕様は以下です。
・入力電流6.0mA以下／点（DC24V時）
・I/O電源消費電流5mA以下（DC24V時）

　
よって、V⇔G端子間に供給する I/O電源電流値は以下となります。
V⇔G端子間に供給する I/O電源電流値 ＝
（6mA× 7点）＋（30mA× 7点）＋5mA＝ 257mA
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付 -6 ビットスレーブのノードアドレス設定一覧
ここでは、ビットスレーブ（小型コネクタタイプ）のノードアドレス設定について、一覧を
示します。
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付 -7 CompoNet仕様適合ケーブルの紹介
参考に他社のCompoNet 仕様適合ケーブルを紹介します。
詳細はODVAまたは各メーカのホームページを参照してください。

注． 丸型ケーブルⅠ、Ⅱは CompoNet 適合品を各ケーブルメーカに確認の上、ご使用くだ
さい。

メーカ 品名 形式

昭和電線ケーブルシス
テム株式会社

フラットケーブルⅠ（4芯） TCN-F1

フラットケーブルⅡ
（4芯、シース付）

TCN-F2

丸型ケーブルⅠ（2芯） TCN-R1

富士電精工 株式会社 CompoNet 丸型ケーブルⅠ FCN-R1: 18AWG×2

CompoNet 丸型ケーブルⅡ FCN-R2: 18AWG×4

倉茂電工 株式会社 CompoNet フラットケーブルⅠ KOMP-F Ⅰ : 21AWG×2, 
19AWG×2

CompoNet フラットケーブルⅡ KOMP-F Ⅱ : 21AWG×2, 
19AWG×2

CompoNet 丸型ケーブルⅠ KOMP-R Ⅰ : 19AWG×2
CompoNet 丸型ケーブルⅡ KOMP-R Ⅱ : 19AWG×4

日合通信電線 株式会社 CompoNet フラットケーブルⅠ
（シースなし）

UNICOMPO FC Ⅰ -T

CompoNet フラットケーブルⅠ
（シース付き）

UNICOMPO FC Ⅱ -T

CompoNet 丸型ケーブルⅠ（２芯） UNICOMPO RC Ⅰ -T
CompoNet 丸型ケーブルⅠ（４芯） UNICOMPO RC Ⅱ -T

株式会社 大晃電工社 フラットケーブルⅠ・Ⅱ KCNF

太陽ケーブルテック 
株式会社

フラットケーブルⅠ・Ⅱ KCNF-J

阪神電線 株式会社 耐油耐屈曲 
CompoNet 丸型ケーブルⅡ

MRC-4

オーナンバ 株式会社 CompoNet 丸型ケーブルⅠ・Ⅱ VCTF-2C、VCTF-4C

カワイ電線 株式会社 CompoNet 丸型ケーブルⅠ・Ⅱ VCTF-2C、VCTF-4C
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